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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　これは、新しん精せい紀きを生きる一人の少女の物語──。







　【プロローグ】







　熱ねつ砂さの海に、ふらついた片かた翼よくが捕とらわれる。ついに力ちから尽つきて、全長数百メートルの金きん属ぞく塊かいは砂さ丘きゆうにぶつかり、大きな砂すな飛沫しぶきをあげた。

　翼つばさは折れて、甲かん高だかい音を派は手でにたてた。ゆうに千トンはある鉄の塊が、砂海との接せつ触しよくにより失速する。すさまじい衝しよう撃げき波はが生まれ、大気との摩ま擦さつ熱ねつで焦こげ付いた金属の表皮を叩たたく。大質量の金属塊は耐たえきれず、脆もろく砕くだけた。水のように流動するきめ細やかな砂に突つっ込こんで、翼の生えた機械の大だい蛇じやは身を折る。

　──それが、二十四体生み出された『精せい機き龍りゆう』という生物の、最後の一体の終しゆう焉えんだった。

「おぉッ──!?」

　と、大気と砂を激はげしく叩いて倒たおれ込む『精機龍』から、ひとつの人ひと影かげが投げ出される。『精機龍』の体内にいた、黄色い耐たい熱ねつスーツを着込んだ男だった。衝撃によじれた背はい面めんの装そう甲こう板ばんがはじけ飛び、一いつ緒しよに宙ちゆうへと飛ばされたのだ。

　が、男は少しも慌あわてない。フルフェイス型ヘルメットの中で、「ヒュウ♪」と口笛を吹ふいた。

　耐熱スーツは、衝撃にも耐えられるようつくられている。飛び散る『精機龍』の破は片へんがスーツに当たる直前、襟えり元もとにあるセンサーが感知して、緊きん急きゆうモードが作動した。

　瞬しゆん間かん、黄色いスーツは風船のように膨ぼう張ちようする。圧あつ縮しゆくして収おさめられていた対衝撃用ジェルが行き渡わたり、全身がボールのようにふくらんだ。ボールはぶつかる破片をはね返し、男の頭が収まったヘルメットを包み込んだまま、『精機龍』の背せを、首を、砂海を跳はねる。

　と、高々と跳ね上がった頂ちよう点てんで、男は何の躊躇ためらいもなくスーツの緊急モードを解かい除じよした。

　瞬またたく間に、ふくらんでいたスーツが元に戻る。再ふたたび口笛を吹きながら、男は持っていたリモコンのスイッチを押おした。

　スイッチは電波を飛ばし、男と共に放ほうり出されていた青色の愛機を目覚めさせる。空中に飛び散る『精機龍』の破片の陰かげから、疾しつ風ぷうのごとく四よん枚まい翼よくの機体が現あらわれる。一人乗りの舞翼ライドを改造し、自動での飛行も可か能のうとしたものである。

　青い舞翼ライドは真まっ直すぐに飛来して、男をうまくすくい上げた。

「ん、よくやったぜ、空くう帝てい号ごうッ」

　愛機をねぎらいつつも、男はすぐに機体の背で立ち上がり、ごついブーツの両足だけで四枚翼のバランスを取る。『精機龍』を中心に生まれた暴ぼう風ふうをうまく受け流し、青い舞翼ライドは空にきれいな弧こを描いた。

　真下では、砂の飛沫をかぶって汚よごれた、無む惨ざんな『精機龍』の巨きよ体たいが見える。──いや、本来は全長数キロにまで成長する人造生物にしては、遥はるかに小型な『精機龍』だ。火星に建造された宇宙都市と地球とを結ぶ、空間に開けられた「転てん移いホール」。その火星側のホールを形成するエネルギー源げんとして、体内に輝かがやく「龍輝石カーバンクル」という命を利用されたモノ──。千年前の人の手で、いいように改造された個こ体たいだった。

　そのことを、『精機龍』に乗って火星から帰ってきた男──虎こ近こんは知っている。墜つい落らくの衝撃が生んだ暴風と、砂の津つ波なみが収まってから、愛機を静かに舞まい降おろす。「龍輝石カーバンクル」の輝きが漏もれる『精機龍』の眼がん前ぜんへと近づいた。

　生命の光である黄こ金がね色いろの輝きは、ゆっくりと消えていくようだった。

「おい。……大たい気き圏けん突とつ入にゆうあたりからおかしいとは思ってたが……」

　虎近はヘルメットを脱ぬぎ捨すてて、銀ぎん髪ぱつと無ぶ精しよう髭ひげの顔を砂海の熱風に晒さらす。髪かみと同じ銀色の瞳ひとみで、真っ直ぐに『精機龍』を見詰めた。

『精機龍』の目の光は明らかに弱っていた。今にも消え入りそうになる。

「まさか、このまま死ぬのか？　……寿じゆ命みようだったのか」
















　だからか。と虎近は納なつ得とくする。だから、宇宙都市の深部でうち捨てられていた『精せい機き龍りゆう』は、取引を持ちかけてきたのだ。「千年の縛いましめより解かい放ほうしてくれたなら、地球まで私が送り届とどけよう」と。

　事実、「彼」は約束を果たした。中央大陸の南方にあるこの砂海へと、虎近を無事に連れてきてくれたのだ。

「自分の死期が近いことを悟さとっていたのか」

　舞翼ライドから降りて、身動きひとつしない『精機龍』に虎近は触ふれる。金属の肌はだはかなりの熱気を帯びていた。大気圏突入時に、進入角度を誤って焼いたのだろう。が、その熱気もすぐに失われていく。

　虎近は黄色いスーツの胸むな元もとを開き、内ポケットに収めていた携けい帯たいコンピュータを手に取った。シート状じように丸まった薄いモニター画面を引き出して、二つ折りのキーボードを合体させる。特とく殊しゆな機械語でしかしゃべれない『精機龍』の声を聞くために。

　だが、『精機龍』は鳴き声ひとつ発しなかった。

「いいのか、これで」

　虎近はつい話しかける。こちらの言語は携帯コンピュータを介かいさずとも、『精機龍』にはわかるはずだ。

「仲間の骸むくろが眠ねむってるドラゴンの墓はか場ばってとこには、まだ距きよ離りがあるだろ。そこを目指してここまで戻もどってきたんじゃないのか。……そのために人間の俺おれと取引したんだろう？」

　しかし、墜落した『精機龍』は何も言わなかった。かわりに黄金色の目の輝きを明めい滅めつさせる。

　携帯コンピュータが微び弱じやくな信号を感知して、『精機龍』の意い志しを解かい析せきした。







レイヲ　イウ／ワレ／ケッカ　ニ　フマンナイ

ココマデ　キタ／ソレ／サイダイ　ノ　コウフク

チキュウ／ココ　デ　シヌ／カエッテ　コレタ／ココン　ノ　オカゲ








「地球で死ねて……満足、か」

　画面に現あらわれた文字を虎近は読み取る。「別に」と、死に行く『精機龍』の姿すがたを見上げた。

「俺は単に、地球に戻るためにお前を利用しただけさ。礼なんか言うな」

　悪あく態たいを吐つき、蹴けりを入れる。鉄板入りの特注ブーツの一いち撃げきが、『精機龍』の装そう甲こうに重い音を響ひびかせた。が、それだけだ。空と砂すなだけが広がる世界で、巨大な『精機龍』は身じろぎひとつしない。

『精機龍』の目の輝きは消え失うせていた。

「もう、逝いっちまったのか……」

　虎近は砂に埋うもれた『精機龍』の膝ひざ元もとに舞翼ライドをたゆたわせ、機体の背せ中なかに腰こしを下ろした。スーツの前を完全にはだけ、乾かわいた風の吹ふき抜ぬける砂さ海かいを眺ながめながら、内ポケットからくしゃくしゃの箱を取り出した。

　安物の紙で巻まいたタバコが一本だけ入った、最後の一箱だ。

　──タバコが切れそうだったから。というのが、虎近が地球へ戻ってこようと思ったきっかけだった。

　何かと考え込むときにタバコを必要とするのは、虎近の悪い癖くせなのだ。が、虎近は火も点つけずに、よれたタバコをくわえて舞翼ライドの上に寝ね転ころんだ。

（天寿を全まつとうする、か……）

　……果たして自分は、満足して死を迎むかえることができるだろうか？

　虎近はふいに思った。

（いや、俺には無理かもしれねぇな。……生まれが生まれだ。普ふ通つうじゃない、欠けた始まり方だからな）

　虎近は自じ嘲ちよう的な気持ちになる。欠けた自分の過か去こを振ふり返って。

　十五歳さい以下の自分のことを、虎近は憶おぼえていない。目覚めていなかったから。

　特別な出生故ゆえの、不完全な人生だった。虎近に幼よう少しようの時の記き憶おくはないのだ。

　しかし、だからこそ──虎近はここで停てい滞たいしない。最さい期ごを見届けた『精機龍』に向かって、虎近は火を点けていないタバコをぷっと吹き飛ばした。せめてもの手た向むけだった。

　タバコは『精機龍』にぶつかって、風に運ばれて彼方かなたに飛んでいく。その姿が見えなくなるまで目で追って、虎近はむくりと起きあがる。

「今を生きてる俺は、生きている限かぎり、なんでもいいからとりあえず前へ進むだけさ」

　いつもそうやってきたのだ。虎近は砂海に漂う愛機に跨またがる。砂の海に別れを告げて、青い舞翼ライドを真まっ直すぐに空へ飛び上がらせた。

　真下では、吹き付ける砂の波がゆっくりと『精機龍』の亡なき骸がらを隠かくしていく。命を失った『精機龍』は、ただの重い物体だ。深い砂海の底まで沈しずみ、二度と人の目に触ふれることはないだろう。

　それをもう一度だけ、虎近は最後に見た。

（アイツも死んだとき……このドラゴンみたいに、満足して逝けたんだろうか）

　倒たおれた骸むくろに、かつて虎近に寄より添そってくれた、一人の女じよ性せいのことを重ねながら。










［TENKA>>>>>>> HAGANE　　　YGGDRASILL- NET］

　やっほ、アル！　元気してるー？

　あたしと白はつ華かとＧが精霊都市を飛び出してから、ちょうど二週間になるよね。……って、衛えい星せい回線を通してこのメールが届とどくのはびみょーに遅おくれるから、そっちはもうちょっと経たってるかな？　あはは～。

　で、どう？　メールの使い方はわかった？

　あたしはさ、別にどーだっていいんだけど。まあ、白華がせっかくあんたに携けい帯たい端たん末まつをゆずったんだから、ちゃんと使いこなしてよねっ。

　ほら、栗くり色いろの髪かみに眼鏡めがねをした、あんたの部下の男の子がいたでしょ。コンピュータと頭ず脳のうを同調させられる彼なら、操そう作さ方法とかすぐにわかるはずだから、しっかり教えてもらいなよ？　一いち応おう、のんびり待っててあげるからさあ。

　それはそうと、いまあたしたちがどこにいるか、せっかくだから教えてあげよっか！　ふふん。

　てゆーか、隣となりで白華が「教えてあげた方が」なんて言うから、書いてあげることにします。白華に感かん謝しやしなさいよねっ。

　えーと。あたしたちは真っ直ぐに、信精帝てい國こくの首都である精霊都市から南下して、そのまま帝國領りよう域いき外がいに出たんだよ。広大な砂の海をこえて、さらに飛んで。……修しゆう理り中ちゆうの雷らい帝てい号ごうのかわりに、「しばらくの間なら使ってくれていいですよ」ってプロテが貸かしてくれた、エア・バイクで飛んだんだけど。これ、なかなか速くていいね！　あ。もちろんあたしは、ライドの方が好きだけどね？

　まーそんなわけで。砂さ海かいも越こえて、ずっとずーっと南の青い海にまでやってきました。遠くに軌き道どうエレベーター遺い跡せきの影かげが見えるから、赤道に近いのかな？　そんな感じ！

　そっちは真冬だろうけど、こっちはとってもあったかいよー。周囲にはなーんにもないけど、果物もいっぱいとれて食べるものにも苦労しないしっ。てことで、思い切って白華と二人で泳いだり、ごろごろしたりしてるよん♪　バカンス気分ってヤツ？　あははははっ。

　そんな感じで、ここ数日のんびり過すごしてます。せっかくだから、白華やＧと一いつ緒しよに撮とった画が像ぞうを送ったげるね？

　んじゃ、またなんか報ほう告こくしたげるねー、ってことで！


《天てん華か》　　



［System- mail　　　　　　40000114/ 0158PM］








「ば、バカンス……気分……？」

　信じられない。十九歳の青年剣けん士しアルバルド＝ナイツは、突とつ然ぜん届いたメールを読んで、淡あわい金きん髪ぱつを搔かきむしった。悶もだえ苦しみ、頭を抱かかえる。──便器の上で。

　ここはアルバルド一人のために用意された、専せん用ようの個こ室しつトイレだった。

（なんか……なんか、間ま違ちがってないかああ!?）

　アルバルドは、メールの送り主の少女と同型の携帯コンピュータを持って固まったまま、「ど、ど、ど、どうなってんだよこれ、おかしいって」とぶつぶつ呟つぶやく。

　信精帝國最上級剣士である「剣けん聖せい」の称しよう号ごうを持つアルバルドは、半月前の新年祭で、無む理り矢や理り挙式させられた。新しん婦ぷである帝てい國こく姫きの天華という少女は、直前で姿をくらましたというのに。

　いわゆる偽ぎ装そう結けつ婚こんである。首都である精霊都市の中央にあった、今はなき精霊神しん殿でん。その跡あと地ちに急きゆう遽きよつくられた大きな舞ぶ台たいで、アルバルドは数十万もの民みん衆しゆうの祝福を受けた。正式な、「帝國王」候こう補ほとして──。

　精霊信しん仰こうを柱として三百年の歴史を重ねてきた帝國では、行ぎよう政せいはいつしか一ひと握にぎりの上級神官たちにゆだねられた。王政は形けい骸がい化かして久ひさしいのだ。

　それでも、王は王だ。帝國の顔として、ふさわしい教養と知ち識しきが求められる存そん在ざいである。

　──だから、アルバルドはここにいる。精霊都市の市街地から離はなれた森の中の大だい邸てい宅たくで、政治の講こう義ぎや礼れい儀ぎ作法の実習などを学ぶために。

　この二週間あまり、邸やしきから一歩も外に出ることは許ゆるされなかった。剣聖として修しゆう練れんに励はげんできたアルバルドのこれまでとは、まるで違う日々だ。肌はだに合うはずもない。

「おっ、オレは──剣しか振ふるうことができないのに、毎日毎日毎日毎日、こんなところで机つくえにかじりつかされたり、詩の朗ろう読どくとかさせられたり、絵を描かかされたり……わけのわかんない生活してるってゆーのにいい！」

　うああああああああっ!!　蓋ふたをした便べん座ざに腰こし掛かけて、アルバルドは絶ぜつ望ぼうの呻うめきを漏もらす。

　邸宅は立りつ派ぱで、毎日の食事は今まで口にしたことがないほどの豪ごう華かなものになった。着るものも仕立てのいい衣類ばかりだ。

　けれども唯ゆい一いつ自分の時間が持てるのは、こうして逃にげ込こんだ、寝ね転ころがることもできる広さを持つ、贅ぜい沢たくな個室トイレだけで。

　そして──アルバルドがこんな目に遭あう原げん因いんをつくった銀髪の少女からは、突然の楽しそうなメールと一緒に、一枚まいの画像写真が送られてきたのである。

　画面に映うつるのはメールの送り主である、銀髪の少女だ。少ない布ぬのをビキニにして、輝かがやく太陽の下で真っ白な歯を見せている。彼女にぴたりとくっつくのは双ふた子ごの妹の、白髪の少女だった。エメラルドグリーンの海を背はい景けいに、姉と同じ布きれ水着を巻まいて立つ。

　少女たちに挟はさまれて、「どうでもいい」という無む表ひよう情じようをしているのは、漆しつ黒こくの衣い装しように褐かつ色しよくの肌を包んだ十歳さいほどの少年だった。が、彼の愛あい想その悪さは、双子姉し妹まいたちの笑え顔がおを一ひと際きわ引き立てる。

　二人は本当に楽しそうに笑っていた。

　とてもとても、晴れ晴れとした笑みだった。

「お、オレが……オレが、オレがオレがっ、ここで、こんな目に遭ってるっつーのに！　うあぁ、ああ……あああああああああああああああああ─────────!!」

　アルバルドは雄お叫たけび、震ふるえた。心の底からの咆ほう吼こうだった。

「あっ、アルバルド様あ!?」

　どうしたんですか!?　という問いかけが、正面の扉とびら越ごしに届とどいてきた。事実上解かい散さんとなったアルバルド率ひきいる「鋼はがね隊たい」の、補ほ佐さ官かんを務つとめていた十三歳の少年の声だ。異動になったもう一人の隊員の少女とは違い、少年補佐官は帝國王補佐官候補として、常つねに側そばに控ひかえるのである。

　その彼が、トイレで長なが居いする主あるじのことを心配して様子を窺うかがいにきたのだが──アルバルドには聞こえない。どうしようもない怒いかりに震え、歯を食いしばり、泣いた。泣くしかなかった。

「ううっ、ううう!!　ば、バッカ天華ああああああ───～～～～ッ!!」







　幾いく日にちかの遅おくれをもって、バカンス報ほう告こくのメールが届き、アルバルドの叫さけびが精せい霊れい都市の冬の空にこだました頃ころ──。メールの差出人である天華は、とうにバカンスを切り上げて、中央大陸へと戻もどってきていた。

　翼つばさを持たずに飛ひ翔しようできる真っ白な飛行機械──エア・バイクに跨またがって、後ろに妹と相あい棒ぼうの少年を乗せ、空を駆かける。一路、浮ふ遊ゆう都市を目指して。

「もうちょっとだよっ！」

　開いた携けい帯たいコンピュータの画面に、中央大陸の地図を映して、天華は現げん在ざい位置を確認する。と、しかし。腰に手を回してくっついた背後の妹からは、返事がなかった。天華の背せ中なかに白髪の頭を乗せて、軽い寝息を立てている。

　かわりに、彼女が倒たおれないよう支ささえる褐色の肌の少年が、白華の後ろから顔を出した。

「さっきからうとうとしていたんだ。しばらく起きないだろう」

　彼は小声で教えてくれる。なるほど、白髪の少女は熟じゆく睡すいしていて、起きる気配を見せなかった。

　乗り込んだ機体の上部がまるごと透とう明めいな流線型の風ふう防ぼうに覆おおわれているためか、エア・バイクでの旅は実に快かい適てきだ。高速で飛んでいるのに風切り音も聞こえなければ、冷たい風も当たらない。しかし。

「うーん。ちょっと強行軍だったかなあ」

　天華は妹の寝顔を振ふり返りながら、反省する。広大な砂さ海かいを越えた南方の楽園から、丸一昼夜エア・バイクを飛ばし続けてきたのである。

　途と中ちゆうで何度か休きゆう憩けいは挟はさんだが、空の旅に不ふ慣なれな白華にはきつかったのだろう。

「むにゃむにゃ……Ｇくん、Ｇくぅうん……うふふふ。Ｇーくーん……」

　白華の楽しそうな寝言が聞こえてきた。「抱だきつくな、白華。身動きが取りづらい」というＧの不満の声と共に。

（ふふ、白華。ゆっくり寝ていいからね）

　相棒の少年に妹を任まかせ、天華はくすりと微笑ほほえんで、前に向き直った。──はやる気持ちを胸むねに抱かかえて。

　本当のところ、天華とてしばらく帰ってくる気はなかったのだ。壊こわれた自分の愛機「雷らい帝てい号ごう」の修しゆう理りが終わるまで、のんびりするつもりだった。

　いろんなことがありすぎたから。

　帝國の首都での精霊神しん殿でんの崩ほう壊かいで、多くの人が亡なくなった。死んだ人々の中には、名前も知らない者もいたし、知っている顔も大おお勢ぜいいた。

　そして天華は、東方領りよう域いきの海底に沈しずむ『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で、旧きゆう精せい紀きに産み落とされた二十六冊さつの精書の秘ひ密みつを知ってしまった。人間を素そ材ざいとしてつくられた、哀かなしい道具の持つ過か去こを──。

　天華は再ふたたび後ろに目を向ける。白華を見るフリをして、銀の瞳ひとみは相棒の少年を端はしに捉とらえた。

　あの闘たたかいで、Ｇを除のぞく二十五体の精書の全すべてがこの世から失われた。つまりＧは、生き残った最後の精書となったのだ。

（重すぎるよね……Ｇにとっても）

　天華は相棒の心しん情じようを推おし量る。独ひとりぼっちの辛つらさは、天華にはよくわかる。なぜなら天華は、精霊を導みちびく錬れん精せいという術じゆつがありふれたこの社会で、錬精音おん痴ちの体たい質しつに泣いてきたから。

　そこで天華は、とにかく休息することに決めたのだ。

　南方に針しん路ろを取り、広大な砂海を越えて、南方へ行ったのもそのせいだ。真冬の帝國領域から抜ぬけ出して、常とこ夏なつの地域で過すごす方が、気分も楽だと考えたのだ。

　けれども──。携帯コンピュータに昨日届いた一通のメールが、天華の気持ちを切り替かえた。

　それはこのエア・バイクを貸かしてくれた、軌き道どうエレベーター遺い跡せきで知り合った黒くろ髪かみの乙女おとめ型ロボット、プロテからのものだった。







［PROTE>>>>>>> TENKA　　　YGGDRASILL- NET］

　プロテからお姉さまへ。突とつ然ぜんのメール、失礼いたします。

　もうすぐお誕たん生じよう日びですね！　ということで、プレゼントがわりにいいことお教えいたしますよ。

　お父さまのココンさんが、浮遊都市にやってきました！

　私も獣じゆう機き族ぞくさんのところで修理が終わったので、浮遊都市に向かいます。

　再さい会かいできることを心からお待ちしてますね。

［System- mail　　　　　　40000116/ 0941AM］








「父さんが──浮遊都市にきてる!!」

　その情じよう報ほうが、バカンス気分に浸ひたっていた天華の目を覚ました。もう一年半も会っていない、風ふう来らい坊ぼうのあの父が──？

　気が付けば大急ぎで荷物をまとめて、エア・バイクを駆かっていた。

　機体後部に一対つい取り付けられた、直径一メートルほどの球体の機関が、快かい調ちような唸うなりを上げる。エア・バイクにかかる重力を操そう作さし、機体を飛ばす無重力エンジンだ。

　それはさらに、機体にぶつかる気流さえ重力操作で受け流し、空気抵てい抗こうを無にしてしまう。すなわち風に乗って飛ひ翔しようする舞翼ライドとは、対極の機体であった。エア・バイクは風を断たち切り、舞翼ライドでは出せない高速で空を真っ直ぐ突き進む。おかげで風に乗った舞翼ライドでも一週間はかかる距きよ離りを、わずか一日と少しで駆け抜けるのだ。

　天華のはやる気持ちを乗せて。

（父さんに、父さんに会えるんだ！　やっと……！）

　天華が遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになったのは、父親の影えい響きようである。父は一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなのだ。ふらりと姿すがたを消した父を探さがすため、天華は遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなって、Ｇと共に神しん殿でんを飛び出した。父をいつか追い抜くことを目標にして。

　父親の虎近は、天華の憧あこがれの人だった。

　自分と同じ錬精音痴の体質でありながら、ひとつも苦にせず生きている強い人。その逞たくましい背せ中なかを、天華は子こ供どもの頃ころからずっと見つめて育ってきた。

　その父に、一年半ぶりに会える──。

「あたしの成長した姿、見てもらうんだっ」

　天華は無む我が夢む中ちゆうでエア・バイクを飛ばし、そして、日のあるうちに浮遊都市へと到とう着ちやくした。千年前の旧精紀に生み出された異い種しゆ族ぞくたちが住む街だ。

　人に比くらべて少数の彼らが生きるために寄より集まった、大型の空中輸ゆ送そう船せんなどによる、空輸の中ちゆう継けい地点である。空から「湧ゆう水すいの巨きよ湖こ」に墜つい落らくしたものの、五十万人もの人々の活気は変わらず、飛舟シツプや飛ひ空くう艇ていたちがひっきりなしに行き来していた。

　中央大陸一の湖である「湧水の巨湖」は、あたたかな湧わき水を湛たたえるものだ。真冬のこの季節でも凍こおらない水面に、浮骨ボーンという浮ふ力りよくを生み出す白はつ骨こつ化かした風獣の骸むくろからぶら下がった飛舟シツプたちが、所ところ狭せましと並ならんでいた。桟さん橋ばしの並ぶそこが、都市の港だ。

　けれども天華は港に降おりない。目指すのは混こん雑ざつする港を避さけた、都市の日ひ陰かげになる北側。

　そこに建てられた倉庫のような工こう房ぼうに、天華はエア・バイクを向かわせた。壊れた雷らい帝てい号ごうを預あずけてある、顔なじみの舞翼ライド技ぎ師しのいるところだ。

「！」

　が、真まっ直すぐに工房へと降りていくエア・バイクの上から、天華はあるモノに気付いた。

　工房の真横の湖面にもやいである、数機の舞翼ライド。その中に見覚えのある、四よん枚まい翼よくの青い機体があることに。

「あ、あれ、父さんの空帝号じゃん！　──てことは、やっぱりッ！」

　プロテのメールの通りなんだ！　天華は口元をほころばせて、エア・バイクを加速させる。乱らん暴ぼうに工房脇わきに着水させた。

　背せ中なかで「んぁうっ？」と目を覚ました、白華の声を聞きながら。







　【第一章】　一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとは
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「──こらァアッ！　待ちやがレ、おめーはぁあああああア!!」

「ご、ごめんードクさんー！　Ｇを置いてくから勘かん弁べんしてっ！」

「何。俺おれがか？」

　工房内で天てん井じようからつり下げられて修理中の天てん華かの愛機の白い舞翼ライド。その手伝いを迫せまる、ワニ頭の鱗りん顎がく族ぞくの舞翼ライド技師をかわして、「行こ！」と天華は妹の手を取る。生け贄にえにＧを残して、工房を飛び出した。

　愛あい想そのない相あい棒ぼうだが、怒いかり狂くるうドクの相手くらいはしてくれるだろう。

「てめエェー！　天華あアッ、戻もどってきやがれええエ！　おめーにはいろいろ言うことがだなア!?」

　怒ど鳴なり声が、工房の外にまで轟とどろいた。天華に引ひっ張ぱられる白はつ華かが、「ひうっ」と首をちぢこませる。

「……い、いいんですか、姉様あ？　ドクさん、すごく怒おこってましたし。それにＧくんを残してきちゃって」

「いーのいーのっ。Ｇのことだからドクさんとうまくやるよ。それより」

　父さんはどこに？　目立つ白はく髪はつと金色の瞳ひとみを持った白華に、ジャケットのフードをかぶせてやりながら、天華は工房から延のびる階かい段だんを駆かけ上がった。と、懐ふところから携けい帯たいコンピュータを取り出す。

　父の居い場ば所しよを知るであろう、プロテにメールを送るためだ。

「近きん距きよ離り通信は、プロテがこの街にいるなら届とどくはずだから！」

　二、三日程ほどの遅おくれが生じる衛えい星せい回線メールとは違ちがい、半径五キロ圏けん内ないで使用できる近距離メールは遅ち延えんしない。白華と一いつ緒しよに階段を登り切り、天華はメールを送った。

　内容は簡かん単たんだ。「浮ふ遊ゆう都市に戻ってきたよ！　父さんはどこにいるの？」の二言だけ。

「はあ、はあっ。ちょ、ちょっと待ってくだ、さい、姉、様……」

「？　あ、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶ、白華？」

「……は、はい……少し、息が、切れてっ」

　浮遊都市の外がい壁へきの上で立ち止まり、息の上がった白華を休ませ、天華は街まち並なみを眺ながめて返事を待つ。

　無計画に増ぞう築ちくに増築を重ねてお互たがいを支ささえ合った建物たちが、無数の層そうを複ふく雑ざつ怪かい奇きにつくっている。空中回かい廊ろうがいくつも延ばされ、長い階段と梯子はしごが上下の空間をつなぎ合わせていた。ここに住む大おお勢ぜいの異い種しゆ族ぞくたちと同じ、ごちゃまぜの街だった。

「この街に、父さんがいるんだ……」

「──はい。いますよ」

「えっ？」

　突とつ然ぜん断だん定ていした妹の言葉に、天華はぱっと彼女を見る。さっきまで息を乱みだしていた白華は、金色の瞳を真まっ直すぐに市街の奥おくへと向けていた。精せい霊れい巫み女ことして母から受け継ついだ特別な『龍りゆう眼がん』で、彼女だけに感じ取ることのできる精霊の動きを見ているのか──。

　そして。

「あそこです、姉様」

　と白華の指先が示しめすのと、プロテからの返信メールが届くのは、まったく同時の出来事だった。










［PROTE>>>>>>> TENKA　　　DIRECT- C］

　プロテです。お姉さま、戻ってこられたんですね！

　いま私は、お姉さまがいつもご厄やつ介かいになっている「虫の穴あな」三号店にいますよ。

　ココンさんも、こちらの方にいらっしゃいます。あ、正せい確かくには「虫の穴」の地下で、いろいろと作業してらっしゃるのですけれど。

　なにはともあれ、「虫の穴」三号店でお待ちしていますね。

［System- mail　　　　　　40000120/ 0312PM］








　プロテからの近距離通信メールのとおり、虫人族の経けい営えいする安宿──『虫の穴』の三号店で、黒くろ髪かみの乙女おとめは待っていた。

「あ！　お姉サマあぁあ～！　えとえと、ご無ぶ沙さ汰たしてますですう！」

「わあっ、プロテったら！　……あはは。元気そうじゃんっ」

　白華と共に扉とびらを開けて『虫の穴』に入った天華に、フロント前で待ちかまえていたプロテが飛びついてきた。

　黒髪に青い帽ぼう子しをちょこんと載のせた、見た目は十六歳さいの天華たちより大人びた成人女じよ性せいだ。が、機械頭ず脳のうと生体部品でできたロボットの彼女は、外見と中身が比例しない。天華たちと初めて出会ったときと同じ幼い子こ供どものままに、べたべたと頰ほおをすり寄よせる。

「お久ひさしぶりですう、お姉サマっ。やっとワタシ、直ったんですようー～」

「ちょ、ちょっとちょっと……くっつきすぎだってば、プロテ。もうっ」

　ぎゅうぎゅうと豊ほう満まんな胸むねで締しめ付けられて苦しくなる天華だが、琥こ珀はく色いろの瞳を潤うるませるプロテの好きにさせた。先の『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』での闘たたかいのときに彼女が失った四し肢しは、ちゃんとシャツとズボンを通っていた。すっかり元通りだ。

　生体と機械の融ゆう合ごうする肉体を持つ獣じゆう機き族ぞくのもとで、独どく自じの再さい生せい治療を受けたおかげだろう。

「すっかり元通りになったんだ。よかったね、プロテ！」

「はいです！　おかげさまで、前より調子がいいくらいなんですよう。あ、白華さんも、お久しぶりですう。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』ではほんと、いろいろご迷めい惑わくをおかけしましたです」

「いえいえ、そんな。でも本当によかったですね」

　ぺこぺこお辞じ儀ぎするプロテに、白華がふんわり微笑ほほえみを返した。妹とプロテの間に、ちゃんとした面めん識しきはない。けれどお構かまいなしに、黒髪の乙女は続いて白華に抱だきついて、再会の喜びにはしゃぐのだった。

「えーと。ところで……ねえプロテ。父さんは？」

　しかし天華は再会の喜びを切り上げる。

　そうでした、とプロテも白華を解かい放ほうして、自分の役目を思い出した。

「ココンさんは、オーナーさんたちと一いつ緒しよに地下にいるですよ。──こっちですっ」

　天華に促うながされて、プロテは『虫の穴』の奥にある隠かくし通路を示すのだった。







　外側からはあまりわからない浮ふ遊ゆう都市墜つい落らくのダメージは、内部を歩くと顕けん著ちよに見られた。

　碗わん型がたの土台こそどうにか残ってくれたものの、下へいけばいくほどに、亀き裂れつの数が増ふえていく。九つある『虫の穴』のうち、都市の中層部にある三号店は無事だったが、それより下に位置していた二つの支し店てんは浸しん水すいの被ひ害がいも受けたらしい。

　要するに『虫の穴』三号店が、被害を免まぬがれたボーダーラインぎりぎりの支店だったというわけだ。

　そして──店の奥おくに隠された、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちだけが利用する、隠されたコンピュータ・ネットワークの端たん末まつ機きも無事だった。

「わあ……す、すっごい人の数じゃん！」

　樹じゆ脂し板ばんと機械で埋うめ尽つくされた浮遊都市の土台の内部をプロテに導みちびかれて進んだ先で、天華は我わが目を疑うたがった。

　樹脂製の板が崩落し、大きな穴がぽっかりと真上に開いてしまった空間がある。そこは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーどうしが、発はつ掘くつしたデータの交こう換かんなどをするために据すえ付けたコンピュータ機器のあった場所だ。

　天井と共に崩れた四方の壁かべは取り払はらわれ、復ふつ旧きゆう作業が始まっていた。何人もの虫人族が、割れた板などを慌あわただしく運び出していく。手足が六本ある、外がい骨こつ格かくに覆おおわれた雌し雄ゆう同体の彼らは、みんな同じに見える。天華は、なじみの三号店オーナーを見つけようとするが、まったく区別が付かなかった。

　その虫人族たちが出入りするのは、九つの支店に隠された同型のコンピュータ端末機へと続く、ケーブル回線の延のびた横よこ穴あなだった。崩くずれないよう金きん属ぞくの支柱が組まれた内部を、ランタンを持った虫人族が出入りする。浸水を免れた機材を運び入れて。

　そして機材を組み上げるのは、科学に詳くわしい遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちだった。

「０１２４から０１３３のケーブルはこっちだ。これが終わったら、メモリーの復旧作業に入れるはずだぜい」

「サブのコンピュータは、予よ備びと合わせてふたつ繫つないでおくわよ。そうすれば、次にこういうことがあったとき便利だろうから。まあ、こんなことが何回もあったらたまらないけどね」

「コレ、ツイデニ取リ換かエタ方ガイイ。カナリ錆さびノ臭におイガスル──」

　ひげ面づらのむくつけき大男がいれば、女じよ性せいもいる。人間種だけじゃない。片かた言ことの共通語でしゃべるのは、緑色の肌はだをした植しよく物ぶつ系けいの異い種しゆ族ぞくだ。

　──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとは、千年前にうち捨すてられた科学の遺い跡せきに赴おもむいて、機械の遺物に触ふれることを生業なりわいとする者たちである。その内うち訳わけは、科学を捨てて錬れん精せい術じゆつを手にした人間種よりも、異種族たちの方が多い。彼らの方が、遺跡や遺物に興きよう味みを持ちやすいのだ。

　そして発掘した遺物を売ばい却きやくして生計を立てる遺跡探求者ロスト・リサーチヤーがいるのも、異種族の一部に、失われた科学に価か値ちを見み出いだす者がいるからだ。

　科学を妄もう信しん的に崇あがめる者、好こう事ず家か、収しゆう集しゆう家か──様々な目的で、科学を求める異種族がいる。彼らと遺物や発掘データそのものを取引することで、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーという職種は成り立っているのである。しかし──。

「なんでっ……？」

　天華は同じ遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、目の前の光景に驚おどろかざるを得なかった。

　なぜなら、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは群れることが少ないからだ。それぞれが、各おの々おの違ちがう目的で遺跡に潜もぐる。ある者は金のために。ある者は探たん求きゆう心しんを満たすために。異種族の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーで多いのは、科学に対する信しん仰こう心しんを満たすためだけに遺跡の中に入る者たちだ。ばらばらなのだ。

　だがここには、十人以上もの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちが同じ目的のために集まっていた。

　──けれどもそれ以上に、天華を驚かせたことがあった。

「ど、どういうこと？　これってっ」

「？　姉様、知ってる人がいるんですか？」

「えっ。いや、だって。知ってるってゆーか、その……あたしも面めん識しきはないんだけどさ」

　噂うわさだけは知っているよ。と天華は白華に言いながら、この場に集つどった面々を遠とお巻まきに見て思い出す。

　天華は父がよく利用する三号店以外にあまり足を延のばさないが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーのためにネットワーク・コンピュータを隠かくす九つの『虫の穴』には、多くの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが訪おとずれる。その中で、「一流」と言われる者たちの風ふう貌ぼうを天華は耳にしていた。

「あっちの人は……『発はつ破ぱ屋や』のタオって人。爆ばく弾だんでどんな遺跡にも侵しん入にゆうするって言われてる、有名な人だよ。その横にいる二メートル近い長身の人は、きっと『遺跡学者』の異名を取ってる人だと思う。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの家系で、知識を代々受け継ついできてるんだって。それと、あっちの異種族はたぶん、見たまんま『一つ目』の人かなあ？　あ、向こうのきれいな女の人は、『東方美人』って呼よばれてる人かな。あとあの人は、菱ひし形がたが三つ並ならんだ印をつけたバンダナ巻いてるから……」

　字あざなで呼ばれるに至いたった彼らを、天華は次々判はん別べつしていく。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして名高い彼らが、浮ふ遊ゆう都市の破は損そんしたネットワーク・システムを復旧させるために、こうして力を合わせて復旧作業をしているのだった。

　だが、その中で。自然と周りから声をかけられ指し示じを出す、中心となって動いている人物がいた。

「ほら、あそこにいますですよ」

　とプロテが見つけて、指し示しめした遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの一人を見て、天華は大きく目を見開いた。

「!!」

　そこにいたのは、天華と同じ銀色の髪かみと瞳ひとみを持つ、黄色いダウンジャケットを着込んだ男。一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして『完かん璧ぺきなる記録人』の字を得た天華の父、虎こ近こんだった。







「そのチップは、こっちの２８８０年式のものにした方がいい。年代的には古くなるが、『ＪＡＰＡＮ』製せいだ。この型式だと、精度が段だん違ちがいにいいんだ。それとそっちの基き板ばんと併へい用ようするなら、こっちの基板の方がいい。このタイプは見た目こそ違うが、性せい能のうは同じだぜ。相あい性しようがいいってわけさ。……あと、その樹じゆ脂しパネルは抗こう菌きんコートのされていないモノだ。虫人族に別のヤツを取ってきてもらおう」

　てきぱきと他の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちに指示を出し、虎近は組み立てられたコンピュータ機器のパーツどうしを、一人でまとめ上げてしまう。いちいち相談しているより、自分がやった方が早い。それだけの知識が、虎近の頭には収おさめられているのだった。

「ほら、これで……どうだッ」

　新しく持ってこられた大型のモニターと接せつ続ぞくし、成人男だん性せいよりも大きなタワー型コンピュータの電でん源げんを入れる。と、機器は息い吹ぶくように目覚め、モニターに復ふつ活かつの光が点ともった。わぁ、という歓かん声せいが虎近を取り囲む遺跡探求者ロスト・リサーチヤー仲間からあがった。

「さすがだな、虎近どの」

　博はく識しきで知られる長身の『遺い跡せき学者』が、機器の前にかがみ込んでいた虎近の肩かたを叩たたいてねぎらった。

「たいした知識だよ。あんたの腕うでは初めて目まの当たりにさせてもらったが……どこでそんな知識を得たんだい？」

「いや。単に細かいことを覚えてるだけさ、俺おれは」

　腰こしを上げて、虎近は苦く笑しようで応おうじる。と、復活した機器に愛用の携けい帯たいコンピュータを接続させる。

「それより、今から新しいシステムに今までのデータをまとめて転送しちまうが、その前に個こ人じんデータで大事なものは、バックアップしておいた方がいいぜ。今ここにいない他の遺跡探求者ロスト・リサーチヤー仲間にも声をかけてやってくれ」

　周囲の賞しよう賛さんをよそに、虎近は淡たん々たんと作業を続け、一枚まいのデータ・ディスクを取り出した。四角い透とう明めいなケースに入った、直径五センチサイズの薄い円盤型の記録媒ばい体たい。その中に自分の個人的なデータのバックアップをとるのだ。

　が、その手は止まる。

「──父さんっ！」

　突とつ然ぜんかけられた、聞き覚えのある少女の声によって。

　なに？　と振ふり返った、『虫の穴あな』に続く隠かくし通路。そこにいたのは、同じ顔をした銀ぎん髪ぱつの少女と白髪の少女の二人だった。

　虎近の娘むすめの、双ふた子ご姉し妹まいである。

「？　……天華？　それに、白華？」

　いきなりのことに、虎近はバックアップ作業も途と中ちゆうのまま、その場で立ちつくしてしまう。と、動いたのは銀髪の少女の方だった。修しゆう復ふく作業中の虫人族たちを搔かき分け、真まっ直すぐに駆かけ寄よってくる。

　ジャケットの裾すそを翻ひるがえし、取り出した軽けい金きん属ぞく製せいの手てつ甲こうを両手に装そう着ちやくし、その拳こぶしを突つき出して──。

「ふッ！」

　鋭するどく息を吐はくと同時に、少女の体が取り巻まく遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちをすり抜ぬけ、一撃を放った。遠えん慮りよのない、疾しつ走そうの勢いきおいを乗せた重い攻こう撃げきだ。

　それを虎近は、咄とつ嗟さに跳はね上げた足で受け止める。脛すねの上までを装甲で覆おおう特とく製せいブーツが手甲を防ふせぎ、硬い音を辺りに奏かなでた。手甲をあっさり弾はじいてみせる。

　と、衝撃を止められて手甲がわずかに離はなれた一いつ瞬しゆんを、虎近は見み逃のがさない。くるりと足を回転させ、天華の腕を絡からめ取った。「あっ」と彼女が慌あわてたときにはもう遅おそい。虎近は足一本で少女の腕の関節を決め、勢いよく引き倒たおした。背せ中なかから彼女を足場に叩きつけ、その上にのしかかるようにして組み敷しいてやる。
















「あうっ!?……あ、あ痛いたぁああ～～～……うううっ」

「いきなり突つっかかってくるからだ、このバカ！」

　手て加か減げんできなかっただろう！　と虎近は、息を詰つまらせた天華に諭さとしてやる。

　が、彼女の反はん応のうは予想外のものだった。

「やっぱり……やっぱり、父さんだっ……」

　一年半ぶりに会う彼女は、ずっと遺い跡せき探たん求きゆうにあけくれていた虎近を非ひ難なんして殴なぐりかかってきたのではない。──虎近ならば、これくらいの攻撃なら簡かん単たんに返せるだろうと踏ふんで、突進してきたのである。

　のしかかった虎近の足元で、彼女はいきなり泣き出した。ぽろぽろと涙なみだをこぼし、関節を決められていない片かた腕うでで目元を拭ぬぐう。

「父さん……父、さ、ん！　父さぁ、ん……！」

　言いたいことはたくさんあるのだろう。けれども何からしゃべっていいのかわからないようで、彼女は嗚お咽えつし続けた。

「……父様あっ」

　遠巻きに見ている妹の白華も金の瞳ひとみを潤うるませていた。側そばにいるプロテまでもが、なぜかもらい泣きしている。

　そのとき、虎近は理り解かいした。

「そうか。プロテ、お前が教えたんだな？」

　そう訊たずねると「あのあのあの」と恐きよう縮しゆくする黒くろ髪かみの乙女おとめの様子に、なぜこうなったのかを見抜いて、虎近は無ぶ精しよう髭ひげをざりざりと撫なでた。と、虎近は天華をそっと解放する。仰あお向むけに倒たおれて泣いていた少女の腕を取り、引ひっ張ぱり上げて立たせてやった。

　そうして大きな手のひらでくしゃくしゃっと、彼女の銀色の髪を搔かき回す。

　虎近がこの少女が幼おさない頃ころによくしてやったのと同じように。

「いつまでも泣いてるなよ、天華。……ちょっと見ない間に大きくなったか？」

「……う、うんっ!!」

　泣いていた彼女はジャケットの袖そでで涙をごしごし拭うと、虎近の胸むねに飛び込こんできた。

　泣きはらした顔で精せい一いつ杯ぱい、嬉うれしそうな笑えみをつくって。




　　　　２




「誕たん生じよう日び？　ん、そうか、それで」

　俺と引き合わせることにしたのか。双子姉妹たちを呼よび寄せたプロテから話を聞いて、虎近はようやく合が点てんがいく。

「出で過すぎたマネしてごめんなさいです。インタさんから、ココンさんが地球に帰き還かんした報ほう告こくを受けてましたです。だから……」

　お姉サマたちにはいろいろ、お世話になったですから。と、木製の丸テーブルの向かい側に座すわったプロテは、へこへこと頭を下げた。

「いや、まあいいさ……」

　虎近は嘆たん息そくしたものの、プロテを非難する気はなかった。むしろ呆あきれるのは、娘たちの誕生日を憶おぼえていなかった自分に対してだ。

　まったく、と自じ嘲ちよう気味に笑った。軌き道どうエレベーターＬＡＤＤＥＲより派は遣けんされてきたロボットのプロテは、その上位機種であるインタという女じよ性せい型がたロボットと同じく、つくづくよくできている。気配りのできなかった己おのれを恥はじつつ、虎近は改めて双ふた子ご姉し妹まいの生まれた日を思い出した。

　──六日後の一月二十六日が、天華と白華が十七歳さいになる日だった。

（そうか。もう二人とも十七なのか。なるほど、大きくもなるはずだぜ……）

　そんなに会ってなかったのか。と虎近は今になって、時の流れの速さを思い知る。

　まいったな、と虎近はプロテと一いつ緒しよに夕食を済すませたテーブルで、グラスの酒を傾かたむけた。ネットワーク・コンピュータ復ふつ旧きゆうのお祝いに虫人族のオーナーが持ってきてくれた、半はん透とう明めいな発はつ泡ぽう酒しゆだ。

　そこに映うつるのは自分の無精髭の面つらと、透すけて見えるプロテの顔のみ。──双子姉妹の姿すがたはない。

　一通りの作業を終えて、『虫の穴あな』三号店のロビーでくつろぐことにした虎近に、これまでの一年半にどんなことがあったのか話をしようとした天華だったが。そのもくろみは淡あわく消えた。

『虫の穴』三号店を訪おとずれた、怒いかり心頭の鱗りん顎がく族ぞくの舞翼ライド技ぎ師しに捕とらえられて。

「やっぱりここにいやがったあァアッ！　もう逃にがしゃーしねえゾッ、天華アアッ!!」

「え、ええ──っ!?　ちょ……いや、あのっ。ドクさぁあんっ！　待って、これから父さんとゆっくり話がっ」

「知るかボケ─────────────!!　とっととオメーが痛いためつけタ、ワシの雷らい帝ていの修しゆう理りをするゾ!!　今日とゆー今日ハ、完かん璧ぺきに修理できるまで徹てつ底てい的にこき使ってやル!!　おウ、虎近！　このアホ、しばらく借りてくからなアッ！」

　黄色い目を血走らせ、ぞろりと生えた牙きばを鳴らすドクを止めることなど、誰だれにもできなくて。銀ぎん髪ぱつの少女はジャケットのフード部分を鷲わし摑づかみにされ、ずるずると引きずられる形で工こう房ぼうへと連れ戻もどされていったのである。

「やれやれ……」

　ドクについてきたＧが肩をすぼめて、またドクについて去っていく。

「ま、待って、Ｇくん。姉様ぁっ」

　もちろん妹の白華も、天華を慌あわてて追いかけていった。

　と、いうわけで。すっかりと日も暮くれて、大おお勢ぜいの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーもそれぞれ泊とまる『虫の穴』の支し店てんに帰り──虎近は三号店のロビーに置かれたテーブルについて、静かな夜を過すごすのだった。

　しかし虎近はすでに十分、天華がいかにこの一年、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしてがんばってきたのかを知っている。火星にいたときに、インタからの報ほう告こくは何度か受けていたし。なにより人ひと並なみ以上におしゃべりなプロテが、身み振ぶり手振りを用いて毎日のように語ってくれた。

　それに、顔なじみである『虫の穴』三号店のオーナーも。

「貴方あなたを追いかけて、足あし繁しげくここに通ってたのよ～」

　虫人族のオーナーはフロント兼けんカウンターの下から、新しい発泡酒のボトルを持ってきてくれる。

「なのに、大事な娘むすめたちの誕生日まで忘わすれちゃうなんて～」

「ん、まあ、自覚してる。……俺は親としては、失しつ格かくなのさ」

　飲み干ほしたグラスに半透明なアルコールを注いでもらうと、すぐさま虎近は空にした。悪いのが自分であるのはわかっている。ばつが悪くて、深酒しつつ、テーブルの端はしに放ほうり出していた一枚まいのディスクを無む意い識しきに弄もてあそんだ。

（……アイツがいなくなってから、娘たちにどうやって接せつしたものか、段だん々だんわからなくなったんだよな）

　小さな円えん盤ばんが収おさまった四角いディスクを立てて、指先で押おさえてふっ、と吹ふく。薄うすいデータ・ディスクはくるくるとよく回り、鏡のように磨みがかれた表面をきらきらきれいに輝かがやかせた。

『うふふ。あなたは、不器用なだけですよ』

　ふと、かつてそう言ってくれた一人の少女のことを、ディスクの煌きらめきに思い浮うかべて。







　その夜、虎近は夢ゆめを見た。

　はっきりと夢とわかる、実じつ際さいにあった過か去こだった。記き憶おくの奥おく底そこに沈しずめてしまったはずの、哀かなしい出来事──。

　虎近が今まで体験した中で、もう二度と見たくない光景だった。

「お母さん、おかーさーんっ……う、うう、う……」

「母さまぁあ……」

　八歳に満たない二人の娘たちが、それぞれ銀髪と白髪の頭を寄よせ合って泣いていた。すがりつくのは、一人の美しい女性。巫み女こ装しよう束ぞくの絹きぬよりも真っ白な長い髪を持った、凰おう華かという名の女だった。

　虎近が愛した、妻つまだった。

　だが彼女はいま、身動きひとつしない。いつも湛たたえていたやわらかな笑えみをそのままに、眠ねむるように色とりどりの花々が敷しかれた棺かん桶おけの中で、金色の瞳ひとみを閉とざしていた。それが開かれることは、もうない。

　──消え入るように、彼女はある日死んでしまった。

　精せい霊れい巫女の死というのは、そういうものなのだという。精霊たちを感じ取れる『龍りゆう眼がん』という、特とく殊しゆな才さい能のう。それはやがていつしか、ふっと巫女の心を奪うばっていくのだという。それは突とつ然ぜんやってくるらしい。精せい機き龍りゆうの精せい神しんが、精霊の世界へと昇しよう華かされるのと同じように。

　だが二十代半ばという若わかさでの死は、通つう常じようでは考えられない早さだった。

　まるで先のことを見通すような「予知」に似にたことができる、希き代だいの精霊巫女と謳うたわれた凰華。その強すぎる力故ゆえの、死に様だったのかもしれない。そう言う者もいた。

　彼女は美しいまま死んだ。とてもきれいな、穏おだやかな死に顔だった──。







「……ったく、最悪の目覚めなのか、それとも……」

　夢の中とはいえ、久ひさしぶりに凰華の顔が見られたのは、幸運だったのか。どちらとも判はん断だんできずに、虎近は『虫の穴あな』三号店に借りた部屋で目を覚ました。

　肌はだ着ぎに少し、寝ね汗あせが染しみこんでいた。ベッドから離はなれると、虎近は最初に備そなえ付けの小さなシャワー室で熱い湯を浴びた。それからタオルでざっと体を拭ふくと、全ぜん裸らで部屋のひとつきりの椅い子すに座すわる。

　気が向いたときにしか切らない伸のび放題の銀ぎん髪ぱつに、タオルを載のせた。と、椅子の背せもたれに引っかけていた、黄色いダウンジャケットに目がいった。そのポケットをぼんやりと眺ながめてしまう。

（あのときのことを夢に見たのは、やっぱりディスクのせいか……？）

　浮ふ遊ゆう都市の修しゆう復ふくしたコンピュータから取り出した、大切に保ほ管かんしていたあるデータのことを思い浮うかべる。ディスクの中にバックアップをとったそれは、虎近の携けい帯たいコンピュータには、あえて残さなかったもの。遠ざけて、しかし大事に残しておいた二つのデータだった。

　だが──ディスクはなぜか、なくなっていた。

「!?　おかしいぞ？」

　自分の記憶違ちがいだろうか。虎近は、昨夜自分が飲酒していたことを思い出す。が、意い識しきがなくなるほど飲んだわけではない。そもそも虎近は、アルコールには滅めつ法ぽう強い方なのだ。

　もう一度、虎近は自分の着ていた黄色いダウンジャケットを確かく認にんする。ポケットがやたらと多いズボンも逆さかさまに振ふり、くまなく探さがした。が、やはりデータ・ディスクは見つからなかった。

「確たしかに……昨日の夜はあったはずなんだが」

　もしかしたら、うっかり置き忘わすれただけかもしれない。虎近はズボンをはいてダウンジャケットに袖そでを通すと、すぐに『虫の穴』のロビーに向かった。テーブルの上で弄もてあそんでいた記憶はある。

「あ。どもども、おはよーございますです、ココンさん！」

　滞たい在ざい中ちゆう、積せつ極きよく的にオーナーの手伝いをしているプロテが、青い帽ぼう子しをコック帽にかえて厨ちゆう房ぼうから顔を出した。『虫の穴』地下のひび割われの修復で、よく駆かり出されるオーナーにかわって、朝食の準じゆん備びをしているらしい。

「もーちょっとしたらできあがりますから、待っててくださいですっ」

「いや、それよりプロテ。俺おれが昨日ネットワーク・コンピュータから引き上げておいた、データの入ったディスクのこと知らないか」

「？　ディスクって……ココンさんがテーブルでくるくる回してたやつですかあ？」

　あれえ。エプロン姿すがたのプロテが、菜さい箸ばしを片かた手てに小首を傾かしげた。

「昨日の片かたづけをしたときは、もうなにも残ってなかったですよう。ココンさんが持ってないんですか？」

　どこか抜ぬけた雰ふん囲い気きを持つプロテだが、機械の頭ず脳のうの記き憶おくは確かだ。

　しかし、虎近は持っていない。どこかに落としたのだろうか？　──もしくは。

（誰かに盗ぬすまれた……まさか！）

　しまったッ。虎近は顔色を変える。心当たりのある人物を、一人頭に思い浮かべて。

　だがもし、その相手にディスクを持って行かれたとしたら──。

「アイツら!!」

　虎近は『虫の穴』を飛び出した。ええっ!?　と驚おどろくプロテを残して。

「こ、ココンさぁんっ!?　もうお食事できちゃいますけどっ。あの、あのあのうー～～～！」







　昨晩遅おそくに『虫の穴』三号店を訪おとずれたのは、褐かつ色しよくの肌はだを持つ少年。銀髪の少女の相あい棒ぼう、精書のＧだ。

「天華たちの食事をつくってもらいにきたんだ。空くう腹ふくのまま働かされては、あいつの精命力で動いている俺にも差し障さわりがあるからな」

　出で迎むかえたオーナーに、相変わらずの無む表ひよう情じようで簡かん単たんに告げて、徹てつ夜やで舞翼ライドの修しゆう理りをさせられている天華たちの夜食を頼たのむ。快こころよく引き受けたオーナーは、プロテと一いつ緒しよにフロント脇わきの厨房に姿を消した。

　残されたのはテーブルについた虎近と、ロビーでじっと立ちつくすＧのみ。人でない彼は、その場でただ立っていることが苦ではないのだろう。それに、虎近と特に話す事こと柄がらもない。

　少年はずっと無言で、厨房の方向だけを見み据すえていた。

「……。天華は、今どうしてるんだ？」

　沈ちん黙もくに耐たえきれなかったのは、虎近の方だった。娘むすめのことを訊たずねてしまう。ついでに「すぐできないぞ」と、空いた隣となりの席を勧すすめて。

「雷らい帝てい号ごうの修理を、ドクにやらされている。年末に壊こわした機関部のかわりが見つからなくて、手こずっている」

　黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみが、初めて虎近に向いた。人間ではないが、人間の作法を知っているＧは、おとなしく椅い子すに座すわった。

　それ以上会話らしい会話はなかったが。──それが唯ゆい一いつ、虎近がテーブルに置いたディスクに他人を近づけた瞬しゆん間かんだった。

　確たしかにあれ以い降こう、ディスクを目にした記憶がない。やはり酔っていたのだろう。盗まれたことに気が付かなかったのだ。そして──。

　駆かけつけたドクの舞翼ライド工こう房ぼうには、天華も、白華も、Ｇも。純じゆん白ぱくの舞翼ライド、雷帝号の姿も忽こつ然ぜんと消えていた。

「な、なにがあったんですかココンさぁん。んとんと、目玉焼きが焦こげちゃいますようー」

　血相を変えて走ってきた虎近を追って、フライパンを持ったまま追いかけてきたプロテが工房に足を踏ふみ入れる。が、彼女はすぐに、「え」とその場で固まった。

　消えた天華たちのかわりに残された、一台のエア・バイクの、変わり果てた姿を目まの当たりにして。

　翼つばさなき機体を飛ひ翔しようさせる、一対ついの無重力エンジン。その片かた方ほうの球体が、ごっそりと取り外されてなくなっていた。

「えええええ────!?　えとえとえと……なっ、なっ、なんなんですかこれえええ!!」

　エンジンを取り外すため、一部がばらばらに分ぶん解かいされたエア・バイクを見て、プロテは悲鳴をあげてしまう。が、こんなことを実行する首しゆ謀ぼう者しやは明らかで。

「やっぱりか。やられた……！」

　取り換かえた舞翼ライドの部品などが転がる床ゆかで、大口を開けていびきをかく、ワニ頭のドクがいる。虎近はその側そばに近づいて、くるまった毛もう布ふからはみ出した太い尻尾しつぽの横に置かれていた、一枚まいの紙切れを拾い上げた。

『父さんへ。データ・ディスクは、誕たん生じよう日びプレゼントにもらっとくよ！　それと、プロテへ。エア・バイクのエンジンを一個こ借りていきまっす♪』

　そこには銀ぎん髪ぱつの少女の字で、そう書き殴なぐられていた。

「ああああ！　そ、そのそのっ！　確たしかに一個あれば、エア・バイクは飛行がどうにかできますけどおっ。でも、でもでも……ひ、ひどいですようう、お姉サマあああん！」

　うわぁん！　とプロテが泣いた。読み終えた紙を、虎近はぐしゃりと握にぎり潰つぶす。

　嘆なげくプロテを放置して、双ふた子ご姉し妹まいとＧを乗せた純じゆん白ぱくの機体が出て行っただろう、開けっ放しになっていた工房の横よこ壁かべから外に出た。ちょうど「湧ゆう水すいの巨きよ湖こ」へと桟さん橋ばしが突つき出て、短い滑かつ走そう路ろのようになった場所で、空を見上げる。

　雷帝号の機き影えいは、澄すみ渡わたった青空のどこにも見られなかった。

　虎近は思わず奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

（くそッ、あの中身は──）







「やっほう─────いっ！　あははははっ、やっぱり舞翼ライドって気持ちいい──っ!!」

　日が昇のぼるより早く、修しゆう理りを終えた久ひさ々びさの愛機で空へと飛び出した天華は、頰ほおに触ふれる風の流れに笑えみをこぼした。

　エア・バイクと違ちがい、舞翼ライドは乗り手を覆おおう風ふう防ぼうを持たない。そのぶん直ちよく接せつ風が当たるが、真冬の寒さは、舞翼ライド自体が和やわらげてくれる。浮ふ力りよくを得るために素そ材ざいとして使われている空に愛された風ふう獣じゆうの骨ほねが、冷気から天華たちを守っているのだ。

「うんっ。やっぱりあたしにはエア・バイクより、この雷帝号だねっ。ふふっ」

　気を引き締しめるにはほどよい冷たさの風が、銀色の髪かみを撫なでていく。ゴーグルを装そう着ちやくした視し界かいには、真っ白な薄うすい雲海が飛び込こんでくる。その中を雷帝号は真まっ直すぐに、機体後部に搭とう載さいした無重力エンジンの力で加速した。

　──無重力エンジンを代用するきっかけとなったのは、白華の『龍りゆう眼がん』だった。

「これ……姉様。たぶんわたし、うまく扱あつかえると思うんです」

　推すい進しん結けつ晶しよう体たいを失った雷帝号を前にして悩なやむ天華たちに向かい、工房で精せい霊れい巫み女この少女がふいに言った。にっこりと微笑ほほえんで、「中に棲すんでる精霊さんたちに、お願いすればいいんですよ」と。

　世界で彼女だけが持つ金色の特別な瞳ひとみは、自然界に満ちあふれる精霊たちとの意思疎そ通つうを可か能のうとする。精霊の動きを読み、または対話し。白華はあっさりと、機械に制せい御ぎよされていた無重力エンジンの力を引き出してしまうのだった。

「だから、かわりになると思うんです」

　その言葉通り。従じゆう来らいの推進結晶体をＧが制御していたように、今度は白華がエンジンを制御する。後ろ向きにシートをつけた機関部に座り、補ほ佐さ役やくのＧを膝ひざの上に抱だきかかえて、白はく髪はつの少女は対面する球体の機械を操あやつった。

　一基きの無重力エンジンは、エア・バイクに比くらべて遥はるかに軽い雷らい帝てい号ごうに、推進結晶体の倍近くの最高速度を与あたえてくれる。

　気が付けば、旅立ってわずか半日で、もうずいぶんと飛んできた。

「ありがとねー。白華！」

「？　なんですか、姉様あ？」

「ん？　だから、白華のおかげで、雷帝号が復ふつ活かつできた、って言ってるの！」

　機関部と繫つながる伝声管に礼を告げて、携けい帯たいコンピュータを開いた。画面に映うつした大陸地図でおおよその位置を把は握あくする。

「えーと。今飛んでるのがこのあたりだから……わ！　もう航こう程ていの三分の二を消化しちゃってるじゃん！」

　舞翼ライドは昇ってきた太陽に背せを向けて、ひたすら中央大陸の西側へと飛んでいた。

　目指すは、西の帝てい國こく領りよう域いきの境きよう界かい。高度一万メートルを誇ほこる、大地がまるごと隆りゆう起きした「孤こ高こうの大地」だ。そこに──父から奪うばってきたディスクに情じよう報ほうが収おさめられていた、ひとつの遺い跡せきがあるのだった。

　ワイヤーフレームでできた、簡略化された立体図面のデータがある。内部構造が二十もの層に区切られてある、ということしか読み取れないものだ。が、形状が円筒型であることと、全長が五百メートルはある遺跡だということはわかった。遺跡は地表面に対して、少し斜めに突き刺さるようにそびえている。

　それは今まで天華の知らなかった、かなり大だい規き模ぼな遺跡だった。

（これがどんな遺跡なのかわっかんないけど……きっとなにかあるよね！）

　だって父さんが隠かくしていた遺跡のデータなんだもん。と、ディスクにかかっていたプロテクトをなんとか解かい除じよして中身を解かい析せきした天華は、こっそりとにやついた。

（ふっふーん！　あのとき、絶ぜつ対たいなにかあるって思ったんだよね）

　天華は昨日のことを思い出す。『虫の穴あな』三号店の隠された地下で、「個こ人じんデータで大事なものは、バックアップしておいた方がいいぜ」と父が周りに言い含ふくめていた。

　つまり言葉通りなら、父がそのときディスクに取り込んだデータは、とりわけ大切なものというわけで。

（だからＧに、こっそりとってきてもらったんだよね！）

　少年の姿すがたをしていても、天華の精命力でつくりあげたＧの体は擬ぎ似じ的なもので、中身はがらんどうだ。その体内にそっと一枚のディスクを忍しのばせることなどわけもない。

　──振り返ると、役立つ相あい棒ぼうの少年が機関部の穴からひょっこり頭を出していた。

「わあ！　ほらほら、ＧくんＧくん！　向こうにちっちゃい街があるよ！　……あ、あ、あ。もう見えなくなっちゃったあ」

「かなりの速度が出ているからな。仕方がないだろう」

「ふうん。……あ！　あの渓けい谷こくの下に、なにか見えたよ？　あれも街なのかなあ。ねえＧくん？」

「今のは村落だな。天華と一度、食料の調達に降おりたことがある」

　一いつ緒しよに身を乗り出した白華が、過すぎ去っていく空と大地を眺ながめて「ふわあ～」といちいちはしゃぐ。風になびく彼女の長い白髪の下で、褐かつ色しよくの肌はだをした少年は抱だきかかえられる格かつ好こうで、いろいろ解説していた。

　精霊が大陸中に広がってつくり出したネットワーク、精脈を通して、『龍眼』の力で世界を見ていた巫女の白華も、実じつ際さいの目で外界を見るのは初めてなのだ。十六年間精霊神しん殿でんから出る事を許ゆるされなかった彼女は、とにかくなんでも素す直なおに珍めずらしがり、ことあるごとに訊たずねてくる。天華が、根負けしそうになるくらいに。

　そんな白華に根気よく付き合ってくれるＧの存そん在ざいは、とてもありがたかった。

「ありがとね、相棒っ」

　いろんな意味を込めて、天華は彼をねぎらった。

「──何だ、天華」

　何か言ったか。とＧがこっちを向いた。ううん、と天華は首を横に振る。

「なんでもないよっ。……っと、さぁて！」

　がんばんなきゃ！　天華はぴしゃりと頰ほおを張はった。集中しなくちゃ、と言い聞かせて。

　前に向き直った天華の視し線せんの先に、目指す「孤高の大地」が見えてくる。遥か遠くに、地平線の輪りん郭かくが見えていた。

　千年前に異い常じよう隆起した大地が見せる、どこまでも横に延びる絶ぜつ壁ぺきだ。

（父さんがなぜディスクに、あの上にある遺い跡せきのデータを残しておいたのかはわかんない。でも……あそこにあるのは、あたしがまだ知らない、攻こう略りやくしてない遺跡なんだ）

「一流の父さんを追い越こすために、父さんが手を着けた遺跡は片かたっ端ぱしから攻略してやるんだから！」

　うん！　天華は操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直すと、吹ふき流れる西向きの風に翼つばさを乗せた。さらに加速するために──。
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　──数時間後。大空が夕ゆう暮ぐれの押おし迫せまる茜あかね色いろに染そまった頃ころ、天華たちを乗せた純じゆん白ぱくの舞翼ライドは、「孤高の大地」に到とう達たつした。

「ふわぁあ……！」

　初めて間近で見る絶景に、機関部から這はい出してきた白華が言葉を失う。『龍りゆう眼がん』を持つ白華は、大地を走る「精せい脈みやく」という精せい霊れいたちが集つどってつくった脈路を通して、中央大陸の有様を知っている。精霊たちが様々な世界の様子を、彼女に伝えてくれるのだ。

　が、それはあくまで、精脈の届とどく範はん囲い内ないに限かぎられる。──この「孤こ高こうの大地」は、精脈の流れを断だん絶ぜつするほどの、高度一万メートルもの断だん崖がい絶壁なのだ。近づく雷らい帝てい号ごうは、雲より高い数千メートル上空に浮ういている。しかし雲間から下側に望む深い大地の亀き裂れつは見通せず、見上げた隆りゆう起き大地の頂ちよう上じようも霞かすんでいる。全体の姿は見み渡わたしきれない。

「孤高の大地」とはよく名付けたものだ。まさにここは、何者も寄よせ付けない場所──。

　白はく髪はつの少女の知らない自然の姿すがたが、ここにあった。

「あたしは何度か見てるけど、やっぱりこの絶壁ってすごいよね……」

　そして天華も、渇かわいた喉のどをごくりと鳴らした。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしてやってきた一年間で、数回この近くの遺跡に訪おとずれたが、「孤高の大地」そのものに挑いどむのは今回が初めてだ。

　切り立ってそびえる絶壁とはまだ数百メートルも離はなれているのに、天華は身み震ぶるいしてしまう。圧あつ倒とう的な存そん在ざい感がここにあった。

　──「孤高の大地」は誰だれの侵しん入にゆうも許ゆるさない。空を飛ぶ鳥や空くう獣じゆうたちでさえ、絶壁を駆かけ下りてくる風に阻はばまれ、近づくことができないのだ。

　でもっ。天華はぶんぶん頭を振ふった。

（父さんがこの上の遺跡のデータを持ってたってことは──父さんはそこまで行ったってことでしょ？　だったら……）

「うんッ、あたしだって！　──行くよ、白華！」

「えっ。でも姉様、こ、この上に……ですか？」

「もっちろん！　あたしたちはそのために、真まっ直すぐここまでやってきたんだから！」

　伝声管からの気弱な声を振り払はらい、機体を上じよう昇しようさせつつ前進する。と、いきなり。

「わ、ちょ……きゃぁああっ!?　お、重い──────！」

「姉様!?　ああっ!!」

　吹き荒あれる風をまともに受けて、雷帝号の機体が傾かたむく。真上から叩たたきつける暴ぼう風ふうに、白い翼つばさが押しつけられた。天華は必死に踏ふん張って墜つい落らくを免まぬがれるが、乱らん暴ぼうな風に弄もてあそばれる。

　白華の悲鳴も風に巻まかれて搔かき消えるが、天華に構かまう暇ひまはない。全力で操縦桿を握りしめ、抗あらがった。

「って、や、やば！　まさかこれほどだなんて──！　は、白華あぁっ！」

　お願い！　と天華は叫さけぶ。舞翼ライドは風の影えい響きようを受けやすい乗り物だ。普ふ段だんならうまく風を摑つかんで、受け流して飛べるのだが、ほぼ垂すい直ちよくに駆け下りてくるこの風の中では、上昇するのは不ふ可か能のうだ。頼たよれるのは、機体後部に設せつ置ちした無重力エンジンのみ。

　そして、機関部には白華と一いつ緒しよにＧがいる。「任まかせろ」という相棒からの応おう答とうが天華に聞こえた。

　白華とＧが呼こ吸きゆうを合わせ、無重力エンジンを起動させる気配が、伝声管から伝わった。と、雷帝号は推すい進しん力りよくに背せ中なかを押される。叩きつける風に負けずに上昇を始めた。

「さんきゅ、Ｇっ！　白華っ！　……け、けどおっ!?」

　千切れそう！　天華は無む理り矢や理り暴風の中を突つき進む機体の軋きしみを耳にした。頑がん丈じようにつくってある翼の付け根が、限げん界かいを訴うつたえる。それ以前に、操縦桿にしがみつく天華の両りよう腕うでも痺しびれ出す。筋きん肉にくがみしみし音を立てていた。

「ま、真正面からは無理ってことお!?　でもっ、でも！」

　だったらどうやって、父さんはこの風の中を──？　痺れが背はい筋きんや太ふと股ももにまで広がっていくのを感じながら、天華は必死に考えた。

　滝たきのごとく流れ落ちる風の強さは、昇のぼれば昇るほど増ましていく。一度離り脱だつして、高度を上げてからの侵しん入にゆうも難むずかしいだろう。いや──もともと空気の薄うすい高度では、舞翼ライドを飛ばすことも難しい。風があれば飛ひ翔しようできるが、一万メートルより高い位置に飛び上がることが、まず無理なのだ。無重力エンジンの力で到とう達たつできても、結局は舞翼ライドがもたない。

（だからこそ、こうやって真正面から突き進むしかないのに……でも、間ま違ちがってるってゆーの!?）

　天華は必死に歯を食いしばる。父とて舞翼ライド乗りだ。もし虎近がこの上にある遺い跡せきに行くとしたら、やはり舞翼ライドを使うだろう。──方法に間違いはないはずなのに。

（けどあたし、なにか見落としてるってこと!?）

　と、そのとき──。

「姉様っ、あ、あそこですっ!!」

　掠かすれる白華の言葉が届とどいた。はっと振ふり向いた天華の視し界かいに、機関部から身を乗り出して、必死に指をさす妹が見える。バランスを崩くずして落ちそうになる彼女を、Ｇの短い腕がしっかり支ささえていた。

　なに？　天華はすぐに、示しめされた方向にゴーグル越しの視線を向ける。遥はるか頭上の、風の中を。

　そこに、白華の『龍りゆう眼がん』の見つけた「異い変へん」があった。──それが天華にも見えた。

「！　あれってっ!?」

　駆かけ下りてくる風に含ふくまれる水すい蒸じよう気きが、かすかな靄もやとなって駆け下り、途中で消える。その流れが天華の銀の瞳ひとみに捉とらえられた。よく見ると靄は、駆け上がるわずかな風に押しやられ、吹き戻されていたのだ。

（あそこだけ、風が下から上に流れてる？　……そっか！）

「風の──抜ぬけ道なんだ！」

　これなんだッ！　天華は機首をそちらに向ける。が、押し寄よせる強風の中を突き進んでたどり着くだけの余よ力りよくはもうない。風に叩かれて重くなった機体を操あやつり続けた、天華の体が限界だった。だけど。

「やるぞ、天華」

「──!?　じ、Ｇっ？」

　いつの間にそこにいたのか。天華の真後ろに、相棒が立っていた。機関部に白華を押し込こめ、褐かつ色しよくの肌はだの少年は雷帝号の背にしがみつく。暴風などものともせずに、片腕を真っ直ぐ突き上げた。そして──。

　Ｇの手から吹ふき荒あれる風を穿うがつ、《衝撃波グラビテイ》が放たれた。

　天華より受けた精せい命めい力りよくを変へん換かんし、力に変えた一いち撃げきだ。不可視の波動が暴風を押し留とどめる。一いつ瞬しゆん、操そう縦じゆう桿かんから重さが消えた。が、気休めだ。なにしろ「孤こ高こうの大地」から流れ落ちる風は絶たえ間ない。

　しかし──Ｇは続けて二発目の《衝撃波グラビテイ》をぶち込んだ。

「おおッ!!」

　三発、四発、五発。彼はやめない。天華に負ふ担たんをかけないように。

「……うっし、行くよ、相棒うう───っ!!」

　天華は慌あわてて愛機を駆った。連続して放たれる《衝撃波グラビテイ》に守られて、雷帝号は飛翔する。白華の操る無重力エンジンの推力が、力強く機体を押した。

　──精せい命めい核かくを失った、天華の精命力に依い存ぞんする不完全体のＧには、消しよう耗もうによる限界がある。肉体を構こう成せいする精命力を失ったとき、彼は書物に戻もどるのだ。

　しかし彼は躊躇ためらわない。迷まよいなく《衝撃波グラビテイ》を放ち続ける。天華のために。

　そして、変化は突とつ然ぜん起こった。

「あともうちょっと！　……って、わ、わ、きゃああああっ!?」

　唐とう突とつに、今までの翼つばさへの抵てい抗こうが噓うそのように搔き消えた。かわりに、空気の流れが逆転する。叩きつけていた風ふう圧あつが消しよう滅めつし、上じよう昇しようする気流が機体を押した。瞬またたく間に舞翼ライドは絶ぜつ壁ぺきの肌を駆け上る。ごつごつとした断だん崖がいの岩肌が生んだ、逆流した風の道だ。

　雷帝号は吸すい込まれるように上昇を果たし──わずか数十秒のうちに、高度一万メートルの上空に浮うかび上がった。

　そこは静せい寂じやくの空だ。何も聞こえず、何もない。ただここまで機体を引ひっ張ぱり上げてきた力強い風だけが、うってかわって穏おだやかに、天華たちを引き寄よせる。すぐ目の前に迫せまった、切り立った崖がけの上──「孤高の大地」の頂いただきへと。

　清せい浄じような空気に包まれて、天華は思わず振ふり返る。と、機関部から白はく髪はつの頭を出した白華と目があった。

　雷帝号の背にいたＧの姿すがたは、もうない。今まさに消えたところだった。彼は力を使い果たし、雷帝号の上で、一冊さつの黒光りする表紙の書物に戻る。

「わ！　Ｇくんっ、わわわっ……！」

　白華が咄とつ嗟さに、機関部に落ちてきた書物を摑んだ。

（ありがと、Ｇ……あんたのおかげでここまでこれたよ）

　白華の手の中で、Ｇは何も言わない。かすかに笑えみを送って、天華は相あい棒ぼうに感かん謝しやした。だけど──。

　礼を言うのはまだ早かった。







「ええええええ!?　なっ……なにこれえええ!?」

「ね、姉様──きゃあああああああ──────っ！」

　隆りゆう起き大地の頂を越こえた天華たちを待っていたのは、大竜たつ巻まきだ。

　それは、絶壁を駆け下りる風を生む源みなもとか。強固な岩がん盤ばんを深く螺ら旋せんにえぐり取り、轟ごう々ごうと乱れた風を起こしていた。砕くだかれた灰はい色いろの岩や土ど砂しやが舞まい上がり、水蒸気と共に空中でかき混まぜられる。

　それらは陽ひの光さえ通さない灰色の渦うずとなり、寄り集まる。無数の小さな竜巻を従したがえた風の柱が、真まっ直すぐ天に伸のびていた。

　──そこに向かって、雷らい帝てい号ごうは吸すい込まれる。

「ちょ、ちょっとちょっとおおおおお!?　じょーだんじゃないってばあああああ!!」

　あんなところに巻き込まれたら壊こわれちゃう！　天華は必死に機体を操る。が、ダメだ。ここまで機体を導みちびいてきた風の流れは、逃にげることを許ゆるさない。飛び出そうとした機体の翼はすれ違ちがう風の壁かべに阻はばまれて、強く弾はじかれた。機体を衝しよう撃げきが襲おそい、舌したを嚙かみそうになる。

　けれども、白華が呟つぶやいた。

「これは……どうして、そんなっ」

「!?　は、白華っ、なに？」

　竜巻から脱だつ出しゆつし損そこねて、流れる風に囚とらわれた雷帝号。その機関部から顔を出して、書物のＧを抱だきしめた白髪の少女は、金色の『龍りゆう眼がん』を見開いていた。竜巻を前に、「信じられない……」と息を吞のんで。

「そんな、風の精せい霊れいさんたちが無む理り矢や理り寄せ集められていて──こんな、こんなことって！　でもこれじゃ、まるでっ」

　まるで──空の、精脈……!?

「えっ。な、なに？　白華、それって──」

　最後は風に千切られた白華の呟きは、天華にちゃんと届とどかなかった。瞬しゆん間かん、妹の長い白髪が乱れて舞う。と、天華の銀髪も搔かき乱された。

　はっと気が付いて前に向き直れば、大竜巻が目前に迫せまっていた。それを避よけることはできない──。

　雷帝号は渦巻く風にあおられて、えぐれた岩盤すれすれに押おしつけられる。と思ったら、瞬く間に機首を引き起こされ、右に左に、上に下にと踊おどらされた。舞い上げられた雨う滴てき混じりの砂さ礫れきがぶつかり、白い翼つばさをまだらに汚よごす。ゴーグルの視し界かいがあっという間に閉ざされた。まずい！　天華は慌あわててジャケットの袖そででレンズを拭ぬぐった。

　が、次の瞬間。

「はうっ!!」

　天華は顔面に衝しよう撃げきを受ける。飛んできた大きめの石が、まともにゴーグルに当たったのだ。

　発はつ掘くつした科学の遺い物ぶつであるレンズは強固で、幸いひび割われひとつない。だが、天華はそうはいかなくて──衝撃に、意い識しきがいきなり遠くなった。

「ああっ、姉様あ───っ!?」

　最後に白華の呼よぶ声が、聞こえた気がした──。







　意識が闇やみに埋まい没ぼつして、どれくらい経けい過かしたのだろう。そう思った天華の思考は、急速に覚かく醒せいし始める。

「姉様っ、姉様あ……ふえーん、Ｇくぅうううん～～～～！」

「落ち着け、白華。天華に深しん刻こくなダメージはない。天華の精命力を感じ取る俺おれが言うのだから間違いない」

「でもっ、でも……打ち所が悪かったらっ」

　心配する妹と、なだめる相あい棒ぼうの声が聞こえた。そっか……。と天華は最初に思う。

（Ｇのヤツ、ちゃんと復ふつ活かつできたんだ）

　──と、ゆっくりと重い瞼まぶたを開いたとき。目の前にいたのは、倒たおれた天華を抱き起こす形で見つめていた、Ｇの黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみだった。

　深く透すき通る眼まな差ざしは、ようやく目を覚ました天華の顔から、互たがいの息がかかるほど近くにある。実じつ際さいのところ精書のＧは呼こ吸きゆうを必要としないため、天華の吐と息いきだけが彼の褐かつ色しよくの頰ほおに触ふれた。

「天華。起きたか」

　視し界かいの全すべてを覆おおうＧの表ひよう情じようが、いつもの無表情をほんの少し変化させる。安あん堵どの気配を含ふくませて。

　それだけで──天華は耳まで真っ赤になって飛び起きた。

「って、わぁあっ!?　ちょ、ちょ、ちょっ──!?」

　きゃぁあッ!?　真まっ直すぐ体を起こすと、相棒の顔面とぶつかってしまうために、身をよじる格かつ好こうで天華は横に逃にげたのだが。Ｇの短い二本の腕うでから落ちると同時に、伸のばした腕が虚こ空くうを摑つかんだ。あると思った地面がない。ここは墜つい落らくした舞翼ライドの上だったのだ。

　愛機の上で抱き起こされていた天華は、数十センチ下の本当の大地へと転がり落ちた。受け身も間に合わない、中ちゆう途と半はん端ぱな高さである。が、天華の体にやってきたのは、弾だん力りよくのある感かん触しよくだった。

「い、いい───っ!?」

「きゃあっ、ね、姉様あっ」

　白華が雷らい帝てい号ごうの翼から飛び降おりて、大急ぎで駆かけつけてくれる。が、天華は無む傷きずだ。それもそのはず、転がった大地は茶色に変色した枯かれ枝えだが敷しき詰つめられた、天然のクッションのようになっていた。

　ようやく天華は自分と雷帝号が倒たおれた、辺りの様子を目まの当たりにする。そこは一見、大きな洞どう穴けつのような場所だった。しかし数台の舞翼ライドが飛ひ翔しようできる十分な高さと幅はばを持った空間は、普ふ通つうの洞穴とはまるで異ことなる。

　──大地を覆おおう枯れ枝の源みなもとが、見上げた天華の頭上にあった。植物だ。

　木々の枝が、根が、幹みきが。太さも様々な植物たちが複ふく雑ざつに絡からみ合い、洞穴そのものをつくりあげていたのである。薄うす暗ぐらい内部を淡あわく照らすのは、点々と生まれた発光色しき素そを帯びた葉だ。緑と茶ちや系けい統とうの色合いが統すべる世界を、輝かがやきが穏おだやかに満たしていた。

「なに……ど、どーなってんのっ!?　ええっと……」

「風に引き寄よせられて、大竜たつ巻まきの中に突とつ入にゆうした雷帝号が、ここに墜落しちゃったんです。そのときに気を失っていた姉様は、機体から投げ出されて、それで」

　駆け寄った白華が教えてくれる。次の瞬しゆん間かん、「でもよかった！」と飛びついて。

「姉様、怪け我ががなくて！　わたし、ほ、ほんとにどうなることかと……」

　涙なみだに濡ぬれた頰ほおをすり寄せ、白はく髪はつの少女は天華にすがりつく。肩かたがわずかに震ふるえていた。

「……ごめんね、白華。心配かけて。でももう大だい丈じよう夫ぶだから」

　天華はぎゅっと、妹の華きや奢しやな体を抱だきしめた。そして改めて辺りを見やる。

　なるほど、白華の言うとおり。風に運ばれてきた愛機は、この植物がつくりあげた洞穴に突つっ込こんだのだろう。積もった枯れ枝を搔かき分けるように、雷帝号の墜落の跡あとがくっきりと刻きざまれていた。

「……白華は平気？　ケガとかしてないの？」

「あ、はい。わたしは、機関部のシートでベルトをしていましたから」

　Ｇくんが咄とつ嗟さにつけてくれたんですよ。とようやく白華は笑え顔がおをつくった。

　途と中ちゆうで力ちから尽つき、書物に戻もどってしまった相棒だが、押さえるところは押さえている。

　機関部から飛び出してくる直前に、ちゃんと白華の安全も考慮していたのだ。

　そのＧは「当然だ」という顔で、雷帝号の上からこちらを見下ろしていた。

「さんきゅ、Ｇ。そ、それより──」

　あまりの近さにびっくりして転がり落ちた気き恥はずかしさもあるからか、天華はＧと目を合わせられない。ぞんざいに礼を言って、ぷいと明後日あさつての方を向いた。銀の瞳ひとみに飛び込んでくるのは、一本の線となった雷帝号の墜落の跡の先。

「……ここはどこ？」

　その愛機の描えがいた線を追うと、洞穴の入り口がぽっかりと口を開けて遠くにあった。あそこから雷帝号は侵しん入にゆうしてきたのである。

　洞穴の侵入口から見えたのは、びゅうびゅうと灰はい色いろの風が暴あばれる世界である。

　そうだ。白華が教えてくれた。

（あの大竜巻の中に飛び込んで、って……でもっ）

「なに、ここ……なんでこんなところに、植物でできた洞どう窟くつなんかっ？」

「……わからないんです」

「へっ？　は、白華？」

「わからないんです、姉様。わたし……どうしちゃったんだろう。わたしの『龍りゆう眼がん』でも、見えないんです」

　天華の首にすがりついた妹が、重いため息を吐ついた。

　白華の「わからない」は、天華の抱いだくものとは違ちがう。金色の特とく殊しゆな瞳を持ち、人とは違う精せい霊れいの世界を見る事のできる彼女だけの、まったく別種の意味だった。

「精霊さんたちが、わたしの言うことを聞いてくれないんです。ううん、……おかしいの。ここに、精霊さんたちは寄より集まり過すぎちゃってるの。だから……自由に動き回れないみたいで。わたしの声を聞いてくれても、身動きがとれないみたいなの」

「？　寄り集まってる？　それってっ」

　そういえば。天華は気を失う直前に聞こえた、白華の言葉を思い出す。

「……。そういえば白華、確たしかあのとき──精脈って言ったよね？」

「はい。……わたし、ずっと祈いのってたんです。最初から──隆りゆう起き大地の断だん崖がいを駆かけ下りてくる風さんたちに。なのに、多少勢いきおいを和やわらげてくれるだけで……。そのときに気付くべきだったんです。おかしいって。だって、精霊さんたちはいつもわたしの側そばにいてくれて、わたしとお話しできるのに。みんなやさしい子たちなのに──。これってやっぱり、竜巻として風さんたちが集まったことにあると思うんです！」

　こんなこと、変なんです！　と白華は長い白髪を振ふり乱みだして訴うつたえる。

「自然に風さんたちが、自由を奪うばわれるほど集まることなんてないんですっ。無む理り矢や理り集められてるみたいで、だから」

「空にできた、精脈みたい……ってこと？」

「はい……寄り集まりすぎた風の精霊さんたちのせいで、周囲の精霊力が異常に増していて……。他の精霊さんたちも影響を受けて、活性化して。地の精と水の精を吸収して育つ植物さんたちまでもが異い常じよう成長しちゃって」

　巨きよ大だいな洞窟をつくったんです。白華は神しん妙みように頷うなずいた。「でも、どうして」と哀かなしげに瞳を伏ふせて。

　精霊たちとの対話は、白華にとって当たり前のもの。なのに、今はそれができない──？　それがいったいどういうことなのか、何が起こっているのか、彼女にもさっぱりわからないのだろう。

　──だけどそれ以上に、天華には状じよう況きようがどうにも理り解かいしきれなくて。

「ええっと……つまり、その。……ど、どういうこと？」

　も一回説明してくれる？　と苦笑いして、白華にお願いするのだった。




　　　　４




「Ｇ──っ！　ぜーったいっ、ぜええったい、手ぇ放しちゃダメだからね───っ！」

　姉の大声が、植物でできた洞どう穴けつ内ないに反はん響きようする。「わかった」と即そく答とうするのは、褐かつ色しよくの肌はだの少年だ。純じゆん白ぱくの舞翼ライドに積んであった、機体用の応おう急きゆう修しゆう理りツール。その中にあった細いワイヤーを持ち出して、端はしを握にぎり、洞窟のやわらかな地表に彼は踏ふん張ばる。短い足をずぶりとわざと膝ひざ近くまでめり込ませたのは、ワイヤーを持った自分を固定させるためだ。

　そのワイヤーのもう一いつ端たんは、銀ぎん髪ぱつの少女の腰こしのベルトに結んである。ワイヤーが外れないか何度も確認して、天華が手てつ甲こうをつけた手を白華に振って、洞穴の外に向かっていった。

　装着した軽けい金きん属ぞくの手甲は、ワイヤーを摑つかむ両手を保ほ護ごするためのものだ。ワイヤーにつかまって、彼女はジャケットの裾すそが千切れるほどの風が暴れる竜たつ巻まきのもとへ、様子を見に行くのである。

「だって、実じつ際さいにこの目で見なくっちゃ。対たい策さくのひとつも立てられないでしょ？」

「で、でもっ」

　危き険けんですよ、と忠ちゆう告こくする白華に対して、姉の天華は明るく言った。

「あたし、いつもこんな感じだよ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは、得られる情じよう報ほうはなんでも得ておくに限かぎるの。それも自分の目や耳で、ねっ。そうでなくちゃ始まらないんだよっ。あはは」

「姉様……」

　──けれども、そんなことをしなくても白華は知っている。途中で気を失った姉のかわりに、この目で見た。大竜巻の渦うずの内側にある、この巨大な植物の姿を。

　ここは竜巻の「目」の無風地帯に生まれた、異常生長してひとつの塔のように寄り集まった、植物たちの塊かたまりなのだ。

　しかしそれを言っても、姉は行動を止めないだろう。彼女は自分の目と耳で確認しなければ、気がすまないのだ。

「だーいじょうぶだって。あの暴ぼう風ふうがどんなものか、あたしだって突つっ切ってきたんだからよく知ってるよ。だからこうやって、ワイヤーも結ゆわえ付けたわけなんだし」

　ねっ。と不安でいっぱいの白華に微笑ほほえんで、姉はワイヤー一本を頼たよりに洞穴の外に向かった。

　白華とて、わかっている。命いのち綱づなを預あずかるのは、Ｇだ。彼に間ま違ちがいなどありはしない、と。

「心配するな、白華。俺はこの手を決して放さない。……天華の無む茶ちやはいつものことだ」

「う、うん」

　口数の多くないＧが、さりげなく白華を励はげましてくれる。それが純じゆん粋すいに嬉うれしくて、白華もつとめて不安を顔には出さないようにした。

　Ｇがこうして側そばについてくれていることが、今の白華にはとても心強かった。なにしろ──いつも近くにいるはずの精せい霊れいたちは、この異い様ような環かん境きようで返事のひとつもしてくれない。集まりすぎた彼らの声が、意味のない雑ざつ音おんのように聞こえるのみ。

　それは白華にとって、とても心細いことだった。

（……昔、こんなことあったよね。獣じゆう機き族ぞくさんたちの、残ざん骸がい都市で……精霊さんたちの動きを封ふうじ込める機械の動作のおかげで、ぜんぜん精霊さんたちとお話しができなくって）

　そのときに似にてる、と白華は思う。精霊たちとうまく意思の疎そ通つうができないことは、白華にとって辛つらく、寂さびしい。

　だからこうして側にいてくれるＧの存そん在ざいが、今の白華にはありがたかった。

　──Ｇは姉が舞翼ライドから投げ出された直後に復ふつ活かつし、何もできなくておろおろする白華にかわり、冷静に対たい処しよしてくれた。今も、白華の細ほそ腕うでではできないことをやってのける。

「ゆっくり、ワイヤー伸のばしていって────!!」

　天華がゴーグルを装そう着ちやくし、植物に守られた洞穴から、風の暴あばれる竜巻の世界へと出ようとする。姿し勢せいを落として慎しん重ちように、一歩ずつ足を踏ふみ出していく──。

　と、一いつ瞬しゆんにして姉の姿すがたが搔かき消えた。ワイヤーがぴんと張り、Ｇの小さな体がわずかに動いた。外に出すぎた天華の体が、あっという間に暴風にさらわれたのだ。

「ああっ！　姉様あっ!?」

　白華は真っ青になる。──が。

「あっ、あっぶない危あぶない！　命綱があって、ほんとよかったああ！」

　姉が慌あわてて逃にげ戻もどってきた。ワイヤーをたぐり寄よせ、なんとか洞どう穴けつ内ないに転がり込む。勢いきおいのまま墜つい落らくした雷らい帝てい号ごうの側にいる白華やＧのもとに駆かけてきて、やわらかな枯かれ枝えだの上に倒たおれ込んだ。

「ね、姉様あっ？」

「あはは。だ、だいじょぶだって白華。びっくりしただけ。さすがにすごい風だったよ……てゆーか」

　あー、こ、これはダメだわ。と、肩かたで息をする姉は呻うめいた。ワイヤーのフックを外しながら、ゴーグルを乱らん暴ぼうに首元に降おろす。

「とにかく、元来た道でここから出ることは無理みたいっ……って、そりゃそーか。あたしたちはこの洞どう窟くつに向かって吹ふく風に乗って、ここまできたんだもんね。風の流れには逆さからえないってことじゃん。あーもう！　って、ちょっと待ってよ？」

　だとすると……。銀髪の少女は「むむむ」と鼻の頭に皺しわをつくった。そしてぺろりと指を一本舐なめて、ぴっ、と立てる。辺りを流れる微び風ふうを感じ取るために。

「……外からちゃんと風はきてるよね？　で、奥おくの方に向かって流れてるわけで」

　と、天華が向いたのはこの洞穴の奥だった。──洞穴の発光色しき素そに彩いろどられた、上に横にと複ふく雑ざつに分ぶん岐きする迷めい宮きゆうへの入り口か。

　だけど彼女は臆おくさない。「さーてっ」と手てつ甲こうの拳こぶしで、手のひらを強く叩たたいた。

「そうだよ、白華っ。あたしはいきなり帰るために、ここまできたんじゃないんだよね！」

「えっ。姉様、奥に向かってみるんですか？」

「もっちろん！　出口を探さがすのもそうだけど……なによりあたしは、父さんのディスクにあった遺い跡せきを探しにここまできたんじゃんっ！　データには、こんな変な植物のことは記き載さいされてなかったけれど……ここに確たしかに、あの遺跡はあるはずなんだよね！」

　どこにあるんだろう。と天華が開いた携けい帯たいコンピュータの画面を、白華も脇わきから覗のぞき込こむ。そこにあったのは、円えん筒とう型がたの遺跡の位置データだった。隆りゆう起き大地の大まかな地図があり、赤い光点が遺跡を指し示しめしている。

　さらに画面中央には、十文字に線が交わる。それが携帯コンピュータの算出した、白華たちがいる現げん在ざい位置を示すものらしい。

　そして遺跡の光点と十文字は、かなり近い位置にあった。

「うーん、倍率を変えていろいろ見ても……やっぱりここは、遺跡のすぐ側なんだよ！　間ま違ちがってないっ。だとしたら……ここはなんなのかなあ？」

「？　この、植物さんたちのことですか？」

「うん、そう。とりあえず父さんから得たデータは遺跡のことだけで、竜たつ巻まきがあるとか、植物が繁はん殖しよくしてるとか……周囲がこんな状じよう況きようになってるなんて、ひとつも情じよう報ほうがないんだけどさ。でも、あたしの見たところ、間違いなく遺跡は、この大竜巻の中にあるよ」

「……風の精霊さんたちが、こうやってここに集まって、精脈のようになっていることと関係あるんでしょうか？　植物さんたちが異い常じよう生長してるのは、きっとそんな集まった精霊さんたちの力のせいだと思うんですけど……」

「ま、とにかくっ。あたしたちがすべきことは、この奥に行くことだよね。──遺跡を見つけることもそうだけど、ここにかすかに入り込んだ風が抜ぬけていく、迷宮からの出口を見つけるためにも、ね！」

　ほらほら、と天華が白華の腕うでを取った。引ひっ張ぱって、墜落した雷帝号の上へと白華を誘さそう。

「舞翼ライドの力だと、風に押おし戻されて引き返すことは無理みたいだし……どのみち前に進むしかないよっ。やるよ、白華！　わかんないことは、がんがん調べていけばいーってね。あはは！」

「……はい、姉様っ」

　そうだ。姉はこういう人だった。白華はくすりと微笑ほほえんで、快こころよく承しよう諾だくする。

　天華という人は、とても強い人なのだ。『龍りゆう眼がん』を持つ白華は、精霊の声を聞き取れなくなっただけでうろたえてしまうというのに、姉は「未知」であることを怖こわがらない。逆ぎやくに父親譲ゆずりの銀色の瞳ひとみは、興こう奮ふんにきらきらと輝かがやくのだ。これから挑いどむ「謎なぞ」に思いを馳はせて。

　故ゆえに、白華ももう恐おそれない。

（精霊さんたちの声がわからなくても、わたしには姉様やＧくんが一いつ緒しよにいてくれるもの）

　白華は「ほら」と機体の上で差し出された姉の手を、しっかりと握にぎり返した。

　が、しかし──。

「!?　えっ？　あ、あれれっ……か、風さん？」

　白華は咄とつ嗟さに振ふり返る。視し線せんを向けたのは、洞どう穴けつの入り口の向こう。暴ぼう風ふうの渦うず巻まく灰はい色いろの世界だ。

　そこにひしめく風の精霊たちの声が、いきなり乱みだれた。

「どうしたの？　白華……へ？」

　白華を舞翼ライドの背せに引き上げてくれた天華が訊たずねる。だが、白華が示すより前に──土ど砂しやと水分をたっぷり含ふくんだ風を突つき破やぶり、青い機体が現れた。機首に装そう着ちやくした螺ら旋せんの溝みぞの彫ほられた円えん錐すいが、回転するドリルとなって竜巻を貫つらぬき、機体は洞穴内部に進入する。

　その青い四枚まいの翼つばさを持った改かい造ぞう舞翼ライドは、白華たちの見知った機体で。

「と、父様っ？」

「えっ、ええええっ!?　父さん────!!」

　双ふた子ご姉し妹まいの驚きよう愕がくの声が重なった。

　父の虎近の操あやつる空くう帝てい号ごうが勢いきおいよく、純じゆん白ぱくの舞翼ライドの隣となりに滑すべり込んできたのだった。







（……やっぱり、ここだったか！）

　読みが的中して、虎近は胸むねを撫なで下ろす。

　隆起大地の絶ぜつ壁ぺきを駆かけ上がる風はひとつで、そこに舞翼ライドが乗れば、行き着く場所は竜巻の内部。──この、迷めい宮きゆうの入り口である洞穴の空間に、自然と行き着くのである。墜つい落らくした白い翼の舞翼ライドを見つけ、虎近は真横に愛機を突っ込ませた。四枚翼の青い機体を舞まい降おろす。

　やわらかい枯かれ枝えだの大地に沈しずみ込むように、空帝号は着地した。

　──天華たちが飛び出したドクの工こう房ぼうから、すぐに虎近は跡あとを追った。改造舞翼ライドの空帝号を駆り、真まっ直すぐに「孤こ高こうの大地」へ針しん路ろを取る。白い舞翼ライドが向かった場所など、そこ以外に考えられなかったから。

　なにしろ奪うばわれたディスクにあるデータは、この植物たちに覆おおい隠かくされた、全長五百メートルを超こえる「円えん筒とう遺い跡せき」に関してのものくらいだ。

　予想通り、円筒遺跡を取り巻く植物の迷宮内で、虎近は二人の娘むすめとＧの姿すがたを見つけた。

「と、父さん……え、ええっと、あの。……な、なんでここにいっ？」

「お前がここにきてると思ったからに決まってるだろ、まったく」

　驚おどろいて目を白黒させる銀ぎん髪ぱつの少女に向かって、虎近はすぐさま機体から降りて詰つめ寄よった。ほら、と手を出して催さい促そくする。

「持っていったディスク、さっさと返せ」

「あ。う、うん……」

　はい。と彼女はジャケットのポケットから、素す直なおにデータ・ディスクを取り出した。勝手に盗ぬすみ出してきたことに、少しは後ろめたい気持ちがあったのだろう。おそるおそる差し出してくる。

　それを虎近は、ひったくるようにして奪い取った。が、手にした透とう明めいなケースに収おさまったディスクを仕し舞まう前に、無ぶ精しよう髭ひげに触ふれて逡しゆん巡じゆんする。

　ここまで彼女が来たということは、中身はすでに天華に見られた後である。プロテクトも意味がなかったのだろう。

「……こいつを返してもらっても、今いま更さら無意味か」

　すでに天華たちは、遺跡を目前とする植物迷宮の入り口にまで侵しん入にゆうしている。

（ここに誰だれかが入ることがないように……個こ人じん認にん証しようがないと閲えつ覧らんできない、一番プロテクトがしっかりしている浮ふ遊ゆう都市のネットワーク・システム内に、ずっと保ほ管かんしてあったのにな）

　個人認証を必要としない、プロテクトレベルの低いディスクに取り出してしまったのが、こういう結果を招まねいたのか。虎近は密ひそかに舌した打うちする。

　ここは虎近が他の誰にも知られたくない、虎近にとって意味のある、秘ひ密みつの遺跡だったのに。

「と、父さん。あのね……あたし」

　天華がディスクを持ち出したことを、言い訳わけしようとする。しかし。

「──帰れ、天華。今すぐにだ」

　虎近は四の五の言わせず、彼女を突き放した。えっ、と天華の顔が強こわばる。

「な、なに……なんでっ!?　だ、だって、そんな。そりゃあ……勝手に父さんのディスクから、遺跡のデータをとってきたのは悪かったよ。でも、でも！　ここまで来て、引き返すことなんてできないよ！　すぐそこに、遺跡があるんだもん！」

「だから言ってるんだ。ここから先の遺跡には行くな。とっとと帰れ」

　虎近はもう一度同じことを言い放った。この遺跡に自分の娘の双ふた子ご姉し妹まいが関かかわってくるのは、嫌いやだったから。それに……。

「お前にはここは無理だ」

　ごちゃごちゃ説明するのが面めん倒どうな虎近は、簡かん潔けつな結けつ論ろんのみを告げた。

　そんな。と銀髪の少女は当とう惑わくし、息を吞のむ。隣となりに身を寄せる白髪の妹と、一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。

「と、父さん……なんで。どーしてそういうこと言うの？　それって、そっか。あたしが父さんのディスクを勝手に持ち出したから？　それで」

　──それで、怒おこってるの？

　最後の部分は、掠かすれてしまって虎近には聞こえなかった。銀髪の少女は肩かたを落とし、少し俯うつむく。陰かげりを含んだ表ひよう情じようをこちらに見せぬように。

「ね、姉様っ」

　白華が不安げに、天華の顔色を窺うかがった。けれど──彼女は虎近の娘である。幼おさない頃ころに聞かせてやった、虎近の遺跡探たん求きゆうにまつわる話をいろいろ聞いて育ち、十六歳さいにして勝手に神しん殿でんを飛び出して遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになった少女なのだ。この程てい度どで気落ちしない。

　負けん気が強く、諦あきらめが悪いのは、父親である虎近譲ゆずりなのである。

「……わかんない。わかんないじゃんっ、そんなの！」

　手てつ甲こうをつけた拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめ、天華は顔を上げて虎近を睨にらんでくる。

　さっきまでのへこんだ様子は、どこにもなかった。

「なんで、なんで父さん、そういうこと断だん言げんできるの!?　理り不ふ尽じんだよっ！　だってあたしは、まだこの遺跡に触れてもないじゃん！　攻こう略りやくできないなんて、そんなのやってみなくちゃわかんないよ──！」

　叫さけぶやいなや、彼女はいきなり蹴けりを放つ。天華の足が、足元に積もった枯かれた枝えだや葉を蹴り上げた。虎近の視し界かいが一瞬、降ふりかかる小枝などに遮さえぎられた。

「……て、天華？　待て！」

「あたしはやるよ！　無理かどうかは、あたしが決めるよ！　──Ｇっ!!」

　制せい止しする虎近を無視して、銀髪の少女は相あい棒ぼうを呼よんだ。それだけで褐かつ色しよくの肌はだの少年が動き、めり込んでいた自分の足を引き抜ぬいた。同時に、側そばに埋うもれていた雷らい帝てい号ごうの白い翼つばさに手をかける。

　と、彼の短い腕うでが、墜つい落らくして洞どう穴けつの大地に伏ふしていた舞翼ライドを持ち上げた。絡からみついた枯れ枝たちから、雷帝号を解とき放つ。そして天華は白華と共に機体に跨またがり、跳とび上がったＧを乗せると、すぐさまふわりと愛機を宙ちゆうに浮うかせた。止めようと駆かけ寄よる虎近に、再ふたたび枯れ枝の洗せん礼れいを浴びせかけて。

「！　……くそっ」

　飛ひ翔しようした舞翼ライドの勢いきおいに飛ばされた枯れ枝たちから、虎近は両腕で目を守った。が、黄色いダウンジャケットに降り注いだ枯れ枝の破は片へんが落ち着いたとき。すでに目の前に、双子姉妹とＧを乗せた白い舞翼ライドの姿すがたはなかった。

　洞穴の発光色しき素そにぼんやりと照らされた中。雷帝号が、植物迷めい宮きゆうの奥おくへと飛び去っていく──。

「あのわからず屋が……なんでこうなるんだ!?」

　虎近は身を翻ひるがえして自分の愛機に駆け戻もどった。

「行くなって言っただろーが！　まずいぞ、あの奥は……！」







　ゆるやかに洞穴内を流れる風を翼で摑つかみ、銀ぎん髪ぱつの少女が操あやつる雷帝号は飛翔する。すぐに上下左右に分ぶん岐きする、複ふく雑ざつな迷宮への入り口が迫せまった。

　分岐路を前に、天華がわずかに逡しゆん巡じゆんする。が、すぐに雷帝号は真っ直ぐ奥へと向かっている、正面に口を開いた先へと飛び込こんだ。発光色素の輝かがやきに満ちた通路が、縦たてに横にうねりながらも、どこまでも続いていた。

「い、いいんですか、姉様あ。父様を残してきちゃってっ」

　白華は姉の背せにしがみついた格かつ好こうで機体に跨り、後方を振ふり返る。やれやれ、といった顔で機関部のシートに座すわろうとするＧの小さな頭の向こう側。黄色いダウンジャケットを着た虎近の姿は、もうとうに見えなくなってしまった。

「父様、それに……待て、って言ってましたけど……」

「へーきへーき！　前を見てよ、白華。この先は、入り組んだ迷路みたいになってるよ。そこに飛び込んじゃえば、父さんだって簡単には見つけられやしないから……んー、とりあえず父さんをまいて、その後はそこから考える！」

「は、はあ。そういうものですか？」

「そーゆーもんっ！　後のことは後にならないとわっかんないってね！　あははー」

「行き当たりばったりは、いつものことだな」

　伝声管から、相棒の少年が言う。「う、うっさい！」と天華が思わず後ろを振り返り、赤くなって反はん論ろんした。

　しかし──。

「！　天華っ」

　突とつ然ぜんＧが叫んだ。……へ？　と姉はいきなりのことに、戻しかけた視し線せんを再び機体後方にやる。

　故ゆえに、彼女より先に進行方向の異い変へんに気付いたのは、天華の肩かた越ごしに前を向いていた白華であった。

「!?　あ、ああああっ！　姉様、危あぶない！」

「へ？　白華、な、なにいきなり……って、きゃあ、ちょ、ちょっとちょっとおおおおお!?」

　遅れて天華が気付く。機体が進む前方に、行く手を阻はばむかのごとく、突とつ如じよ洞穴の天てん井じようから透とう明めいな触しよく手しゆが伸びてきたのだ。──さっきまで何もなかったというのに。

　それは洞穴から染しみ出した、粘ねん性せいの高い樹じゆ液えきである。慌あわてて天華が機体を九十度に傾かたむけ、すり抜けるようにかわしたが、樹液の触手は無数に生まれる。人の腕うでほどもある太さのそれは、音もなく鍾しよう乳にゆう石せきのように重力に引かれて真上から垂たれ下がってきたかと思うと、どんどん伸びた。高さ五メートルほどの洞穴内の上半分を埋うめ尽つくし、いきなり蠢うごめき、持ち上がり、雷らい帝てい号ごうに襲おそい来る！

「わあっ!?　なにこれ、や、やばッ……白華、ちゃんと摑まっててよっ!!」

「は、はい姉さ──んぐっ!?」

　白華が返事をするのも待たず、天華が操そう縦じゆう桿かんを思いきり倒した。舞翼ライドは枯れ枝えだの地面すれすれまで機体を下げて、落ちてくる触手どもをすり抜ける。

　けれども、触手の数が多すぎた。十本が、二十本に。さらに、三十本に──すぐにあふれ出した触手たちのひしめき合いで、舞翼ライドの通れる隙すき間まもなくなってしまう。機体はすぐさま反転し、引き返すことを選せん択たくした。

　だが、時すでに遅おそしか。戻ろうとした機体を待ち受けていたのは、やはり同じように退たい路ろを阻む、人の腕ほどの太さを持つ透明な触手の群むれだった。

「囲まれたっ？」

　姉の焦しよう燥そうが、くっつく白華にも伝わった。逃にげ場は？　と白華も探さがすが、どこにもない。粘ついた触手はゆっくりと伸びてきて、逃げ場を失った雷帝号の翼に触ふれた。逃げ損そこねた白い機体にべちょり、とひっついて空中に縫ぬい止める。

「こ、このおっ！　汚よごさないでよねっ、直したばかりのあたしの雷帝号なんだからあ！」

　幸い、触手の粘性はさほど高くない。天華が翼を思い切り振れば、触手はぶちりと千切れて外れた。だが、いくつもの触手が何度も何度も襲い来る。あっという間に二枚まいの翼は、無数の触手に囚とらわれてしまった。
















　──だけど、白華は別の異変を察知していた。

「姉様あっ！　気を付けて！」

　白華は思わず叫さけんでしまう。目の前で大きく揺ゆれ始めた、取り囲む洞どう穴けつの壁かべを見み据すえて。

　なに？　と天華も身を強こわばらせる。

「って、え、ええええええええええええ!?」

　発光色しき素その輝かがやきを点ともす洞どう窟くつ全体が、ゆっくりと動き出していた。寄より集まっていた枝えだや幹みきが、ぱきぱきと音を立てて裂け目を生む。透明な樹液の触手に絡からめ取られた雷帝号を狙ねらうように、ぱっくりとひとつの巨きよ大だいな亀き裂れつが頭上に生まれた。

（そんな……）

　白華は金色の瞳ひとみに映る光景に絶ぜつ句くする。真上に開いた大口は、裂さけた太い幹をあちこちから生やす。鋭く突き出た断面は、まるで牙きばのようだ。さしずめ触手となって落ちてくる樹液は、こぼれる唾だ液えきといったところか。そして餌えさは、白華たちだ。

　この植物迷めい宮きゆうは、ひとつの巨大な生き物だった──。




　　　　５




「う、噓うそおおおおっ!?」

　天華は悲鳴をあげてしまう。逃げようと必死になるが、機体は身動きひとつとれない。自力での脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうな状じよう況きようだった。

　真上の亀裂だけが、ゆっくりと押おし迫せまってくる。と──。

「わたし、やります！　無重力エンジンさんの力だったら……！」

　咄とつ嗟さに別の手を思いついたのは、背はい後ごにいた白華だった。

「そっか！　無重力エンジンだったら、発生する推すい力りよくを、前後左右どの方向にも向けることができるから──このまま無む理り矢や理りもがいて、強ごう引いんに脱出できるかも！　お願い、白華あ！」

「はい、姉様……あ、ああっ!?」

「？　ど、どうし──って、わわわっ、じ、Ｇ──っ!!」

　振ふり返って、天華は妹の叫さけびの意味を理り解かいする。そこにあったのは、粘性の触手に埋うもれた機体後部。──透明な樹液に浸ひたされ、もがく相あい棒ぼうの少年の姿すがただった。

　伝声管からは、Ｇの呻うめきひとつ返ってこない。彼は粘ねばつく樹液に口を塞ふさがれた状じよう態たいで、「くるな」と白華に仕草で伝えた。

「！　Ｇくんっ」

　慌あわてふためき、すがりつこうとした白華も、制せいするＧの手に阻はばまれる。Ｇは常つねに冷静だ。触しよく手しゆに取り込まれていても、呼こ吸きゆうの必要のない体は酸さん欠けつで死ぬことはない。やっかいなのは、この状態では無重力エンジンの力を使えないということだ。起動することが可か能のうなのは、精せい霊れい巫み女この白はく髪はつの少女だけなのだから。

（って、つまり……万ばん事じ休すってことおお!?）

　こんなところで!?　気が付けば、大きく裂さけた頭上の大口は、今にも天華たちを飲み込まんと、目と鼻の先まで迫っていた。けれども、どうすることもできなくて──。

　しかし。動けない天華たちのかわりに、飛び込んできたモノがあった。

　それは人間の二の腕うでほどの大きさをした、数発の筒つつ状じようの物体だ。あれは？　天華は飛来する筒の正体を見み抜ぬく。そして真っ青になる。

　飛んで来たのは、旧きゆう精せい紀きにつくられた小型ミサイルの一種だった。

「ひょえっ、ちょ──!?　伏ふせて、白華あっ！」

　遺い跡せきからの攻こう撃げきなのおっ!?　と思った矢先、天華が白華を庇かばう間もなく、ミサイルは破は裂れつする。そして、中に詰つまっていた真っ白な液えき体たいを辺りにぱっとぶちまけた。

　それは白い煙けむりとなって一いつ瞬しゆんで気化する液体窒ちつ素そだ。ぶち当たった触手などを凍こおらせて、真っ白に固めてしまう。噴ふき出した冷気が天華たちも包み込み、「ひゃあっ」と白華が首をすくめた。

　が──直撃を受けた洞穴全体が、突とつ如じよ震ふるえる。頭上の大口がぐにゃりと曲がった。凍とう結けつの痛いたみに、植物迷宮が呻うめいていた。

　突然のことに、「なに？」と天華はうろたえる。だけどこんな科学の遺物を使いこなすのは、この迷宮内で天華以外には、たった一人しかいない。

　ミサイルが飛んできた方向に、天華たちを追いかけてきた青い改かい造ぞう舞翼ライドの姿があった。その背せに乗るのは銀髪の父である。

　父はひらりと青い愛機を翻ひるがえらせると、後ろ側の翼つばさのカバーを開く。その中に仕込まれた装置から発はつ射しやされたのは、先せん端たんに十字型のアンカーがついたワイヤーだった。

　二対ついの飛ひ翔しようするワイヤーが、凍らせた触手どもを貫つらぬいて、雷帝号へと肉にく薄はくする。天華や白華の身にも砕いた触手の破は片へんが降ふり注ぐが、おかまいなしだ。

　わっ、と一瞬目を庇った直後、天華は白い舞翼ライドの翼に、ワイヤーが器用にくるくると絡むのを見る。

「父さん……！」

　助けようとしてくれてるんだ！　天華は瞬時に理り解かいする。同時に、背はい後ごの妹も。

「姉様、わたし、やります！　だから──」

　あとはお任まかせします！　と告げて、がっちりと雷帝号を絡め取った十字形のアンカーを横に、彼女は肺はいに空気を精せい一いつ杯ぱい吸すい込こむと。

「は、白華っ!?」

「ええい！」

　問答無用で、ぶよぶよと透とう明めいな樹じゆ液えきに浸ひたる機関部に、上半身を突つっ込んだ。両腕を必死に伸のばし、奥おくにある球体の無重力エンジンに触ふれる。内部に閉じ込められた精霊たちに懇こん願がんして、エンジンの力を引き出すために。

　ワイヤーで繫つながった空帝号が引ひっ張ぱるのと、沈ちん黙もくしていた無重力エンジンが息を吹ふき返すのとは、ほとんど同時の出来事だった。

「いっ、けえええええええええええ───────────────っ!!」

　天華は吼ほえる。父と妹の助力を得て、雷帝号は冷気にひるむ触手をちぎり、脱だつ出しゆつした。

　しかし悶える迷めい宮きゆうは、二機の舞翼ライドを諦あきらめない。新たな触手と大口が生まれ、逃にげる天華たちに迫せまった。

「ま、まだ追いかけてくるってのおおっ!?」

　しつこい！　天華は歯は嚙がみして、愛機を必死に飛ばした。ワイヤーで繫がって先行する虎近の機体も、とにかく逃げる、逃げる、逃げる。

　──気が付けば、最初に雷帝号が墜つい落らくした洞どう穴けつの入り口付近にまで戻もどってしまう。

　と、竜たつ巻まきの暴あばれる外には出られず、青い舞翼ライドが急停止した。ワイヤーを切り離はなし、雷帝号を解かい放ほうする。「ここまでくればもう平気だ」と言わんばかりに。

　ゆっくりと枯かれ枝えだの大地に降おりていく父が示しめしたとおり、どうやら触手どもはここまで追いかけてこないようだ。振ふり返った迷宮の奥では、うねる透明な樹液の流出が、静かに収まりつつあるのが見て取れた。

「振り切ったんだ……よ、よかったぁあ──って、あ、ああ！」

　そうだ、白華は!?　天華は大おお慌あわてで、機関部の穴あなを覗のぞく。と──。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　頼たのもしい声が聞こえた。それは樹液に満たされた機関部から顔を出した、相あい棒ぼうの少年が発したものだ。

　そして彼と共に、褐かつ色しよくの腕に引き上げられた白髪の少女が姿すがたを見せる。白華はぷはあっ、と大きく息をした。

「あ、ありがと、Ｇくん～～」

「よかった……よかったよ、白華あ！　……って、う、うわぁ」

　思わず抱だきついてしまった天華だが、べちょりという感かん触しよくで我われに返った。うっかりしていた。白華はその長い白髪も、お揃そろいであつらえたジャケットも、みんな粘ねん液えきでぐしょぐしょなのだ。

　ねっとりとした透明な樹液が糸を引き、飛びついた天華の手てつ甲こうも肌はだも衣服も、まるごと汚よごれてしまった。

「おい。なにやってんだ、お前らは」

　徐じよ々じよに高度を下げていく雷らい帝てい号ごうを待ち受ける父が、見事な汚よごれ様の双ふた子ご姉し妹まいにため息を吐つく。

　天華も白華も顔を見合わせ、そして。──ぷっ、と軽く苦く笑しようした。お互たがい、ひどい有様だった。

　やれやれといつもの無む表ひよう情じようを崩くずさないのは、擬ぎ似じ的な肉体にくっついた粘液を、一いつ瞬しゆんで振り払はらうＧである。

「無む茶ちやばかりだな、お前たちは。天華も、白華も、虎近もだ。……俺おれに言わせれば、お前たち親娘おやこは似にたり寄よったりだ」

　虎近のもとに着地した舞翼ライドの上で、相棒の少年は冷静に言うのだった。







「だから無理だって言ったんだ、俺は」

　樹液まみれになった天華たちのために、虎近が洞穴内で焚たき火をつくる。枯れ枝ばかりの地面に炎ほのおが燃もえ移うつるのを懸け念ねんして、雷帝号の片かた翼よくの上に火を熾おこした。風ふう獣じゆうの骨ほねが混まぜられた翼つばさは、多少の火では燃もえやしない。

　虎近は慣なれた手つきで、洞穴内に転がっていた灰はい色いろの石ころを並ならべて、簡かん易いの竈かまどまでつくった。そして、竈ではさっそくＧが夕げの支し度たくを始め出す。

　洞穴の植物でできた壁へき面めんを傷きずつけてそこから染しみ出した水で、携けい帯たい食しよくの粉末スープができる頃ころ。虎近がおもむろに、そう切り出した。

「俺が駆かけつけなければ、やばかっただろ。先せん達だつの忠ちゆう告こくは聞いておくもんだぜ」

「……父さんは、あの触手のこと、知ってたの？」

「ん。まあな」

「うぁあ、だ、だったら先にそう言ってよ……」

　有う無むを言わさず「帰れ」と言った虎近の前から、勢いきおいで飛び出してきた天華は渋しぶい顔になる。しかし。

「は、は……くしゅん！」

　いろいろ文もん句くを言う前に、くるまっていた毛もう布ふの中でくしゃみした。「姉様、はい」と一いつ緒しよに下した着ぎ姿すがたで身を寄よせる白華が、はだけかけた毛布の端はしを押おさえてくれた。

「まだ乾かわいてないんですから、風か邪ぜひいちゃいますよ」

「ううっ、白華……ありがとー」

　ぴったりとお互いの肌をくっつけて、天華は妹のぬくもりに感かん謝しやする。火に近い雷帝号の背せに腰こし掛かけるが、やっと髪かみが乾いたくらいだ。ワイヤーでつり下げた二人ぶんのジャケットや衣服は、まだ重く湿しめり気を帯びていた。

　毛布の隙すき間まから見えそうになる素す足あしを、天華は赤くなって隠かくした。さすがに十六歳さいにもなれば、父親の前とはいえ、肌も露あらわな姿を晒さらすのが恥はずかしい。

　もっとも一番近くにいるＧなどは、すぐ側そばに二人も半はん裸らの少女がいるというのに、関心がない様子だった。竈の前に張はり付いて、黙もく々もくとスープの鍋なべを搔かき回す。

「できたぞ」

　彼はあたたかなスープをカップによそい、天華たちに差し出してきた。

「あ、ありがと、Ｇ」

「わあ、あったかーいっ。Ｇくん、いただきまぁす」

　はふはふ、とスープをさましながら、白華がカップに口を付ける。が、思ったよりも熱かったようで──「はうっ！」と目を見開いた。

「は、はふいでふぅ、姉はまぁああ───～～～」

「わわ、なに言ってるかわっかんないって白華っ。もー、こういうのは気を付けなくちゃ」

　火傷やけどした舌したを見せる妹を注意して、天華もゆっくりスープを飲んだ。薄うす味あじだがあたたかな液えき体たいが、胃の中に染みていく。

　ようやくひと心地ごこちついて、「……ところで」と天華は父に詳しよう細さいを訊たずねた。

「結局のところ、さっきのアレ──あの襲おそってきた植物って、いったいなんなの？　ここまで逃にげてくれば、もう反はん応のうしないみたいだけど……」

「ん、あれか。あれは、侵しん入にゆう者しやを感知して自動で反はん応のうする、防ぼう衛えいシステムみたいなものさ」

　Ｇから予よ備びのカップを渡わたされて、天華たちと同じようにスープにありついた父が応こたえる。雷帝号の真横につけた青い舞翼ライドに軽くもたれて、虎近は銀の瞳ひとみを洞どう穴けつの奥おくに向けた。天華も自然と、父の視し線せんの先を追う。

「防衛システム？　そ、それって……」

　まさか。発光色しき素そに照らされた洞どう窟くつ奥の、植物でできた迷めい宮きゆう。そこにもう、触しよく手しゆの気配はない。しかし天華は自分と妹をべとべとに汚よごした、あの樹じゆ液えきの襲しゆう撃げきを忘わすれない。

（そうだ、あれって──統とう率そつされた動きだったよね！　まるで）

　まるで何者かに、制せい御ぎよされた反応だった。天華はそこに思い至る。隣となりではきょとんと白華が小首を傾かしげているけれど、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしての知ち識しきを持つ天華にはわかる──。

「ってことは、そんなのができるのなんて……つまり、科学の遺い跡せきの力ってことお!?」

「ん、そういうことだ」

　同じ遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父は、ゆっくりと頷いた。洞穴の奥を見み据すえたまま。

「制御した植物に守られたあの深部に、隆りゆう起き大地に墜つい落らくした、円えん筒とう型がたの遺跡が眠ねむっているのさ。遺跡に到とう達たつするためには、この捕ほ食しよく反応をみせる、植物の攻こう撃げきをどうにかしなくちゃならない。──ちなみにこれを突とつ破ぱした遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは、まだ一人としていない」

「……えっ？」

　一人も、いない……？　天華は父の意外な発言を聞き逃のがさなかった。

　──と、いうことは。

「だから俺は、最初に無理だと言ったんだ」

　驚おどろきに満ちた天華の前で、苦々しそうにスープを飲み干ほし、虎近が告白した。

「俺も挑いどんだものの、まだ攻こう略りやくできていない唯ゆい一いつの遺跡なんだからな──」







　まだ攻略できていない遺跡。──自分で言って、情なさけなくなる。虎近は空になったカップを、焚たき火の前に座すわり込んでいるＧに返した。

（本当は、言う気はなかったんだがなあ……）

　白い舞翼ライドに腰掛けた、驚いた顔の娘むすめたちの視線が痛いたい。もっとも片かた方ほうは「姉はまあ？」と、ろれつが回らない舌したでしゃべり、きょとんとしているだけだったが。

　けれども銀髪の少女は違ちがう。

「父さんが……挑ちよう戦せんして、攻略できなかった、ただひとつの遺跡が……ここにあるっていうの？」

　呆ぼう然ぜんとした口調で、彼女は呟つぶやく。それを虎近は否ひ定ていしない。事実だからだ。

「やっかいなんだよ、この遺跡は」

　半年近く伸のび放題になっている銀色の髪かみを両手で搔かき上げ、虎近は思い出す。まだこの双ふた子ご姉し妹まいたちが生まれるより昔の、十八年程前に訪おとずれた、この植物に守られた遺跡のことを。

「いつかリベンジにこようと思って後生大事に、遺跡に関するデータを保ほ管かんしておいたんだがな」

　天華たちには簡かん単たんに、それだけを教えてやる。半分が真実で、半分が噓うそだ。虎近にとってこの場所は、もっと別の意味があった。だけど絶ぜつ対たいに口に出さない。本当の理由は伏ふせておいた。

（説明するのもいろいろややこしいからな）

　天華たちが来なければ、もしかしたら二度と訪れることのなかった場所かもしれない。

　だが、もしかしたら。これは虎近にとって、運命のようなものなのかもしれなかった。

（もう一度……挑んでみろ、ってことか？）

　植物迷宮の奥おくを真まっ直すぐ見み据すえて、虎近はふいにそう感じた。







「父さん……？」

「ん、まあ……。俺にとってはいい機会なのかもしれないな。コイツにもう一度、十八年ぶりに真正面から挑戦してみるっていうのは」

　天華の前で植物迷宮の奥を見つめて、父が呟く。ゆっくりと何かを嚙かみ締しめるように。

　虎近はそれ以上、昔のことについて天華に語ってくれはしなかった。かわりに指さすのは、洞どう穴けつの奥の迷宮だ。

「天華。ここから真っ直ぐ飛んですぐの、左の分かれ道に行け」

「え？　左？　な、なんで？」

「それが昔、俺が見つけたここからの脱出経けい路ろだからだよ。──左に行って、その先の垂すい直ちよくに駆かけ上がる穴に入れ。それがこの植物でできた塔とうみたいな内部の、一番外側を走っている経路に当たるのさ。あの捕食反はん応のうは、遺跡の周辺でしか起きない。遺跡に近づくのはやっかいなんだが……」

　離はなれれば攻撃されることはない。と、かつてこの地にきたことのある虎近が、淡たん々たんと教えてくれた。

「だから遺跡から最も遠い経路を舞翼ライドで飛べば、竜たつ巻まきの影えい響きようがない上空へ抜ぬけられる。いいな」

「父さん？　それって、でもっ」

「何度も言ってるだろ。天華、お前らはもう帰れ」

　雷らい帝てい号ごうの上で毛もう布ふにくるまる天華と、白華の二人に向かって、父は強く静かに言った。最後に焚たき火の側そばにいるＧに目を向け、「連れていけよ」と顎あごで促うながす。

　Ｇは応こたえず、黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみで天華を見る。決めるのはＧではない。Ｇの主は、天華一人なのだから。

「待って、待ってよ！　なんで!?　てゆーか！」

　そして天華は納なつ得とくがいかない。いくはずもない。雷帝号の上から降おりて、父に詰つめ寄よろうとした。が、下した着ぎ姿すがたではさすがに気き恥はずかしさが勝まさり、駆け寄れない。白華と一いつ緒しよに一枚まいの毛布にくるまったまま、背せを向けて青い舞翼ライドに跨またがろうとした虎近に手を伸ばしかけた。ここからだと、届とどくはずもない距きよ離りだった。

「それって……どういうこと？　父さん！　だって、父さんは……これから遺い跡せきに挑戦するんでしょっ？」

「ん？　ああ。俺はこのままここに残るさ。久ひさしぶりに腰こしを据えて、ここの遺跡に挑んでみるつもりだ」

「じゃあどうして……あたしも、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよ、父さん！」

　遺跡に挑ちよう戦せんするために来たんだよ！　と、当たり前のことを口走りそうになって、はっと気付いた。

　そんなことは虎近にだってわかっていることだろう。それなのにこうして頑かたくなに天華に「帰れ」と告げるのは、まさか。

「……。父さん。あ、あたしのこと、認みとめてないってこと？」

　まだまだ半人前だって、思ってるから？　天華は疑ぎ問もんを、遠ざかる父の背中にぶつけてみた。

　青い舞翼ライドに乗る前に、虎近が一度だけ振ふり返る。が、何も言わない。銀の瞳で見つめるだけだ。

「なんで……あたし！」

　がんばってきたのに！　天華の脳のう裏りを、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしてやってきた一年半の出来事が駆け抜ける。いろんな遺跡に潜もぐった。精せい機き龍りゆうにも会った。七万キロの軌き道どうエレベーター遺跡にも登った。あの、空に輝かがやく銀の小月にさえ行った。Ｇにまつわる、精書との闘たたかいもどうにかして切り抜けた。

　いや、そのずっと前から、天華は遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるために努力してきた。父に憧あこがれ、虎近の隠かくし部屋に勝手に入り──そこに無む造ぞう作さに残されていた様々な機械に触ふれて、知ち識しきを身につけ、技術を磨みがいてきたのだ。そして、今の天華がある。

　十分に一人前の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、やってきた自分が。

「そうだよ。あたしだって、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだから。目の前にある科学の遺跡の謎なぞに挑戦する権けん利りは、誰だれにも止められないよ！　そうでしょっ？」

「……」

　虎近はやはり、何も答えてくれなかった。だが、天華はちゃんと宣せん言げんする。鍛きたえた自分のウデを信じて。

「父さん。あたしは、ここの遺跡に挑戦するよ。そのためにここまできたんだもん！」

　ねえ！　と同意を求めると、一緒に毛布にくるまった白華が、舌したを火傷やけどして返事ができないかわりにこくこくと頷うなずいた。彼女は誰よりも、神しん殿でんを飛び出して父を追って遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになった天華のことをわかっていてくれる。

　──それに、この一年と半年の間、共にいろんな遺跡に潜ってきた相あい棒ぼうも。

「天華を止めるのは、無理な話だ」

　焚たき火の前に座ざしたまま、Ｇがぽつりと言ってくれた。

「天華は、虎近を追いかけて、追い越こすために俺おれを連れて神殿を飛び出した。その天華が、虎近の攻こう略りやくできなかった遺跡を前に、諦あきらめるはずがない。言うだけ無む駄だだ」

「Ｇ……そう。そうだよねっ」

　天華は破は顔がんした。

「うん。あたしは、ずっと目指してきたんだもんっ。父さんを越えた、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるって！　だから──」

　あたしは、負けない！　天華は思いの丈たけを、全すべて虎近にぶつけようとした。

　──けれども。

「俺を越えるために、だって？」

　空帝号に跨った虎近が、目も合わさずに吐はき捨すてた。「……くだらない」と。

「!?　えっ」

　天華は自分の耳を疑うたがう。最初、何を言われたのかが天華にはさっぱり理り解かいできなかった。

　が、青い愛機の操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめた父の横顔は、決して天華に向くことなく、もう一度同じ台詞せりふを吐くのだった。

「本当にくだらねぇな。そうか、お前は……そんなことで、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんかやり始めたのか」

　虎近はズボンのポケットからくしゃくしゃのタバコの箱を取り出すと、よれたタバコを一本くわえた。それ以上何かを言うつもりはない、という意思表ひよう示じでもあるように。

　と、先せん端たんにドリルが装そう着ちやくされた空帝号が、ふわりと翼つばさを持ち上げた。鮮あざやかな操縦で、青い機体は舞まい上がる。

　くだらないって……なんで？　と訊きく暇ひまもない。あっという間に愛機を駆かって、虎近は迷宮の奥おくへと飛んでいった。天華たちをこの場に残し、一人で遺い跡せき探たん求きゆうを行うために。

　それを天華は、追いかけることができなかった。

「あたしは……遺跡探求者ロスト・リサーチヤー、失しつ格かく、ってこと……？」

　体が震ふるえた。父の真意がわからない。しかし、はっきりとわかることがひとつあった。

　それは虎近が、天華を拒きよ絶ぜつしたということ。──一人前の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、認みとめてくれなかったということだ。

　わかんない。天華は激はげしく頭を振ふる。

「なんで!?　わかんないよっ、あたし……なんで。どうして、こうなるの……」

「ね、姉様っ？」

　ふらりと立ち上がって下した着ぎ姿すがたが露あらわとなった天華に、慌あわてて白華がずれた毛もう布ふをかけ直してくれる。

　だがそれでも、天華は雷らい帝てい号ごうの上で立ちつくした。反はん応のうできない。

　心が、「くだらない」という一言に呪じゆ縛ばくされ、身動き一つできなかった。ずっと──。




　　　　６










［TENKA>>>>>>> HAGANE　　　　YGGDRASILL- NET］

　アル、あたし、どうしたらいいんだろ。

　浮ふ遊ゆう都市を飛び出して、「孤こ高こうの大地」の上にある遺跡の側そばまでやってきたの。そこって、父さんが攻略できなかった遺跡なんだよ？　だからあたし、張はり切って攻略して、後から追いかけてきた父さんに、あたしが一人前になったところを見せつけよーって思ったのに……。

　あたし、父さんにいわせたら、ロスト・リサーチャー失格なんだってさ。あはは……。

　どうしてこうなったんだろ。どうして、失格なの？

　いまのあたし、混こん乱らんしすぎて、なんにも考えられないみたい。結局、父さんの後を追って遺跡に向かうことなく、考え込こんだまま一日が過すぎちゃったの。なにやってるんだろね。

　……あたし、どこかで間ま違ちがっちゃったのかなあ。ロスト・リサーチャーとして。

　それがまだわかんなくて、こうやって携けい帯たい端たん末まつをいじって、文字を打って考えをまとめようとしてるのかも。

　って、笑っちゃうよね。あたし、なんでこんなことやってるんだろ。

　アルにメール書いたって、どうしようもないってゆーのに。だけど……アル、あたし、もしかしたら、








　──助けて欲ほしいのかも。などという情なさけない一文は、どうにか寸すん前ぜんで取りやめられた。

　が、かわりにたどたどしく動かしていた指が滑すべり、迂う闊かつにも送信ボタンを押おしてしまう。あっ、と息を吞のんだときにはもう遅おそい。

　日にち没ぼつと共に輝かがやきの強さを落とした、洞どう穴けつ内ないの発光色しき素そ。その仄ほの暗ぐらい闇やみに包まれ、寝ね袋ぶくろに入った天華のもとから、書きかけの気弱なメールが放たれた。止める間もなく「送信完かん了りよう」の文字が、開いた携帯コンピュータの画面に輝く。

（なにやってんだろ、あたし。なんで、こんなメールなんか……）

　癖くせなのかな。と天華は思った。天華は何かあると、いつも妹に向けてメールを書いて送っていた。そうやって思考を整理することが、いつしか身に付いてしまったのかもしれない。

　けれどその白華は今、すぐ隣となりにいる。大きめの寝袋に、一いつ緒しよに潜もぐり込んで眠ねむっていた。かわりにメールの向こうにいるのは、幼おさななじみの青年剣けん士しだ。

　彼に相談をしたことなんて、今までなかった。

（どうして、アルなんかに……ううん）

　どうでもいっか。今の天華には、気に留とめるだけの気力がなかった。天華を拒絶した父の姿が、脳のう裏りから離はなれない。頰ほおを染そめるのは、傍かたわらでちろちろと燃もえる焚たき火と、画が面めん端はしに光る時じ刻こく表ひよう示じくらい。もう午前四時だ。

　それさえも疎うとましく思い、天華は携帯コンピュータをぱたりと閉とじて寝返りを打った。

　──あの後、天華は父を追いかけることができず、そのまま洞穴の入り口付近のこの場に留とどまった。舞翼ライドで飛び立つ気き勢せいも削そがれてしまった。

（なのに……どーしてあたし、眠れないんだろ……）

　こっそりと夜の闇に紛まぎれて涙なみだを流したために、瞼まぶたが腫はれぼったい。泣いたために、体も心も疲つかれ果てているはずなのに。寝返りを打った勢いきおいでごろりと頭を転がせば、横で眠る白華の顔が側にあった。

「……う、ん……姉さ、ま……げんき、だして……」

　と、白はく髪はつの少女は寝言を漏もらした。うーんうーんと、細い眉まゆを難むずかしそうに歪ゆがめて。

（ありがとね、白華……）

　寝ているときでも自分を心配してくれる妹に感かん謝しやして、天華は少し微笑ほほえみを浮うかべる。シャツ越ごしの彼女のぬくもりだけが、憔しよう悴すいした天華には心地ここちよかった。

　そのとき、二人の枕まくら元もとで何かが動いた。

　洞穴内に吹ふいてくる風を遮さえぎるように、雷らい帝てい号ごうにくっついて横になった天華たち。その傍らにはぜる火の番をするのは、相あい棒ぼうのＧに与あたえた役目だった。炎ほのおの勢いが弱くなったことを感知して、書物になって転がっていたＧが、少年の姿すがたになったのだ。

　復ふつ活かつした彼は音もなく雷帝号の上に着地すると、片かた翼よくでくすぶっていた枯かれ木の炎を、小さな腕うでで直ちよく接せつ摑つかんで搔かき回す。火傷やけどひとつ負わない褐かつ色しよくの手は、側に用意していた枯れ枝えだを摑み、新たに炎に放ほうり込んだ。

　が、それだけだ。起きている天華とたまたま目が合ってしまうが、黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみは視し線せんを外す。彼はまったく意に介かいさず、黙もく々もくと火の加か減げんと向き合った。

　Ｇはずっとこの調子だった。父と別れた天華のことを励はげまそうともしなければ、文もん句くを言うこともない。──努めて関かかわらないように。

「……ねえ、Ｇ。あんたって、なんにも言わないんだね」

　痺しびれをきらしたのは天華だった。むくり、と寝袋から這はい出すと、寝ている白華を気き遣づかって極きよく力りよく小さな声をかけた。が、耳のいいＧにはそれで十分だ。

「？　何だ。天華」

　褐色の肌はだをしたきれいな顔が、こっちを向いた。炎に輝く黒鉄色の眼まな差ざしには、曇くもりひとつない。とても澄すんだ瞳だった。

　たじろぐのは天華の方だ。どう返していいのかわからない。
















「あ、あたし……その」

「俺に何か言って欲ほしいのか？」

「！　……うん。そう、きっと……そうなんだと思う。あたし……弱ってるから」

　本音が漏れた。それでも天華は、てへへ、と精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はって舌したを出す。

　天華は強い自分であるためにずっと努力してきた少女である。普ふ段だんの自分なら、決してそんなことは認みとめない──。

　しかし天華は誰よりも、自分が弱い存そん在ざいであることを知っている。新しん精せい紀きの世界では、当たり前のように誰でも使える錬れん精せい術じゆつを、天華はまったく使えない。その錬精音おん痴ちの体たい質しつを悔くやみ、呪のろい、泣いた夜が何度もあった。故ゆえに、子こ供どもの頃ころから父の隠かくし部屋で機械に触ふれて、技ぎ術じゆつと知ち識しきを身につけた。舞翼ライドを操あやつる腕うでも磨みがいた。またＧと出会い、彼から《手甲術ガントレツト・ガード》という格かく闘とう術じゆつも会え得とくした。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、こうして独ひとり立ちできるように。

　それは同じ錬精音痴の体質を持ちながら、少しも陰かげりを見せない父の強さに焦こがれたからだ。

　だが──全すべては父の一言で剝はがれ落ちた。

（あたしは……かわってない。ずっと弱いままだったんだ……）

「……。だからあたし、あんたに……なにか言って欲しかったんだ」

　励ましてもらいたかったんだ。ゆっくりと言葉を嚙かみ締しめ、天華はＧに思いを語る。この少年は誰よりも、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして神しん殿でんを飛び出してきた天華の一年を知っているから。共に過すごした日々を、Ｇは拒きよ絶ぜつしないだろうから。

　けれども。

「馬ば鹿かだな、お前は」

「えっ」

「お前は俺おれに何を期待してるんだ」

　Ｇは天華を突つき放した。

「じ、Ｇ……？」

「お前は俺をどう思っている。常つね々づね言っているが、俺は単なる道具に過ぎない。今までもそうだっただろう」

「そ、それはそうだけどっ、でもあんたは……あ、あんただって、人間じゃんッ」

「違ちがう。──人間だった、というだけだ」

　旧きゆう精せい紀きにつくられた精書のＧは吐はき捨すてる。「勘かん違ちがいするな」と。

「確たしかに精書という存そん在ざいは、素そ材ざいとして人間が使われた。故ゆえに俺は確かに人であった。その頃の記き憶おくも過か去こも、この前の『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で補おぎなうことができた。だがそれはやはり、俺とは違う」

「え、え？　Ｇ、でもっ」

「人から変へん換かんさせられた精書の俺は、人間ではない。その過去を知ったお前がどう思おうと勝手だがな」

「……そんな。けど、それって」

　哀かなしいよ。最後の言葉は掠かすれてしまった。喉のどの奥おくに搔き消えてしまう。

　しかし人ではない相あい棒ぼうの耳は聞き逃のがさず、焚たき火の炎に染そまる頰ほおをわずかにゆるめた。自じ嘲ちようするかのように。

「そう感じるのも人だけだ。俺は何も感じない。哀しいなどとは思わない。思考しない。──たとえ、仲間である他の二十五体の精書たちがもうこの世にいなくとも。俺が独ひとりであるとしても。……だから俺はあのとき、あの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で、共に闘たたかってくれた精書Ｓを、俺自身をも犠ぎ牲せいにすることをいとわなかった。そして、Ｓを失ったことを哀しいとも思わない」

　ただの道具に過すぎないから。と、決まり文もん句くでＧは締しめた。

　そっか──。天華は初めて相棒について、勘違いしていたことを悟さとる。

　Ｇが千年前は「グラン」という名の青年であったことを、天華は知ってしまった。そのためにあの出来事の後から、相棒を人として強く意い識しきするようになってしまった。が、それらは単に受け手である天華が勝手に、これまでとは違うと思っていただけなのだ。

　Ｇはひとつもかわっていない。記憶を取り戻もどした今も、昔も。あくまで彼は、天華の相棒という道具にしか過ぎなくて──。

　それでも天華には、いつになく口数多く吐と露ろする彼が、やはり人と同じに見えた。手で押さえた哀しみの湧わかない空っぽの胸きよう中ちゆうを、せめて言葉で補おぎなっているかのように。

　天華は自然と目め頭がしらが熱くなった。やはり、哀しいことだと思った。

「そう思えるのも人間の特とつ権けんだな」

　そんな天華に、相棒はやはりさらりと返答する。天華が見み慣なれた無む表ひよう情じようで。







「……ほんとに、あんたは変わらないんだね。せっかく記憶が戻ったのにさ」

「変われない、というのが正しいだろう。過去の【罪ＧＵＩＬＴ】を思い出したところで、精せい命めい核かくをなくした不完全な精書という俺自身は変化しない。天華、お前から精命力の供きよう給きゆうを受けて、この小さな体で動くだけだ。──だが、お前は違うだろう」

「？　えっ」

「人は変わる生き物だ。変わろうとしなくても変わっていくが、自ら選んだ方向に変わることもできる。白華が精せい霊れい巫み女この役目を放ほう棄きしてまでお前と共に来るのを選んだのもそうだろう？」

「あ……」

「天華。お前はこれから、どう変わるつもりだ？　俺が言えるとしたら──そうだな。お前にはいつものお前が合ってるような気はするな」

「……。Ｇ……もしかして、あんた」

　うらやましいの、人間が？　と言おうとして押おし黙だまる。

　そうじゃない。Ｇは、Ｇだ。人とは違う。

（そして──あたしは、あたしなんだっ）

　いつしか、天華の気持ちが切り替かわる。立ち直らなくちゃいけない、という方向に。

　脆もろさを剝むき出しにしていた心が、やせ我が慢まんを取り戻す。天華はそうやって、堪こらえて生きてきたのだから。

「いつものあたしが合ってる、か……」

　──ジャケットを羽は織おって、天華は一人で洞どう窟くつの外に向かった。気分転てん換かんがしたかったのだ。

　一度外に出たことがあるから、竜たつ巻まき内部の無風地帯がどこまで続いているのか、おおよその判はん断だんはついた。一いち応おう、洞窟内から突つき出した頑がん丈じような幹みきのひとつにワイヤーを結びつけた。それを命いのち綱づなにして、天華は轟ごう風ふう渦うず巻まく迷めい宮きゆうの外に出るのだった。

　時間は、午前六時前くらいか。一歩踏ふみ出せば、灰はい色いろの土ど砂しやを巻き上げる風の壁かべがそこにある。ジャケットの裾すそが引きちぎられそうなほどの暴風だった。が、それは白んできた空に染そめられ、朝の気配をどことなく醸かもし出していた。

　吸すい込んだ空気は冷たくて、心地ここちよい。植物に取り囲まれた、どこかじっとりとした洞どう穴けつ内部の空気では得られない感覚だった。

「そうだよ」

　天華は深しん呼こ吸きゆうを終えて、ゆっくりとＧの言葉を嚙かみ締しめる。

（いつものあたし……うん、今のあたしは、あたしじゃないよねっ）

　それをＧは言いたかったのかな。と、呆ほうけていた頭が思考を始めた。

「あたしが弱いことなんて……そんなの、ＧがＧであることと同じくらい、当たり前のことだったんだよね。その上で、あたしはがんばってきたんだ。そうでしょ？」

　空が飛べるのは舞翼ライドのおかげ。その舞翼ライドを飛ばせるのは、今は白華やＧのおかげだ。幼おさななじみの青年剣けん士しを遠えん慮りよなくぶん殴なぐれるのは、柔やわ肌はだを守ってくれる手てつ甲こうがあるから。遺い跡せきのコンピュータにアクセスできるのは、携けい帯たいコンピュータがあるからで。

「だから鍛きたえてきたんだよね。知ち恵えを付けて、修しゆう練れんを積んで……ずっとあたしはそうやってきたんだっ！」

　それが、いつものあたしだ！　天華は自分に言い聞かせる。

「あたしは、元に戻もどるんだっ。ううん、元の自分に、またかわるんだ！」

　遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして失しつ格かくなら、それがなぜなのか、ちゃんと考える必要がある。

　父がどういう思いで、天華に「くだらない」と言ったのかを──。

　その答は、今はさっぱりわからない。けれど見上げれば、植物の塔とうと竜巻との狭はざ間まで、白んできた空の端はしに浮うかぶ二つの輝かがやきが見えた。昇のぼってきた朝日に搔かき消されそうなそれらは、二つの月。形の欠けた歪いびつな蒼あおい月と、寄より添そう銀の小月である。

　手を伸のばしても届とどかないその月へ、天華は訪おとずれたことがあった。……どうやって？　持てる天華の知恵と勇気と幸運の全すべてを振ふり絞しぼって。

　あたしはまだ、それをやっていないじゃんっ。天華はぴしゃりと自分の頰ほおを強く叩たたいた。

「は─────────────っ」

　長い長い吐と息いきを漏もらす。ついでに、これまで抱かかえていたもやもやとした何かを、まとめて一気に吐はき出して。

　そうして天華は、胸むね一いつ杯ぱいに大きく息を吸すい込こむと──。
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「う、……ん。……あ、あれえ？」

　姉様はあ？　隣となりにいたはずの姉がいないことに、寝ねぼけ眼まなこの白はつ華かは気付く。

　夜になると鈍にぶくなる発光色しき素その輝かがやきは、ずいぶんと回かい復ふくしていた。もう明け方ということだろうか。寄り集まった精せい霊れいたちに訊たずねても、ちゃんと彼らの声を聞き取ることができなかったけれど、なんとなく白華はそう思う。第一、洞どう穴けつの外から淡い光が入ってきていた。

　側そばではＧが朝食の準じゆん備びに取りかかっていた。

「起きたか、白華。……起こしたか？」

「あっ、Ｇくん。ううん、眩まぶしくなっちゃって……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　おはよう～。と彼に返して、白華は寝ね袋ぶくろから起きあがる。もぞもぞと這はい出して、寝ね癖ぐせに乱みだれた白はく髪はつを直そうと、雷らい帝てい号ごうの側から離はなれた。向かうのはＧが昨日引きちぎった、植しよく物ぶつ壁へきに絡からんでいた太い蔦つたのところである。

　そこに、切せつ断だん面めんから流れ落ちたきれいな水が、昨夜Ｇが岩でつくった手水ちようず鉢ばちに溜たまっていた。飲料水として十分使える清水である。それで白華は顔を洗あらい、白髪を軽く湿しめらせて、寝癖を直した。

　蔦から湧わき出た水はどこかぬるかったけれど、気だるい白華の肌はだをしゃっきりさせた。

　一いつ緒しよにここで簡かん単たんに行水して、寝袋に潜もぐり込んだ天てん華かのことが心配で、昨夜はなかなか寝付けなかった。

「そういえば……姉様ったら、どこに？」

「天華なら、外だ。頭を冷やしてくると言っていたぞ」

　鍋なべを片かた手てにやってきたＧが、「ほら」と手ぬぐいを白華の頭に載のせてくれた。ついでに脱ぬぎ捨すてていたジャケットまで持ってきてくれる。白華が風か邪ぜを引かないように、と。

　あ、そうなんだ。とぼんやりする頭で思いながら、白華は顔を丁てい寧ねいに拭ふいて、ありがたくジャケットに袖そでを通した。──と。

「えっ。姉様が外に、って……え、え、えっ？」

　頭を冷やしてくる？　白華ははっとなって、慌あわてて手ぬぐいから顔を上げた。ワイヤーの命いのち綱づなが伸のびる、洞穴の入り口に目を向ける。

　昨夜の銀ぎん髪ぱつの少女の様子は、見てられないものだった。涙なみだこそみせなかったものの、父を追いかける気力を失い、その場にへなへなとへたり込んだ。意気消しよう沈ちんし、白華の腕うでにすがりつく。白華が話しかけても、天華から返ってくるのは生返事ばかりであった。

　白華はどうしていいかわからなくて、ここで行水に誘さそったり、早めに寝るよう促うながしたりと必死になった。Ｇのつくった夕食に手を付けない天華の姿すがたは、とても痛いた々いたしいものだった。だけど。

「立ち直ったの……姉様は？」

「さあな」

　傍かたわらにかがみ込み、染しみ出る清水を鍋なべに入れるＧが呟つぶやく。

「だが、心配ない。あいつはそんなに弱くない。──そうだろう？」

「……うん！」

　白華は大きく頷うなずいた。そうだ、姉は弱い人じゃない。……ううん。

（姉様は自分が弱いってことを知って、がんばって強くなってきた人だから……）

　双ふた子ごの白華はそのことをよく知っている。金色の『龍りゆう眼がん』を持つ、生まれつき精せい霊れい巫み女ことしての役目を背せ負おわされた白華とは違ちがい、天華には何もなかった。だからこそ彼女は努力して、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなったのだ。

　と、白華やＧのもとに、洞穴の入り口から大声が届とどいてきた。

「わぁあああ────────っ!!　あたしはっ、負けない！　立ち止まらないんだからあああ─────!!」

　姉が竜たつ巻まきに向かって叫さけんだ、決意だった。

「今日は、昨夜のぶんまで食いそうだな」

　姉が勢いを取り戻したことを知り、Ｇがかすかに苦く笑しようを浮うかべ、鍋にさらに水を足した。

　白華は──いても立ってもいられなくなる。天華が活かつ力りよくを取り戻したのだ。だったら……。

（ああっ、わたし……！）

「ね、ねえ、Ｇくん。あのね」

「？　何だ」

「うん、その。……わ、わたしにできること、ない？」







「えっ？　これ、みーんな白華がつくったの？　す、すごいじゃん！」

　叫さけぶだけ叫んで、雷らい帝てい号ごうのもとに帰ってきた天華を迎むかえたのは、豪ごう勢せいな朝食だった。

　焼いたベーコンとチーズを挟はさんだサンドイッチに、洞どう穴けつ内ないに生えていたやわらかい葉を軽く煮に込こんだスープ。それと同じように洞穴内の植物の中で見つけてきた、ゼリーのような透明で厚い葉よう肉にくの盛り合わせである。ドレッシングをかけて食べる、サラダの一種だ。

「あ、わたしがつくったんじゃなくって……Ｇくんのお手伝いをしただけなんです」

「えっ。でも」

　天華は妹の指を見み逃のがさない。後ろに隠かくした指には、いくつか応おう急きゆう絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。昨日なかった痛々しいそれは、切り傷きずか火傷やけどの跡あとだろう。

「いえ、そのう」

　絆創膏を見つけられたことを悟さとった白華は、もじもじと指を組ませて赤くなる。

「あの……わたし、精せい一いつ杯ぱいのことしたかったの。姉様はずっとがんばってるのに、わたしはなんにもしてこなかったから。それで」

「白華……んもー～～～！」

「わぷっ。ね、姉様ぁあ？」

　妹の健けな気げな気持ちを知り、天華は白華をぎゅうぎゅう抱だきしめる。

「──あんがと！　めちゃくちゃ嬉うれしいよっ！　あたしのためにそこまでしてくれるなんて、だってっ」

　精霊巫女として大事に育てられてきた白華は、料理などこれまでしたことがない。一いつ緒しよに精霊都市を旅立ってからも、食事のことはＧに任まかせっきりだったのだ。

「そっか、白華はあたしのために、がんばってくれたんだ……」

「ね、ねねね、姉様、く、苦しいぃい～～」

「ああ、ご、ごめんごめん！　あははは、食べよっか！」

　せっかくつくってくれた食事が冷めないうちに。と天華は彼女を解かい放ほうして、雷帝号に二人で腰こし掛かけ、白華に向かって手を合わせた。並ならんだ料理をつくってくれた妹に感謝する。

「んじゃ、いっただきまぁすっ。……うん、うん。お、おいしいじゃんー！」

　つまんでかぶりついたサンドイッチは、ぴりりと効きいたマスタードの風味がいい感じだ。やわらかい葉肉のサラダも、酸味のあるドレッシングとの相あい性しようがいい。天華の反はん応のうを見て、「ど、どうですか？」と固かた唾ずを吞のんで見守っていた白華が表ひよう情じようをやわらげる。

「ふわぁ、よ、よかったぁあ～～。いつも神殿で食べてた料理のとおり、お塩や胡こ椒しようとかの香辛料の量を加か減げんしてみたんですよ。ここだと精霊さんたちのアドバイスが聞けないから、憶おぼえてたとおりにやってみたんですけど……うまくいっててほんとによかった！」

　これもＧくんがいろいろ教えてくれたおかげだよう。と白はく髪はつの少女は隣となりのＧに笑え顔がおを向ける。

「わたし一人だと、きっとなにもできなかっただろうから。ありがとうっ」

「別に。俺おれはいつもどおりにやっただけだ」

　焚たき火にかけていたポットからお茶を注いで、Ｇがコップを二つ持ってくる。

「むしろ俺は、味は薄い方が人間の体にいいと思っているんだが」

「？　あ、そっか。つまり──これって、白華が味見してくれたおかげなんだ！」

　スープのいい塩加減に舌した鼓つづみを打ちながら、天華は「あ、それで」と膝ひざを打つ。いつものＧでは、こんな味は出なかった。

「ふぅん……ちょっと注意するだけで、こ、こんなに味ってかわるもんなんだあ」

「あの、その。……Ｇくんのいつものお食事は、味付けに気を配れば、ぐっと良くなるんじゃないかなって思ったので。それで神しん殿でんにいたときに見てた、料理のお味を決めてる精せい霊れいさんたちのバランス具合を真ま似ねてみたんですよ」

「ふええー～、さっすが白華！　『龍りゆう眼がん』って、そんなことまで見えちゃうんだ……でも、そう！　そうなんだよねえー。……Ｇって……料理は上手なんだけど、味が、ねぇえ」

　Ｇの食事を知る双ふた子ご姉し妹まいは、料理を挟はさんで顔を見合わせた。遠えん慮りよがちにＧを見る白華も、どうやら天華と共通の不満を持っていたらしい。

「何だ」

　文もん句くあるのか。Ｇがいつもの無む表ひよう情じように、かすかな動どう揺ようを浮うかべた。

　だって、ねえ？　と天華はやっぱり、白華と目を合わせてしまう。──昨日は食しよく欲よくがなくて、ほとんど手を付けなかったけれど、昨夜のメニューなどは最たるものだ。洞どう窟くつ内で採とってきた食べられそうな何種類かの葉っぱを煮に込こんだ、苦いだけの蒼あおっぽいおかゆ。それと、生の葉を山やま盛もりにしたデザートもどき。

　雑ざつ草そうの塊かたまりに、「人間には糖とう分ぶんが必要だ」と砂さ糖とうをざっと振ふりかけたものであった。

　もちろんひどくまずかった。が、相あい棒ぼうの味の判はん定てい基き準じゆんは、第一に「毒がない」ことである。それと第二に、人が生きていくための、最さい低てい限げんの「栄養のバランスがとれているかどうか」ということくらい。

「な、なんてゆーかさ。食材を現げん地ち調達して、保ほ存ぞん食しよく以外でうまくやりくりしてくれるのはありがたいけど。……もっと、こう、ねえ？」

「ええっと……そ、そうですよねえ」

「？　塩分が多いのは、人間の体によくないだろう？」

　食べる側の二人と違ちがい、食べる必要のない少年は、わからないとばかりに首を傾かしげた。

　なんてゆーのかな、と食事を摂とりながら天華は考える。しっかりしたスープの味が、しみじみお腹なかに染しみ渡わたった。

「そうだよ。食事っていうのは、必要な栄養分を摂せつ取しゆするだけじゃないんだって。あたしってば、遺い跡せきに潜もぐって作業に没ぼつ頭とうしたら、味とかわかんないくらい没頭するから今まで意い識しきしてこなかったけど……おいしいものを食べると、心が元気になるよね」

「はい。姉様っ」

　元気になって欲ほしかったんです。と白華がにこにこ顔になった。

「そう。つまり、心の充じゆう足そく感ってゆーのかなあ？　それって人が生きてく中で、大事なことだと思うよ」

　と、そこまでしゃべって。──あっ。と天華は息を吞のんだ。自分で言ってわかってしまう。こういうことが理り解かいできないからこそ、Ｇは道具でしかないのだと。

　そしてＧは、そのことを自覚している。

「知らん」

　相棒の少年は双子姉妹にコップを渡わたすと、興きよう味みなさげに焚たき火の元に戻もどってしまった。もう必要ない火を、手早く足で踏ふみ潰つぶす。

（……ああ、そうなんだ。Ｇはやっぱり人間じゃないんだ──）

　天華は改めて痛つう感かんした。いくら過か去この、人であった頃ころの記き憶おくを取り戻しても、相棒はかわらない。彼の言うとおり、Ｇは人を素そ材ざいにして作り替かえられた、精書という存そん在ざいなのである。

　精せい命めい核かくを失って、千年の間眠ねむりについて──偶ぐう然ぜん出会った天華から精命力を吸すい取って、不完全な少年の体を得て動いているモノに過すぎないのだ。

「どうした、天華？」

　いつしか天華は食事の手を止め、Ｇをじっと見つめていた。そのことに勘かん付づき、火を消したＧが面おもてを上げる。んーん、と天華はゆっくり首を振ふった。

「べっつに！　あんたって相変わらずだよね、って思っただけ」

「当たり前だ。今朝方にも言っただろう」

「そだね。変わるのは人間だけ、だったっけ？」

「ああ」

「──でもそれって、つまり……人はさ、何度でもやり直せるってことだよねっ」

　食べかけのサンドイッチを一気に吞み込んで、んしょ、と天華は腰こしを上げる。降おり立つのはＧがいる、愛機の白い翼つばさの上だ。

　そこはちょうど、機体の背せに腰こし掛かけた白華との中間点。天華は相棒と妹とを、交こう互ごに見やった。

　Ｇが言ってくれた、「自ら選んだ方向に変わることもできる」という言葉を思い出して。

「ねえ、Ｇ。それに白華。あたしは仕切り直すよ。だって……こんなところで終われないよ！　でしょ？　父さんは、あたしが遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして失しつ格かくだって、あたしのことを突つき放したよ……。でもあたしは、あたしのどこが遺跡探求者ロスト・リサーチヤー失格なのか、ぜんっぜんわかんない！　──けれど、あたしに問題があるとしたら……」

　ううん、きっと問題はあるんだ。天華は軽く唇くちびるを嚙かんだ。

「……あたしの考えてる、遺跡探求者ロスト・リサーチヤー像に間違いがあったってことなのかな？　根本的に、なにかが父さんの考えてることと違うんだと思う。それで、父さんはあたしを認みとめてくれないんだ。あたしはまず、その間違いをちゃんと認にん識しきしなくちゃいけないんだ！　ううっ、なにをどうすればいいかなんて、そんなことも今はまだわかんないあたしだけど……！　あ、あのね？」

　いいかな。と天華は、一いつ緒しよにここまでついてきてくれた二人の顔色を窺うかがう。

「あたしのこと……これからも変わらずに、手伝ってくれる？」

　いつまでも側そばにいて、支ささえてくれる？　天華は「お願い」としおらしく頭を下げた。

「は、は、はいっ」

　サンドイッチをむぐむぐと頰ほお張ばった白華が、拳こぶしを握にぎってこくこく頷うなずく。

「──愚ぐ問もんだな。俺は最初からお前と共にある。お前に使われる道具だからだ。それは今も昔も、これから先も変わらない」

　そう返すのは、変わらない無む表ひよう情じようなＧだった。

「お前が死んで、その精命力の供きよう給きゆうを受けられなくなるまで、な」

「……さんきゅっ、相あい棒ぼう。それに白華も」

　本当にありがとう。天華は涙なみだが出そうになったが、しかしぐっと我が慢まんした。泣くのは昨日でおしまいだ。かわるんだ、と気合いを入れる。いつまでも泣きべそをかいている場合じゃないのだ。

　天華はかわりに微笑ほほえみをつくった。

　空から元気の笑顔かもしれない。けれども強い自分に戻るための、大切な第一歩の笑みだった。




　　　　２




「とにかく、思いつく限かぎり、今できることはなんでもいいからやっちゃわないとね！」

　ようっし！　天華はそう決めると、雷らい帝てい号ごうの上に携けい帯たいコンピュータを置いた。二つ折りの画面を開き、一緒に雷帝号の背に腰掛けた白華に見えやすいようにする。手て招まねきしてＧも誘さそうと、遅おくれて彼も「何だ？」と側に身を寄よせた。

「？　なにを始めるんですか、姉様？」

「うん。とりあえず、あたしのどこが間ま違ちがってたのか……そこから考えなくちゃいけないと思うんだよね」

　起動させた携けい帯たいコンピュータの画面を覗のぞき込んだ白はく髪はつの少女に、天華は簡かん単たんに告げる。

　表ひよう示じするのは、天華がこれまで集めてきた膨ぼう大だいなデータである。それはこの一年半の、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして活動してきた冒ぼう険けんの記録でもあった。

「ここに、あたしが遺い跡せきから発はつ掘くつしてきた、大量のデータがあるよ。それらを、順を追って見ていけば……あたしが遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、どうやって生きてきたのか振ふり返れると思うんだっ。たとえば、どんな遺跡に潜もぐっただとか、どんな目的を持ってただとか──そこをちゃんと突つき詰つめていけばっ」

（あたしの間違ってる箇か所しよが、わかるかもしれない）

　天華は自分の生き様を見直すために、保ほ有ゆうする無数のデータと向き直った。

　こまめに整理してあるとはいえ、携帯コンピュータ内に収おさめられたデータ量はものすごい数だ。発掘した貴重なプログラムはもちろん、遺跡内部の構こう造ぞう図ずや、天華のメモ書きなどがある。

　それらをとりあえず、天華は画面内に一いつ括かつ表示できるようにする。携帯コンピュータ内に保ほ存ぞんした日時順に、大量のデータの名前が並ならんだ。あまりの多さに収まりきらず、小さな画面のスクロールバーが、あっという間に小さくなった。うわぁ、と天華は呻うめいてしまう。

「す、すごい量じゃん……」

「えっ、姉様。もしかして、この……百個こくらい並ならんだひとつひとつが、そのいろんなデータなんですか？」

「いや……その。画面に映うつってるのだけじゃなくて、画面の外にもまだまだいっぱいあるんだけどね……あはは～」

　天華は白華の指し摘てきを受けて、画面をスクロールさせた。下手をすれば五千個以上もの様々なデータのタイトルが、そこにはあった。さすがに気持ちがひるんでしまう。けれど。

「……なにも、隅すみから隅までデータを開いて見直す必要はないし。主要なものを取り上げて、あたしがいろいろ思い出すきっかけになれば十分なんだ。う、うん！」

　天華は気合いを入れ直す。そもそも自分を見つめ直すには、今の天華にできることは、これくらいしかないのだから──。顔を上げ、「ねえ白華」と隣となりの妹に話しかけた。

「は、はい。姉様？」

「白華にも一いつ緒しよに、データを見て欲ほしいの。あたしの視し点てんじゃ気付かなかったことが、白華から見たらわかるかもしれないからさ。それとあと、Ｇはちゃんと補ほ足そくしてよね！　あたしがうっかり忘わすれてることがあると思うから」

　白華に次いで、天華は相あい棒ぼうの少年にも頼たのみ込こむ。

「Ｇ。あんたって、興きよう味みのないことは憶おぼえてないけど、記き憶おくしてる内ない容ようは正せい確かくでしょ？」

「ああ。俺は人間じゃないからな」

　人とは違う精せい書しよのＧは、勘かん違ちがいやうろ覚えなど絶ぜつ対たいにしない。憶えているか、憶えていないか。その二つだけだ。

「そこんとこ、期待してるから」

　天華はちょっと微笑ほほえんで、相棒に念を押おした。

「あたしが勘違いしてるようなところは、訂てい正せいしてよね」

「わかった。できる限りな」

「うん。……じゃあ、始めよっか！　ええっと……」

　どこから見ていったらいいのかなあ。と天華は画面をスクロールさせた。注目するのは、データが記録された日付である。

　その中に、天華はあるものを発見した。あれっ、とキーパネルに触ふれていた手を止め、銀の瞳ひとみで見直した。

　そこにあったのは、白華に宛あてて出した、メールのデータのひとつだった。

「あ、そっか。携帯端たん末まつ内ないの全データを並ならべたんだもんね。あたしが白華に出したメールとかも、ここに混まじってるのは当然かー」

「去年の七月四日のもの……ですか？　あ、これってっ」

「うん。そうだよ、これ──あたしが初めて、白華に送ったメールじゃん！」

　懐なつかしいよね。とメールひとつで今から半年以上前のことを思い出し、天華は白華と顔を見合わせ、くすりと笑う。

　二人のメールは、ここから始まった。主に天華が、今なにをやっているのかを伝えるために始めたものだ。だがそれ以上に、なんでもないことを頻ひん繁ぱんにやり取りした。

　二人は遠く離はなれていても、気持ちを伝え合っていたのだ。

「いろんなこと、ありましたよね……」

「うん。メールでいっぱい話したよね。あたしたち」

「はいっ。あ、でも」

　白華が天華と頭を付き合わせて画面を見つつ、小首を傾かしげた。

「このメールより前のことは、わたしなんにも知らないんですよね」

「！　あ、そっか。当たり前だよね。メールしてなかったんだもんっ。……ええーっと」

「天華が神しん殿でんを飛び出して、浮ふ遊ゆう都市に来るまでのことか？」

　どうだったかな？　と思い出しあぐねている天華に、素す早ばやくＧが言ってくれる。

「それとも、浮遊都市を拠きよ点てんにして、まともな遺い跡せき探たん求きゆうを始めた話か？」

「うーん。最初から話すなら、やっぱりあたしが神殿を飛び出した頃ころの辺りから、かな？　あんがと、Ｇ」

　相棒に礼を言って、天華は記憶を掘ほり起こす。

　自分が遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして旅立った、最初の記憶を──。







　雷らい帝てい号ごうの兄弟機である風帝号は、天華が子こ供どものときから乗り回していた舞翼ライドだった。

　その機体後部に増ぞう設せつできる機関部のパーツを、虎こ近こんの隠かくし部屋で発見したとき。天華は十六年間育った精せい霊れい神殿から、旅立つ決意をしたのだった。

「やっほ─────ういっ!!　あはははは～～っ！」

　天華はＧと共に、機関部に搭とう載さいした推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力を借りて、追っ手である軍の飛ひ空くう艇ていを振ふり切って外の世界に飛び出した。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして、生きていくことを夢ゆめ見て。

　けれども、現げん実じつは甘あまくない。最初に向かった、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちの拠きよ点てんである浮遊都市で、天華はアルバイトに没ぼつ頭とうした。独ひとり立ちするということは、自分の力で日々生き抜ぬいていくことである。冒ぼう険けんに出る前に、生せい活かつ費ひを稼かせぐことが必要だった。

　そんな生活の中で、天華は遺跡探求者ロスト・リサーチヤー御ご用よう達たしの『虫の穴あな』三号店の存そん在ざいを知る。──虫人族がチェーン展てん開かいするその安宿のひとつが、虎近の行きつけの宿だった。







「それから、いろんな話を虫人族のオーナーとかから聞いたんだよね。あ、もちろん、三号店には父さんを知ってる人も大おお勢ぜい来たし……。おかみさんもそんな一人だよ」

「あ、おかみさんって、確たしか……父様のお知り合いの？」

　天華の説明に、白華が「姉様のメールで読んだことあります」と反はん応のうする。

「ええと、飛舟シツプ乗りの方でしたっけ？　コゥさん、とかいう……」

「うん、そう！　コゥ女船長だよっ。──そのおかみさんのもとで、あたしとＧはしばらくバイトしてたこともあったんだよー。……で、もちろんおかみさんから、父さんのいろんな話を聞かせてもらったの。おかみさんと父さんは、二十年来の友人なんだって。おかみさんが大型輸ゆ送そう船せんの船長になるずっと前からの付き合いで、父さんのことならほとんど知ってる人なんだよ」

　そのコゥのもとに、天華は三か月近くもいた。大型飛舟シツプの清せい掃そうや操そう舵だなど、いろんなことを手伝いながら、お金を貯ためた。また、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしてどうにか自立できるようになったばかりの駆かけ出しの頃、目指す遺跡の側そばまで、飛舟シツプに乗せてもらったこともある。

　そして一いつ緒しよにいるときに、気が向けばコゥは虎近の話をしてくれたのだ。

「おかみさんは、たくさんのこと話してくれたよ……。父さんが、どんな遺跡を攻こう略りやくしたとか。『完かん璧ぺきなる記録人』って言われるほど、機械の部品の製せい造ぞう年ねんや形式の違ちがいまで記き憶おくしてる、すごい遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだってことも。だからあたし、父さんの後を追いかけて、まずは父さんが攻略したってゆー遺跡を、片かたっ端ぱしから探たん索さくしちゃって……」

　あ、そうだ。天華は急に思い当たり、白華やＧと共に取り囲んでいた携けい帯たいコンピュータを拾い上げた。

「その頃のあたしのメモって、あったよね。ねえＧ？」

「虎近の話を忘わすれないようにまとめたものか？　そういえば、あの頃は寝ねる前によく書いていたな」

　飛舟シツプの船倉で、風帝号の側で常つねに一緒に寝起きしていた相あい棒ぼうが頷うなずいてくれる。そう、当時の天華は虎近の活かつ躍やくした話が大好きで、まめに書き記しておいたのだ。

　そのときのメモはどこかにないかな？　と、白華にもちゃんと見せてあげようと、天華は画面を一気にスクロールさせた。新しい日付から上に並ならんでいるデータの中から、古いものを探さがすために。

　が、あっという間に一番下まで移い動どうして、停止した。勢いきおいが良すぎたのだ。

「おっとっと──って、あ、あれっ？」

　なに、これ。そして天華は偶ぐう然ぜん目にする。銀の瞳ひとみが見開かれた。

　画面の最も下の方にあったデータの日付が、天華が遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなって活動を始めた３９９９年よりも、ずっと古いものになっていたから。

　データの横に表ひよう示じされた日付には、二種類の記き述じゆつがある。ひとつは携帯コンピュータに取り込んだときの詳しよう細さいな日時。もうひとつは、そのデータが作成された日時だった。

　画面の下に固まっていたデータは、取り込まれた日付は４０００年一月。だが作成されたのは、今から十九年も昔の３９８１年だった。

　──天華には身に覚えのない、天華が生まれる前につくられたデータだった。

「あ！　これっ、父さんの!?」

「え、な、なんですか姉様？　なにか見つけたんですか？」

「あ……う、うん。実は──」

　これなんだけどね。と天華は白華に見せる。

　それは父のディスクから携帯コンピュータにコピーしておいたデータだった。遺跡に関するものではなかったために、目を通さずに放置したデータだ。

「なんだったっけ？　このまとまったデータ群ぐんって、遺跡の情じよう報ほうとかとは別に分けられてた、文字ばっかりのヤツだったから、チェックしてなかったんだけど……」

　えい。と天華は気軽にデータを開いてしまう。が、次の瞬しゆん間かん画面に映うつったのは──。

「!?　えっ」

　天華は言葉を失った。表示されたのは、予想もしていなかったモノ。

　虎近が残した、日誌だった。
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　三十回目の記録。今回は、驚おどろくことばかりあった。考えがまとまらない。

　事実だけを羅ら列れつする。

・精せい書しよＧの存そん在ざいを確かく認にんするため、精せい霊れい神しん殿でんに侵しん入にゆう。

・地下で、精書Ｇを発見。が、残念ながら強力な錬れん精せい術じゆつで封ふう印いんされている模も様よう。錬精音おん痴ちのおれに解かい除じよする事は不ふ可か能のう。

・収しゆう穫かくのないまま神殿内より脱だつ出しゆつする際さいに、老人に発見される。気配は消していたつもりだったのだが。

・神殿を巻まき込んだ騒そう動どうに発はつ展てん。逃とう亡ぼうを図はかるも、追い詰つめられる。

・逃にげ込んだ場所が、たまたま精霊巫み女この部屋だった。そこで巫女の少女と会う。

・彼女のことが、理り解かいできない。

・逃げ切るために、巫女を人ひと質じちにする。神殿からライドで脱出。

　とりあえず、以上。現げん在ざい、信精帝てい國こくの手が届とどかない浮ふ遊ゆう都市に向かって飛行中。

　連れてきた巫女の少女が、おれにもたれて眠ねむっている。ややこしいことになった。

　追記。偶ぐう然ぜん撮とっていた、ムービーを残しておく。








「なに……これ？　う、ううん。冒ぼう頭とうに番号があるし、たぶん父さんがまめにつけてる、日につ誌しかなんかの一部だと思うけど……」

　でも、この内ない容ようって！　天華はごくりと喉のどを鳴らす。

　画面に食い入る白はく髪はつの少女も、息を吞のんでうろたえていた。──書かれていたのは、双ふた子ご姉し妹まいの知らない、父と母の馴なれ初そめの記録だった。

「な、なんでこんなものが、父さんのディスクに残ってたの？」

　思わず天華は相あい棒ぼうに視し線せんを向けてしまうが、彼は「知らん」と肩かたをそびやかす。

「わからなければ、続きを読めばいいだろう？　天華」

「いや。そ、それは……そうなんだけど」

　３９８１年のデータはまだいくつも残っている。それどころか最初の日誌の話のとおり、動画がひとつ混まじっていた。これは……。

「当時の、記録ってこと……？」

「……姉様あ」

　いいんですか？　と頭を付き合わせる白華が、こちらを窺うかがってくる。父親のプライベートなことだったから。

　けれども彼女の金色の瞳ひとみは、ちらちらと画面を見やる。好こう奇き心しんを抑おさえきれない様子だった。

　それは天華も同じことだ。

（なんで？　……でも）

「……十九年前って、そっか。父さんが、今のあたしたちくらいの年ねん齢れいの頃ころのヤツだよね？　それってつまり、父さんがまだ駆かけ出しの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだったときのもので──」

　もしかしたら、父親のことがわかるかもしれない。天華の知らない、虎近の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーに成り立ての頃の様子が。

　そしてそこに──父の持つ遺跡探求者ロスト・リサーチヤー像ぞうがあるのかもしれなかった。天華のことを「くだらない」と拒きよ絶ぜつした、その基き準じゆんが。

　罪ざい悪あく感よりも、好奇心よりも、天華は純じゆん粋すいに知りたい、と思った。父が何を考えて遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやっているのかを。

（その答が、ここにあるの……？）

　指が勝手に伸のびていた。携けい帯たいコンピュータに並ならんだ、キーパネルに軽く触ふれる。

　そうして天華は、最初の日誌に続いて、同じ日付の動画データを画面に映うつし出すのだった。




　　　　３




　映えい像ぞうは、薄うす暗ぐらい空間から始まっていた。と、画面内が全体的に明るくなった。銀ぎん髪ぱつの青年の横顔が映る。

　無ぶ精しよう髭ひげのない若わかき虎近が、携帯コンピュータに仕し込こまれたカメラの暗視機き能のうをいじっている。

『ん、これで記録できるか？……よし』

　カメラがちゃんと作動していることを確かく認にんして、虎近の手が映像の方向を調整する。虎近の左ひだり肩かたの上に携帯コンピュータを据すえ付けたようだ。虎近の視線の高さで、映像は固定される。

　カメラが捉とらえるのは、石いし畳だたみの床ゆかである。何もない、円形の広い空間──。その中央を虎近は歩く。

　石畳にはめ込まれていたのは、一冊さつの書物。精せい霊れい神しん殿でんの地下にある隠かくし部屋で、錬れん精せい術じゆつによる強固な封ふう印いんが施ほどこされた、千年の時を眠ねむる精書Ｇの姿すがたであった。

　と、虎近の手が伸のびて、石畳と完全に同化した書物を外そうと、折りたたみ式のナイフを隙すき間まにねじ込む。しかしナイフは刃はが折れて、使い物にならなくなった。

『ダメか』

　クソ、と虎近が諦あきらめる。しばらく虎近は書物の前から動かなかったが、周囲を調べてＧから離はなれる。石畳には、うっすらと彫ほり込まれた封印の紋もん様ようが、無数に刻きざみ込まれていたのだった。

『無む駄だ骨ぼねになっちまったな。俺おれには、精霊の力を使って造つくられた封印のシステムなんて、さっぱりだからなあ。……仕方ないか』

　虎近が嘆たん息そくすると同時に、カメラはくるりと方向を変えた。虎近が移動を始める。

　向かうのは、地下のこの部屋と繫つながった、真上にある神殿の聖せい堂どうである。精霊巫み女こだけに立ち入ることが許ゆるされた、巫女の少女が精霊たちと対話をする場所だ。短い階かい段だんを発見し、虎近は聖堂へと上がっていった。

『……ついでにもう少し、記録しとくか』

　Ｇのためだけに録画を始めたカメラをそのままにして、虎近は聖堂に出る。

　そこは精霊神殿でも最大の大きさを誇ほこる、中ちゆう央おう塔とうの半地下に建けん造ぞうされた、高さ二十メートルものドーム型の空くう洞どうだった。直径百メートルはある円形の空間に、大人がしがみついても手の届とどかない太柱が、何本もそびえている。

『ここが、精霊巫女だけに許された祈いのりの場所、か……普ふ通つうの場所と何が違ちがうのか、錬精ができない俺にはよくわかんねえな』

　辺りを見回して、ふう、と虎近がため息を漏もらす。が、そのとき。

　──映像に、何かが映った。それは素す早ばやく走り込んでくる、小さな人ひと影かげだ。

『!?　なッ』

　虎近が慌あわてて動いた。突とつ進しんしてきた人影を避よけて、転がった。ぶん、と風を切って煌きらめいた白はく刃じんが、画面の端はしを掠かすめていった。

『……ほう。やるのう──ただの賊ぞくかと思ったが……そうではないみたいじゃの』

　転がって立ち上がった虎近と同じく、カメラがさっと正面に向いた。そこに映ったのは、片かた刃はの剣けんを構かまえて立った、一人の小こ柄がらな老人だった。上着の胸むねに輝かがやくのは、三本の剣をあしらった紋章。

　最強の剣士である剣聖の称しよう号ごうを越こえる、「剣けん皇おう」を示しめすものだ。

　帝國に数名いる剣聖。その中で最強と認められる一名だけが名乗ることを許される、勇ゆう退たい時の称号だった。

　十九年後も無む敵てきを誇る老人、剣皇サイゾウが、ぎらついた目で真まっ直すぐ睨にらんでいた。

『隠いん居きよして、気ままに老後生活を送ろうと思っておった矢先に、精霊巫女のみに立ち入りが許された聖堂に賊が入るとは──まだまだ下のモノには任まかせられんな』

『……その巫女しか入れないはずの場所に、なんでアンタも入ってるんだよ？』

『決まっておろう。お主を、斬きるためじゃよ！』

　言うやいなや、再ふたたびサイゾウが疾しつ走そうした。が、虎近も素早く動く。画面が一いつ瞬しゆんにして真っ白な煙けむりに覆おおわれる。虎近が叩たたきつけた小型のカプセルから煙が噴ふん出しゆつし、煙えん幕まくができたのである。

　もっともそれくらいで、剣皇の突進は止められない。咄とつ嗟さに下がった虎近の脇わきを、刃が鮮あざやかに駆かけ抜ぬけていった。まともにやって勝てないことを悟さとったのか、虎近はすぐさま逃にげ出す。続けざまに煙幕のカプセルを三つも放ち、煙に紛まぎれて疾しつ駆くした。

　煙には、強きよう烈れつな催さい涙るい効こう果かもあったのだろう。不意を突つかれて煙を吸すい込んだサイゾウが咳せきやくしゃみをする。同時に虎近の呻うめきも聞こえた。

『ああっ、クソ、あのジジィめ！　本当に俺を斬り捨すてる気だったぞ!?』

　それでも足を止めずに、虎近は地下の隠し部屋に戻もどった。煙から逃のがれて、画面も晴れる。が、次の瞬間、映像の真上から、虎近の目の前へと刃が斜ななめに突き立てられた。聖堂の厚あつい石畳越しに貫つらぬいてきた、サイゾウの一いち撃げきだ。

『うぉあ!?』

　虎近は休むこともできずに転がり逃げて、さらに走った。侵しん入にゆう経けい路ろと思われる、隠し部屋の壁かべの一部を崩くずして開けた穴あなに飛び込む。そこは塔とうの内部に生活用水を行き渡わたらせるために設もうけられた、水路が走る空間である。

　映えい像ぞうはそこから、休みなく動き続けた。虎近が必死になって、網あみの目のように延のびる水路を逃げたのだ。

　休もうにも、サイゾウの追撃は容よう赦しやなかった。神しん殿でん内に、呼よび子が鳴る。サイゾウが虎近を追い込むために、「侵入者アリ」と多くの兵士たちを呼び集めているのだろう。彼らはすぐに、どこからか水路に入ってくる。

　ばしゃばしゃと水を巻まき上げる足音が、四方八方から響ひびいてきた。

　それどころか──再び白刃が虎近を襲おそう！

　石いし造づくりの壁の向こうから、剣がぐさりと突き立てられた。虎近の気配を壁一いち枚まいで感知した、サイゾウの攻こう撃げきである。

　とにかく虎近は逃げ続けた。──そして、ついには水路から飛び出す。と、ばったりと警けい護ごの女おんな僧そう兵へいたちに出くわした。

『──冗じよう談だんじゃねぇッ！』

　声をあげられる前に、虎近が強きよう襲しゆうする。特とく製せいブーツの蹴けりが飛び、瞬またたく間に三人の僧兵たちの腹はらや延えん髄ずいをえぐった。その場に昏こん倒とうさせてしまう。

　が、追っ手の気配はあちこちから虎近に迫せまっていた。

『クソ……！』

　迷まよった末に、虎近は側そばの一室に飛び込んだ。そこは僧兵たちが守っていた、特別な部屋。

　精せい霊れい巫み女この住む場所だった。

　これまで虎近の動きに合わせて、せわしなく動いていた映像が、ぴたりと止まる。はっと息を吞のむ虎近の気配があった。

　円い天てん窓まどから降ふり注ぐ、蒼あおと銀の二つの月明かりの下。そこに、長い白はく髪はつを朱しゆ色いろの帯できゅっとまとめた、一人の少女が立っていた。虎近の姿すがたを見つけ、彼女はやわらかく微笑ほほえみを浮うかべる。

　その金色の、『龍りゆう眼がん』を彼に向けて──。

『お待ちしていましたよ、ココンさま』

　彼女はいきなり、虎近の名前を口にした。わずかに虎近が身じろぎしたのが、画面のぶれで伝わった。

『？　な、なんだ……白髪に、金の瞳──精霊巫女？　どうして、俺の名前を？』

『うふふ、いろいろ存ぞんじ上げていますよ。精霊神殿にこられる前から、精霊たちが教えてくれましたから。……警けい備びの厳げん重じゆうな神殿に侵入する人なんて、ココンさまくらいなものですよ』

『……精霊の、力……？　なのか？　それが、精霊巫女？』

『私、少々力が強いものですから。いろんなことが見通せるんですのよ。たとえば、ココンさまがここから逃げ出す方法は、ひとつしかないってこととか』

　よいしょ、と彼女は側に置いてあったリュックを背せ負おった。装しよう束ぞくの裾すそは、動きやすいミニのものに。ゆったりとした袖そでの部分はたすきを巻まいて、邪じや魔まにならないようにしている。と、瞬く間に部屋の外に、駆かけつけた兵士たちの声があふれた。部屋の前を取り囲んだのだ。

　が、焦あせる虎近とは対照的に、精霊巫女の少女はのんきだった。てくてく虎近に近づいてきて、『はい』と手を取る。

『平気ですよ。私を人ひと質じちにして逃げれば、神殿の兵たちは手が出せませんから』

『な、なんだって!?』

『私……ずっと待っていたんですよ。ここから外の世界に連れ出してくださる方を。だって、窮きゆう屈くつなんですもの。精霊巫女の役やく割わりの重さは知ってますけど、でも、一度くらいは好きに生きてみてもいいですよね？　ココンさまのように！』

　だから、よろしくお願いしますねっ。と白髪の少女は頭を下げるのだった。

『いや……お前。その、なんだ。俺はいったい、どこから突つっ込めば……』

『あ。忘わすれてました、ごめんなさい』

『？　は？』

『私の名前。凰おう華かと申します』

　少女は再ふたたび、ぺこりとお辞じ儀ぎした。

『さあココンさま。私と一いつ緒しよに、神殿から脱だつ出しゆつしましょう！』







　それが、虎近が凰華という少女と出会ったときの記録だった。

　植物でできた迷めい宮きゆうの奥おく。植物たちの捕ほ食しよく反はん応のうが起きないぎりぎりの境界線を見み抜ぬき、その手前に青い舞翼ライドを置いて虎近は座すわり込む。

　発光色しき素その輝かがやきの下で二つ折りのキーボードの携けい帯たいコンピュータを開き、シート状じようの画面を引き出す。そうして虎近は、天華から取り戻もどしたディスクを差し込み、十九年前のムービーを見るのだった。

「……あのときの記録か……」

　これはたまたま残しておいたものだ。懐なつかしさに、虎近は軽く苦く笑しようする。

　──この後が大変だった。凰華の言うとおり、彼女を人質にとって逃にげることしか虎近に脱出の手は残されてはいなかった。仕方なく彼女を連れて、虎近は神殿を脱出したのだ。

　当時、駆け出しだった虎近は、無む銘めいの舞翼ライドに乗っていた。浮ふ遊ゆう都市で知り合ったドクという売り出し中の舞翼ライド技ぎ師しがつくった、一番安い機体である。凰華を乗せて定員オーバーになり、足の遅おそくなった舞翼ライドが、帝てい國こくの追っ手から逃のがれられたのは奇き跡せき的なことだった。

「あっちです。あそこまで上じよう昇しようすれば、強い風がありますよ？　帝國の大型飛ひ空くう艇ていではうまく乗れない、細い風の流れです。それに乗れれば、うまく逃げ切れるはずです」

　そう告げる凰華の指し示じに従したがって、一いちか八ばちかで上昇した舞翼ライドを、強い気流が押おし飛ばしてくれた。そのおかげで、虎近はどうにかこうにか追っ手を振ふり切れたのだ。

　だが、機体はぼろぼろである。重量オーバーのまま無む茶ちやな飛行をやったおかげで、全体的にガタがきた。

　その修しゆう理りを兼かねて、虎近は信しん精せい帝國の目が行き届とどいていない浮遊都市に、ぼろぼろの舞翼ライドで立ち寄よった。

（そうだったよな……俺はこのとき、凰華をやっかいなお荷物程てい度どにしか考えていなかったんだ）

　成り行きで凰華を連れてきた虎近は、当然すぐに彼女を追おっ払ぱらうつもりだった。なにしろ帝國でただ一人の精せい霊れい巫み女こだ。いかに帝國領りよう域いきに含ふくまれない、異い種しゆ族ぞくたちばかりの街である浮遊都市でも、帝國の人間もかなりの数が日々訪おとずれる。特とく徴ちよう的な白はく髪はつと金の瞳ひとみを持つ少女は、すぐに目立ってしまうだろう。

　凰華が見つかれば、虎近の身も危あぶない。精霊巫女をさらった罪つみで、帝國に身み柄がらを取り押さえられてしまうだろう。

　冗じよう談だんじゃない。と虎近はすぐさま、凰華と別れようとした。やっかいごとは早々に片かたづけるのに限るのだ。

　しかし──凰華は、変な女だった。

「あ。大だい丈じよう夫ぶですよ、こうすれば……」

　虎近のぶかぶかな上着を借りて、フードをすっぽりと目ま深ぶかにかぶってしまう。

「これで見つかりませんよ。……それにきっと、私、お役に立てると思うんです」

　彼女は虎近の心配などよそに、全すべてを見通す力を持った『龍りゆう眼がん』の瞳をそっと細めるのだった。

　そして、彼女の言葉は現げん実じつになる。──匿かくまってもらったドクの工こう房ぼうで、壊こわれた舞翼ライドのかわりにはじめた、新しい機体の開発。その新型舞翼ライドに搭とう載さいする推すい進しん結けつ晶しよう体たいの制せい御ぎよを、凰華がやってくれることになったのだ。

（……そうやって、凰華は、俺おれの生活に食い込こんできたんだ）

　虎近は動画と一いつ緒しよに残しておいた、日誌データの続きを画面に呼よび出した。

　大切に残しておいた、凰華について書いてある記録の続きを読むために。







［No. 0031　3981/ 05/ 18　　　KOKON］

　ドクのもとに、凰華と転がり込んで数日が経けい過か。ドクの工房は、浮遊都市の市街地から離はなれた場所にあるので助かる。状じよう況きようを整理する。

・帝國領域では、軍の飛空艇がせわしなく飛んでいる。間ま違ちがいなくおれと凰華を探さがしているのだ。

・そのわりに、精霊巫女がさらわれた件けんは、世間に流る布ふしていない。帝國の面子メンツがあるからか？

・こっそりと凰華に帰ってもらうつもりだった。が、彼女は嫌いやだと突つっぱねる。にこにこしているが、意外に頑がん固こだ。

・下手に騒さわがれても面めん倒どうなので、好きにさせることにした。ドクの工房にいるぶんには平気だろう。

・ただしおれも手持ちぶさたになる。ライドが壊れてしまったため、遺い跡せき探たん求きゆうに行くこともできない。そもそも足手まといをなんとかしない限かぎり、出かけることもできそうにない。

・そこで、ドクと前々から話していた、新型ライドの製せい造ぞうに取りかかることになる。

　そんなところだ。








［No. 0032　3981/ 06/ 01　　　KOKON］

　相変わらず、新型ライドの製せい作さくに関かかわっている。が、実じつ際さいの製作に入ってすぐ、難なん題だいにぶつかった。

・ライドの後部に機械式のエンジンを搭載しようとしたが失敗。機体が重くなりすぎて、操そう縦じゆう性せいが格段に落ちることが判はん明めいした。途と方ほうに暮くれる。

・いろいろ考えたが、ライドという乗り物に機械を組み込むこと自体が、無む謀ぼうなのかもしれない。もっと軽いエンジンを発見できれば問題ないのだが。

・代案を、ドクが用意するそうだ。やはり錬れん精せい術じゆつに頼たよらなければならないのだろうか。








［No. 0033　3981/ 06/ 03　　　KOKON］

　意外なところから、ライド製作の糸口が見つかる。驚おどろいたことに凰華のおかげだった。

・機械式エンジンのかわりに、ドクが飛ひ空くう艇ていにも使われている推進結晶体の駆く動どう機関を持ってくる。

・だが結局ライドに搭載すると、結晶体から推力を引き出すために必要な周辺装置が、重じゆう量りようを増ふやしてしまう。

・そこに凰華が提てい案あん。彼女なら、周辺装置を使わずとも結晶体の力を引き出せると。

・事実、凰華は目の前で容よう易いにやってみせる。早さつ速そく、推進結晶体を使っての新たなライド製作が始まった。








［No. 0034　3981/ 06/ 09　　　KOKON］

　ライド製作が続いている。ただし、試作一号機である「雷らい帝てい号ごう」は、製作中止の方向で決めた。手に入る推進結晶体の出力では、十分な飛行能のう力りよくを得られないとわかったからだ。当初、機械式エンジンの出力で計算し、頑がん丈じようにつくったフレームが問題だった。重すぎたのだ。

・現時点で手に入る最良の推進結晶体を、おれの自じ腹ばらで購こう入にゆうした。しかしより軽いライドでなければ、結晶体の能力を活いかせないらしい。現げん在ざいの錬精の技術では、雷帝号に合うものは作れないらしい。

・かわりに試作二号機の、軽量型ライド「風帝号」の製作に入る。

・凰華はいろいろ役立っている。力仕事は無理だが、精せい霊れいの声に耳を傾かたむけ、部品の善よし悪あしを見分けたり、材料の最さい適てきな混こん合ごう割わり合あいを見み極きわめたりしてくれる。

・最初にいった「お役に立てると思う」という言葉に、間違いはなかったというところか。

・やはり凰華は、このことを見み透すかしていたのか？　不思議な女だ。








「試作二号機の、風帝号か……あれはもう壊こわれちまったらしいが。懐なつかしいな」

　銀ぎん髪ぱつの娘むすめに残してきた舞翼ライドのことは、浮ふ遊ゆう都市に戻もどった際さいにドクから聞いた。

　この日誌の一週間後に、機体後部に推すい進しん結けつ晶しよう体たいを搭とう載さいした試作機「風帝号」は完成した。そして、虎近は旅立ったのだ。凰華と共に。

　風帝号は思い出の機体だった。が、それがもうなくなってしまったことに、虎近は心を痛いためない。風帝号はあくまで試作の機体だ。この、虎近の傍かたわらにある、機械式エンジンで飛翔する青い舞翼ライド──空帝号のための。

（役目は十分果たしたさ。いろいろと、な……）

　そうだったよな。と愛機の翼つばさに触ふれながら、虎近は思いを巡めぐらす。天華に舞翼ライドの練習は、機関部を外した風帝号で行った。また、彼女が遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして神しん殿でんから飛び出してこられたのも、風帝号があったからだ。

「天華、か……」

　言い過すぎたかもな。と虎近の胸むねに、突つき放したときのあの銀髪の少女の顔が思い起こされる。彼女は虎近を追いかけることもできず、呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくしていた。

　もう少し言い方もあっただろうに。虎近は自分の不器用な物言いを思い出し、自じ嘲ちようした。だが、間ま違ちがったとは思わない。

「あれでよかったのさ。そうだろ、虎近。お前は誰だれよりも、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーってヤツをよく知ってる。……この先には何もないってことを、な……」

　虎近はそこで日誌を読むのをやめた。シート状の薄い画面を収納する。

　これ以上読まなくても、ここから先の日誌の中身は何もかも思い出せた。虎近と凰華は、完成した風帝号の飛行テストを兼かねて、いくつかの遺い跡せき探たん求きゆうをこなして──。

「……忘わすれることなど、あるものかよ……」

　虎近はいつしか自分でも気が付かないうちに、タバコに火を点つけ、くゆらせていた。発光色しき素その照らす植物迷めい宮きゆうの中で、細い煙けむりの筋すじを立てる。ここにいると、嫌いやでも追つい憶おくにふけってしまう自分がいた。

　なぜなら、十八年前にこの地を最後に訪おとずれたとき。虎近の隣となりには──あの白はく髪はつの少女がいたのだから。

「もう一度ここにくるつもりなんて、俺には本当はなかったのかもなぁ。……そうだろ、凰華」




　　　　４




「そっか……そうやって、雷帝号はドクさんの工こう房ぼうで眠ねむることになって、風帝号が完成したんだっ」

　初めて知る愛機製せい作さくの秘ひ話わに、天華は携帯コンピュータを手に驚く。

　ええっと、と事じ情じように詳くわしくない白華が、同じ画面を見ながらちょんちょんと天華の肩かたをつっついてきた。

「ん？　なに、白華っ」

「あのう。風帝号って……姉様が最初に使っていた舞翼ライドですよね？」

「うん、そうだよ。──あたしはあの機体のおかげで、一年前のあの日……精せい霊れい神殿から飛び出すことができたんだ……」

　そうだよね。と、天華が十六歳さいになった夜に共に旅立った、相あい棒ぼうの少年に同意を求める。

　しかし、ちょうど双ふた子ご姉し妹まいに挟はさまれる形で画面を見ていたＧときたら。「……そうだったか？」と言わんばかりの表情で、黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを逸そらすのだった。

「って、お、覚えてないわけ？　じ、Ｇ────っ！」

「知らん。お前がどう考えていたのかなど、俺にわかるものか」

「い、いや、そりゃそうだけど……って、でも、一いつ緒しよにがんばって組み立てたのに！」

　もぅう～～～！　と天華は頰ほおをふくらませる。──あの日のことを、天華は忘れない。一年前の、天華と白華が帝てい國こくで成人として認みとめられる、十六歳になった夜を。

　その数日前から、天華はずっと悩なやんでいた。誕たん生じよう日びを迎むかえて成人になったとしても、自分はいったいどうすればいいのか。何ができるのか……。

（白華は、最初から精霊巫み女ことしての道が決まってたんだよね）

　隣となりにいる妹の横顔を見つめて、天華はゆっくりと思い出す。母が亡なくなった後からその代役として、金色の『龍りゆう眼がん』を受け継ついだ白華は、巫女見習いとして役目を果たしていた。彼女は成人を機に、正式に精霊巫女の座ざに就つくことになる。

　だが錬れん精せい音おん痴ちでいらない姫ひめだった天華には、何の変化もなかった。

　あの頃ころ、天華は十六歳を目前にして、自分の未来がわからなかった。

　相談しようにも、側そばにいるＧは何も言ってくれない。白華は、成人の日に執とり行われる巫女就しゆう任にんの儀ぎ式しきのために、神殿内を忙せわしく立ち回っていた。もともと風ふう来らい坊ぼうだった父は、母が亡くなった頃からいっそう神殿を留る守すにすることが多くなり、ふらりと出て行ったまま半年前から音おと沙さ汰た知れずの状じよう態たいだ。

　そんなとき、天華は神殿地下の虎近の隠かくし部屋で、一枚まいの設せつ計けい図ずを発見したのだ。

　機械部品に埋うもれる机つくえの引き出しの奥おくにあったそれは、天華が父から与あたえられた練習用舞翼ライド、風帝号の後部に、推すい進しん結けつ晶しよう体たいを搭とう載さいした機関部を増ぞう設せつする図面であった。

　──風帝号が長ちよう距きよ離り飛行用に設計された舞翼ライドであることを、天華が初めて知った瞬しゆん間かんだった。

　あのとき……。天華はくすりと微笑ほほえむ。

（あたし、勝手に思ったんだよね。きっと父さんが「飛び出してこい」って、わざと残してくれたものだって）

　舞翼ライドの速度では、神しん殿でんを飛び出してもすぐに軍の飛ひ空くう艇ていに拿だ捕ほされる。けれどこの、推進結晶体を使って加速できる特別な舞翼ライドなら、逃にげ切れる。大空を舞まい、父を追って飛んでいける……？

　そう考えたから──天華はすぐに行動した。機関部用の追加パーツや推進結晶体は、父の部屋をくまなく探さがして見つけられた。

　そしてその日から、天華は相棒のＧの手を借りて、風帝号の改かい修しゆう作業を行ったのだ。

「そうだ。あたしあのとき……そうやって、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになることを決めたんだっけ。それまでは子こ供どもの頃からの漠ばく然ぜんとした憧あこがれでしかなかったことが、いきなり現実味を帯びてきて、それで……」

「じゃあ、姉様の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしての原点って、そこにあるんじゃないですか？」

　話を聞いていた白華が言った。あたしの、原点……？　天華ははっと気付かされる。

「ああー……うん、うん！　あたしはこうやって、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになったんだから。完成した風帝号で、神殿をあとにしたんだっ」

　そして同じように、風帝号に乗った父と母も──？

（……じゃあ父さんは、どういう思いで遺い跡せき探たん求きゆうやってるんだろ……）

　天華は白華やＧと共に、再ふたたび画面に目を戻もどした。そこに映うつした、次の日誌を読むために。







［No. 0035　3981/ 06/ 15　　　KOKON］

　風帝号が完成した。おれはテスト飛行をしながら、これを書いている。

・機体後部のシートには、推進結晶体の力を引き出す凰華が座すわってサポートしている。新型ライドは、彼女のおかげで飛び立つことができたわけだ。

・飛行は順調。問題ない。

・一度ドクのもとに戻って微び調ちよう整せいの作業があるが、このぶんなら手間もかからないだろう。すぐに遺跡に向かえるくらいだ。








［No. 0036　3981/ 06/ 17　　　KOKON］

・風帝号の調整が完かん了りようした。長距離航行能のう力りよくの試験も兼かねて、遺跡に向かうことにする。

・帝てい國こく領りよう域いきの端はしの方の遺跡を選せん択たくした。ここなら軍の巡じゆん回かいなどもこないだろう。気楽に遺跡に潜もぐれそうだ。

・当然、凰華も一いつ緒しよにくることになった。凰華の制せい御ぎよで、ライドの推進結晶体は稼か働どうするのだ。

・一いち応おう遺跡探求の危き険けん性せいは話したのだが、彼女は平静だ。ついてくることを嫌いやがらない。なぜだろう。

・まあいい。おれには都合がいい。新しいライドは最高だ。速く空を駆かけ抜ぬけることが、こんなに楽しいとは思わなかった。








［No. 0037　3981/ 06/ 25　　　KOKON］

　遺跡探求が終わった。収しゆう穫かくは、さほどない。だが、いろいろ考えることがある。凰華についてだ。

・「ずっと前から虎近様のこと、好きでしたよ」

・「精せい霊れいたちが虎近様のこと、前もって教えてくれてましたから」

・「似にてるんですよ、わたしたち。だからずっと以前から、気にかけていたんです」

・「でもわたしと違ちがって虎近様は、強い人だから。同じ、独ひとりぼっちなのに。わたしは精霊巫み女こで、そして虎近様は」

・「だから虎近様が神殿にきたときは、こう、運命だって思ったんですよ」

　以上が、「なぜついてくるんだ？」と訊きいたおれに対する、彼女の返答だった。思い出しながら書いてるが、たぶん合ってるだろう。鮮せん明めいに頭に焼き付いている。

　だが、わからない。どういうことだ。なぜだ？　色いろ恋こい沙ざ汰たは、おれにはさっぱり理り解かいできない。辞じ書しよ的な意味ならわかる。人が子孫を残すために、脳のう内ないにあらかじめインプットされた、生理的な……いや、違うか。

　きっとそういうものじゃない。それはわかる。だが、やはり理解しきれない。

　人の感かん情じようというのは不思議なものだ。凰華のも、おれのも。








［No. 0038　3981/ 07/ 13　　　KOKON］

　相変わらず遺跡探求をしている。凰華との生活も続いている。

　また凰華の言葉に驚おどろかされた。

・「家族っていいですよね。虎近様はどう思います？」

・「わたし、子こ供ども欲ほしいんですよ。一人よりも、二人の方がいいですよね。きっと楽しいですよ」

・「でもわたし、精霊巫女の血を受け継つがせちゃうんだろうなあ」

　いろんなことをいってくる。おれには、よくわからない。おれには親がいなかったからだろうか。いきなり世界に放ほうり出されて、十五くらいの頃ころから一人で生きてきた。最初にシップ乗りのコゥに助けてもらわなかったら、のたれ死んでいたかもしれない人生だ。子供を持つとか、そんなの考えたこともなかった。自分が生きていくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。






















　相変わらず彼女は、「好き」といってくる。おれは戸と惑まどうばかりだ。

　だが、嫌じゃない。自分でも驚いているが、不思議な気持ちだ。理由はさっぱりわからない。ただ凰華といると、なぜか安らぐ。こんなことは初めてだ。

　これが、人を好きになる、という感情なのだろうか？








　日誌の続きに書かれていたのは、父の思いの変化だった。うわぁ、と天華と白華は、赤面した顔を見合わせる。

　文章の端はし々ばしに、若わかい父の感情があふれていた。母に徐じよ々じよに惹ひかれていく様子が書かれていた。

　それは淡たん々たんとした変化だ。だが淡々としているからこそ、天華たちの知る虎近像ぞうと重なって、生々しさを感じさせた。

「……ど、どうしよう。白華ぁ」

「えっ。や、あの……そ、そう訊きかれてもぉ、姉様……」

　双ふた子ご姉し妹まいは膝ひざの上に携けい帯たいコンピュータを置いて、もじもじしてしまう。気き恥はずかしさと罪ざい悪あく感があった。それらは「これ以上読んでもいいの……？」という躊躇ためらいを生む。

　だが、もう残りの記録はあとひとつ。先さき程ほどの日誌から、三か月も間が空いた日付のもの。

「ここまで読んじゃったんだもん。やめるなんて、今いま更さらだよね……うんっ」

　見るよ。と天華は、腹はらを決めた。白華に軽く頷うなずいて覚かく悟ごを促うながすと、彼女も「はい」と応こたえてくれた。

　迷まよいを断たち切り、天華は画面に指先で触ふれる。最後の日誌が開かれた。──と。







［No. 0039　3981/ 10/ 30　　　KOKON］

　いろいろ決めたことがある。凰華のことだ。

　彼女は、おれに多くのものを与あたえてくれた。人を好きになる、という感情。二人でいるぬくもり。おれがずっと知らなかったことばかりだ。

　おれは、少しはかわれたのだろうか？

　おれに凰華を愛する資し格かくはあるのだろうか？

　迷っている。だがおれは今、ライドを飛ばしてある場所に向かっている。隆りゆう起き大地の上にある、あの遺い跡せきへと。

　……本当は、二度と立ち寄よることのないつもりだった場所だ。だがおれは、あえて凰華を連れて行く。

　おれを知ってもらうために。おれの全すべてがある、遺跡の中に。








「え!?　え、えええっ……？」

　どういうことっ？　天華は訳わけがわからなくなる。最後の日誌に書かれていたのは、虎近が遺跡に向かうという内ない容ようだった。その遺跡とは、おそらく──「孤こ高こうの大地」の上にある、この植物迷めい宮きゆう内ないに埋うもれた、円えん筒とう遺跡のことである。

　それはつまり、虎近が以前にこの地を訪おとずれたとき、母の凰華も一いつ緒しよだったということか。

「？　こ、これ……姉様。ここに書かれてあることって、あの」

　白華も目を丸くする。彼女も知らない話だったのだ。そして天華とて、父からこの話を聞いたこともなかった。双子姉妹は携帯コンピュータと、自分たちの顔を何度も交こう互ごに見合う。

「──なんで？」

　天華は傍かたわらのＧに視し線せんを向ける。

　しかし相あい棒ぼうの少年は、「知らん」といつものように、素そっ気けなく一いつ蹴しゆうするのだった。







「父さんが……自分を知ってもらうために、母さんを連れてきた？　……ここの遺跡に？」

　どういう意味だろ……。発光色しき素その輝かがやきも落ち着いた洞どう穴けつ内ない。そこで二夜目を過すごしながら、天華は頭を悩なやませる。携帯コンピュータの画面に父の最後の日誌を呼よび出し、何度も何度も目を通した。

（攻こう略りやくできなかった遺跡だから、ってこと？　……ううう）

　わかんない！　天華はぐしゃぐしゃに、自分の銀ぎん髪ぱつを搔かき乱みだした。大声を上げたかったが、それは我が慢まんする。──側そばに、さっきまで一緒に頭を悩ませてくれたが白華が寝ね入いっていたから。考えすぎて、疲つかれてそのまま寝てしまったのだ。

「……じ、Ｇ。あたし、ちょっと気持ち切り替かえてくるから」

「わかった」

　白華を任まかせるね、と言った天華に、寝袋に入った白華の側でＧが頷く。天華は一人で植物迷宮の中へと足を向けた。

　父の教えてくれた通り、捕ほ食しよく反はん応のうは中心部の遺跡から遠いこの辺りでは、まったく起こらないようだ。その調ちよう査さも兼かねて散歩をしながら、天華は落ち着く。混こん乱らんし通しだった頭を冷やして。

（って、落ち着け、あたしっ！　確たしかに父さんの日誌には、気になることがあるけれど……）

　あたしが求めてるのは、そこじゃない。天華はようやく思考が冷静になってきたのを自分でも感じた。

　振ふり返っても、洞穴の入り口付近に翼を休めた純じゆん白ぱくの愛機はもう見えない。気が付けば、ちょうど四方八方に洞穴がわかれて延のびる、分ぶん岐き点てんに天華はいた。

「しっかりしなきゃ、あたしっ」

　ぱんっ、と軽く頰ほおを叩たたく。暗く静かな洞穴内に音が響ひびいた。

　この奥おくのどこかに、虎近はいる。しかし、今はそのことを気にしないようにした。順番が違ちがう。

　最初に考えるべきは、天華自身を見つめ直すということなのだ。

「わかんないことはいっぱいあるけど、そーゆーのはとりあえず置いといて！　……あたしが考えなくちゃいけない問題はたったひとつ──あたしがどうして、父さんに遺跡探求者ロスト・リサーチヤー失しつ格かくって思われたか、ってとこだよね」

　そこなんだよ！　天華は携けい帯たいコンピュータを閉とじて、迷宮内の薄闇で目をつむる。

（父さんのことは……日誌のおかげで、少しはわかったと思う）

　十八年前といえば、父の虎近はまだ十代後半といったところか。十七歳さいを目前にした天華とあまりかわらない年とし頃ごろだ。そのときの父は、まだ一人前の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーではなかったはずだ。この遺跡に挑いどんで、「攻こう略りやくできなかった」と言った父の言葉からも、それはわかる。

（その父さんは、どうして遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってたの？　それは……）

「ううん。違う」

　天華はふるふると首を振り、思い直す。

「一番大事なのは、あたしが……どういう想おもいで遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになったのか。きっとそこなんだ」

　──あたしはあのとき、父さんになんて言ったっけ？　と天華は記き憶おくを掘ほり起こす。

（父さんに憧あこがれて……それで、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになったんだって言ったんだよね。でもそれって、間違ってないけど……あたしの初心じゃないよね）

　父の記録を読みながら思い出した、神しん殿でんを飛び出すために風帝号を組み立てた一年前のこと。父の隠かくし部屋で舞翼ライドのパーツを組み立てていた自分は、あの瞬しゆん間かん、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになることを目指して動いていたわけじゃない。

　あのときの天華は──。

「そっか、あたし……！」

　天華ははっと息を吞のんだ。瞬間、全すべてが氷ひよう解かいした。なぜ自分が父に、失格の烙らく印いんを押おされてしまったのかを。

　──それは、つまり。

「忘わすれてたんだ。あたし自身の、ほんとの気持ちってヤツを！　だっ、だから！」

　……しまったっ。天華は思わず唇くちびるを嚙かんだ。父を怒おこらせた原げん因いんを、やっと理解した。

　刹せつ那な、天華は慌あわててきびすを返す。雷帝号目指して駆かけ出した。このままじゃいけないことを、ようやく知って。

　すぐに父のところへ行って、ちゃんと自分の本当を伝えるために。




　　　　５




「くそ、やはり同じか……」

　どこまでも発光色しき素その光に輝く、複ふく雑ざつに入り組んだ植物迷めい宮きゆうの奥おく。何度も行き来した、十もの経けい路ろが集まった分岐路がある。そこで虎近は、空帝号を停止させた。

　天華たちと別れて、調査を始めてから早三日。植物迷宮の深部に取り込まれた円えん筒とう遺い跡せきへの経路は、あらかた調べ尽つくしてしまった。どこもかしこも、虎近が一歩侵しん入にゆうしようとしただけで、じんわりと透とう明めいな樹じゆ液えきを溢あふれさせる。捕食反応を見せない経路はひとつもない。

「どこも駄だ目め……昔と同じか」

　片かた手てで持った携けい帯たいコンピュータの薄うすい画面には、十八年前にとったデータとかわらない状じよう況きようが記されることになった。つまり、どこからも侵入できそうにない、ということである。

（十八年前のあの頃ころとは、俺おれは違ちがう。昔とは違う目で、辺りを見れてるはずなんだが）

　もう一度じっくり向き合う必要があるか。虎近は分岐路の中心に、青い舞翼ライドを着陸させた。枯かれ枝えだの大地に機体を休める。

　ドリルのついた機首を向けた前方に、ぬめぬめと独どく特とくの光こう沢たくを持つ、濡ぬれた天てん井じようと壁かべがあった。ここも円筒遺跡に続く、植物迷宮の中心に向かって延のびる経路のひとつだ。──そう、データ上の計けい測そくでは、ここから数百メートル先の行き止まりの向こうに、目指している遺跡はあるはずなのだ。

　しかしたっぷりと染しみ出した樹液は、足を踏ふみ出せば最後、瞬またたく間に触しよく手しゆとなって襲おそいかかってくるだろう。

　その動きを止める方法がないこともない。虎近が天華たちを助けるときに使った、ミサイルによる凍とう結けつ攻こう撃げきが有ゆう効こうな手しゆ段だんだった。凍こおらせれば、植物は身動きがとれなくなるのだ。

「ミサイルに詰つめてある冷れい却きやく液えきをぶちまければ、ある程てい度ど奥にまで侵入できるだろうが……」

　無む茶ちやだな。と虎近は取りやめる。空くう帝てい号ごうの前ぜん翼よくの内部に搭とう載さいした小型ミサイルは、残ざん弾だん数すうに限かぎりがある。残りは、わずか十数発だ。これでは一時的な効こう果かしかない。

「正面突とつ破ぱをするなら、もっと大量にミサイルがいるな」

　冷静に判はん断だんし、嘆たん息そくする。本当はミサイルを使って周囲を凍らせ、空帝のドリルでぶち破やぶって侵入するつもりで準じゆん備びしてきた。が、途中で数発のミサイルを消しよう費ひするとは予想できなかったのだ。

（……いや）

　違う。と虎近は舞翼ライドの背せに寝ね転ころんだ。足を組んで、考える。もっと別の手があるはずだ。

　──かつて、ここから奥にすんなりと白はく髪はつの少女が入っていく姿すがたを、自分は目まの当たりにしたのだから。

（十八年前の、あのときの方法でなければ……無理だって言うのか？）

　だがその方法は、虎近には使えない。

　あのとき側そばにいた精せい霊れい巫み女この少女だからこそできたことだった。

「……結局俺は、昔の俺のままか……そうだろ、凰華……」

　空帝号をゆっくりとその場に降おろし、虎近は自じ嘲ちようを浮うかべる。一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤー、『完かん璧ぺきなる記録人』だって？　と苦く笑しようした。

「だからって、なんなんだ。俺は……なくしたものの穴あな埋うめもできない、ただの一人の男じゃないか」

　手にした携帯コンピュータを胸むねに置いて、愛機の上で横になった虎近は、固く瞼まぶたを閉とじるのだった。

　と、そこに。

「父さんっ──」

　聞き覚えのある娘むすめの声が耳に届とどいた。なに、と起きあがると、人ひと影かげが分ぶん岐き路ろに繫つながった経路のひとつから転がり落ちてくるのが見えた。空帝号のもとに斜ななめ上から続く、なだらかに傾けい斜しやした脇わき道みちである。

　そこから滑すべり降りてきたのは、別れたはずの天華だった。







　おっとっと、と急な坂道のような迷めい宮きゆうの経路を一気に降りてきた天華は、なんとか着地を決めた。足元に降ふり積もった枯れた枝や葉っぱの類たぐいが、衝しよう撃げきを和やわらげてくれる。巻まき上げた枯れ葉がついたジャケットを軽くはたいて、天華は三日ぶりに父親と対面した。

「……お前、まだここに残ってたのか」

　近ちか寄よった天華の前で、青い舞翼ライドの背から起きあがった虎近が、驚おどろきと呆あきれの混まざった渋しぶい顔をつくる。

「帰れと言っただろう、天華。……白華たちはどうした？」

「Ｇと白華なら、このすぐ上の方で待ってもらってるよ。父さんとの話は、あたしだけでしたいから」

「なに？」

「──ねえ、父さん。あたしがどうやって、父さんを探さがしてこれたと思う？」

　天華は父が多くを訊きいてくる前に、自分の方からしゃべり出した。ちゃんと聞いてもらいたいことが、山のようにあったから。

　と、ジャケットの懐ふところから携けい帯たいコンピュータを取り出した。幼おさない頃ころに父の部屋で発見した、大切な遺い物ぶつのひとつだ。二つ折りのそれを開き、画面にある立体図面を呼よび出し、天華は父の鼻先につきつける。

　そこにあったのは、天華が調ちよう査さして記してきた、この植物迷宮の構こう造ぞう図ずだった。

「お前、これは……」

「えへへ。父さんは失しつ格かくって言ったけど、あたしはやっぱり遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよ。……この迷宮の安全領りよう域いきとか、ちゃんと判別できるつもりだよ。それでいろいろ雷帝号で飛んで、父さんを見つけたわけ」

　まる一日かかっちゃったけどね。と小さく舌したをぺろりと出した。

　そう──天華は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなのだ。そのことをしっかりと父にわかってもらうために、もう一度話をしにきたのである。自分は決して、失格なんかじゃないと。

　携帯コンピュータを胸に抱だいて、天華はゆっくり深しん呼こ吸きゆうする。それから、自分と同じ銀色をした父の瞳を真まっ直すぐに見つめた。

「父さん。あれからあたし、いろいろ考えたんだ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーってなんだろうって。それで……わかったことがあるの」

「……」

「あたし、忘わすれてたんだっ。……あたしが遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになった、最初の理由ってのを」

　それを思い出したの。天華は父の傍かたわらで、空くう帝てい号ごうに手をかける。よっ、とよじ登り、機体の背せに座すわる虎近の隣となりに腰こし掛かけた。

　無ぶ精しよう髭ひげを生やした虎近の横顔が、すぐそこにあった。

「父さん……あたしはね、小さい頃から遺跡探求者ロスト・リサーチヤーに憧あこがれてた。それは──錬れん精せい音おん痴ちのあたしでも、やれることがあるんだって、父さんが教えてくれたから。こうやって父さんの膝ひざの上で、空に浮うかんだ機械の月……銀の小月を眺ながめてた。いつかあそこに行ってやるんだ、って。それは全部、あたしが決めたことだったんだよ」

　そして、天華がＧと共に神しん殿でんから外の世界に飛び出した、一年前の十六歳さいを迎むかえたあの夜も。天華は独ひとり立ちするために、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーという生き方を選んだのだ。

　自分の価か値ちを、自分自身で見つけるために。

（……ううん、それだけじゃない。あたしは……）

　天華はおもむろに視し線せんを真上に向けた。そこに月はなかったけれど、遺い跡せきを覆おおう異い常じよう生長した、植物の幹みきや根や葉が無数に寄より集まっていた。普ふ通つうではあり得ない、ここにいるから見られる景色だ。

「……あたしね、わくわくするんだ。遺跡の中にいると……どうしてこんなものができたんだろうって、どうして、昔の人はこんなものを造つくりあげたのかなあ、って。ここしばらくＧのこととか白華がさらわれたりとかで、そんなこと感じてる暇ひまもなかったけど……あたしの原点って、きっとそこにあるんだよね」

「天華……」

「あたしは遺跡に潜もぐることが純じゆん粋すいに好きなんだ。──それで、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってるんだよっ！」

　あははっ、と天華は明るく笑った。お尻しりを上げて、するりと機体の背から降おりる。

　──言いたいことは、ちゃんと全部告げられた。もう父に依い存ぞんして、生きることはない。その意思表ひよう示じのつもりだった。

　天華はもう十分、独り立ちしているのだから。

「……まったく」

　が、そのまま去ろうとした天華の足を、そんな父の呟つぶやきが止めた。

　振ふり向いたそこに、青い舞翼ライドの上で頰ほお杖づえをついた父がいた。その表ひよう情じように、やわらかな苦く笑しようを浮うかべて。

「え、と、父さん？」

「大きくなったよ、お前は。……いつまでもガキのままじゃないんだな」

　と、そう言った父はちょいちょいと天華を手て招まねきする。「なに？」と思いながら近づいた天華だったが、いきなりその頭に、虎近の伸のばした手が降りた。

　大きな手のひらがぽんぽん、と天華の銀ぎん髪ぱつを撫なでる。幼おさなかったあの頃ころと同じように。

「と、う……さん」

　饒じよう舌ぜつな方ではない父は、それ以上何も言わない。ただ最後に、乱らん雑ざつに天華の髪かみをくしゃくしゃにしてくれた。

　天華は嬉うれしくて、涙なみだが出そうになった。虎近が今の天華を、受け入れてくれた証あかしだったから。憧あこがれの父が、初めて認みとめてくれたということだから──。

　けれど、泣かない。我が慢まんする。天華は一人前なのだから。

　かわりに少し乱らん暴ぼうに、父の腕うでを頭からどけた。べ──っ、と思い切り舌を出してから、勢いきおいよく背中を向ける。「んじゃ、戻もどるねっ」とそっけなく告げて。

「ああ。もう行くのか」

「うん、あったりまえじゃん！　だって雷帝号の側そばで、白華を待たせてあるもん」

　相あい棒ぼうの少年と一いつ緒しよに残してきた妹のところへ帰るために、天華は滑すべり降りてきた斜しや面めんに足をかける。

「あ。でももちろんこのままここから帰らないよっ。……言ったでしょ。あたしも遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだって。あたしは父さんより先に、この植物に守られた遺跡の中に、絶ぜつ対たい入ってやるんだから！」

　登り始める前に、それだけはきっちり虎近に言い放った。一人の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしての、宣せん戦せん布ふ告こくだ。

「ん、好きにしろよ」

　父はもう、天華に帰れとは言わなかった。

　勝負だよ！　と装そう着ちやくした手てつ甲こうの拳こぶしを勢いよく虎近に向けてから、天華は斜面をよじ登ろうと両手をかけた。

　が、そのとき。──小さな影かげが、斜面の上から落ちてきた。

　風を切って落下して、天華の頭上を掠かすめて、その人影は着地する。虎近と天華の真ん中で、枯かれ葉がぱっと舞まい上がった。

　それは褐かつ色しよくの肌はだを持つ小こ柄がらな少年。相棒のＧだ。

　が、彼の登場に驚おどろいた天華は足を滑らせ、登りかけた斜面からずり落ちた。ようやく落ちてきたのがＧだと認にん識しきできたのは、辺りに降ふり注いだ葉っぱや枯れ枝えだが収おさまってからだった。

「って……な、な、な、なになになにぃいっ？　え、じ……Ｇぃいっ!?」

「天華、すぐ来いっ」

　Ｇはいつになく緊きん迫ぱく感かんを漂ただよわせ、すぐさま天華の腕うでをとった。

　その様子に、「どうした？」と空帝号をふわりと宙ちゆうに浮うかせた虎近が訊たずねた。

「白華が飲み込こまれた」

　Ｇが即そく答とうする。……え？　と言葉の意味を理り解かいしきれずに戸と惑まどうのは、天華と虎近だ。

「へ？　って、あの……飲み込まれたって。い、いったい、なにに？　どーゆーことおっ!?」







「あたし一人で行ってくる。Ｇは、白華と留る守す番ばんよろしくねっ」

　そう勝手に告げて、見つけた虎近を追って、銀髪の少女は雷らい帝てい号ごうをその場に降おろし、斜面を滑り降りて消える。

　純じゆん白ぱくの舞翼ライドと共に残されたのは、Ｇと白髪の少女の二人だけだった。

　──すぐ目の前に、ぬらぬらと樹じゆ液えきに光る大きな経けい路ろが真まっ直すぐに続いていた。ここから先に行けば円えん筒とう遺い跡せきがあるのだと、天華が言っていた。が、侵しん入にゆうはできない。

「それ以上行くなよ。白華」

「う、うん」

　目と鼻の先で、染しみ出した樹液のせいで様子を変える迷めい宮きゆう。その手前で、「ふわあー」と見とれて立ちつくす白華に、一いち応おうＧは忠ちゆう告こくした。本人ももちろん、これ以上踏ふみ込むことが危き険けんであることを知っている。

「ここから先に入ったら、この間みたいに植物さんたちが襲おそいかかってくるんだよね？」

「らしいな」

　Ｇは、天華が消えた斜面の方を向いたまま、相づちを打った。

　と、白華はその場に跪ひざまずいて、そっと白い指を組む。頭を垂たれて、祈いのりを捧ささげた。

　──精せい霊れいの声に耳を傾かたむけているのだ。この迷宮にひしめく精霊たちから、少しでも役に立つ情じよう報ほうを得ようと。

　天華に隠れて毎日欠かさず、白華は祈り続けていた。そのことをＧは知っている。精霊たちの声が聞き取れないというこの環かん境きようで、彼女は諦あきらめずに陰かげで努力をしていたのだ。

　特に今は、最も遺跡に近い、迷宮の奥おく深ふかくにまで来たせいだろう。

　Ｇの位置からは彼女の背せ中なかしか見えないが、白華はいつになく真しん剣けんに、一心不ふ乱らんに精せい神しんを集中させているようだった。

　Ｇは好きにさせてやる。邪じや魔まをしないように少し離はなれた。

　周囲に満ちる異い様ようなほどの精霊力を、人でないＧも感じ取れる。その影えい響きようで異い常じよう繁はん殖しよくした植物の内部では、きっと効こう果かはないだろう。これまでと同じく徒労に終わるだけだ。

　それでも彼女は姉のために、こうして祈り続けるのだった。

　が──変化は突とつ然ぜん訪おとずれた。

「あっ……なに？　えっ」

　白華がふいに声をあげた。顔を上げ、金色の瞳ひとみをきょろきょろと辺りに向ける。

「精霊さんたちの力の流れが……あ、あ、あぁあああああっ!?」

「どうした、白──」

　白華。と雷帝号の側そばにまで戻もどっていたＧが、名を呼よんで駆かけ出そうとする。が、間に合わなかった。

　突とつ如じよ蠢うごめいたのは、白華の前の空間だった。辺りを湿しめらす、ぬめる樹液の量がかわる。それは触しよく手しゆという形けい態たいを取らず、粘ねん性せいを抑おさえ、大量の水のように白華へ向かって流れ込んだ。津つ波なみのように彼女を飲んで、包み込む。

「白華ッ！」

　Ｇはぬめりの中に飛び込んだ。短い腕を突つっ込んで、彼女を助けようとする。が、届とどかない。樹液はみるみるうちに量を増ふやし、雷帝号のすぐ手前までの、経けい路ろの全すべてを満たしてしまった。

「くっ……！」

　咄とつ嗟さに《衝撃波グラビテイ》を撃うち込んで、押おし寄よせる半はん透とう明めいな樹液を蹴け散ちらそうとしたが──できない。衝しよう撃げきは液体内に囚とらわれた白華にまで伝わり、彼女を傷きずつけてしまいかねなかった。

　Ｇの黒くろ鉄がね色いろの瞳に映うつったのは、虚うつろな目で飲み込まれていく白はく髪はつの少女の姿すがただ。だが、それだけではない。その奥でぱっくりと裂さけた、植物の口があった。

　──さらにその遥はるか向こうに、Ｇが見てもはっきりとわかる、金きん属ぞくでできた物体が覗のぞいていた。

「あれは……遺跡!?」

　明らかに人工的なものだった。行き止まりだった植物の壁かべが開き、壊こわれてずれた大型のハッチが姿を現あらわす。

　そう、あふれる樹液に阻はばまれた奥に、確たしかに円筒遺跡はあったのだ。

　開いたハッチの内部に向かって、白髪の少女が取り込まれていく。樹液の中に飛び込んだＧの体は外へと押しやられるが、白華の肢し体たいは逆ぎやくに遺跡に引き込まれる。そして──。

　白華はあっさり飲み込まれ、消えた。
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「って、ど、どーなってるのおっ……!?」

　父の操あやつる青い舞翼ライドで一気に斜しや面めんを上がってきた天華は、残してきた雷らい帝てい号ごうの前で顔面を蒼そう白はくにする。

　そこに妹の姿はなかった。

　かわりにあるのは、変化した迷めい宮きゆうの一部。──真まっ直すぐに奥おくへと続いていた経路のひとつが、染しみ出した樹液に満たされ、半透明な壁になっていた。その先へは一歩たりとも侵しん入にゆうできない。

　空帝号が着陸するより早く飛び降おりて、天華は壁に駆け寄った。思わず手てつ甲こうの手で叩たたいてしまうが、ぶよぶよとする樹液の壁は、ずぶりとめり込んだ天華の両りよう腕うでをすぐに強く押し返した。反動で転びそうになったお尻しりを受け止めてくれたのは、相あい棒ぼうの少年である。

「あ、ありがと、Ｇ……で、でも！　こんなの、どうするのっ、どうやれば──」

　白華を助けに行けるの？　天華は焦あせる。大量の冷や汗あせがどっと噴ふき出し、シャツを背せ中なかにへばりつかせた。

　真っ先に頭に浮うかんだのは、最悪の事じ態たい。白華がまさか、もう……。

（い、嫌いや！　そんなの……!!）

　あんな目には二度と遭あわせないって思ってたのに！　天華は先の、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』でのときのことを思い出す。あのとき白華はさらわれて、無事かどうかもわからなかった。天華は自分の無力さに泣き、ただ彼女の無事を願い続けた。生きていて、という想おもいで。

　だが、その場に崩くずれ落ちそうになる天華と比くらべて、父の反はん応のうは少し違った。

「Ｇ。お前は、白華は遺い跡せきの中に飲み込まれたって言ったな？」

　落ち着いた口調で、天華を支ささえるＧに確かく認にんする。ああ、とＧは頷いた。

「間違いない。白華は、口を開けた遺跡の内部に取り込まれていったんだ」

「えっ……あ、そ、そっか！」

　じゃあ──。天華はようやく落ち着きを取り戻もどす。白華は無事な可か能のう性せいがまだあるのだ。

　それを裏うら付づけたのは、「またかっ！」と突とつ然ぜん吐はき捨すてた父の言葉だった。

「また……同じことが起きたってのか……くそ！」

「？　と、父さん？　同じことって……」

「……。お前達が生まれる前の、十八年前もそうだったんだ。アイツも……お前たちの母親も、どうやってかはわからないが、遺跡の奥に取り込まれたのさ。突然口を開いた、この迷宮に誘いざなわれるように」

「え、えええっ!?　なんで、そんなっ！」

「──精せい霊れい巫み女こに、なにがあるって言うんだ。凰華ッ！」

　虎近は天華の前で、忌いま々いましげに吐き捨てた。







　十八年前のあの出来事は、虎近の目の前で起こった。

　捕ほ食しよく反応をする迷宮に阻はばまれて、奥にある円えん筒とう遺跡に触ふれることさえできない虎近は、己おのれが未み熟じゆくであることを痛つう感かんし、打ちのめされた。どうにもならなかったのだ。

　そのとき──。動いたのは、側そばにいた白はく髪はつの少女だった。

「……私、わかりますよ」

　そう告げるやいなや、彼女は金色の瞳ひとみを迷宮の奥に向けた。とたんに反応するのは、迷宮の全すべてである。植物の細さい胞ぼう組そ織しきで構こう成せいされた壁かべや天てん井じようが蠢うごめき、ゆっくりと口を開く。が、それは捕食のためとは少し違った。

　精霊巫女の凰華を招まねき入れるように、静かに道を空けた。

　虎近が何度挑ちよう戦せんしてもできなかったことを、彼女はあっさりやってみせたのだ。

「植物たちが、中に入ってもいいって言ってくれたんです」

　凰華は簡かん単たんに、そう説明した。そして「ね？」と少女は虎近の手を取る。無む邪じや気きな笑えみをつくり、遺跡の中へと導みちびいてくれた──。







「……それが、十八年前にあったことさ」

　虎近はかいつまんで、過か去こに凰華と共にこの地を訪おとずれたときの詳しよう細さいを、初めて天華に伝えた。

「母さんが……昔、この奥に？」

　当然、銀髪の少女は驚おどろきの表ひよう情じようを見せる。

　じゃあどうして、今はこうなってるの？　という不安を入り混まじらせた顔色で。

「白華がなぜこうなったのかはわからないが……俺は凰華のおかげでこの奥に入ったんだ。データ・ディスクに収おさめた遺跡のデータは、そのときに記録したものなんだぜ」

　自力で入ったわけじゃないから、悔くやしくて詳細なデータはとっておかなかったがな。という部分を話すのは、虎近の自じ尊そん心しんが押し留とどめる。だが、それが今、自じ責せきの念に変わっていた。

（しまった……あのとき、きっちりと隅すみから隅まで調ちよう査さしておけば──円筒遺跡がどういう反応を示しめして凰華を受け入れたのか、その仕組みが理り解かいできていたはずなのに）

　虎近は十八年前の自分を呪のろった。なにしろ今回は、以前とは少し違ちがう。

　あのとき開いた迷めい宮きゆうの経けい路ろは今虎近たちの眼がん前ぜんで、大量の樹じゆ液えきに浸ひたされ塞ふさがっていた。

　そして白華の状じよう態たいも、凰華のときとはまるで違った。

「飲み込まれる直前の白華の目は、虚うつろだった」

　とは、Ｇが教えてくれたことである。この人外の少年は見間違えない。彼は事実を述のべるだけだ。

　どう考えても、十八年前とは様子が違った。──内部で何が起こっているのかわからない。意い識しきが混こん濁だくした白華がどうなっているのか。時間の経けい過かで好転するとは思えない事態だった。

　今は早急に行動に出る必要があった。

「こうなったら無む理り矢や理り、正面からいくしかない……。手を貸かせ、Ｇ！」

　虎近は天華の横から、Ｇの襟えり首くびを摑つかんで引き離はなす。その足で向かうのは、空くう帝てい号ごうのところだった。四よん枚まい翼よくの内部に搭とう載さいされている、冷れい却きやく液えきの詰つまったミサイルの残ざん弾だん数すうを確かく認にんする。

「？　何だ。いきなり」

「……お前の《衝撃波グラビテイ》とやらなら、凍こおらせた樹液の層そうを撃ち砕くだけるだろ？」

　行けるか？　と引ひっ張ぱってきたＧを解放し、虎近は残った十発に満たないミサイルを見せた。

　なるほど、とＧは納なつ得とくする。

「やれるだけのことはやろう」

　彼はそう応えた。が、Ｇはあくまで天華の所有物である。彼女の言うこと以外は聞かない。

「それでいいか、天華」

　少年は律りち儀ぎに、まだ半透明な樹液の壁を調べていた銀髪の少女に訊たずねた。

　だが──。

「待って！」

　天華から返ってきたのは、強い拒きよ絶ぜつであった。







「ま、待って！　お願い、父さん──あ、ええっと、そ、そうじゃなくって……」

　白華を助けたくない、なんてことじゃない！　天華は父を制せいしつつも、慌あわてて否ひ定ていした。

　大事な妹をすぐにでも助けに行きたいのは当然だ。が、思いついたことがあったのだ。

「他の方法があるよ！」

「なに？」

「あたし……気付いたことがあるんだっ」

　青い愛機を今にも飛び立たせ、ミサイルを撃うち込こもうとしていた父に、天華は自分の考えを話す。しかし実は、まだ自分でもよく理解できていない。頭の中で整理が必要だった。

　落ち着け、あたしっ。と自分に言い聞かせながら、天華は目の前にある、これまでとはまるで違う変へん貌ぼうを遂とげた樹液の厚あつい壁かべを見上げた。

　そこに大きなヒントがあった。

「変だよね、これ。だって、こんな……植物が白華をさらうなんて、普ふ通つうじゃ考えられない反はん応のうだよね？　──あたしずっと、最初はこの迷宮の捕ほ食しよく反応は、自動的なものだって思ってた。でも」

　違うよね。と父の顔を見つめる。

　虎近はわからないようだった。けれど天華は確かく信しんに近いものを感じていた。気が急せいて、「そ、そうだよ！」としゃべりながらも行動に出る。携けい帯たいコンピュータを取り出し、その場に置いた。内ない蔵ぞうの接せつ続ぞくケーブルを引き出し、樹液によって枯かれ枝えだなどが押おしやられ、剝むき出しになった青々とした植物の幹みきに、ケーブルの先せん端たんを強ごう引いんに突つき刺さした。

「──この植物の動きをまとめて制せい御ぎよしてるなにかがあるんだよ！　そんなのひとつくらいしかなくって、つまりそれって、きっとこの奥おくにある遺い跡せきのコンピュータなんだ！　そして、コンピュータが植物を制御する方法で考えられるのは、たとえば」

「電気信号か！」

　虎近が、天華の後に続いて吼ほえた。そうか、と空帝号のもとから離れて、自分の携帯コンピュータを取り出して天華の側そばにやってくる。同じように、接続ケーブルを迷宮の適てき当とうな場所に突き刺した。

　そこから迷宮内に流れる、微び弱じやくな電気信号を読み取るために。

　生物というものは、微弱な電流を持っている。かすかな生体電流が信号となって神しん経けい繊せん維いを通り、筋きん肉にくを動かしたりしているのだ。

　さっぱり天華の行動の意味がわからないのは、生物ではない相あい棒ぼうのＧだけで。

「どういうことだ？　天華」

「……ああっ、だからもうぅう！　植物を、動物みたいに動かすためには、それなりのエネルギーとかが必要なわけ！　それを生み出してる大おお本もとなんて、遺跡以外にないでしょっ？　だから！」

　はい！　やってきたＧに対して、天華は自分の髪かみ留どめを外して渡わたす。いつも銀ぎん髪ぱつを結んでいるそれは、携帯コンピュータ用の、予よ備びの接続ケーブルだった。

「これをどこか、手近にあるやわらかい植物の幹かなにかに突き刺して！　数か所からの測そく定ていで、一気に複ふく数すうの信号の流れを読み取るからっ！」

「わかった」

　相棒のいいところは、わからないことは思考せずに、おとなしく従したがってくれるところである。Ｇは言われたとおりに動き、全部で六本のケーブルを設せつ置ちしてくれた。それらをひとまとめにして、天華は携帯コンピュータに分ぶん析せきさせる。と──。

「!?　これ……かなっ？」

　同じように作業をする父より先に、天華は微弱な電気信号を発見する。だがここからがやっかいなのだ。どういう種類の信号が、植物をどう動かすのか。その解かい析せきをしなければならない。

　天華はすぐに、信号の解析に没ぼつ頭とうした。が、うまくいかない。キーパネルを叩たたく指が、次々に画面に現あらわれる分析結果に追いつかなかった。

（なに？　あたし──こんなところでぐずぐずしてられないじゃん！）

　白華が待ってるのに！　焦あせれば焦るほど指がもたつく。作業は遅ち々ちとして進まなかった。──と、そこに。

「一人で気負うな。……こういうことは、先せん達だつに任まかせておけよ」

「！　と、父さんっ？」

「お前の携帯コンピュータは、ずいぶんと改良してきたみたいだが……俺が使い古した旧きゆう式しきのものだろ？　こっちの方が性せい能のうは上だ。処しよ理り能のう力りよくも段だん違ちがいに速い」

　膝ひざに抱かかえた携帯コンピュータに没頭していた天華の後ろに、虎近がやってきてかがみ込む。と、天華の両りよう脇わきに無む造ぞう作さに配置するのは、二つの同型キーボードだった。

「予備と合わせて、倍速入力でいくぜ！」

　シート状じようの画面を取り外し、天華に「持ってろ」と渡す。六本あったケーブルを外し、その全てをシート状の画面の基き部ぶに繫つなぎ直した。

　そこから、父の両手が鮮あざやかに動く。まさに「倍速」モードだった。いや、天華の三倍も四倍も速い。凄まじい速度で指が動き、二つのキーボードの上を疾しつ駆くした。しかも右手と左手で、それぞれ違うことをする。ひとつの画面の中で、二つの処理が同時になされる。まるで虎近が二人いるかのように。あまりのことに、天華は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「す、すご……え、えええっ、な、なんてキー操そう作さ！　と、父さんん!?」

「お前も十分すごいぜ、天華。──発想力は一流で通用するな」

「えっ……」

「俺は十八年前も今も、電気信号のことは気付かなかった。……クソ、先入観のせいか。凰華が植物を動かしたことで、植物と遺跡に相そう互ご関係がないと思いこんじまってたんだ。ったく！」

　悪あく態たいを吐つき、虎近はキーボードを叩き続けた。その鮮やかな動きは、とても天華が真ま似ねできるものではない。すごい、と天華は見とれる。

「頭の堅かたい話だぜ」

　自じ虐ぎやく的にしゃべる父だが、雑ざつ談だんをしながらも作業の手は止まらない。

「さすがだな」

　やることもなく、隣で突っ立っているＧが言う。うん、と天華の感想も同じだ。

「と、父さん……あたし。父さんが一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだってゆーの、改めて思い知らされた気がする……」

「ん、そうか？　それより──見つけたぜッ」

　と虎近が言った瞬しゆん間かん。たんっ、と軽けい快かいな音と共に最後のキーが叩かれた。

　その音が迷めい宮きゆう内ないに反はん響きようしているうちに、目の前で溜たまっていた樹じゆ液えきの壁かべがぷるん、と震ふるえた。と、瞬またたく間に崩くずれて引いていく。父の与あたえた指令を受けて、植物たちが一いつ斉せいに道を空け始めたのだ。

　塞ふさがっていた経けい路ろが露あらわになり、さらに奥おくで口が開いた。──明らかに遺跡とわかる、金きん属ぞく装そう甲こうの一部を露ろ出しゆつさせて。

「や、や、や、やったぁあ!!　父さん！」

　天華は虎近に飛びついた。すり寄よせた頰ほおに無ぶ精しよう髭ひげが当たって、ちょっと痛いたい。

「ん、こっちの制せい御ぎよ勝ちだな」

　そう言って虎近は、携けい帯たいコンピュータの電源を切らずに置く。遺い跡せきからの電気信号を中和し、こちらからの指し示じだけを受け付けるようにしたのだ。

「さすがに遺跡のシステムを乗っ取るところまでは無理みたいだが、十分だ。植物の反はん応のうは、完全にこっちの制御下に置いたぜ」

「じゃあこれで、すぐにでも白華を助けに、遺跡の中に入れるんだっ」

　天華は気を引き締めて、口を開いた遺跡の入り口を見み据すえる。

「行こう、父さん！　Ｇ！」

　天華は乱みだれたジャケットを正し、立ち上がったときに膝ひざから転がり落ちた自分の携帯コンピュータを拾い上げようとした。

　けれども──。







「へ？　わ、わっ!?」

　突とつ然ぜん、銀ぎん髪ぱつの少女が携帯コンピュータを滑すべり落とした。かわりに空中で受け止めるのは、彼女の側そばにいた虎近である。

「危あぶないな。……ん？」

　落とすなよ、とたしなめようとした刹せつ那な。虎近はなぜ、うっかり天華が携帯コンピュータを落としたのか知った。携帯コンピュータに、ぶるぶるとした小こ刻きざみな振しん動どうが生まれていたのだ。

「バイブレーション機き能のうか？」

「あ。う、うん。それ、きっとメールが届とどいたんだよっ」

　拾ってくれてありがとう。と天華が二つ折りの画面が開いたままの、携帯コンピュータを返してもらおうと手を差し出した。

　しかし、「……へ？」と彼女は、伸のばしかけた腕うでを止める。虎近の手の中で輝かがやく画面内に魅み入いられた。

「ん、どうした？」

　虎近も自然と、携帯コンピュータの画面に目をやる。そこには彼女が言ったとおり、一通のメールが届いたことが知らされていた。

　しかし、「受信」を示しめしていた画面表ひよう示じは切り替かわる。メールの新しん規き作成モードになり、勝手に白紙のメールをつくると、画面に「送信」の文字を出す。

　メールを受け取ったはずの携帯コンピュータは、自動的にメールの差出人へと、近きん距きよ離り回線メールを返信し出したのだ。

「なっ、なにこのメールぅ？　勝手に、あたしの携帯端たん末まつを操そう作さしてる？」

「……ウイルス・プログラムを仕込まれたメールか？　いったいどこから……」

　訳わけがわからず困こん惑わくする天華と違ちがい、真っ先に虎近は見み抜ぬく。──だが。

「な、なんでこんな……き、きゃぁああああ!?」

「！　なにっ？」

　メールの正体を突き止める前に、突然、辺りを大きな揺ゆれが襲おそった。地じ響ひびきである。

　いきなりの出来事に、銀髪の少女が転びそうになった。その彼女を、相あい棒ぼうの少年が素す早ばやく支ささえた。天華がＧにしがみつく形で堪こらえる。虎近はなんともできず、素早くその場に膝を折った。揺れる足元に置いたままの、自分の携帯コンピュータを虎近は押おさえた。

　長い揺れだった。ゆさゆさと植物迷宮全体が鳴動していた。少し離はなれた場所に待機する青と白の二機の舞翼ライドが、千切れて降ふり注ぐ植物の破は片へんをぱらぱらとかぶった。虎近や天華たちにも、同じように枝えだ葉はが落ちてくる。

　──その揺れの要よう因いんが何なのか、虎近たちにはわからない。いや──。

　二機の舞翼ライドが舞まい降おりた、側の壁へき面めん。そこにぱっくりと裂さけ目が生まれた。植物迷めい宮きゆうにつけられた、数メートルの傷きずだった。

「おおおおおおおおおおおおお───────────────!!」

　そこから飛び出したのは、両手に持った剣けんを振ふるう黄こ金がね色いろの獣じゆう人じん。『完全獣化フル・ビースト』の能のう力りよくで変へん貌ぼうを遂とげた、一人の青年剣士──アルバルド＝ナイツだった。

「天華ぁあああ！　待たせたなッ、いま駆かけつけたぜえええ───ッ!!」

　彼は唯ゆい一いつ変貌前と後でもかわらない空色の瞳ひとみで銀髪の少女を見つけると、嬉き々きとして叫さけぶのだった。







　【第三章】　光の中に残された意思──







　　　　１




「アルバルド様は、ストレスが溜たまりすぎなんですよ……。わかりました、僕ぼくがなんとかしましょう！」

　最初にそう言ってくれたのは、鋼はがね隊たい時代から側そばに控ひかえる、誰だれよりもアルバルドのことをわかってくれている栗くり毛げの少年補佐官だった。

　人間種でありながら、遺い伝でん子しに仕込まれた特別な因いん子しによって、先天的に特とく殊しゆな能力を持つ『先ワ祖イ返ルりド』。その一人であり、コンピュータと同調できる特とく殊しゆな『電脳デジタル』を持った少年シエンは、十三歳さいにして剣けん聖せい補佐官まで登り詰つめた天才である。彼の才さい腕わんは、王補佐官候こう補ほとなった今でもかわらない。

　瞬またたく間に書類を揃そろえ、周囲の神官たちを説得し──王候補者としての日々に困こん憊ぱいしていたアルバルドのために、休きゆう暇かの手配をするのだった。

「こちらでいいですか、アルバルド様」

　──銀ぎん髪ぱつの少女からのバカンス報ほう告こくに、アルバルドがトイレの中で悶もだえた後日。用意された勉強部屋で缶かん詰づめになっているアルバルドは、全ての手配を終えたシエンから綿めん密みつな休暇計画書を渡された。

「!?　は？　いや、こ、これ……！」

　豪ごう華かな机つくえにへばりつき、屍しかばねのような有様で多くの教科書に囲まれていたアルバルドは、書類を見せられ跳はね起きる。

　そこに書かれていたのは、王候補者として大陸の各地にある帝てい國こく軍ぐん施し設せつを巡めぐる、視し察さつを兼かねた長期休暇のプランだった。全部で三十日を超こえるスペシャルな！

「……し、し、し、シエン～～!!　おっ、オレはおまえを愛してるぞおお！」

「う、うわぁっ、ちょ、ちょ……！　はっ、離はなれてくださいよ、アルバルド様あっ。わかった、わかりましたから！　嬉うれしいのはっ！　って、な、泣かないでくださいよ！　ぼ、僕のシャツまでぐしょぐしょじゃないですかぁあ」

　抱だきついて泣いて喜ぶアルバルドを引きはがし、「ああ、もう」と王補佐官候補の制せい服ふくの染しみにシエンはため息を落とした。

「と、とにかくっ。今夜出る大型飛ひ空くう艇ていで行きますから、すぐに準じゆん備びをしてください！　それと……勘かん違ちがいしないでくださいね。これはあくまで、アルバルド様の王候補者としての務つとめの一部ですから。休暇といっても、遊んでばかりはいられませんよ。そこのところをご理解ください」

「うん……うん、うん！　わ、わかったよシエン！」

　アルバルドは頷うなずくばかりだ。一歩も外に出られない今の生活から、少なくとも一か月の間は解かい放ほうされるのである。

「こ、これでしばらくは、この難むずかしい書物とかともおさらばってわけだよな！　はは、ははははは！」

「……。いえ、ある程てい度どは持っていってもらいますよ。飛空艇での移い動どう中ちゆうに、勉強してもらう時間もとってありますし」

「ははは……は？」

　マジで？　机の上に積み重なった忌いま々いましい教科書や歴史書を蹴け散ちらそうとした、アルバルドの勢いきおいが止まる。が、シエンの眼鏡めがねの奥おくの鳶とび色いろの瞳ひとみに、噓うそをついている気配はなかった。ううっ、と力ちから尽つきて、アルバルドは机上の本の山に倒たおれ込こんだ。

「ま、まあでも、気分転てん換かんにはなるでしょう」

　机に突つっ伏ぷしたアルバルドを慰なぐさめるように、シエンが付け足す。

「それに、最初に回るところでは、ちょっとした余よ興きようを準じゆん備びしていますから」

「？　へ？」

　それがどういう意味なのか、この時点でのアルバルドにはわからなかった。







「アルバルドさまぁあああ～～～!!　あっ、会いたかったっスようう～～!!」

　聞き覚えのある少女の声が、異い種しゆ族ぞくたちばかりの街にやってきたアルバルドたち一行を出で迎むかえる。

　アルバルドは「えっ？」と振ふり返り、桟さん橋ばしの上で立ち止まった。

　──輸ゆ送そう機きを改かい造ぞうした大型の飛空艇は、アルバルドとシエン、その他数名のお供ともの警護兵などを乗せて、真夜中の精せい霊れい都市を飛び立った。

　そして、二日後。長ちよう距きよ離り航こう行こう用ように特化した鈍どん足そくの機体は、湖に浮うかんだ街に到とう着ちやくする。真冬でも凍こおらない「湧ゆう水すいの巨きよ湖こ」に墜つい落らくした、かつては空を飛んでいた浮ふ遊ゆう都市だ。

　湖上につくられた港に、飛空艇はゆっくりと着水した。

　そして、アルバルドが桟橋に降おり立ったとき。真新しい真しん紅くの軍服を着た赤毛の少女が、飛空艇や飛舟シツプが停てい泊はくする湖の桟橋を転びそうな勢いきおいで駆かけ寄よってきた。それは──。

「……あ、あれっ。こ、ココロおおっ？」

　一いち応おうお忍しのびの休きゆう暇か訪ほう問もんということで、地味な軍ぐん服ぷく姿すがたで桟橋に降りたアルバルド。その胸むねに遠えん慮りよなく飛び込んできたのは、解散した鋼はがね隊たいの元隊員、十四歳さいの操そう縦じゆう士し官かんココロであった。

「わーい！　アルバルドさまぁんっ！　ああン！」

「うおおっ!?　って、ココロがど、どうしてここにいっ……あ！　そ、そーかっ！」

　やっとアルバルドは合が点てんがいく。隣となりで警護兵たちといるシエンを見た。

　優ゆう秀しゆうな少年補ほ佐さ官かんは「手配通りです」という顔をするだけだ。

「そうか。シエンが言ってた余興ってこのことで……つまり、お前が配はい属ぞくされた先って」

「はいっス！　この浮遊都市にできた、新しい部ぶ署しよなんスようう～！」

　ほらほらぁ。とココロは一いつ旦たん離はなれて、その場でくるんといきなり回った。

　は？　と意味がわからずきょとんとしているアルバルドの脇わきが、さりげなく後ろから小こ突づかれる。

　シエンの肘ひじ鉄てつだった。ちょいちょい、と指で彼は自分の着た軍服を指し示しめす。

　そこまでやってもらって、鈍にぶいアルバルドにもようやく理解できた。

「あ、ああー！　そうか、ココロ！　よ、よく似に合あってるよ、その新しい軍服！」

「ふやぁあんっ。あ、アルバルドさまもそう思うスかぁあ？　や、やっぱりぃい？　自分も、転属でアルバルドさまに会えなくなっちゃったのは寂さびしいスけど、この服だけは気に入ってるんスようう」

　自分の髪かみと目も赤いから、ばっちり合うスよねえ？　とココロは女の子らしく喜んで、不安定な桟橋の上で何度も何度もくるくる回った。

　最後は目を回して、危あやうく湖に落ちそうになったが。

「うわわぁ！　あ、危あぶないって、ココロぉお！」

「やあんっ、アルバルドさまああんっ♪」

　咄とつ嗟さに抱だき留とめたアルバルドにしがみついた本人は、懲こりてない様子であった。

「……それより、新しん施し設せつの案内があなたの任にん務むでしょう。今日一日よろしく頼たのみますよ」

　そこに釘くぎを刺さしたのはシエンである。やれやれ、といった仕草を見せる。だが彼は、アルバルドとココロの久ひさ方かたぶりのやり取りを嫌いやとは思っていないらしい。それが証しよう拠こに眼鏡の下のシエンの目は、少しも怒おこっていなかった。

　だが、仕事は仕事。締しめるところを締めるのが、少年補佐官の役目である。

　そして十四歳で操縦士官となった、代々軍人を輩はい出しゆつしてきた家か系けいのココロも、優秀な軍人だった。
















「はいっス！　ちゃんとやるスよん！」

　ココロはアルバルドの腕から抜ぬけ出し、びしっと胸むな元もとに拳こぶしを当てた。帝てい國こく式しきの敬けい礼れいだ。

　へえ……。とアルバルドは感心する。

（ちょっと見ない間に……ココロのヤツ、なんだか逞たくましくなったような）

　鋼隊が事実上解散になって、まだ三週間と経たっていないのに。ここにいる赤毛の少女は、少し大人になった感じがした。

　──が、それは一いつ瞬しゆんだ。

「じゃあ行くっス。アルバルドさまぁああんっ」

　ねえん。と甘あまえた声で、彼女は腕を絡からめてくる。きりりとした軍人の顔はどこへやら。アルバルドのよく知る、いつもの子こ供どものココロがここにいた。

「って、ちょ、ちょっと待て！　こ、こ、こ、この体たい勢せいで行くのか？　ちょ、ちょっと、歩きにく……」

「……ううっ。確たしかにアルバルドさまは既き婚こん者しやになっちゃったスけどぉ……ずっと会えてなかったんスから、これくらいいースよね？　ね？　ね？」

「は？　い、いや確かにオレは、表向き天てん華かと結けつ婚こんしたことになってるけど──って、それがなんで、ココロがくっついてくることに関係してるんだああ？」

「いーからいーから！　一いつ緒しよに施設見学にいくっスよン！　あはは～♪」

「なんだ？　なんなんだ？　……し、シエンー！」

　アルバルドは助けを求める。が、後ろをついてくる少年補佐官は、ため息を吐つくだけだった。「無理ですよ」と言わんばかりに。







　墜つい落らく前まえは自じ治ち権けんを持っていた浮遊都市も、帝國領りよう域いきに落ちてしまって以来、自治権の維い持じは困こん難なんになっていた。帝國側としても、干かん渉しようせざるを得なくなったのだ。

　しかし、中央大陸の流通の要かなめとして発はつ展てんしてきたこの都市の自治権を、軍の力で無む理り矢や理り取り上げることは難むずかしい。──そこで帝國側の提案は、「自治権をそのまま認みとめるかわりに、軍の施設を置かせて欲ほしい」というところに落ち着いた。

　こうして建前だけの、お飾かざりの施設が浮遊都市につくられることとなったのである。

　その新しい施設の訪ほう問もんが、アルバルドの長期休きゆう暇かの最初の予定なのだった。

「ここスよん！」

　ご機き嫌げんなココロが、アルバルドの腕を引ひっ張ぱって、その施設を案内する。

　飛ひ空くう艇ていが着水した浮遊都市の港から少し離れた、西側の湖面。そこにつくられた専せん用ようの桟さん橋ばしと、浮遊都市の外がい壁へきから突つき出したような数階建ての小さな建物が、帝國軍の浮遊都市出しゆつ張ちよう所じよである。

　赤毛少女と同じ色の軍服を着た者たちが、査さ察さつにきたアルバルドを目にして、足を止めて敬礼した。

「あ……その。普段どおり仕事してくれていいから」

　あくまでこれはお忍びのことだから。と強調して、アルバルドは出張所の軍人たちを促うながした。

（……やっぱりこーゆーの、緊きん張ちようするなあ……オレ）

　王候こう補ほなんてガラじゃないんだよ。とは、多くの兵士たちに気にされながら施し設せつ内ないを歩くアルバルドが、しみじみ思ったことである。

　もっとも、ココロに言わせると。

「仕事って言っても、たいしたことはないんスようー。一いち応おう、交代しながら昼も夜も、飛空艇を飛ばして周辺の警けい備びにあたってるスけど。それくらいス～」

　夜間飛行を楽にこなせる優ゆう秀しゆうな操そう縦じゆう士し官かんが必要で、自分が配はい属ぞくされたのだ、と彼女はアルバルドに教えてくれた。

「ああ、そうか。だからこんなに、多くの飛空艇があるんだ」

　施設に面した形でつくられた専用の長い桟橋には、何機もの最新型の小型飛空艇が停てい泊はくしていた。ココロたちの軍服と同じ、鮮あざやかな真しん紅くの色をした機体である。

「軽いのに頑がん丈じようで、しっかり飛んでくれるいいコたちなんスよんっ」

　とは、実じつ際さいに操縦している赤毛少女の弁べんである。なるほど、とアルバルドは美しい流線型の機体に見とれた。──そのとき。

「！　うおっ？」

　アルバルドの懐ふところで何かが震ふるえた。軍服に隠かくして持ってきた、携けい帯たいコンピュータである。その振動は、一通のメールの受信を知らせるもの。

　──あの銀ぎん髪ぱつの少女からの、書きかけで途と切ぎれたメールが届とどいたのだった。










　……あたし、どこかで間ま違ちがっちゃったのかなあ。ロスト・リサーチャーとして。

　それがまだわかんなくて、こうやって携帯端たん末まつをいじって、文字を打って考えをまとめようとしてるのかも。

　って、笑っちゃうよね。あたし、なんでこんなことやってるんだろ。

　アルにメール書いたって、どうしようもないってゆーのに。だけど……アル、あたし、もしかしたら、

［System- mail　　　　　　40000123/ 0237AM］








「なん、だよ……これ！　あの『孤こ高こうの大地』で、虎こ近こんさんと会って、って……!?」

　名残なごり惜おしそうなココロと別れた、夕ゆう暮ぐれ時の浮遊都市──。アルバルド一行が入ったのは、シエンが手配してくれた、この都市一の豪ごう華かホテルだ。街全体が見み渡わたせるよう都市の真ん中に建てられた、異い種しゆ族ぞくの豪ごう商しようたちが接せつ待たいなどに使う施設である。

　その一室で一人になったアルバルドは、ふかふかのベッドに倒たおれ込こむより先に、携帯コンピュータを取り出した。気になっていた、届いたメールに目を通す。

　どうせまた、バカンスか何かの報ほう告こくだろう。と高をくくっていたアルバルドは、予想もしていなかった内ない容ように衝しよう撃げきを受けた。

「これ……そんな、まさか……どうして!?」

　最初は理り解かいできなかった。だが、何度読み直しても同じだ。メールにはアルバルドの知らない、銀髪の少女の内面が書かれていた。

　素すを晒さらした気弱な天華がそこにいた。

「こんなことって……ど、どうなって──！」

　いや！　アルバルドが真っ先にしたのは、部屋を飛び出すことだった。

「シエン！　シエン、いるかっ。すぐ来てくれ!!」

　外に出るなり、アルバルドはシエンを呼んだ。

「は、はい？　どうしたんですか、アルバルド様。何か不備でも……？」

　隣となりの部屋で待機していた少年補佐官が、突とつ然ぜんの呼よびかけを耳にして、慌あわてて廊ろう下かに飛び出してきた。

　その彼の細い肩かたを摑つかみ、アルバルドは空色の瞳ひとみで真まっ直すぐ見み据すえる。

「……頼たのみがあるんだ、シエン。ムチャだってことはわかってるんだが」

「？　は、はあ……何です？」

「出発の準じゆん備びをしてくれ。今すぐに！　ここを発たつ！……オレはっ、力になってやりに行かなきゃならないんだ！──アイツのもとへ！」




　　　　２




「天華ぁあああ！　待たせたなッ、いま駆かけつけたぜえええ───ッ!!」

　アルバルドは、銀髪の少女のもとにたどり着いて吼ほえた。すっぱりと十文字形に斬きった植物壁の裂れつ傷しようから飛び出し、彼女の前にごろごろと勢いきおい余あまって転がって。

　メールに書かれていた、天華がいる「孤こ高こうの大だい地ち」。それだけを手がかりに、天華のもとを目指したのだ。シエンを説とき伏ふせ、操縦士官のココロを呼び出し、真しん紅くの新型飛空艇を借りて──ここに辿たどり着いた。一万メートルの絶壁や大竜巻などなんのそのだ。

　そしてシエンは『電脳』の力でウイルス付きのメールをつくり、近距離回線で送信した。衛星回線を通したメールとは違い、近距離メールは携帯コンピュータどうし直接メールを送り合う。そしてメールのデータには、お互いの位置情報が組み込まれている。

　その位置情報を得るために、シエンはメールを送ったのだ。ウイルス・メールは天華のもとに届くと、即座にメールを強制的に返信させた。こうしてアルバルドたちは、天華がこの植物迷宮内のどこにいるかを摑つかんだのだ。

　あとはアルバルドが、天華のいるところにまで真っ直すぐに道をつくるだけである。

「おおおおおおおおおおおおお───────────────!!」

　肉体に秘ひめられた因いん子しを解とき放ち、アルバルドは『完全獣化フル・ビースト』する。鍛きたえ抜かれた肉体は人の限界を超え、倍以上に膨ぼう張ちようした筋肉が、着ていた白しろ銀がね色の鎧よろいの一部を弾はじき飛ばす。皮膚は黄こ金がね色の体毛に覆われ、金髪が、牙きばが、爪つめが伸びた。──黄金色の獣人となる。

　そしてアルバルドは鞘から抜いた黒光りする片刃の剣を両手に持って、二刀流で突っ込んだ。

　真紅の飛空艇がアルバルドの後に続く。アルバルドの剣が切り開いた迷宮の壁を押し破り、突き進んだ。

　そうやってアルバルドたち鋼隊は、銀髪の少女のもとに駆けつけたのだ。しかし。

　転がり出たアルバルドに、飛び出してきた飛空艇のまき散らす植物の枝葉などが降り注ぐ。

　黄金色の体毛が汚れた。そのときになって、アルバルドはとんでもない事実に気付いた。

「天華……あ、あれっ？　な、なんで……？」

　銀髪の少女の隣となりにいるのは、Ｇともう一人。天華の父親、虎近である。

　……おかしい。アルバルドは立ち上がろうとした姿し勢せいのまま固まった。

　メールには、天華は虎近から遺跡探求者ロスト・リサーチヤー失しつ格かくと言われて、突き放されたとあった。そこで天華は、がっくりと落ち込んだ気弱な書きかけのメールをアルバルドに送ったわけで。

　しかし天華の表ひよう情じようには、あのメールにあった陰かげりなどどこにもなくて──。

「アルう？　なっ、なにしにきたの、あんた？」

　彼女の第一声は、そんな無情なものだった。

「てゆーかっ、なに考えてんのよ！　父さんが植物迷宮を支し配はいしてくれたからよかったものの……剣で斬って突っ切ってくるって──あんたバカじゃないの!?」

「え？　えええええええっ、で、でもよぉっ、お、オレは……その。す、少しでも早く、天華のもとに駆けつけてやらなきゃ、って。そう思ってやったわけで……」

「？　な、なんで？」

「だ、だって……あの、その」

　アルバルドは言葉に詰つまる。真っ赤になった。

「い……一いち応おう、オレたち……帝てい國こくじゃあ、夫ふう婦ふってことになってるし。そ、それで、あんなメールが届とどいたから、その……お、オレが力にならなくちゃって思ったわけで」

　もじもじしてしまう。別に、形式上の夫婦だからというだけじゃない。アルバルドは天華に惚ほれている。好きだから駆けつけた。助けてあげたいと思った。それだけなのだ。

　──ところが、この銀髪の少女ときたら。

「は？　夫婦って……な、なにそれえっ!?　帝國じゃあそんなことに……てゆーか、あ。あぁあああああ────────!!」

「アルバルド様っ」と飛空艇から遅おくれて出てきたシエンが持つ携けい帯たいコンピュータ。それを、これ、とアルバルドが指し示したとき、彼女はようやくアルバルドが参上した原げん因いんが自分であると気が付いた。大声を上げ、みるみるうちに耳元まで真っ赤になる。そして。

「あっ、あれは……あれは、単なる気の迷まよいなんだからぁあ───!!」

「ぐ、ぐはあっ!?」

　天華の跳とび蹴げりが、獣人アルバルドの顔面に炸さく裂れつした。『完全獣化フル・ビースト』した肉体は強きよう靭じんで、それくらい平気だったけれど──涙なみだがこぼれた。心がとても痛いたかった。

（ま、まさか……そ、そんな……これって──）

　一方の天華はシエンに詰め寄よった。一ひと睨にらみで彼をひるませ、強ごう引いんに携帯コンピュータをひったくる。あのメールを消すために。

　天華の様子からアルバルドにわかるのはたったひとつ。

「お……オレ……オレの、取り越こし苦労だったってことかよおおおお!?　う、うわぁあああああ!!」

　アルバルドは伸のびた金髪を搔かきむしって身み悶もだえた。黄金色の体毛も鎧も、べとべとの青あお臭くさい植物の汁しるで汚よごしたのに。ここまで無理してやってきたのに。

「そ……そんなぁああああ！」

　力が抜けた。同時に、伸びていた髪かみや体毛もごっそり抜ける。『完全獣化フル・ビースト』の終しゆう了りようだった──。

　かわりにどっとやってくるのは、凄すさまじい疲ひ労ろう感である。体力を振り絞る『完全獣化フル・ビースト』の副作用だ。心も体も疲つかれ切って、アルバルドはその場に倒たおれ、さめざめと泣いた。

「おいおい。なんかよくわからんが……ぐずぐずするなよ。行くぞッ」

「わかってる、父さん！　白はつ華かを見つけに遺い跡せきに行こっ！」

　天華はあくまで冷たかった。父親の元に戻もどる際さいに、倒れ伏ふしたアルバルドの後頭部を彼女はとどめに踏ふみつけていく。

「あ、アルバルド様……ふ、不ふ憫びんすぎです……」

「うにゃぁあ──！　あ、アルバルドさまああん!?」

　駆かけつけてくれた二人の部下たちだけが、やさしかった。







　まったくっ。天華は気き恥はずかしさに苛いら立だちながら、父が操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめた空くう帝てい号ごうに、Ｇと共に乗り込こんだ。

　この先の遺跡へは、雷らい帝てい号ごうより一回り小さな虎近の舞翼ライドで行く方がいいだろう、と判はん断だんしたのだ。

「──円えん筒とう遺跡の内部は、全体が吹ふき抜ぬけの構こう造ぞうになっている。舞翼ライドが飛べるだけの広さは十分あるからな。だったら、舞翼ライドで行った方が早く白華を見つけられるだろうよ」

　とは、十八年前の記き憶おくを頼たよりに言った父の台詞せりふだ。そっか、と天華は父の腰こしに摑つかまりながら、携けい帯たいコンピュータを開いた。

「あ、うん！　二十個の区画になってる遺跡内を、真っ直ぐ舞翼ライドで昇ってくってことだよね！」

　……待っててよ、白華……！　画面に映る円筒遺跡の構造データを睨にらんで、天華は妹の無事を祈った。

　と、そこに。

「本当にいいのか？」

　天華の真後ろに立って、機体の後方を見ていたＧが訊きいてくる。うん？　と天華は振ふり返った。

　銀の瞳ひとみに飛び込んできたのは、がっくりとうなだれてへばったアルバルドだ。部下である少年少女に両りよう脇わきから支ささえられ、追いかけてくる。

「ほ、ほらアルバルド様！　早く追わないと置いていかれますよっ。向こうは遺跡に行こうとしてるみたいですよ！」

「ふぁいとっ、アルバルドさまぁんっ。がんばるスー！　……むふふ、でも自分はアルバルドさまにくっついてるだけで十分っス～。うやぁん、やあんっ」

「……うう……もうダメだ、シエン……お、オレ、心が、折れて……うぅうう」

　なにやってるんだか、と天華は前に向き直るが。──ふと思う。

（……す、少しは嬉うれしかったけどさ……）

　なにしろあの幼おさななじみの青年剣けん士しは、たった一通の書きかけのメールを読んだだけで、ここまで駆かけつけてくれたのだ。天華一人のために。

（てゆーかあたし、そ、そういえば、なんであんなメール、あのときアルに送っちゃったんだろ……）

　今いま頃ごろになって、天華は「あれ？」と戸と惑まどう。なぜか顔面が紅こう潮ちようした。

　しかし、自分でも理由がわからない。どうして赤くならなくちゃいけないのだろう。自分の中に湧わいた感かん情じようが理り解かいできず、天華は父の背せ中なかに頭を預あずけた。

「？　ん、どうかしたか、天華」

「へ？　あ、あー……な、なんでもないよ、父さんっ」

　背中に重みを感じてか、虎近が振り返る。熱くなった顔を見られないように顔を伏せて、天華は首を横に振った。

（って、な、なに考えてんのっ、あたし？　今はそんなことより、白華の方が大事なんだから！）

　うんっ、と天華は気合いを入れ直す。そこに父が「入るぞ」と声をかけた。

「えっ。あ──」

　顔を上げて、天華は父の肩かた越ごしに前を見る。発光色しき素その輝かがやきのない真っ暗な遺跡の内部が、視界に飛び込んでくるのだった。







　──老ろう朽きゆう化かして開きっぱなしの、遺い跡せきの大型ハッチがある。そこから空帝号が侵しん入にゆうした円筒遺跡の内部には、虎近の言ったとおり、舞翼ライドが十分に飛行可か能のうな広い空間があった。

「がらんどうだ……Ｇの体みたいだね」

「？　俺おれのか」

　天華の漏もらした感想に、真後ろにいた擬ぎ似じ的な肉体を持つＧが反はん応のうする。収おさまるはずの精せい命めい核かくを失った彼の体は、まさにこの遺跡のように、内部は空っぽになっているのだ。

　遺跡の中を、わずかな人工の光が照らしている。天華は銀の瞳を凝こらした。目が薄うす闇やみに慣なれるまで時間がいる。そのため父も、一気に機体を上じよう昇しようさせず、低空で浮かんだまま静止させた。

「おい。見えるか、天華……」

　ほら、と父が無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごで真上を示しめした。うん？　と天華は素す直なおに見上げる。

　非ひ常じよう灯とうの薄うすいブルーの輝きが、薄闇の中に遺跡の内部を浮うかび上がらせる。休きゆう眠みんモードに入っている様子だった。天華たちが侵しん入にゆうしたハッチは朽くちていたが、内部はきれいな状態だ。植物に守られた無む傷きずの遺跡が、ここにあった。

「ふわあ……」

　天華は思わず見とれてしまう。二十メートルもの高さがある円形の空間は、半月形の巨大なシャッターに塞ふさがれていた。

　そこから先は見通せない。果てしない闇が続いていた。向こうに何があるのだろう？　天華は一いつ瞬しゆん、気を取られた。遺跡の中に秘ひめられた謎なぞが、いつものように天華の胸むねにわくわくとどきどきを生んだのだ。

「ちゃんと見てるか？　このまま舞翼ライドで、上昇して行くぞ」

「え。あ、う、うんっ。……白華を探さがさなくちゃね！」

　そうだった。と天華は気を取り直す。今は遺跡に見入っている場合じゃない。

（白華を助けに来たんだから──！）

「……何もかもがあのときのまま、か」

　十八年前に見た光景と重ね合わせているのだろうか。

「ここが最さい下か層そうになるから……白華はずっと上の区画にまで連れ去られたのか？　よし、行くぞ」

　だが虎近が愛機を垂すい直ちよく上昇させようとしたとき。

「あ、あぁッ!?」

　突とつ然ぜん、短い悲鳴が遺跡の中に響ひびいた。

　その叫さけびは、天華たちを追ってきた鋼はがね隊たい三人組の、栗くり毛げの少年があげたものだ。その声に、舞翼ライドの上で天華も虎近も振ふり返る。

「な──なんです、こ、これ……！　あ、頭がっ。何かが、ぼ、僕ぼくの『電脳デジタル』を──」

　金きん髪ぱつの青年剣士を支えてここまでやってきた少年は、苦しそうに膝ひざを折る。ハッチを跨またいで踏ふみ入った、その瞬間に。

　何が起こったのか、彼と一いつ緒しよに入ってきた赤毛の少女にも、アルバルドにもわからない。青い舞翼ライドでこの場から離はなれようとした天華たちもだ。

　──しかし見えない異い変へんは、次にはっきりとした形となって現れた。「なっ？」という父の狼ろう狽ばいが、虎近にくっつく天華に伝わる。

　父さん？　と質しつ問もんする間もなかった。上昇しかけていた舞翼ライドが、急にがくん、と傾かたむいた。虎近はしっかりとその操縦桿を握りしめ、何もしていないというのに。

「え、え？　なっ……きゃあ、あああああああああああああああ───っ!?」

　四よん枚まい翼よくの青い舞翼ライドは急きゆう降こう下かし、反転する。急きゆう激げきな動きは、天華たちを振ふり落とすのに十分なものだった。父の体が宙に浮いたと思った瞬間、天華の腕うでが黄色いダウンジャケットから滑すべる。勢いきおいよく投げ飛ばされた。

「天華ッ！」

　空中で抱だき留とめてくれたのは、同じく機体から振り落とされた相あい棒ぼうだった。褐かつ色しよくの肌はだの小さな体をクッションにして、天華は遺跡の床ゆかに転がった。

　さんきゅ、と相棒に礼を言う前に、天華は父の姿すがたを追う。虎近は天華たちが落ちた場所からそう遠くない、遺跡の内壁の側にいた。うまく着地し、落下の衝しよう撃げきを和やわらげたのだろう。軽く頭を振っただけで起きあがる。天華は父の無事にほっとした。

　が、安あん堵どしている余よ裕ゆうはなくて。

「……何だかまずいことになってるみたいだぞ、天華」

「へ？　──って、あっ、え、えええっ!?」

　端たん的てきに指し摘てきしたＧの指先は、大きな衝しよう突とつ音おんを立てて墜つい落らくした青い機体に向いていた。その舞翼ライドが、まるで生き物のようにむくり、と起きあがる。四枚の翼つばさが、それぞれ二段だん階かいに折れ曲がった。──さながら人の手足のように。

　表面の装そう甲こうがずれて、通つう常じようの舞翼ライドではあり得ない機械式の中身をさらけ出す。父の特別な舞翼ライドは、内部にぎっしりと様々な機械を詰つめ込んだモノなのである。

　空くう帝てい号ごうは這はうように動いていた。ドリルのついた機首が回転し、辺りを威い嚇かくする。二つの目のように黄色い暗あん視しライトが点てん灯とうし、獲え物ものを探さがして遺跡の闇やみを蠢うごめいた。そして天華や虎近を発見する。

「ど……どーなってるのおおおおっ!?」

　遺跡の硬い金きん属ぞく製せいの床に、青い舞翼ライドは重い地じ響ひびきを立てて踏ふみ出す。変わり果てた空帝号を前に、天華は悲鳴をあげた。
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「コンピュータを……狂くるわす、何かが……遺跡の中に充じゆう満まんしてるみたいです……！」

　真相をいち早く察知したのは、苦しげに呻うめく栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんだった。

「目に見えない、強力な電波みたいなのが──僕の『電脳デジタル』にも干かん渉しようして……う、ううう！」

「し、シエン！」

　へばっていた青年剣けん士しが、今にも倒たおれそうになる少年を逆ぎやくに支ささえた。と、その音声を感知してか、今まで天華たちを向いていた狂った空帝号は、くるりと機首を反転させる。真後ろに位置していたアルバルドたち鋼隊の方へライトを当てた。獲物に狙ねらいを付けるように。

「あのコの頭を狂わす電波って……ど、どういうこと!?」

「俺に訊きくな」

　天華を抱き留めたＧが即そく答とうする。と今度は、四枚の翼をがちゃがちゃ動かし、四つん這いになった空帝号が再ふたたびこちらに機首を向けた。どちらを襲おそうか決めあぐねているようだ。

　その間に「まさか!?」と唸うなるのは、天華たちから少し離はなれた位置にいる虎近だ。彼が手にしているのは、天華がさっきアルバルドたちから奪うばい取った携けい帯たいコンピュータである。虎近の携帯コンピュータは、遺跡の外で今も植物の捕食反応を抑制している。その代用品として、天華が渡したものだった。

「コンピュータのチップに作用する制せい御ぎよ電でん磁じ波はか？　しまった……空帝のコンピュータはもちろん、大たい抵ていのコンピュータは、対電磁波用のプロテクトなんざ持ってないぞ!?　クソ！」

　画面を開き、虎近が顔をしかめた。なに？　訳わけがわからないながらも天華も同様に、携帯コンピュータを取り出す。Ｇの腕うでの中から降おりることももどかしく、抱かれたままで起動させた。

　──しかし画面には、映えい像ぞうノイズ以外何も映うつりはしなかった。

「狂ってる？　そんな！　これでもいろいろ、異い常じような電磁波の影えい響きようを受けないように、防ぼう磁じ塗と料りようとか塗ぬってあるんだよ？　それなのに──！」

「通常の電磁波とは違ちがう。コンピュータのチップを感知して、多方向から電磁波を放射し、共鳴させて威力を増幅させる特別強力なヤツだぜ」

　虎近が強く舌した打うちする。

「と、父さん……？」

「一度、他の遺跡で資し料りようを見たことがある。実用化されたのは知っていたが……ここの防ぼう衛えいシステムの一部に組み込まれていたなんて！　こいつの影響を受けないのは、プロテクト用の特殊カバーでチップを守っている、旧きゆう精せい紀き末期モデルの俺の携帯端たん末まつくらいだぞ！」

「え、えええええ!?　そ、そうなの────っ!?」

「外に出て、俺の携帯端末を取ってくる──ってのは、無理か」

　虎近があっさり諦あきらめる。強力な電磁波の影響で暴ぼう走そうする青い舞翼ライドに立ちはだかられて、遺跡の中から出られないのだ。天華とＧと虎近は、青い舞翼ライドを挟はさんで、アルバルドたち三人組が倒れ込んだ遺跡の侵しん入にゆう口ぐちとは反対側にいた。

　それに虎近の高こう性せい能のう携帯コンピュータは、迷めい宮きゆうの捕ほ食しよく反はん応のうを抑おさえるために、今も遺跡の外で稼か働どうしている。ここまで持ってくるわけにはいかない。

「ど、どうするの!?　──って、わ、わわっ!!」

「とりあえず、舌したを嚙かむな、天華」

　天華を抱だきかかえたＧが、「口を閉とじてろ」と促うながした。と、相棒は身構える。狙いを天華に向けた空くう帝てい号ごうが、地響きを上げて突とつ進しんしてきたのだ。

「きゃ、きゃあああああっ!?」

　天華の悲鳴が遺跡内部に響きわたる。振ふり回された舞翼ライドの翼つばさを、天華を抱いた相あい棒ぼうが避よけた。彼の動きは、常人の速度を遥はるかに超こえる。二度目の翼の攻こう撃げきが横よこ薙なぎに繰くり出されるが、身軽にぽんと跳とび上がった。高速で空間を斬きった翼を蹴けって、さらにふわりと跳ちよう躍やくする。Ｇにしっかり抱かかえられた天華は、空中で一いつ緒しよに舞まった。

　忠ちゆう告こくに従したがって口を閉じようとした天華だが、Ｇの動きは速すぎて、息の方が先に詰まった。文もん句くのひとつも言えやしない。

　だが狂った舞翼ライドの攻撃力は、遺い跡せきの内ない壁へきに張はり巡めぐらされた金きん属ぞく製せいの支し柱ちゆうを、一撃で鋭するどく切せつ断だんするほどのものだった。機械式のエンジンを利用した突撃の勢いきおいが、十分な破は壊かい力りよくを生んだのである。

　Ｇだから避けられた。天華では逃げきれなかった一撃だった。

「俺がやる」

　と、ぽつりと言ったのは、Ｇだ。虎近の側そばに着地するやいなや、抱いていた天華をそっと解かい放ほうする。「Ｇっ？」と天華が呼よぶより早く、褐かつ色しよくの小さな肉体は疾しつ駆くした。

　小さな拳こぶしにまとわりつかせるのは、《衝撃波グラビテイ》の波動である。圧あつ縮しゆくした重力による必殺の一撃を叩たたき込こもうと、Ｇは躊ちゆう躇ちよせず拳を突つき出す。が──。

「待て！　空帝の中には、冷れい却きやく液えきがたっぷり詰つまったミサイルが入ってる！　ぶっ壊して下手に中身をまき散らすと、俺たちまで凍こおっちまうぞ！」

「何？」

　虎近の叫びがＧを止めた。そうだ──空帝号の体内には、凄すさまじい冷気を噴ふん出しゆつさせる小型ミサイルが多く残っているのだ。

　その躊躇からＧに大きな隙すきができた。空帝号の片かた翼よくごと吹ふき飛ばそうと、ギリギリまで近づいたのが裏うら目めに出た。防ぼう御ぎよしようとした両りよう腕うでの上に暴ぼう走そう舞翼ライドの一撃が振り下ろされた。Ｇの体は硬かたい床ゆかに叩たたきつけられ、高々と跳はね上がる。

「じ、Ｇ────っ！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　が、そこは人外の少年である。がらんどうの肉体に、人間ならば即そく死しするほどの大きな亀き裂れつを刻きざみながらも、すぐに空中で姿し勢せいを直した。飛ばされた勢いを殺し、暴走舞翼ライドから天華や虎近を守る位置に降おり立つ。

　傷きず口ぐちはぱきぱきと音を立てて、あっという間に塞ふさがった。これが精せい書しよだ。精せい命めい核かくを失い、本来の完全体には遠いけれど──かわりに天華から精命力の供きよう給きゆうがある限かぎり、Ｇは何度でも立ち上がれるのだ。

　しかし、万ばん能のうの存そん在ざいではない。「どうすればいい？」とばかりに、黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみが天華に向いた。
















　けれども天華とて、どうすればいいかわからない。思わず虎近を見てしまうが、薄うす闇やみの中の虎近の横顔も、焦しよう燥そう感に満ちていた。

（逃にげるのも一手だけど……でも、でもっ！）

　この上には白華がいるのに！　再ふたたびこちらに舞翼ライドのライトが向けられる。黄色い光に照らされて、天華は汗あせを滲ませた。

　そのとき──。

「うやぁあああああ──────!!　じっ、自分がやるスううう～～～！」

　一人の少女が舞翼ライドのライトの死角から、機体の背せ中なかに飛びついた。

　鋼はがね隊たいの操そう縦じゆう士し官かんである赤毛の少女、ココロだった。







「な、なんとか『電脳デジタル』を適てき応おうさせます。……そ、それまで、どうにか持ち堪こたえて……」

「シエン！　シエンっ!?　く、クソおおっ！」

　体力をすり減へらす『完全獣化フル・ビースト』で疲ひ弊へいしたアルバルドは、気を失いそうな少年補ほ佐さ官かんを支ささえて立ち上がる。が、真後ろに空いたハッチの穴あなから出て行くだけの余よ力りよくもない。ふらふらとよろめき、まともに歩くことができない状じよう態たいだった。

　そんなアルバルドたちを見かねて、だろうか。

「ま、任まかせるっス───!!」

　発はつ奮ぷんしたのは、鋼隊で唯ゆい一いつ元気な赤毛の少女だ。すぐさま彼女は駆かけ出して、広い円えん筒とう遺い跡せきの内ない壁へきに沿そって暴あばれる舞翼ライドを目指した。アルバルドが止める暇ひまもない。操縦士官として基き礎そ体力トレーニングを欠かさない元気少女は、健けん脚きやくを活いかして一気に床を駆け抜ぬける。途と中ちゆうで赤い軍服とお揃そろいの真新しい軍ぐん靴かを脱ぬぎ捨すて、埃ほこりまみれの床で裸足はだしになり、薄闇に隠かくれて接せつ近きんした。そしてココロは舞翼ライドの死角をつく。四枚まいの翼つばさを動かす暴走舞翼ライドの背中に、うまく飛び乗った。

「やややや、やぁあ──────～～～んっ!?」

　とたんに機体は暴れ出す。ココロが操そう縦じゆう桿かんに触ふれたことで気付いたのだ。

　しかし、もう遅おそい。──ココロは『先ワ祖イ返ルりド』として、『直勘センサ』の能力の持ち主だ。まくり上げた軍服の裾すそから覗のぞく素す足あしに、幾き何か学がく模も様ようの光が走る。ココロの意い志しが機体と繫つながったのだ。

　今までの暴れぶりが噓のように、がくんっ、と青い舞翼ライドの動きが止まった。

「や……やった……のか？　お、おい、シエン！　やったみたいだぞ！」

「こ、ココロ操縦士官が……？」

　頭痛が少しはマシになったのか。少年補佐官がアルバルドの声に反はん応のうして、栗くり毛げの頭をわずかに上げた。

「役に立った……オレが、オレたちがっ。やっと、やっと役に立てたんだ！　し、シエンっ」

　ここまで来たかいがあったんだ！　アルバルドは涙なみだをこぼしそうになった。だが。

「それもこれも、ココロのおかげだ──って、あ、あれ？」

　なんか妙だ。アルバルドは異い変へんに気付いた。ココロが完全に支し配はい下かに置いているはずの舞翼ライドだが、変形したボディは元に戻もどらない。それどころか今までとは違ちがう、ぎくしゃくとした動きを見せた。右に動いたかと思えば、左に向く。手足のように動いていた四枚の翼がもつれ、あわや転びそうになった。ひい！　と背中に乗った赤毛少女があたふたする。

「あぁあああ！　ダメっ、ダメっスううう～～！」

　ココロは感覚でどんな機体でも操あやつれる『直勘センサ』の能力をもった少女だ。その彼女が操縦桿を握にぎっているのに、青い舞翼ライドは奇妙な動きをし続ける。乗りこなせないでいるのだ。

「な、な、な、なんか変ス！　思ったところとまったく別のところが動くっスようう!?　こ、こんなのおかしいスようー！　ど、ど、どうしたらいいスかあっ、アルバルドさまぁああん！」

「──い、いけませんっ。ココロ操縦士官の『直勘センサ』は、操縦システムが滅め茶ちや苦く茶ちやになってる場合……その力だけでは、どうすることもっ」

「ええっ？　なんだそれ、つ、つまり……」

　どういうことだ？　アルバルドは、自分が支える少年補佐官に訊たずねた。

　シエンの顔色が蒼そう白はくだったのは、特とく殊しゆな電でん磁じ波はの影えい響きように苦しんでいるだけではなかった。

「要するに……ココロ操縦士官が動かそうとしても、機械は狂くるったコンピュータを通して、正しくない反応をするってことですよ……」

「た、正しくない、反応？」

　嫌いやな予感がした。アルバルドは少年を支えたまま、彼の横顔から視し線せんを外して舞翼ライドを見る。

　暴れる舞翼ライドを取り押おさえられず、ココロは必死に奮ふん闘とうしていた。

「つまり……ココロががんばればがんばるほど、機械は変な動きをするってわけで──ああ、ああああっ!?　やめっ！　コ、ココロおっ!?」

「このぉっ、おとなしくするっスうううううう───────!!」

　アルバルドが察したときには手遅れだった。えい！　とココロが機体を無む理り矢や理り組み伏ふせようと、両足を踏ふん張ばって操縦桿を引き倒たおす。がくん、と舞翼ライドは大きく前ぜん傾けい姿し勢せいを取った。同時に、アルバルドたちの方を向く。前ぜん翼よくの根本部分をぱっくりと展てん開かいさせて、内部からせり出してきた、金きん属ぞくでできた筒つつを覗のぞかせる。──冷れい却きやく液えきのたっぷり詰つまった小型ミサイルを。

「……あ」

　アルバルドはとてもいやーな予感がした。次の瞬間、遺跡の中で十数発のミサイルが一気に発はつ射しやされ、冷気を辺りにぶちまけた。







　暴ぼう走そうの止まらない空くう帝てい号ごうから、冷却ミサイルが発射された。小型ミサイルは薄うす闇やみの中を飛ひ翔しようして遺跡の内壁にぶつかると、たちまち冷たい白はく煙えんをまき散らす。冷却剤ざいによって一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた、空気中に含ふくまれる水分だ。

　ミサイルは四発、五発と連続して発射され、残っていた十数発を使い切る。円筒遺跡の最さい下か層そうがたちまち冷気で覆おおい尽つくされた。うまくそれをかわせたのは、ジャケットのフードをＧに摑つかまれて一緒に跳とび上がった天華と、遺跡内壁に取り付けられた階かい段だんを見つけ、全力で駆かけ込んだ虎近である。

　遺跡の内壁を這はうように組まれた非ひ常じよう用ようの階段は、リング状じように内壁に接せつした無数の空中回かい廊ろうを、上下に繫ぐものである。冷却液の白煙から逃にげた天華とＧは、空中回廊のひとつに。虎近はその空中回廊に繫がった、華きや奢しやな階段の踊おどり場に退たい避ひする。

「父さん、無事いーっ!?」

「……ん。なんとかな」

　Ｇに助けられた天華は、空中回廊の手すりから身を乗り出して、真下に位置する虎近に手を振ふった。天華を見つけ、父が階段を登ってくる。その虎近の少し下でもうもうと立ち込こめた真っ白な冷気の中に、青い舞翼ライドの影かげだけが見えた。

「ひゃうぅううっ、つ、冷たいスようぅううっ、と、と、と、止まらないスよう──！」

「だぁあああっ、髪かみが！　服が！　鎧よろいが凍こおるううううう!?　目が、目がぁああ～？」

「あ、ああっ、アルバルド様っ、ハッチは向こうです！　は、反対側に走ってどうするんですか──」

　姿すがたは確かく認にんできないが、最さい下か層そうに取り残された三人組のわめきが聞こえる。一いち応おう生きているらしい。操そう縦じゆう桿かんにしがみつき、暴れる舞翼ライドに振り回される赤毛少女の姿が一瞬だけ、巻まき上がる白煙の上に見えた。

「ど、どーしよっか？　Ｇ？」

「知らん。助けるにしても、手段がない」

　相あい棒ぼうの少年は、変わらない無む表ひよう情じようで冷静に言った。

「ま、まあアルのことだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……それより！」

　白華だ！　と天華は遺跡の天井を仰いだ。だが。

「──わ、わ!?」

　暴走する舞翼ライドが、大きな衝しよう突とつ音おんをあげる。それは、振り回した翼つばさが内ない壁へきの支し柱ちゆうをいくつかもぎ取った音だった。

　支柱は天華たちのいる、空中回かい廊ろうを支ささえるもので──いきなりがくんと足場がぐらつき、大きく傾かしいだ。

「って、……ちょっとちょっとちょっとおおおお!?」

　慌あわててＧが襟えり首くびを摑つかんでくれるが、傾かたむき出した回廊の勢いきおいは止まらない。すぐ下にある同じリング状じようの空中回廊とぶつかって、床ゆかのかわりに貼はられた金かな網あみから火花が飛んだ。

　いや、天華たちは傾いた空中回廊にしがみつくだけで済すんだが、空中回廊と繫つながっている階段を登っている最中だった虎近は別だ。回廊と回廊との狭はざ間まにある同じような階段が、何本かひしゃげて潰つぶれた。虎近のいた階段はぎりぎり押し潰つぶされずに残ったが、ばきり、と大きな音を立てて壊こわれてしまう。階段の一番上の接合部分が外れ、慌てて登りきろうとした虎近の体ごと、足場が揺ゆらいだ。

　──が、この程てい度どで長年遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってきた虎近はやられない。

「この、クソ！」

　駆かけ上がりきれないことを悟さとると、特注ブーツの足を振り上げ、階段が離はなれていこうとする遺い跡せき内壁を蹴けった。跳とび上がるためのものではない。突つき刺さすような蹴りである。ブーツの底から飛び出したスパイクで、内壁を構こう成せいする装そう甲こうの隙すき間まにがっちりと足を食い込ませた。

　虎近は食い込んだブーツで、自分自身を支える。内壁にぴたりと張はり付いた。

　少し遅おくれて、さっきまで虎近がいた階段が倒たおれ、白はく煙えんの中に消えていった。「わ───!?」というアルバルドやシエンたちの悲鳴が聞こえた。

「と、父さんっ！」

　天華はＧの手を借りて、傾いた回廊の上を移い動どうして、父の側そばまでたどり着く。

　天華の手を借りずとも、自分で自分の体を引き上げようとしていた虎近だったが。

「ああ、助かるぜ」

　そう言って、あえて虎近は差し伸のべた天華の腕うでを摑んでくれた。




　　　　４




「Ｇ！　あんたなら一人でも先に行けるよね？　……白華を助けに！」

　傾いた空中回かい廊ろうから退たい避ひして、階かい段だんをもうひとつ登った上の回廊。そこで天華は父と話し合い、その結けつ論ろんに至いたった。

　何？　といつもの無む表ひよう情じようをわずかに崩くずすのはＧである。

「どういう意味だ、天華」

「……だからさ、相あい棒ぼうっ。今のあたしたちよりも、あんた一人の方が頼たよりになるってことだよ」

「ん、悔くやしいが……そのとおりだな」

　虎近がノイズだらけの携けい帯たいコンピュータを手に、ブーツの先で遺跡内壁を軽く蹴った。苛いら立だちの蹴りだ。蹴りが当たった遺跡内壁の閉じた扉が、ごん、と重い音を響かせた。

　そこは、円筒遺跡の内壁を縦たてに真まっ直すぐ貫かん通つうする、エレベーター・シャフトである。扉とびらに取り付いて昇しよう降こうボタンを押してみても、エレベーターは反はん応のうしない。防ぼう衛えいシステムが侵しん入にゆう者しやを感知して、ロックしているのだ。遺跡のコンピュータを乗っ取りでもしない限かぎり、エレベーターを動かすことはできそうにない。

「やっかいなことになったぜ。強きよう制せい的にアクセスしようにも、手持ちの携帯端たん末まつが使えないんじゃあな」

　手も足も出ない。と、虎近は天華の横で、舌打ちして携帯コンピュータを閉とじた。

　故ゆえに、ここで使い物になるのはただ一人──Ｇだけだった。

「Ｇっ……正直、携帯端末が使えないあたしたちなんて、単なる足手まといだよ……悔しいけど」

　天華は小こ柄がらなＧの前にかがみ込み、目線を合わせて懇こん願がんする。

「でもあたしたちが優ゆう先せんすべきは、白華を救うことなんだもん！──この遺跡の中で今、白華がどんな状じよう況きようにあるのかも、あたしたちにはわかんないっ。だからとにかく早く、あのコのところへ駆かけつけなきゃ。そうでしょっ？」

「正直、俺おれたちだけではどうしようもないのさ」

　ため息混じりに言うのは、エレベーターの扉を諦あきらめずに調べる虎近だった。遺跡の中で無力なことが、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父の誇ほこりを傷きずつけているのだろう。

　が、手段を選んでいられない。むしろ、利用できるものは何でも利用する。それが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして正しいやり方でもあるのだ。

　天華は銀の瞳ひとみで真まっ直すぐに、Ｇを見つめた。

「しかし、天華」

「平気だよ。相棒っ」

　反はん論ろんしようとしたＧの言葉を、天華は押し留とどめる。言いたいことはわかっていた。

「──あんたはあたしの精せい命めい力りよくで動いてる。だからあんたはあたしを守るために、あたしの側から離はなれない。特にこんな、なにがあるかわかんない遺跡の中じゃね。……実じつ際さい、あたしはあんたに助けられっぱなしだもん。父さんの舞翼ライドが暴ぼう走そうして突つっ込んできたときなんか、あんたがいなかったら大おお怪け我がしてたかもしれないよね」

「……」

「でも、Ｇ。あたしにとって白華は、あたし自身と同じくらい大切なの。あたしと同じ日に生まれた、あたしの片かた割われなんだよ？　──その妹、あんたが先に行って守ってくれる？」

　Ｇならわかってくれるよね。という気持ちで、天華は言う。そして手てつ甲こうを装そう備びした手で拳こぶしをつくり、Ｇのおでこをはたいた。

　痛みを感じない相棒はきょとんとする。

「いい、相棒っ。あたしたちも後からすぐに追いかけるから、勝手に精命力を消しよう耗もうして、白華の前で倒たおれてたりしたらしょーちしないんだから！　わかった？」

「？　天華」

「心配しなくても、ムチャはしないよっ。……てゆーか、あたしたちのこと舐なめてるでしょ？　携帯端末が使えなくたって、あたしはあたし！　あんたに鍛きたえてもらった、この体があるっての！　それに父さんも一いつ緒しよだし、なんとかなるよっ。それよりもあんたこそ、白華をちゃんと助けてよね。せめてあたしたちが駆けつけるまでは、本に戻もどって動けなくなった……なんてことがないようにしてよね！」

「……ああ」

　わかった。とＧがやっと、頰ほおに不器用な「苦く笑しよう」を浮うかべる。

　とたんに、彼は身軽に跳とんだ。およそ四メートル頭上の次の回かい廊ろうへと跳ちよう躍やくし、回廊の金かな網あみを摑つかんだのだ。

「行ってくる」

　Ｇは金網に摑まってそれだけを言い残すと、くるりと体を反転させて空中回廊の上によじ登った。あっという間に、さらに上に飛び移うつる。遺い跡せき内ない壁へきを蹴けって、三角飛びで頭上を覆おおう半月形のシャッターの向こうへと消えていった。その動きは天華を抱かかえて暴走舞翼ライドから逃にげたときの、何倍も速い。

「さっすが……」

　駆け上がって消えたＧの姿すがたを見送って、天華は相あい棒ぼうの頼たのもしさに感かん嘆たんした。──と。

「行くぞ」

　虎近が、天華の肩かたを叩たたいた。全すべてをＧに任まかせてここでのんびりと安全に待っていることなど、できない人なのだ。

　そして、それは天華も同じで。

「うん！　……あたしたちはあたしたちのやり方で、ってね！」

　天華は父の後について、上へと向かう階かい段だんに足をかけた。







　暴あばれる舞翼ライドがどこかにぶつかる音と、アルバルドたち三人組の悲鳴が聞こえた。Ｇは一瞬振ふり返り、遺跡内壁を疾しつ駆くしつつ真下を見る。

　しかしすでに、遺跡内部を無数に区切るシャッターを十枚まいも飛び越こえてきている。黒鉄色の瞳がどんなに闇やみを見通しても、人ひと影かげひとつ見えなかった。──天華や虎近の姿もだ。

　かわりに次のシャッターへと這はい上がろうとしたＧに向かって突とつ進しんしてくる、高速の飛来物があった。

「!?」

　その物体を、Ｇは反はん射しや的に腕うでで払はらいのける。飛んできたのは、機械ではなかった。

「──生物？」

　正体を見み極きわめるまでには至いたらない。その前にＧは十一枚目のシャッターを蹴けって、高々と跳躍していた。褐かつ色しよくの肌はだにぶつかった感かん触しよくで、金きん属ぞくではないということだけはわかった。

　その生物は、どうやら辺りに潜ひそんでいるようだ。侵しん入にゆう者しやであるＧに対して敵てき意いを持っているらしい。次の区画に取り付いたＧを狙ねらって、内壁の装甲の隙すき間まに隠かくれて這うように追いかけてくる。

　同時に、何かの光が目を掠かすめた。人間には見えない、ある種の光線だった。

　だが、Ｇはわからないことは考えない。興きよう味みを持たない。全すべてを無視することにした。いちいち相手をして、消しよう耗もうするのは得とく策さくではない。

　Ｇはひたすら登り続ける。階かい段だんを駆かけ上がり、跳び、支し柱ちゆうや内壁を蹴ってさらに跳ぶ。眼がん前ぜんで植物にさらわれた白はく髪はつの少女を、一いつ刻こくも早く救うために。

　追いかけてくる物体や飛び交う光は、移動するＧの速さに追いつけない。

（だが、天華たちは……？）

　Ｇは、後から追いかけてくると宣せん言げんした銀髪の少女のことが気になった。Ｇが振りきった物体たちは、やがて登ってくる天華たちを襲おそうだろう。

　白華を助けて、すぐに帰ってこれるか？　とＧは考える。天華という供きよう給きゆう源げんから離はなれて減へる一方となった、自分の体を構こう成せいする精せい命めい力りよくの残量を気にかけた。と──。

「？　何だ」

　力の流れを感じる。それは精命力の輝かがやきだった。

　──遥はるか頭上。そこからＧは、力強い精命力を感じた。

　それは白華の精命力ではない。精せい霊れい巫み女こであっても、精命力は人ひと並なみ程てい度ど。彼女が精霊たちを自在に操あやつることができるのは、特とく殊しゆな『龍りゆう眼がん』のおかげである。

　そういったものとはまるで別種の、金色の力の輝きがそこにあった。

（おかしい。まさか……これは──!?）

　それはＧが最もよく知っている、精命力の煌きらめきだった。







　天華たちはその敵に、七枚目のシャッターまでたどり着いたときに遭そう遇ぐうした。

「な、なに、これえっ!?」

　ブルーの非ひ常じよう灯とうに染そめられた薄闇に紛まぎれ、人間の頭程度の大きさをした漆しつ黒こくの物体が飛んでくる。虎近がブーツの底で蹴りつけてくれなければ、天華に当たっていたところだ。

　ブーツから突つき出たスパイクに刺ささって、物体はぐしゃりと潰つぶれる。生なま臭ぐさい体たい液えきが飛び散った。「うわ」と父が声をあげ、顔をしかめる気配があった。

　──今のところ障害と呼よべるものは、果てしなく続く長い階段だけだと天華たちは考えていた。エレベーターが使えないため、己おのれの足で天華と虎近はここまで来たのだ。さすがに二人とも息が上がり、少し休息しようかと思った矢先に、突とつ然ぜん、飛来物に襲おそわれた。

　ぶぅん……。という音が無数に聞こえた。それはさっき倒たおしたのとは別の飛来物が立てる音だ。遺い跡せき内ないの薄闇に紛れて、黒くて丸い物体が蠢うごめいていた。侵入者である天華と虎近に狙ねらいを付け、勢いきおいよく飛び込こんでくる。

「うわっとおお!!　ちょ、ちょっと待って、なんなのおおっ!?」

　天華は父と別方向に転がって逃のがれながら、首元に下げていたゴーグルを装そう着ちやくした。暗視機き能のう付きの、科学の遺物のひとつである。

　ゴーグルをつけたとたん、銀の瞳ひとみの前から闇が払ふつ拭しよくされる。飛び交かう物体の正体が見て取れた。それは──。

「……虫っ？」

　天華が見たのは、ぶんぶんと闇の中を飛ぶ、ボールのような丸い虫だ。黒光りする外がい骨こつ格かくを持った彼らが、走って逃にげる父を追う。動いているものにより強く反はん応のうするらしい。

「植物迷めい宮きゆうに潜んでる、甲こう虫ちゆうの一種だ！　だが獰どう猛もうな種類じゃない、樹じゆ液えきや水をすすって生きてる、おとなしいヤツらのはずだぞ!?」

　飛んでくる甲虫を鋭えい利りなスパイクで撃げき退たいしながら、十八年前にここを訪おとずれている虎近が言う。

「クソ──どうやって操ってる!?」

「待って！」

　父の問いに天華が応こたえる。一いつ瞬しゆん、暗視ゴーグルの視界を焼いた輝きを捉とらえたのだ。

　それは通つう常じよう、人間の目では見えない不ふ可か視し領りよう域いきの光線。甲虫には見ることのできる、特とく殊しゆな光だった。

　その光に導みちびかれて、甲虫は虎近に群むらがっているのだ。

「これ……レーザーの一種っ？」

「……そうか！　光に寄よっていく虫の性せい質しつを利用して、俺たちにレーザーを当てて虫を誘ゆう導どうしてやがるのか！」

　全てを言わずとも、虎近が理解した。甲虫を蹴けり潰しながら、父はダウンジャケットのポケットから四角いレンズを取り出す。天華のゴーグルよりも小型の、暗視機能が付いたものだ。それを右目だけに装着し、虎近は周囲を見回した。そして。

「あれかッ！」

　天華も父の視線を追い、遺跡内部の空間を見み渡わたした。と、そこにシャッターの中央にせり上がった光線を発信する円柱を発見した。一メートルほどの高さのそれは、表面に無数のカメラを搭とう載さいし、ぐりぐりとせわしなく動いている。虎近と天華を捉え、頭とう頂ちよう部ぶのドームからたくさんの光を放つ。

　その光に導かれ、甲虫たちは群がるように、天華たちに飛びかかってくるのだった。

「あれが、虫を使った防ぼう衛えいシステムのセンサーってこと？」

　飛んできた甲虫をなんとかかわして、天華は訊きく。

「親玉がわかれば、話は早い！──潰せば終わりだッ！」

　虎近が真っ先に、センサーに向かって駆かけ出した。甲虫を踏ふみつけ、潰し、突とつ進しんする。

　だが、甲虫の数が多すぎた。飛んでくる甲虫たちに対たい処しよするだけで、虎近は精せい一いつ杯ぱいになる。

　それは天華も同じだった。

「ち、近づけないっ!?」

　手てつ甲こうで相手を弾はじき、天華は呻うめく。虎近と違ちがい、天華は手甲で防ふせぐのがやっとだ。飛び込んでくる甲虫の速度はかわしきれないほどではないが、受け止めるには重すぎる。それに手甲の角でいくら叩たたこうとも、天華の力では甲虫の硬かたい皮をへこませることしかできない。相手を完全に潰すことができなかった。

　そのため、いつしか天華は追い込まれる。

「きゃああっ!?」

　一度に三匹びきの甲虫に襲おそわれて、天華は窮きゆう地ちに陥おちいった。防ぎきれない！

　だが──寸すん前ぜんで、三匹の甲虫が斬きり裂さかれる。

「ぬおわあああああああああ────────────────ッ!!」

　階かい段だんから駆けつけて跳とび上がった、口に剣けんをくわえた金きん髪ぱつの青年剣士に。

「……あ、アルうっ？　あ、あんたっ」

「へ、天へん華はあっ！　よ、よかったあっ、無ふ事ひかっ？」

『獣化ビースト』し、伸のびた八や重え歯ばで剣の柄つかをがっちりと嚙かんだアルバルドが、その隙すき間まから苦しそうに息をしながらふがふがしゃべる。どうやら暴ぼう走そう舞翼ライドをどうにかして、長い階段を一気に駆け上がって、天華たちを追いかけてきたらしい。両りよう脇わきに、部下である栗くり毛げの少年と赤毛少女を抱かかえているため、剣は口で使うしかなかったのだ。

「お、お見事です、アルバルド様っ」
















　剣の鞘さやを持ったシエンが、絶ぜつ妙みようのタイミングで天華を救った主あるじを褒ほめた。その反対側では、「ふにゅううう」とココロが目を回している。

「うにゃぁあああ……アルバルドさまぁあ、走りすぎっスうう～～、あうう、は、吐はきそうスうう～……」

「あ、ああっ、は、悪はふい悪はふい」

　肩かたで息をするほど慌あわてて駆けつけたアルバルドは、ココロの状じよう態たいに気付き、すぐに解かい放ほうしようとした。が、そのとき。

「！　まずい、天華あっ!!」

「へ？　……わ、ちょ……うわっとお!?」

　背はい後ごから飛んできた甲こう虫ちゆうを天華は避よけた。アルバルドが口から剣を取り落とす勢いきおいで、叫さけんでくれたおかげだった。しかし、アルバルドはそうはいかない。天華が避けた甲虫が、真まっ直すぐに彼に飛び込む。

　剣を落とし、両りよう腕うでに二人の部下を抱えた彼に、かわすとか斬るとかの動作はできなかった。

「げふぅっ!?　──あ、あ……ぎゃぁあああああああああああ!!」

「わ──────!?」

「ふにゃああああああああ───～～!!」

　甲虫の体当たりを受け、アルバルドがシエンとココロを抱えたまま後ろに転んだ。そこは彼が駆け上がってきたばかりの、階段のあるところで。

　悲ひ痛つうな叫びをあげた三人が、遥はるか下へともつれて転がり落ちていった。

「ちょ、アルっ!?」

　落ちたアルバルドを追おうとするが、天華に余裕は与えられなかった。

「!?　うあっ！」

　装そう着ちやくしていたゴーグルが吹ふっ飛とばされる。死角から飛んできた一匹の甲虫がぶつかったのだ。天華は飛ばされたゴーグルを追いかけるように、硬かたい床ゆかに倒たおれ込んだ。頰ほおがわずかに切れていた。血が滲にじむ。

　──甲虫の種類が、いつの間にか増ふえていた。丸い甲虫の他に、頭部に鋭えい利りな一本角を持つものたちが現れていた。

（やばッ……!!）

　直感的に、一本角の甲虫にこれまで以上の危き険けんを感じる。五十センチはあるナイフのようなあの角を、天華の手甲で防ぎきる自信はなかった。天華はさっと起きあがり走る。飛んできた甲虫の角を必死にかわした。

　それは虎近も同じようだった。ブーツのスパイクも、一本角をへし折れない。火花を散らして受け止めるのが、精せい一いつ杯ぱいな様子である。

「駄だ目めだ！　体たい勢せい立て直すぞ！」

　音ねを上げて、虎近が「戻もどれっ」とアルバルドが落ちていった階段を指さした。うん、と天華は返答する。が、その瞬しゆん間かんに隙すきができた。

　──悲鳴を上げる間もなかった。天華の体が宙ちゆうに舞まう。角を持った甲虫に隠かくれて突つっ込んできた丸形の甲虫の、体当たりをまともにくらったのである。天華は息を詰つまらせて、大きく跳ねて転がった。

　皮肉にも、どんなに近づこうとしても虫たちに阻はばまれて無理だった、センサーの塊かたまりである円柱の方へと。







　倒れた天華へと、今度は角を生やした甲虫が狙ねらいを付ける。

　それを目にした瞬間、虎近の足が勝手に動いた。自分の周りを飛んでいる甲虫を蹴けり飛ばし、跳とび上がって足あし蹴げにして潰し、走る。ふらふらと立ち上がった娘むすめの方へと。

　間かん一いつ髪ぱつ、虎近の方が早かった。が、甲虫の突とつ進しんを受け止めるほどの余裕はない。

　虎近にできたのは、天華と甲虫の間に自分の体を割わり込ませることだけだった。

「──ぐ、はッ!?」

　肺はいから空気が絞しぼり出された。銀ぎん髪ぱつの少女を庇かばう形で、虎近は一本角の体当たりを受ける。鋭利な角が黄色いダウンジャケットを切り裂さき、鮮せん血けつが舞まった。甲虫の勢いきおいを殺しきれず、吹き飛ばされる。──後ろに守った天華と共に。

　重い音を響ひびかせて、虎近は娘や一匹ぴきの甲虫とひとつになって転がった。と、何かにぶつかって止まる。

　体全体が痛いたかった。甲虫の角は、床に一いつ緒しよに倒れ込んだときに根元から折れたようだ。レンズを落とした虎近の視し界かいの端はしで、角を失った甲虫が体たい液えきをまき散らしてもがき苦しんでいる。

（天華、は……）

「と、とう、さん……？」

　円柱に背せ中なかを預あずけ、折れた角を脇わき腹ばらに刺さした虎近は倒れる。その胸むねに抱だかれる形となった少女が顔を上げた。薄暗い遺い跡せき内ないでもはっきりとわかるほど、彼女の顔色は蒼そう白はくになっていた。

　が、怪我をしたのではない。血が流れているのは、虎近の右脇腹のみ。幸い傷は内ない臓ぞうまで達してはいないようだが、肉をごっそりえぐられたのか、出血がひどい。破やぶれたダウンジャケットはずいぶん赤く汚よごれている。虎近は止血のために、ズボンのポケットに手を伸のばした。応おう急きゆう絆ばん創そう膏こうが入っているのだ。

　けれども、治ち療りようの時間はなかった。ぶうん……。無数の羽音が聞こえてくる。薄うす闇やみにぎらりと角を輝かがやかせた、取り囲む甲虫たちだ。その数は、五十匹以上いるだろうか。

「バカ……」

　逃にげろよ。虎近は、娘の肩かたを叩たたいた。しかし。

「父さん、逃げて。あたしが虫たちをひきつけるからっ」

　真まっ直すぐに虎近を見つめる、少女の瞳ひとみがそこにあった。と、天華はすっくと立ち上がる。自分を守ってくれた虎近を、今度は彼女が守るために。

　──だが、その必要はなかった。

『血けつ液えき中ちゆうよりＤＮＡ採さい取しゆ。分ぶん析せき終しゆう了りよう。ＨＭ０００１と認にん識しき──。防ぼう衛えいシステム、解かい除じよ。攻こう撃げき虫ちゆう誘ゆう導どうレーザー、全ぜん凍とう結けつ』

　大きな合成音声が突とつ然ぜん響ひびいた。虎近の背後で、円柱に取り付けられ血に濡ぬれたカメラが動く。それらは映えい像ぞうだけでなく、様々なものを分析することができる機械でできた感覚器官だ。

　音声はその円柱から聞こえてきた。と、今にも天華や虎近に襲おそいかかろうとしていた甲虫たちが、さっと離はなれた。五十匹もいた全すべてが、あっという間に散り散りに飛んでいく。興きよう味みがなくなったように。

「こいつ、は……」

　それはおそらく、これまで虫たちを操あやつっていたレーザーが消えたせいだろう。そして。

『お帰りなさい。我われらが子よ』

　円柱形のセンサーから歓かん迎げいの言葉が吐かれた。

「え、えっ？　なにが……どうなって……」

　天華がその場にへたり込こんで、わけがわからないという顔になる。

　だが、虎近には何が起こったのか理解できた。

　センサーの告げた、「ＨＭ０００１」という個こ体たい番号も。

「く、そうか……」

　傷きず口ぐちを押おさえて、虎近はゆっくり起きあがった。

　──虎近の帰き還かんを認識した遺跡が目覚める。ブルーの非ひ常じよう灯とうだけだった円えん筒とう遺跡の内部が、明るい光に満たされた。
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「何が起こったのか……お前にはちゃんと話しておかないと、な」

　ダウンジャケットの前をはだけて、簡かん易い治ち療りようのキットで虎近が傷口を塞ふさぎながら、天華にそう切り出した。

「う、うん……」

　父の怪け我がの具合が心配だが、虎近の言うとおりだ。突然自動防衛システムを停止し、息を吹ふき返した遺跡のことは気になっていた。どうしてこんなことに……？

　円筒遺跡の内部はこれまでとはうってかわって、壁へき面めんが明るく輝き、内部をさらけ出していた。止まっていたエレベーターが動き出し、天華たちのいる七枚まい目めのシャッターまで降おりてきた。それはまるで、遺跡が誘いざなっているかのようだ。

　このエレベーターを使えば、白華のいる区画にも行けるだろう。虎近の怪我も気になる天華だが、白華の無事も気にかかった。

　と、右脇腹の傷の応急処しよ置ちを終えた父は、もたれていた円柱形のセンサーから背中を離し、立ち上がる。

「わ！　と、父さんっ」

　天華はよろけた父を素す早ばやく支ささえる。傷を負っていない左脇に潜もぐり込み、肩を担かついだ。

「ありがとな……天華。つっ、けっこう痛いな」

「って、父さんムチャしないで！　……それにまだ、この遺跡があたしたちのこと、完全に受け入れてくれたかどうかわかんないしっ！」

「平気さ。センサーが俺の血を解析したからな」

「？　えっ」

「いいから、エレベーターを使おう。……実際にお前も目にすればわかるだろ」

　父に促うながされ、天華は虎近と共に、やってきたエレベーターの内部に乗り込んだ。

　と、すぐに虎近の言った意味を理解する。

「!?　な……」

　なに、これ。という言葉は、驚きよう愕がくのあまり出てこなかった。踏ふみ込んだ、透とう明めいなシリンダー状じようのエレベーターの内部。そこから見えるのは、内壁につけられた隙すき間まから円筒遺い跡せきに光をもたらしていた無数の照明と、その輝きを反はん射しやさせるものたち。エレベーターと同じ透明な素そ材ざいでできた、カプセル型の物体だった。

　薄うす暗ぐらかったときには暗あん視しゴーグルを着けても見通せなかった、二重構こう造ぞうの内側。そこには、カプセルが隙間なく並べられていた。──その中にそれぞれひとつずつ、人間の体を内包して。

　円筒遺跡の内壁に隠かくされていたのは、人間が詰つめ込まれたカプセルだった。

「人、なの？　……生きてるの？」

「いいや。こいつらは一人として生きてない。どれもただの、合成された肉の塊かたまりさ。……人工的に生命をつくり出そうとしたが、遺跡に記録された遺い伝でん子し情じよう報ほうが千年の間にどれもこれも欠けつ損そんしていて、人間をうまく再さい生せいすることができなかったんだ」

「？　えっ」

「──これは、人間を生き残らせるためにつくられた、タイムカプセルみたいなもんさ」

「タイム……カプセル？」

「そうだ。わかりやすく説明するとだ。……千年前の旧きゆう精せい紀き滅めつ亡ぼうの災さい厄やくから逃のがれるために、科学時代の人間がせっせとつくりあげた、自分たちを長期保ほ存ぞんしておくための装そう置ちってとこだな。冷れい凍とう睡すい眠みんなどとは違ちがう。宇う宙ちゆうに退たい避ひするはずだったこの遺跡が、こんなところに墜つい落らくして以来……慌あわてて考え出された、実験的な保存方法だった。アイデアは簡かん単たんさ。天華、お前はＤＮＡ情報ってわかるか？」

「ＤＮＡ？　えーっと」

　確たしか……。天華は遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして得てきた知ち識しきの中から思い出す。

「遺伝子……だったっけ？　生物の設せつ計けい図ず、だよね？　確かアルの『先ワ祖イ返ルりド』とか、異種しゆ族ぞくたちは、その遺伝子情報を旧精紀にいじられて、特とく殊しゆな能のう力りよくや外見を得たってゆー」

「そうだ。詳くわしいじゃないか」

　虎近は天華を褒ほめた。が、その横顔は真まっ直すぐに、エレベーターの透明な壁面の向こうに見える、人の遺い体たいを収おさめたカプセル群ぐんを眺ながめていた。

「墜落した遺跡にいた人間たちは、二十万人。火星に建造された宇宙都市に逃にげるつもりが、こんなところで立ち往おう生じようだ。積んであった食料も水も、すぐに尽つきることがわかっていた。──だから人々は賭かけたんだ。自分の遺伝子情報や、細さい胞ぼう、記き憶おくのデータを、そのままコンピュータ内に保ほ存ぞんしちまうことをな」

「！　そ、それってつまり……」

「みんなそれぞれ、カプセル内で眠ねむるように死んでいったんだ。ドラゴンが暴あばれて、地ち殻かく変動を起こした世界がマシになるのを待って……それから新たに、保存されていた自分の肉体と精せい神しんのデータを再さい構こう築ちくして、生き返ることを夢ゆめ見てな」

　そうやって人は生き延のびようとしたんだ。と、虎近は言う。

　ゆっくりと上じよう昇しようを始めたエレベーターで、虎近に寄より添そう天華は、無数に並んだカプセルの中身を凝ぎよう視しした。老ろう若にやく男なん女によ、様々な年代の男女がいる。子こ供どももいた。けれど虎近の言うとおり、誰だれ一人として動かない。瞼まぶたを閉とじて、裸はだかの姿すがたで、窮きゆう屈くつなカプセル型のベッドに横たわっているだけ──。

「だが、再生はされなかった……。予想以上に、環かん境きようを修しゆう復ふくするのに手間取ったのさ」

　天華と同じく、移い動どうするエレベーターから見える一面のカプセルを見つめる。虎近の表情が曇くもった。

「人間が外に出られる環境になった頃ころには、時が経たちすぎて。コンピュータ内に保存してあった遺伝子データなどは、軒のき並なみ欠けつ損そんしちまってたんだ。結局誰一人生き返らず、こうしてカプセルの特とく殊しゆな溶よう液えき内ないで、腐くさらずに浮うかぶだけさ……」

「？　父さん？」

　天華はそのとき、あることに気付いた。どうして父は、こんなに遺跡のことに詳くわしいのだろう？

　いかに十八年前にこの中に入ったことがあるとはいえ、なぜ千年前の真実を知っているのか。それに──。

（どうしてあのとき、遺跡の防ぼう衛えいシステムが止まったの？　それって……父さんの血を解かい析せきしたって？　血、って……あ！）

　血液中の遺伝子情報？　天華は、人間の体たい組そ織しきの一部ならどこにでも含ふくまれているＤＮＡという存そん在ざいを知っていた。

　そして、父の話は遺伝子のことに移うつっていく。

「だが、遺跡のコンピュータは諦あきらめなかったのさ。人を生かすプログラムを施ほどこされたコンピュータは、考えたんだ。欠損した遺伝子や肉体の情報も、大おお勢ぜいのデータを集めてまぜて欠けた部分を補おぎなえば、なんとかなるんじゃないかってな。そうやって律りち儀ぎに人間の製せい造ぞうを試み続けたのさ、この遺跡は」

　──それは全すべての核かく心しんだった。

「他人の遺い伝でん子し情じよう報ほうを無む理り矢や理り組み合わせて、培ばい養ようして。そうして数千、数万回の失敗の末に、やっと一人の人間を、千年後の新精紀に生み出したわけだ。ＨＭ０００１という型式番号をつけられた、自立して生きていけるのに必要最さい低てい限げんの、二次成長期を終えた十五歳さいの肉体を生まれつき持った人間がな」

「！　ま、まさか……」

「ん、俺のことさ」

　察した天華の前ではっきりと、虎近が認めた。

　そうだ。故ゆえに、遺い跡せきは父の血けつ液えき中ちゆうの遺伝子を解析することで認にん識しきしたのだ。やってきた侵しん入にゆう者しやが「遺跡の主」であり、攻こう撃げきしてはならない対象だと──。

「俺はここでつくられた、唯一の成功作だ。生まれながら脳のう内ないに、遺跡が持っていた人々の記き憶おくのいくつかを受け継ついだ、な」

　旧精紀の人類の子孫なんだ。父は頰ほおに苦笑を浮かべて、天華に向かって告白した。







「父さんが……ここで、生まれた……」

　虎近を支ささえる銀ぎん髪ぱつの少女は、驚おどろきの表情を隠かくさなかった。当然だ。思いもしなかったことなのだろう。

　……言うつもりはなかった。教えたところで、何にもならないことはわかっていたから。故に虎近は、後生大事にこの遺跡のデータを浮ふ遊ゆう都市に保ほ管かんしておきながら、十八年もの間この地を訪おとずれようとしなかったのだ。

　ここに、虎近のルーツがあった。約二十万人の人々の遺伝子を受け継ぐ、虎近が生まれた場所なのだ。

　そして、他ほかに誰もいなかったため、虎近は、外に出て生きるしかなかったのだ。

「……ここから外に出るのは簡かん単たんだった。中に戻もどるのが繁殖した植物に阻はばまれて困こん難なんだなんて、あのときは知らなかったしなあ。保管されてあった一台の飛行機械で、中央大陸に飛び出したってわけだ。俺に目標なんてなかった。俺は、特別な培養カプセル内で十五歳程てい度どまで育てられたから、コンピュータの施ほどこした脳内転写や、受け継いだ人々の記憶情報のおかげで科学に対する知識は豊富だった。……なんのこたぁない」

　虎近は軽く自嘲する。

「なあ、天華。お前や他の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちは、俺が正せい確かくな科学知識を持ってることで驚くが……実はたいしたことじゃない。俺の脳にはあらかじめ、千年前に人々が持っていた記憶や知識が焼き付けられてるからな。それだけのことなんだ。──いや。それ以外のまともな知識を持っていなかった俺は、外の世界で生き抜ぬくには、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるしかなかったんだ」

　他のどんな生き方も選択できずに、虎近は新しん精せい紀きを生きてきた。それしかできない人間だから。

「……びっくりしたか？」

「う、うん」

　天華が素す直なおに頷うなずいた。困こん惑わく気ぎ味みの表情を隠しきれずに。それはそうだ。いきなりこんな事実を告げられても、どうしていいかわからないのだろう。

　だが虎近はあとひとつ、この娘むすめに言っておかねばならないことがあった。

「ん、悪かったな、天華」

　上じよう昇しようを続けるエレベーター内で、虎近は彼女に謝あやまった。

「へ？　な、なにが……？」

「今まで黙だまってたが、見てのとおり俺は、ここにいる旧精紀の人間の直ちよつ系けいなんだ」

　エレベーターから見える並ならんだカプセル内。そこに浮うかんだ人々を眺ながめつつ、虎近は語る。

「つまり、時を重ねて精せい霊れいの力を行使できる錬れん精せい術じゆつを身につけた、千年の間進化してきた新精紀の人類とは──俺は決定的に違ちがう存そん在ざいだ。……だから俺は錬精術が使えないのさ。そしてその血をたまたま濃く受け継いだお前も」

「……そ、そっか。あたしの錬精音おん痴ちの体たい質しつは、父さんが旧精紀の人間だからで……」

「恨うらんでもいいぜ、俺を」

　虎近は左ひだり肩かたを支ささえてくれる天華を見つめて、そう言った。今まで言えなかった言葉だった。

　天華は、突とつ然ぜんのことに困惑したようだ。虎近を見上げる銀の瞳ひとみが揺ゆらぎ、動どう揺ようを伝える。どう応こたえていいかわからない、という顔になった。一いつ瞬しゆん、虎近から視し線せんが外れる。しかし。

　しばしの間を開けた後、彼女は「ふう」と吐と息いきを漏もらした。

　もう一度虎近の方を向いたとき。彼女の表情に、曇くもりは少しも見られなかった。

「いーよ、別に。父さんのせいじゃないんだもん」

「天華……」

「責せめてもしかたがないよっ。……あたしはなにもかわらないもん。そうでしょ？」

　そんなの今いま更さらだよ。と天華が笑った。

　一瞬、虎近は、目を奪うばわれた。はっとなった。天華の表ひよう情じようが、重なって見えたのだ。──あのときここに連れてきた白はく髪はつの少女のものと。

　よっ、と彼女は担かつぎ上げた虎近の左肩を、しっかり摑つかみ直してくる。

「それに、父さんだって……なんにもかわらないよ。あたしの憧あこがれで、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーで──あたしをここまで鍛きたえてくれた人だもんっ」

　それは母の凰おう華かと、うり二つの笑え顔がお──。十八年前に虎近が凰華を連れてきたときと、そっくりなものだった。

「それに、そりゃあ小さい頃ころはなんでって思って、恨みかけたことはあったけど。……これがあたしなんだもん。あたしはあたしで、逆ぎやくに錬精音痴だったからこそ、こうして遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってるよ。つまり錬精音痴のおかげで、あたしは父さんと今、同じ場所に立ってるんだからっ」

　感かん謝しやだよっ。と彼女はあくまで朗ほがらかに、白い歯を見せるのだった。

　もう虎近が言うべきことは、何もなかった。

「……ん、そうか」

　かわりに虎近は、右みぎ脇わき腹ばらの痛いたみを堪こらえつつ、ぽんと右手で少女の銀髪を撫なでてやった。

　──と、突然。エレベーター内に満ちる光が、眩まばゆいほどの金色に彩いろどられた。

「わ、わっ？　……と、父さん？　あれってっ」

「!?　何だ？」

　異い常じように気付き、虎近は天華と同時に、昇のぼっていくエレベーターの進行方向を見上げた。金色の輝かがやきが、上の階かい層そうから漏もれていた。

　それは──虎近の知らない光だった。







　エレベーターが停止する。「動力炉のある区画だ」と父が告げた。金色の光が漏れているそこは、十七番目の区画だった。

　そこにたどり着いた天華たちを待っていたのは球状の物体だ。無数の機材が転がった円形のフロアの中央でぱっくりと展てん開かいしている。もとのサイズは、直径二メートルくらいのものか。それはしかし今、無数の太いケーブルが繫つながった外装を開き、内部に溜ためられた光の塊かたまりを露ろ出しゆつさせていた。

　ゆらり、と陽炎かげろうのように開いた動どう力りよく炉ろ内ないで揺ゆらめくのは、金色の輝き。それが天華と虎近の目に飛び込こんでくる。力強い光だった。

　──その輝きを平然と見み据すえているのは、その側そばに立ちつくす、褐かつ色しよくの肌はだを持つ相あい棒ぼうの少年であった。

「Ｇっ!?」

「……天華か」

　名を呼よばれて、彼は反応する。だがＧは、再ふたたび視し線せんを光に向けた。目の前の光景に見とれるように。

　金色の輝きの中に、ゆらゆらと長い白髪を漂ただよわせた少女が一人、宙ちゆうに浮ういて横たわっていた。

「って、は、白華あっ!?　ど、どーゆーことこれえっ？　と、父さん！」

「……わからん。動力室の中に、こんな妙みようなエネルギーがあったなんて、俺おれは知らない」

　機械式の動力炉だと思っていたんだが。と、天華に肩を担がれた虎近は呻うめく。どうやら本当に、父にもわからないようだった。

「白華!!」

　天華は強く少女を呼んだ。が、彼女は応こたえない。光の中で浮いているだけだ。

「なに!?　無事なの、白華あっ!!　……ど、どーなってんのおっ!?」

　目を閉とじて眠ねむったように動かない白華。見た目では安あん否ぴがわからず、天華は焦る。父をそっと床に降ろし、金色の光のもとに駆け寄った。

　だがその前で、浮いた白華に魅み入いられたように、Ｇは動けないでいた。

「て、てゆーかっ、Ｇ！　あんたはなにやってんの！　白華を助けるために、一足先にここまで昇ってきたんでしょーがっ!!」

「──白華は無事だ。だが……」

「？　無事だったら、すぐに助け出せばいいじゃんっ！」

　ええいもう！　と天華は花か弁べんのごとく広がった動力炉の外装を踏ふみ越こえ、妹の体に触ふれようと手を伸のばした。が──。

「……な……なに、これっ……!?」

　天華は前に進めない。金色の光そのものがまるで見えない圧あつ力りよくとなって、天華の体を押おし戻もどしていた。白はく髪はつの少女の体に触れることを許ゆるさない。必死に踏ん張ばるが、光を搔かきわけることすらできず、天華はついに足を滑すべらす。吹ふき飛ばされるように光に押されて、「きゃあ!?」と無様に後方に転がった。

　と、尻しり餅もちはついたものの、後頭部を打たずに済すんだのは、素す早ばやく受け止めてくれたＧのおかげだった。

「無む茶ちやをするな、天華。この中に入れるのなら、俺がとうにやっている」

「い、痛いたたあぁ～……って、な、なんなの、いったい……！」

「お前たちにはわからないだろうが──これは、精せい命めい力りよくの輝かがやきだ」

　錬れん精せい音おん痴ちの天華と虎近を見やって、Ｇが見み抜ぬいた正体を明かす。精命力を得て動く道具である精書のＧには、天華たちでは理り解かいのできない力の流れが見えているのだろう。

　白華を取り込んだ金色の輝きを、彼の黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみは見み据すえ直した。だが。

　次の瞬しゆん間かんもたらされたのは、天華が予想もしていなかった一言だった。

「ここにあるのは俺の、なくしたはずの、精せい命めい核かくだ」

　少年の体の胸むな元もとを押さえ、Ｇは確たしかにそう呟つぶやいた。




　　　　６




「なくしたはずの……精命核？　な、なにそれえっ!?」

　どういうこと？　Ｇの腕うでの中で、銀髪の少女がもっともな疑ぎ問もんをぶつけてくる。しかしＧは「わからない」と首を振ふった。

「精命核は、精書の心しん臓ぞう部ぶのようなものだ。俺はその精命核を、あの千年前の闘たたかいのときにこの胸むねの中から失ったはずなんだが──」

　天華を放し、胸を押さえて思い出すのは、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で手に入れた旧きゆう精せい紀き最後の記き憶おく。Ｇが精書Ｍより受け継ついだ【記録ＭＥＭＯＲＹ】だった。

　今よりおよそ千年前の、あのとき──。暴あばれる精せい機き龍りゆうたちを引き連れて、Ｍの手で解かい放ほうされた精書Ｄの【破壊ＤＥＳＴＲＯＹ】の【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】が、世界を飲み込もうとしていた。そこに立ちはだかったのが、精命核を失う前のＧである。

　青年の姿をした完全体のＧは、腕うでに抱かかえた一人の少女に精書としての力を引き出され、闘った。自在に【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】を操あやつって空を飛ひ翔しようし、蠢うごめく【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】とぶつかり合う。

　そしてＧはＤに勝利した。

　だがＤを滅したＧは、その代だい償しようとして、Ｄの【破棄ＤＩＳＣＡＲＤ】の能のう力りよくによって精命核をえぐり取られた。

　そこからは、本来のＧが知らない記憶。第三者である精書Ｍが目にしていた【記録ＭＥＭＯＲＹ】だからこそ、今のＧが得た光景──。精命核を抜ぬかれたＧは、褐かつ色しよくの肌はだをした青年の姿すがたを維い持じできず、書物となって力ちから尽つきた。

　一方でＧの体内を飛び出した精命核は、激はげしく大地とぶつかって、金色の輝きを放ちながら放ほう射しや状じようの亀き裂れつを岩盤に刻きざむ。後に精脈と呼よばれる、精霊たちの通り道を形成した瞬しゆん間かんだった。

　Ｇの精命核はそのときに粉々になり、破は片へんをまき散らして消え去った。

　そのはずだった。──だが、最も大きな破片のひとつは、こうして隆りゆう起き大地の上で、しぶとく輝き続けていたのだ。

　間ま違ちがいない。Ｇは確かく信しんする。何度も何度も確たしかめた。目の前に噴ふき出した金色の輝きは、かつて自分の体内で、拳こぶしほどの大きさの玉となって輝いていたもの。自分の体の一部だった。

　人間ならば己おのれの心しん臓ぞうを見ても自分のものかどうか、判はん別べつはできないだろう。だが、Ｇには感覚的にわかるのだ。

「あのときなくした俺の欠片かけらが、こんなところにあったとは……」

「Ｇの精命核を、この円えん筒とう遺い跡せきがエネルギー源げんとして利用してたってこと？」

　多くを語らずとも、天華が全すべてを理り解かいした。ああ、とＧは頷うなずくだけだ。

「しかし、これで納なつ得とくがいったな。なぜこの地に、白華に『空の精脈』と言わしめるほど、精せい霊れい力りよくが集まっていたのかが」

「？　へ？　ど、どーゆーこと？」

「わからないか？　精脈は、自然発生したものじゃない。取り出された俺の精命核の影えい響きようで生まれたものだ」

「……てことは。──あ！　そ、そっか！」

　天華がぱん、と手てつ甲こうをつけた手のひらを叩たたいた。

「ここに精命核の欠片があったから、もうひとつの精脈ってのができちゃったんだ！」

「おそらくな」

　Ｇは天華に向かって、はっきりと頷いてみせた。

「もともと旧きゆう精せい紀き末期の科学施し設せつは、精書を動力源にすることを考えていたらしいからな。たまたま捉とらえた俺の精命核の欠片をここに組み込んだんだろう」

　そしてそれはきっと、大急ぎで行われたのだろう。様々な配線が剝むき出しの動力室は、突とつ貫かん工事のあわただしさを千年後の今にまで伝えていた。

「なるほど、それでか……うッ」

　Ｇよりもこの遺跡について知っている虎近が、話を聞いて口を開く。が、傷きずが痛いたむのか床から立ち上がることもできず、左ひだり脇わき腹ばらを押さえて呻うめいた。

「と、父さん！　ムチャしちゃダメだってば！」

　天華が慌あわてて、負ふ傷しようした父の元に駆かけつけるが、「平気だ」と虎近は彼女を制せいした。傍らにある機材のひとつにもたれかかり、虎近は楽な姿し勢せいをつくった。

「これくらいで死んだりするかよ。もう出血は止まってる。それより……動力が精書の核を利用してたってのは初めて聞いたが、俺は知ってるぜ」

「？　なにを、父さん？」

「本来は大たい気き圏けんを脱だつ出しゆつできるようにつくられたこの遺跡が、どうして墜つい落らくしちまったのかをな。──そこにある動どう力りよく炉ろを制せい御ぎよしきれず、飛行中に落ちたのさ。そういうことらしい」

「制御しきれなかった？　……この、Ｇの精命核からのエネルギーを、ってこと？」

　真相を知り、天華が目を丸くする。が、彼女は次の瞬しゆん間かん、父に向いていた視し線せんをばっと移した。彼女の銀の瞳ひとみがＧと、金色の光に囚とらわれて宙ちゆうに浮ういた白華を交こう互ごに見た。

「……って、ちょっと待ってよ！　そ、それってっ──そんな不安定なエネルギーの中心に取り込まれて、白華は無事なの!?　ねえ、Ｇっ！」

　危あぶないんじゃないの！　と妹の容よう態だいを心底気にして、天華はＧに詰つめ寄よった。もう一度白華を助けようと、光の中に飛び込もうとする。

　しかし、それをＧは止めた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。……白華なら」

「えっ」

「俺は最初に、無事だと言ったはずだ。白華の体に異い変へんはない」

　異変が起こるはずがない。Ｇは確かく信しんを持って天華に伝えた。なぜならＧには薄うす々うす、なぜ白華が金色の光に囚われたのかがわかっていたから。

　Ｍより受け継ついだ旧精紀最後の【記録ＭＥＭＯＲＹ】に、答はあった──。







　Ｇはもう一度、胸むねの中にＭの【記録ＭＥＭＯＲＹ】を呼よび起こす。

　空中に浮かんだ碗わん型がたの土台、「箱船」。その縁へりに立ち、真下の大地で世界を埋うめ尽つくしていく真っ黒な【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】を見つめる青せい年ねん姿すがたの自分がいた。

「……嫌いやだ」

　Ｇはきっぱりと拒きよ絶ぜつする。この【記録ＭＥＭＯＲＹ】の持ち主である、「仲間になれ」と誘さそう精書Ｍに向かって。

　そうしてＧは【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】となったＤを倒たおすべく、一人の少女と共に「箱船」から飛び降りた。それは白はく髪はつに赤い瞳の白子アルビノの少女──Ｇがグランという人間だったときの妹、ユイファだった。

　精書は道具である。その力を引き出すためには、使い手が必要だ。ユイファはＧの使い手となり、一いつ緒しよに闘たたかってくれたのだ。

　そして、Ｇは勝利した。【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】となったＤを、操あやつる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の【溝ＧＲＯＯＶＥ】に吸すい込こみ、跡あと形かたもなく滅めつしたのである。

　だがその代だい償しようとして、Ｇは最後の力を振り絞しぼった精書Ｄの【破棄ＤＩＳＣＡＲＤ】の力に貫つらぬかれた。

　Ｇが己おのれの精せい命めい核かくを抜ぬき取られた瞬間だった──。

　抜き取られた輝かがやきの玉は、【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】を操って空中にいたＧから離はなれ、消え去るＤをかすめて落ちる。精せい機き龍りゆうたちが暴あばれる大地に、音もなくぶつかった。

　次の瞬間、世界にあふれ出すのは金色の光だ。玉が割われて、内部に凝ぎよう縮しゆくされていた精命力をまき散らしたのだ。精命力は金色の光の奔ほん流りゆうとなって、大地の四方八方に飛び散った。

　──そこから後のことは、本来はＧが知ることのなかった記き憶おくだった。闘いを「箱船」の上から傍ぼう観かんしていた精書Ｍが、自らが操ったＤの最さい期ごを見み届とどけつつ、見た過か去こだ。

　精命核を失ったＧの体が崩ほう壊かいを始める。肉体と共に、意い識しきも急速になくなっていく。

　このときのＧにできたことは、腕うでに抱かかえるユイファを、無事に大地に降ろすこと。それだけだった。

　しかし、それはままならない。慌てて降こう下かしたＧだったが、地表まであと十数メートルというところで力ちから尽つきる。核を抜き取られた不完全な精書として、書物の姿に戻もどってしまった。ユイファの体は書物となったＧを抱だきしめ、空中に投げ出されたのである。

　だが──。

「あ、あっ!?」

　彼女は大地に叩たたきつけられるより先に、地表に溢あふれる金色の光に飲み込まれた。同時にユイファに流れ込むのは、通つう常じようは人が浴びることのない強きよう烈れつな精命力だ。

　それは彼女の肉体を変えてしまうほどの強い力。大地に千年の間残る精脈を刻きざんだ強い精命力余よ波はを受けて、ユイファは両目を覆おおった。

　赤かった瞳が、特別な金色の『龍りゆう眼がん』となっていた。

　と、そのまま地表に叩きつけられるはずのユイファの体がふわりと浮ういた。金色の光で活かつ性せい化かした風の精せい霊れいが集まって、助けに駆かけつけてくれたのだ。

　ユイファは大気に受け止められ、ゆっくりと地上に舞まい降おりた。

　それが──精霊巫み女こがこの世に誕たん生じようした瞬間だった。







「あのユイファちゃんが……Ｇの精命核のせいで、『龍眼』になった？」

　相あい棒ぼうの説明を聞き、天華はとにかくびっくりする。

「ってことは……え、ええと。ゆ、ユイファちゃんが──あたしや白華のご先せん祖ぞ様さまになるってことおっ!?　え、えええええええーっ？」

「断だん定ていはできないがな」

　Ｇはあくまで冷静に言った。が、天華は落ち着いていられない。いきなり打ち明けられた真相に、「てことは……」といろいろ考える。

（あ、あたしたちと、Ｇは……ものすごく遠いけど、ち、血が繫つながってるってこと？　う、うわあ！）

「てゆーかＧ！　あ、あんた、そんな大事なこと、今までなんで言わなかったのよ!?」

「……訊きかれなかったからだ」

　驚おどろく天華とは対照的に、Ｇは落ち着き払はらったものだ。相変わらず平然と、素そっ気けない返答をする。天華はさすがに閉へい口こうした。

　かわりに「つまり、こういうことか？」と口を挟はさむのは、機材にもたれて話を聞いていた虎近だった。

「精命核がぶちまけた光によって『龍眼』がこの世にもたらされたのなら、ここにある光に白華が囚とらわれていても問題ないってことだよな」

　精書Ｇの過か去こを初めて知った父は、ユイファとＧの関係を深く知らないため、天華より冷静に物事を分ぶん析せきした。

「そうだ」

　Ｇははっきり頷うなずいた。じっと白華と、金色の光を見つめて。

　そっか……。天華もなんとなく理り解かいする。ここにある輝かがやきは、Ｇの一部であったのだ。

（Ｇが白華を……Ｇが必死に守ったユイファちゃんの、遠い子孫を危き険けんにさらすわけがない、よね）

　きっとそういうことなのだろう。

「この金色の光は、精霊巫女の『龍眼』の光なんだ……」

　漠ばく然ぜんと感じて、天華はそう口に出した。

　よくよく見れば、浮かんで寝ねている白華の顔は、とても安らぎに満ちていた。このこともきっと、Ｇが「無事だ」と告げた判はん断だん材料なのだろう。

「でも、いつ白華は解放されるの？」

　天華は一いち抹まつの不安を拭ぬぐいきれない。白華はずっと空中に浮かんだままだ。起きる気配は微み塵じんもなかった。

「……。ねえ、Ｇっ。これってあんたの精せい命めい核かくなんでしょ？」

「？　ああ」

「じゃあさ、取り込めないの？　あんた自身にさあ。もともと同じものだったんだから、できるでしょ？　そしたら白華も解放できて──」

「無理だ。俺の精命核は、Ｄに抜ぬき取られて大地にぶつかった拍ひよう子しに、砕くだけて変へん質しつしてしまった。ここにあるのは精命核の欠片かけらから放出されるエネルギーにすぎない。それを俺に取り込むのは不ふ可か能のうだ」

　黒くろ鉄がね色いろの瞳で光を見み据すえて、Ｇは淡たん々たんとしゃべる。

「理解できるのは、白華を取り込んだこの光に敵てき意いがないということくらいだ。……いや」

　違ちがうな。白華を包む金色の輝きを前に、Ｇは言葉を切った。

「へ？　な、なにが？」

「ここに残った、意い思しのようなものを感じる。それが白華をここに招まねいたんだ」

　俺にはわかる。と、精書の少年は呟つぶやいた。天華の銀の瞳では見えないものを、彼は感じ取っているのだろう。

「意思を感じる。おそらく、ずっとここにあったものだ」

「な、なにそれ？」

　天華にはさっぱりわからない。だが。

「凰華、か？」

　ふいに虎近が言った。えっ、と天華は振ふり向き、少し離はなれた床ゆかの上に足を投げ出した父を見る。

　それはもしかしたら、単に虎近の直感だったのかもしれない。しかし、父の銀の瞳は揺ゆるがずに見る。精せい霊れい巫み女こが受け継つぐ『龍りゆう眼がん』と同じ色の、金色の輝きを。

　そして──。







　声が聞こえていた。それは白華が遠い昔に耳にしていた、懐なつかしい人のもの。

　白華と同じ白はく髪はつと金色の瞳を持った、母の声だ。

（か、あ、さま……）

　あたたかなそれは、白華をここまで呼よんだ、凰華の意思の煌きらめきだった。

　白華はあまりに居い心地ごこちが良くて、あたたかくて、ついつい永えい遠えんに包まれていたい気持ちになる。母の匂においが残る金色の光に満たされて、白華は長くうたた寝していた。何もかも忘わすれ、母の言葉を聞いていた。

　が、それはついに終わりを迎える。

『凰華、か？』

　外の世界から声が届き反はん響きようした。それは父の呼びかけだった。と、母の残ざん留りゆう思念が反はん応のうする。

　もう帰りなさい。と、母が言った。

（はい。母様っ）

　白華は素す直なおに従したがった。わかっている。母がとうに死んだことを。ここにずっといるわけにはいかないことを。

　金色の光は急速に消えて、白華の意い識しきと体を解かい放ほうする。白華は徐々に五感を取り戻もどし、浮遊していた自分の体が降おりていくのを感じ取った。

　金色の光の中で見る夢ゆめは、終わりだった。







　白華はゆっくり目を覚ます。

　と、しっかりと抱だきしめてくれている小さな腕うでがあることに気付いた。それは褐かつ色しよくの肌はだの少年のものだった。

「Ｇくん……」

「起きたか、白華」

　うん、と微笑ほほえみを向けようとした白華の目に飛び込こんできたのは、Ｇの隣となりで心配そうに見守ってくれている銀髪の少女だった。白華と同じ顔をしている天華だ。

　彼女は白華が無事であることを知ると、何も言わずにやさしく抱きしめてくれた。

　そのぬくもりが心地よくて、白華はまた眠ねむりの世界に誘いざなわれそうになる。が、言うべきことは山ほどあった。

「姉様、Ｇくん。あたしね……ずっと母様に抱かれてたんだよ……」

「？　母さんに、って──どういうこと？」

「そうか」

　驚おどろく姉とは対照的に、Ｇが素す早ばやく理解する。

「ここにあったのは、先代巫み女この残留思念だったのか」

「うん、そう。……伝えたいことがあったんだって。だから」

　わたしが呼ばれたの。と白華は起きあがって、この第十七番装そう甲こうシャッターの上につくられた動力区画の中央に目をやった。さっきまで金色の光に染そめられていた区画内は、今は内ない壁へきの隙すき間まから届く光の方が強いほどだ。中央に残る金色の輝かがやきは、ずいぶんと小さな光の塊かたまりになっていた。それを守るように、開いていた動どう力りよく炉ろの外装が、元の球の形に閉とじていく。これ以上エネルギー源げんを失わぬように。

　──光は自らのエネルギーを削って、白華に教えてくれたのだ。十八年前に残された想おもいを。

　それは時を越こえて、白華にしっかり受け継つがれた。母の凰華がここに残したものだった。

「父様っ」

　区画の隅すみでへばっている父の姿すがたを次に見つけて、白華は抱きしめる天華の腕から抜ぬけ出して、虎近のもとに駆かけ寄よった。

「！　……ケガをしたんですか？　だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん、平気だ。もう出血は止まってる」

　少し痛いたむだけさ。と虎近は白華の前で立ち上がる。わずかに頰ほおをひきつらせながら。

　本来なら安静にしておくのが一番なのは、誰だれの目にも明らかであった。けれど──白華は虎近の手を取った。

「？　は、白華？　どーしたの？」

　追ってきた天華が驚くが、白華はやめない。父に伝えることがあったから。

「父様。わたしと一いつ緒しよにきてください。お願いします」

　白華は母と同じ色の瞳ひとみで、体格のいい背せの高い虎近を真まっ直すぐに見上げて懇こん願がんした。

「……母様の残してくれたものが、ここにはあるんです」

　と──。







　白華の言う「母様の残してくれたもの」は、この円えん筒とう遺い跡せきの真上にあった。

　かつて父が母と共に過すごしたという、遺跡内部の最上階区画。その居きよ住じゆうスペースを通り過ぎて、天華は虎近の左ひだり腕うでを担かついで階かい段だんを登る。「こっちです」と反対側で非ひ力りきながらも虎近の体を支ささえる、白はく髪はつの少女の導みちびきに従したがって。

　そして前を行くＧが、錆さびついた頭上のハッチを押おし上げた、その外──。そこに白華が見せたがっていた光景が広がっていた。

「わあ……」

　眩まばゆいばかりの陽ひの光が、最初に全員の目を打った。と、次にまばゆさに慣なれた瞳が見るのは、様々な彩いろどりだ。

　円筒遺跡の上部であり、かつ植物迷めい宮きゆうの頂ちよう上じようでもあるそこには、大小様々な形の色いろ鮮あざやかな花々が咲さき乱みだれていた。青、黄、赤、白──いろんな色と種類の花が集まって、一面の平らな大地をつくっている。

　迷宮の外に渦うず巻まく大竜たつ巻まきの影えい響きようも、関係ない。ここは虎近が以前示しめした迷宮の脱だつ出しゆつ経けい路ろが行き着く、暴ぼう風ふうの届とどかない唯ゆい一いつの場所であった。

　どこまでも澄すんだ空が続き、美しい花畑を取り巻まいている。天華は妹と共に父の体を支える形で、そのまましばし放心した。

「そ、そっか。日光がここにしか届かないから……迷宮として寄より集まった植物たちは、ここで花を咲かせて、旺おう盛せいに受粉してるんだっ」

「重かったわけだ」

　と、Ｇが付け足す。ハッチの上に咲いていた草花を強ごう引いんに引きちぎって押し開いたのは、彼なのだ。
















　父の体を挟はさんだ反対側で、ここまで案内してきた白華も、辺りに見とれて言葉を失っていた。

　だが。ここにいる面々で最も心を奪うばわれていたのは、父の虎近だった。

「こいつは……！」

　虎近が見つめる視し線せんの先に、一本の大たい樹じゆがあった。いや、植物が寄り集まってできた、樹きを模もしたものである。その背は低く、二メートルと少しくらいか。しかし太さは十メートルを超こえていた。普ふ通つうの樹木を思い切り押し潰つぶしたような、不ぶ格かつ好こうな比ひ率りつである。

　天華はすぐに、なぜ父が驚おどろいたのか理り解かいした。えっ、と一いつ瞬しゆん我わが目を疑うかがう。大樹の幹みきには、無数の大きなうろが空いていた。──それらは空くう洞どうの内部にできた、ひとつの入り口といくつもの窓だ。

　それは、植物がつくりあげた家屋だった。

「これが母様の残したものなんですよ」

　白華が言った。行きましょう、と父を誘さそって。

　──大樹の家屋に入った天華たちが見たものは、同じように植物が寄り集まってできた、様々な家具だった。

　木でできた机つくえがあった。簞たん笥すがあった。花か瓶びんがあった。家屋の内部は仕切られており、キッチンが設もうけられていた。奥おくの寝しん室しつには、枯かれ葉のベッドが二つ存そん在ざいしていた。

「母さんがつくった……家？」

　正解は、天華が最初に口にした。白華はこくんと頷うなずいた。が、父にも十分わかっていたようだ。

「……そうか、思い出した。アイツ──」







　虎近は回想する。十八年前に凰華を連れて、初めて一いつ緒しよにこの植物迷宮の頂上まで登ったときのことを。

　あれは星が瞬またたく夜だった。澄んだ夜空に浮うかぶ蒼あおと銀の二つの月が、ここにある花々を照らしていた。

「まあ、きれいっ」

　花を踏ふみつぶさないように慎しん重ちように歩きながらも、凰華がくるくると回ってはしゃぐ。

「ステキですね！　この場所って」

　彼女は一面の花畑に見とれて微笑ほほえむ。そして唐とう突とつに、「そうだっ」と軽く手のひらを叩たたいた。

「ねえ、ココンさま。……ここにお家があったらいいと思いませんか？　小さくっても、二人で住むには十分な広さの、お花に囲まれたお家！　ううん、私たちだけじゃなくて……家族のお家です。私たちがいて、子こ供どもがいるんですよ。二人くらいがいいなあ。いいですよね、家族って。──もうっ、聞いてるんですか？　ココンさまっ」

　虎近はそのとき、花畑にいる凰華に見とれて、実はよく聞いていなかった。ああ、と生返事をする。

　ぷう、とふくれたのは凰華だった。

「もう、知りません！」

　彼女はへそを曲げて、一人で向こうに行ってしまう。虎近は追いかけず、好きにさせておいた。

　と、しかし。しばらくしてから彼女はなぜか、上じよう機き嫌げんで帰ってくる。

「うふふ。ちょっとしたお願いを、植物にしてきたんです」

　どうしたんだよ、と訊たずねた虎近に、彼女は意味深にそう言った。人差し指を立てて、やわらかな唇くちびるにそっと当てる。

「ナイショですよっ」

　星空の下で金色の瞳ひとみをきらきらさせて、凰華は楽しそうに笑った。







「アイツ……こういうことだったのか」

　植物迷めい宮きゆうの頂ちよう上じようで、虎近は十八年ぶりに真実を知った。凰華が植物に『龍りゆう眼がん』の力で頼たのみ込んで、生長してできた小さな家がここに生まれていた。

「そうか……」

　同時に、いろんな疑ぎ問もんが氷ひよう解かいした。なんとなくわかった気がした。

　凰華が残した家族のための家を、天華と白華の二人の娘むすめと一緒に眺ながめたから。

　凰華は、未来に起こることを感じ取れる少女だった。──自分が若死にすることさえも。

　故ゆえに、彼女は望んだのだ。短い人生の中で、やれることは全すべてやってしまおうと。精せい霊れい巫み女ことしての役目を背せ負おいながらも、巫女としてではなく、一人の女としての人生を、精せい一いつ杯ぱい生きたかったのだ。

『ココンさまは……私と同じく、独ひとりぼっちの人ですから』

　どうして俺おれを選んだんだ？　という問いかけの、凰華の答はそれだった。

『私は、精霊巫女として。ココンさまは、遺い跡せきに生み出された人として……でも。ココンさまは自分の人生を、精一杯切り開いてきてるお人です。私、そういうところが好きなんですよ？』

　私は、違ちがいますから。と彼女は最後に、伏ふし目がちに言うのだった。

（俺のように生きたかった？　……精一杯生きただろ、凰華）

「……いろいろ、残しやがって……」

　虎近は二人の娘たちには聞こえないような小声で毒づく。澄すみ渡わたった青空を真まっ直すぐ見上げた。

　二人やＧに表ひよう情じようを見せないように──こぼれそうな涙なみだが落ちないように。







　【エピローグ】







　円えん筒とう遺い跡せきの頂ちよう上じようを星空が包み込む。高度一万メートルの隆りゆう起き大地の上から見える星々は、今にも虎こ近こんのもとに落ちてきそうなほどたくさん夜空に煌きらめいていた。

　蒼あおと銀の二つの月の輝かがやきが、やわらかく夜の花畑に降ふり注ぐ。それはかつて虎近が凰おう華かと一緒に見上げた夜空と同じだった。

「家族って、いいですよね」

　そのとき彼女が口にした言葉の意味は、十八年経たった今日になってやっとわかった。

（独ひとりぼっちじゃなくなるから、か。……そうだろ、凰華？）

　視し線せんを向ければそこにある大たい樹じゆの家も、明かりを灯ともした家の中で食事会の準じゆん備びをしている二人の娘むすめたちも、みんな凰華が与あたえてくれたものだった。

　虎近は凰華のおかげで、もう一人ではなくなっていた。

「──誕たん生じよう日びパーティをしようよ！」

　そう言い出したのは、誕生日である一月二十六日を翌よく日じつに控ひかえた、双ふた子ご姉し妹まいの姉だ。

「ううん。あたしたちが生まれた日を祝うパーティじゃないよ。……この母さんの残してくれた小さな家で、あたしと白はつ華かを生んでくれた母さんに感かん謝しやするパーティだよっ」

　そういうわけで。負ふ傷しようしている虎近は、「ゆっくりしてて！」と天てん華かに言われて、家の外に放り出された。花畑の大地の端はしに運び出された、植物がつくった長なが椅い子すに寝ねそべり、ぼんやりと月と星を眺ながめる。

　しかし虎近が耳にするのは、静せい寂じやくとはほど遠い、大樹の家から届とどく喧けん噪そうだった。

「姉様あっ、これでお味はいいですか？　はい、あ──ん」

「うん、あ───んっ。──うんうんっ、いい味じゃん白華っ。んふふ、やっぱり味見は白華に任まかせるのが一番だよねえ」

「……悪かったな。味がさっぱりわからなくて」

「あはは、Ｇを責せめてやしないってばさ！　適てき材ざい適てき所しよってヤツでしょ？　……それより、ほーらほらっ！　アル！　ちゃっちゃと働いてよね！」

「って、な──なんでオレがこんな目にぃいいっ!?」

「なんで、って。あんた、あたしの役に立ちたいからここまで駆かけつけてきたんでしょっ？」

「い、いや……そ、それは、そうだけどさぁああ……」

「だから存ぞん分ぶんに役に立ってもらおーじゃないの、ってことでしょ？　いーじゃんそれで。もー愚ぐ痴ちこぼさずに、とっとと雷らい帝てい号ごうに残った荷物取ってきてよねッ！　ほらほら！　──ところでさ、食材はこれで全部なの？」

「……。あ、あなたって人は……これ以上僕ぼくたちの飛ひ空くう艇ていから、搾しぼり取れる食料なんてないですよ……。さっきアルバルド様が運び入れてくれたぶんで全すべてです」

「ふやあー、これが、遺い跡せきの居きよ住じゆう区くでずっと眠ねむってたお酒スかあ？　……んー、ひくっ？」

「うわぁあ、こ、ココロ操そう縦じゆう士し官かん！　な、なにを勝手に飲んでるんですか!?」

　こき使われているのは、アルバルドたち三人組だ。天華に叩たたき出されるように金きん髪ぱつの青年剣けん士しが家を飛び出し、慌あわただしく円筒遺跡のハッチを駆かけ下りていった。

　そんな光景を遠目に見て、虎近はタバコを取り出し、火を点つけた。

　と、そこに「父さん！」と天華が家から出てやってくる。

「父さんの言ってたとおり、遺跡の居住区からお酒の樽たるが出てきたよー。あれが十八年前に父さんがつくってほったらかしてたヤツだよねっ」

「ん、飲めそうだったか？」

「それは……まあ、大だい丈じよう夫ぶみたい」

　天華は振ふり返り、大樹の家の様子を窺うかがう。そこではすっかり酔よっぱらった赤毛の少女が、けたけたと明るい笑い声をあげて騒さわいでいた。

「……それより、父さん。タバコはいいけど、お酒はちょっとくらい控ひかえてよね。いくらなんでも体に障さわるよ？」

　んもー、と天華が不満そうな顔をした。虎近の体を本気で心配しているのだ。しかし。

「今夜は飲みたい気分なのさ」

　凰華のために、な。と虎近はあくまで譲ゆずらなかった。

「父さん……」

　そっか、と天華も納なつ得とくしてくれる。──しばしの沈ちん黙もくが、二人の間に生まれた。

　と、銀髪の少女がちょこんと、長椅子の端はしに腰こし掛かける。

「あのさ。……父さん？」

「ん？」

「ここで、どれくらい生活してたの？　母さんと一いつ緒しよに」

「……そう、だな。俺は当時、精せい霊れい巫み女こ誘ゆう拐かいの件けんで、帝てい國こく領りよう域いきを迂う闊かつにちょろちょろできなかったからな。ここを拠きよ点てんに、しばらく凰華と暮くらしていたんだ」

　だいたい半年くらいか？　と虎近は年月を数える。十八年と三か月前の、３９８１年十一月の頭にここにきて、翌よく年としの五月に、浮ふ遊ゆう都市に立ち寄よった際さいに妊にん娠しん二か月であることがわかったのだ。

「凰華の腹はらが大きくなってきて、どうしようもなくなって……そこで仕方なく精霊都市に戻もどったのさ」

　──それからが大変だった。虎近は苦く笑しようする。

　精霊都市に凰華を連れて戻った虎近は、僧兵たちに拘こう束そくされた。当然の処しよ置ちである。

　だが凰華が身ごもっていることを知ると、神官たちの虎近に対する態たい度どは一変した。まるで手のひらを返すように、形だけ残っている王の席に、虎近を迎むかえ入れようとしたのだ。

　それは凰華の働きかけもあったのだろうけれど。帝國の神官たちが何よりも望んだのは、精霊巫女の血が次世代に受け継つがれること。この一点だけなのである。

　とりわけ、「独ひとりぼっち」と称しようした凰華の言葉どおり、彼女の血けつ縁えんが一人も残っていないという状じよう況きよう下かでは。

「帰ってきた凰華の生活は、まるで籠かごの鳥だった。アイツは赤ん坊ぼうの時に親を両方とも亡なくしてたんだ。そのせいもあって、アイツは神しん殿でんの奥おくに押おし込こめられて生活させられたのさ。……と、これはお前も、白華を見てるからわかるとは思うが」

「うん。神殿から外に出られない生活、ってことだよね」

「ん、そうだ。一人だけの生活ってヤツさ。──ま、俺も似にたようなもんだったけどな。アイツに出会うまでは」

「？　えっ」

「俺はこの遺跡で生まれ、特別なカプセルの中で成長させられた。その間に生きるための知ち識しきは、コンピュータが与あたえてくれた。だがそれだけだ。俺には生まれつき、親と呼よべる者もいなければ、共に育った者もいない。外の世界に飛び出しても、遺跡生まれの人間なんざ他ほかにいやしない。アイツに……凰華に出会う前の俺は、世界で一人きりだったのさ」

　この地で一緒に暮くらしてくれた、今は亡き凰華という少女。虎近はここで彼女に、自分の出生について全すべてを吐と露ろした。そんな虎近を凰華は拒きよ絶ぜつしなかった。虎近を抱だきしめて、やさしく受け止めてくれたのだ。

　あの瞬しゆん間かん、一人と一人は重なって、二人になった。もうどちらも、独りぼっちじゃなくなったのだ。

（そうだったよな、凰華……）

　長なが椅い子すに横たわりタバコをくわえて、虎近は二つの月をぼんやり見上げる。その傍かたわらで、銀ぎん髪ぱつの少女はじっと話を聞いていた。

　タバコが燃もえて、長い灰はいが落ちようとする。その寸すん前ぜん、虎近は椅子から起きあがり、灰を捨すてて彼女を見つめた。

「なあ天華。お前、いつまで遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやるつもりだ？」

「……え、えっ？」

　なに、いきなり。と、彼女は驚おどろきの表ひよう情じようを見せる。

　けれども虎近は、天華から決して視し線せんを外さなかった。父親としてひとつだけ、伝えておかねばならないことがあったから。

「俺は、ずっと遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってきた。生まれてすぐにここを飛び出して、最初にコゥに拾われて、浮ふ遊ゆう都市で仕事を探さがして──そして選んだのさ。生きていくために。旧きゆう精せい紀きの知識しかなかった俺には、それが自然なことだったんだ。だが……お前は違ちがう」

　そうだろ？　と虎近は促うながした。天華は息を吞のむだけだ。

「お前には、もっと選せん択たく肢しがある。なにしろ、あの凰華の娘むすめだからな……」

「と、父さん！　で、でもっ」

「天華。ずっと遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやってきた俺は、誰だれよりもよく知ってるんだ。……お前は遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやることが楽しい、と言ったよな？　だが──ここに、人としての幸せはない」

「！」

「少なくとも俺には見つけられなかったんだ」

　虎近ははっきりと、娘に教えた。







「俺はな、凰華が死んでから、遺い跡せき探たん求きゆうに打ち込んでみたのさ。そうすることで、少しでもアイツの死を忘わすれたかった」

　虎近がゆっくりと、天華に向かって語り続ける。

「神殿になかなか帰らないようになったのも、その頃ころからだ。俺はいくつもの遺跡を発見して、潜もぐり、知り……腕うでを上げた。空に浮うかぶ、あの蒼あおい月にも行った。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の転てん移いホールを使って、隣となりの惑わく星せいである火星にも渡わたった。だが──無意味だった。気を紛まぎらわせただけだ」

　凰華の欠けた心の穴あなは、決して埋うまらなかったんだ。と虎近は満天の星空に向かって言った。

　天華は黙だまって、父の話を聞いていた。何を言っていいのかわからなかった。困こまった顔になるだけだ。

（あたしは……）

　じゃあ、かわりになにをすればいいの？　そんな気持ちになってしまう。

　と、ふっと微笑ほほえんだ父が、困こん惑わくする天華の頭にぽんと触ふれた。わしわしと乱らん暴ぼうに、大きな手が撫なで回す。

「遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやめろとは言わない。だが、お前は別の生き方で幸せを見つけた方がいい」

「父さん……」

「たとえば、結けつ婚こんとか、な。ははっ」

「へ？」

「アルバルドとは、一いち応おう夫婦なんだってな？」

「は？　え？」

　いきなり言われて、天華は動どう揺ようした。父の真意を測はかりかねる。虎近はタバコをくわえた口元に、かすかに笑みを浮かべていた。冗じよう談だんだろうか？　しかし。

「天華。俺はな、自分の人生で一番よかったことは、凰華と結婚したことだと思う」

　最後にそう告げた虎近の横顔は、とても真しん剣けんなものだった。

　天華はどう応こたえていいのかわからず、呆ぼう然ぜんとしてしまう。と、虎近は長なが椅い子すから腰こしを上げて、一人で大たい樹じゆの家屋に向かう。

　照れくさくなったのだろうか。虎近は振ふり返らずにそそくさと歩いていく。

　天華は追いかけることを躊躇ためらって、座すわったまま父の背せ中なかを見送った。──と、そこに。

「よ、っと！　こ、これで残り、全部だからな！」

　大樹から少し離はなれた、長椅子に近い円えん筒とう遺跡のハッチが開く。そこから現あらわれたのは、天華の雷らい帝てい号ごうまで残った荷物を取りに行っていたアルバルドだ。

　──公式には、天華と婚こん姻いんを結んだことになっている、幼おさななじみの青年だった。

　彼は背せ負おってきた大きめのリュックを足元に降おろし、一息吐つく。

「もっ、もうないよな？　もう行かないからなっ」

「う、うん」

「？　あれ？　……て、天華？」

　おとなしい返事をした天華に疑ぎ問もんを抱いだいてか、アルバルドが長椅子に向かって近づいてきた。

（アルと、け、け、け、結婚んんん──!?）

　しまった。さっきの父との会話のせいで、天華はアルバルドのことを妙みように意い識しきしていた。なにこれ？　ちょっと焦あせってしまう。

　こんなことは初めてだ。何かが自分の中で、突とつ然ぜんかわってしまったのだ。

　いや──違う。

（……いきなり、じゃない、かも）

　天華は長椅子に腰こし掛かけて、背もたれを挟はさんだ側にきた幼なじみの青年を見つめた。

　アルバルドはいつも、天華のために駆かけつけてくれる。今回は特にそうだ。天華はちゃんとわかっている。アルバルドはたった一通のメールを読んで、必死にここまで来てくれた。それだけじゃない。極きよく限げんまで体力を消しよう耗もうする『完全獣化フル・ビースト』をした後なのに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの肉体を無む理り矢や理り『獣化ビースト』で奮ふるい立たせて、天華の窮きゆう地ちに駆けつけたのだ。

　最後の詰つめが甘あまくて、どうしてもいつも報むくわれないのだが。彼の気持ちはいつも天華に向いていた。──そのことに天華が、今になって気が付いたのだ。

「お、おい。天華あ？」

「……あ。う、うん」

「？　ど、どうしたんだよ。なんか、おかしいぞ？」

　黙だまりこくってしまっていた天華を不ふ審しんに思ってか、アルバルドが顔を寄せる。「どこか悪いのかよ」と、心底心配している様子で。

　天華はさらに真っ赤になった。確かく信しんしてしまった。アルバルドの気持ちを。

「な、なんでもないってっ」

　天華は慌あわてて長椅子から立ち上がる。と、しかしアルバルドが許ゆるさなかった。

「待てよ！　……熱でもあるんじゃないのか？」

　天華の背はい後ごから両りよう肩かたを押さえ、強ごう引いんに再ふたたび椅子に座らせる。下心なしでアルバルドが接せつ近きんし、長椅子の背もたれに寄よりかかった。大きな手のひらが、天華のおでこにさっと触ふれる。

　二人はしばし、長椅子の上で沈ちん黙もくした。

「……。熱、あるんじゃないか？　天華っ？」

　アルバルドが泣きそうな顔になった。

　今まで何度も見てきた顔だ。殴なぐったときや、蹴けったときや、踏ふみつけたときや──数かず限かぎりない天華の仕打ちで、アルバルドはよくこういう困こまった表ひよう情じようをする。

　そして今は、天華の体を本当に心配して。

（ま、まいったなぁあ……あたし）

　天華も、とても困ってしまう。自分の中に湧わき出てくる、初めての感情を抑おさえつけられなくなって。

　それなのにこういうときに限って、アルバルドは鈍にぶいのだった。

「おい天華、ほら。戻もどろう。確たしかあの家の中には、ちゃんとベッドもあったよな？」

「や。い、いーってばっ。別に風か邪ぜなんかじゃないから」

「そーゆーこと言うヤツが、風邪ひいてぶっ倒たおれるんだぞ？　いいから言うこと聞けっての！」

「だ、だからさ……ん、んもう───!!」







「うぁああ──～～んっ、あ、アルバルドさまぁあ──～んッ！　ど、どうせお似に合あいっス！　公式にもお姫ひめさまと結けつ婚こんしてるス！　自分の入り込こむ余よ地ちはないんス～～！　ああああん！」

　黙もく々もくと料理をつくるＧの横で、すっかりできあがった赤毛の少女が、大たい樹じゆの窓まどから外を見て泣き出す。突然のことに「何だ？」とＧは手を止めた。窓から見えるのは、天華とアルバルドの二人である。長なが椅い子すを挟んで口こう論ろんをしているようにしか見えないのだが、酔よっぱらった少女の目には仲むつまじく映るらしい。ココロはぽろぽろ号ごう泣きゆうし、ダイニングルームに広げた、飛空挺から持ってきた折り畳たたみ式テーブルに突つっ伏ぷした。

「って、あ、あなたですね！　まったくっ、お姉さんのアカネさんもお酒には弱いという話を聞いていましたが……ココロ操そう縦じゆう士し官かん！　たった二ふた舐なめしただけでそれですか!?　ぐ、ぐでんぐでんじゃないですか！」

　叱しかるのは、同どう僚りようの少年補ほ佐さ官かんである。が、彼もココロに飲まされた一口で、すでに酔よっぱらっていた。Ｇが白はく髪はつの少女と一いつ緒しよにつくった料理を並ならべきる前に、へべれけの二人がテーブルでくだを巻まく。それに付き合うのは、酒に強い虎近だけだ。

「やけ酒には付き合ってやるよ」

　虎近が窓の外を眺ながめながら、酔っぱらいたちの手から酒のコップを奪うばい取った。

「面おも白しろいな、アイツらは」

　酒を一気に飲み干し、歯を見せる。

「仲がいいんですよ。ね、Ｇくぅん♪」

　虎近に応こたえながら、白髪の少女がＧにもたれかかってきた。背せ中なかからＧの首に腕うでを回し、ぎゅっと強く抱だきしめる。

「そうか？　知らん」

　俺おれにはわからん。と返答し、Ｇはできあがった料理をテーブルに並べていく。抱きついている白華が邪じや魔まだが、放ほうっておいた。好きにさせる。

　白華も、先さき程ほどココロに勧すすめられるままに飲んだコップ一杯ぱいのアルコールで少し酔っているのだろう。顔色にかわったところはないが、いつも以上にべたべたとＧにすり寄より、「ＧくんＧくんＧくーん」と甘あまったるい声を出した。

　と──。

「ねえ、ＧくんＧくん。あのね……わたし、Ｇくんのこと、好きだよ？」

　いきなり白華が告白した。なに？　とＧは真後ろに立つ彼女を見上げる。

　白髪の少女はにこにこと笑えみを浮うかべ、さらにＧにしなだれた。

「んー～、大好きっ。Ｇくぅん！」

「おい、白華。……俺はただの道具だぞ」

「うんっ、知ってるよ。でも好きだようー」

「……。そうか」

「Ｇくんは、嫌いや？」

「？　いや」

　Ｇはしばし考え込む。Ｇは精せい書しよだ。恋こいなどしない。──しかし。

「そうでもない」

　Ｇは素す直なおに、少女に応こたえた。

「物好きだな、白華は」

「えっ。う───ん、そうかなあ？」

　白華は金色の瞳ひとみできょとん、とＧを見つめる。

　と、「おっ」とテーブルについた虎近が声をあげた。

「そろそろだぞ」

　手に取るのは、脇わきに置いてあった携けい帯たいコンピュータだ。アルバルドが持ってきた、天華のものと同型のヤツである。

　画面が開いたままであったそれを虎近が、向かい合って席に着いた、酔っぱらいのシエンとココロの間に置いた。白華やＧにも見やすいように、画面の角度を調節する。

　画面に映うつし出されていたのは、大きな数字。拡かく大だい表ひよう示じされた、秒数までカウントするデジタル数字の時じ刻こくだった。

　そう、それはあと数秒でちょうど午前０時を告げようとしていた。

　双ふた子ご姉し妹まいの誕たん生じよう日びである一月二十六日まで、あと五秒。四秒。三秒──。







　大樹の家から、わっ、という歓かん声せいが漏もれた。それは酔っぱらいたちがあげた、「おめでとう！」の叫さけびだった。

　その騒さわぎで、口くち喧げん嘩かをしていたアルバルドと天華は休戦する。

「あ、ああ……ええと、そっか。天華も白華ちゃんも、十七歳さいになったんだ。──た、誕生日おめでとう、天華」

「え？　う、うん。あ、ありがとっ」

　アルバルドの言葉に、銀髪の少女が反はん射しや的に礼を返した。これまでの応おう酬しゆうが噓うそのような会話である。

　おかげで妙みような空気ができあがる。二人はなぜか無言になった。

　長なが椅い子すの背もたれを半ば乗り越こえる形で詰つめ寄っていたアルバルドは、近すぎる二人の距きよ離りに気付き、慌あわててのけぞるように飛び退のいた。顔面が真っ赤になる。

「ご、ごめん！　天華っ」

　周囲に満ちるのが、星と月明かりだけなのが幸いだった。紅こう潮ちようしても、はっきりとはわからないだろう。

　けれども、天華はアルバルドを見ようとはしなかった。膝ひざの上で片かた肘ひじをついて、明後日あさつての方向を向いている。

　……怒おこらせた、だろうか。アルバルドはがっくりと肩かたを落とした。

（うう……なんで……こーなるんだよぉお）

　アルバルドはもうこれ以上彼女を刺し激げきしないよう、さめざめとこっそり泣いて、この場から退たい散さんすることに決めた。

「ええと、じゃあ、天華……。オレ、さっき持ってきた荷物を家の方に運んどくから。そ、それじゃ」

「──ねえ、アル」

「え。な、なんだよ？」

「あたし、あんたに言っとかなきゃならないことがあるんだけど」

　こっちを振ふり返らずに、天華はとんとん、と自分の座すわっている長椅子の座ざ面めんを手のひらで叩たたく。どうやら座れ、ということらしい。

　顔を合わせないのは、彼女が心底怒っているからだろうか？　ひいい！　とアルバルドは縮ちぢみ上がった。

（なッ、ななな、なんで!?　お、オレ──うああ、やっぱりさっきのことかなあ。でもオレ、ほんとに天華のことが心配で、もうそれだけで……）

　いろいろ考えながらも、アルバルドは言われたとおり、天華の誘さそいに従った。長椅子の右みぎ端はしに天華が座っているため、反対側の左端にアルバルドは腰こしを下ろす。ちょうど二人の間に、一メートル弱ほどの距きよ離りをあけて。

「調子に乗らないでよね」

　と、座るやいなや天華が言った。こちらを一度も見ることなしに。

　アルバルドは思わず首をすくめた。が、おかしい。あれ？　と彼女の口調に違い和わ感を憶おぼえた。

　それはとても、やわらかな言い方だった。

「て、天華？」

「……あのね、アル。あたしたち、帝てい國こくじゃあ結けつ婚こんしたことになってるけど。あたしは、まだ認みとめてないんだからねっ」

　やはり同じように、銀ぎん髪ぱつの少女は穏おだやかに言った。つん、と横を向いたまま。

「将しよう来らい的には……わかんないけどさ」

　そうぼそぼそと付け足して。──アルバルドの空色の瞳ひとみは見てしまった。そっぽを向いた彼女の頰ほおが、アルバルド以上に朱しゆに染そまっているのを。

　それはこの淡あわい月光の下でも、鈍にぶいアルバルドにもはっきりとわかる色だった。

　思わずアルバルドは身を乗り出した。一メートル弱の距離を一気に縮める。

「え？　て、天華っ、い、いまのどういう意味？」

「って、わっ、ちょ、ちょ、ちょっとおっ!?　やだ、ダメだって、あたし今、顔見せられな──」

「だって！　将来的にはわかんないってことは！　それは、えーと、つ、つまりつまり！」

「てゆーか、め、メールくらいはちゃんと返信しなさいよね！　それくらいから始めてあげるから……って、き、聞いてる!?　アル？」

「ああ、わかってる……聞いてる！　それってやっぱり、おっ、オレと、オレと──け、け、け、結婚してくれるってコトで!?　コトだよな？　なあ、なあッ！」

「う、う、うっ、うるさぁああああああああああああ──────い!!」

　すがりついたアルバルドの後頭部に、天華の鋭するどい肘鉄が振り下ろされた。

　照れ隠かくしの一いち撃げきである。アルバルドは甘あまんじて天華の一撃を受けた。長椅子から派は手でに転げ落ちて、ぶっ倒たおれる。

　夜空に浮うかぶ蒼あおく歪いびつな月と、寄より添そう銀の小月。その二つの月を仰あお向むけに倒れて眺ながめながら、アルバルドは気き絶ぜつした。

　──忘わすれることのできない、とてもきれいな最高の月夜だった。
















　【十年後】　時を経へても、風はかわらない







　精せい霊れい都市の中央に、十年の歳さい月げつをかけて完成したいくつもの塔とうがそびえている。新しく建けん造ぞうされた、無数の塔が寄より集まってできた、美しい精霊神しん殿でんの姿すがただった。

　春のあたたかな陽光が、白はく亜あの塔の長い影かげをつくっている。──その影が落ちる、神殿に併へい設せつされた帝てい國こく軍ぐん管理下の空港施し設せつ。岩がん盤ばんを削けずって円えん卓たく状じように、飛舟シツプや飛ひ空くう艇ていの発着路がつくられている。その一角に、Ｇはやってきた。

　空港を警けい備びする巡じゆん回かいの兵士たちに見つからないよう、空港脇わきに並ならんだ倉庫の陰かげでこそこそする、三人の少年少女たちに呼よび出されて。

「ほら、Ｇくんっ！」

　隠かくれて！　と腕うでを取られて引ひっ張ぱられた。なぜこんなことに？　とＧは思いつつも、素す直なおに従したがうことにする。三人の子こ供どもたちとＧは、近くを通った整せい備び兵へいの一人をやり過すごした。

「ふう──～～っ、あ、危あぶなかったああっ」

　ほっと一息吐つくのは、三つ子の中でもリーダー格かくの少女である。金きん髪ぱつと空色の瞳ひとみを持った彼女は、機き敏びんな動きで何度も何度も辺りを見回した。その活発さと、「邪じや魔まになるから」と短く切った髪かみの毛と、まだ男女の体つきの差が出る前の八歳さいという年ねん齢れいのせいか。スカートをはいていなければ少年と見み間ま違ちがえられる、やんちゃな女の子だった。

「とりあえず大だい丈じよう夫ぶそうだけど……このまま一気に、舞翼ライドの置いてある向こうの倉庫にまで行けるかなあ？」

「ううっ、や、やめようよぉお、烈れつ華かちゃあん～～」

　金髪の少女を烈華と呼よんで、銀色の髪と瞳を持つ女の子がすがりついた。

「天あま音ねはやっぱり、ここに残るうううー」

「……あのね、天音。アタシたちは三人でひとつなのっ。──アタシが行くって言ったら、マジで行くの。やるの！　それともなに？　天音一人だけ、ここに残る？」

「はううっ。や、や、やだぁあ」

　おさげにした銀髪を振ふり乱みだし、彼女はいやいやと首を振った。

「天音は、烈華ちゃんと一いつ緒しよがいいのううっ。いく、ついてくー～～」

「そーそー平気だよ天音、あんたにはＧくんがついてるジャン！　母さんから受け継ついだ天音の強い精命力がある限かぎり、どんなことになってもＧくんが一緒にいてくれるよ？」

　ね？　と烈華がＧににっこり笑えんだ。天音という名の女の子も、Ｇを潤うるんだ瞳で見つめる。

「まあな。今の俺おれは天音の側そばにいれば、この体を維い持じできるからな」

　Ｇは事実だけを口にした。

「はう──んっ、Ｇくぅうんっ」

　烈華とお揃そろいの服を着た銀髪の少女が、ぎゅう、とＧに抱だきついた。

「まったく、甘あまえん坊ぼうさんなんだから天音は。……ま、いっか。天音がついてきてくれるから、Ｇくんもアタシたちと一緒にきてくれて、あの母さんの舞翼ライドを飛ばすことができるもんねっ。──で、白はく斗とっ！」

　金髪の少女は、後ろで黙だまって座すわり込こんでいる寡か黙もくな男の子に話しかける。真っ白な髪と金色の瞳を持った少年は、「なに？」と手にした携けい帯たいコンピュータから顔を上げた。

「ああ、平気だよ。警備兵の巡回表はこうしてちゃんと、父ちゃんの部屋からくすねてきた携帯端たん末まつに記き憶おくさせてるから。あと五分で交代の時間だよ。その隙すきをつくんでしょ？」

　白斗という名の男の子は、開いた画面を二人の姉し妹まいに見せた。

　後ろで束ねた長い白髪のこともあり、こちらは烈華と対照的に、一見すると女の子と見み紛まがう少年だ。妙みように大人びた雰ふん囲い気きを放つのは、三つ子の中で唯ゆい一いつ受け継いだ、特別な瞳のせいなのか──。

　と、ぽかっ、と烈華が白斗をはたいた。

「!?　い、いたい……いたいよ、烈華は……な、なに？」

「遺い物ぶつをいじるのは、いまはどーでもいいジャンっ。それよりさっさと『龍りゆう眼がん』の力で、闇やみの精霊に頼んでアタシたちを包み隠して、気配を消せるようにしてよね！　計画したとーり、アタシが『獣化ビースト』して一気に先に走るから！」

　父親から受け継いだ『先ワ祖イ返ルりド』の能力を発動させ、烈華は金髪をざわつかせた。尖った八や重え歯ばをがちんと鳴らして、増ぞう大だいした筋きん力りよくを突とつ進しん力りよくにかえるため、低い姿し勢せいでしゃがみ込んだ。足に力をぐっと溜ためる。それに合わせて白斗少年も、携帯コンピュータを懐ふところにしまい、ズボンの裾すそをはたいて立った。

「無む理り矢や理り精霊を従したがえるのは好きじゃないんだけどなあ。そもそも精霊巫み子こなんて、ぼくはヤなんだよ……」

　ぼそぼそと文もん句くを言いつつも、彼は日陰の中に棲すむ精霊たちに、そっと手を合わせて助力を請こうた。

「Ｇくぅうん～」

　走ることすら最初からＧ頼だのみにするつもりなのか、天音が「抱だっこして」とばかりに正面から抱きついてくる。

　三人が狙うのは純じゆん白ぱくの舞翼ライド、雷らい帝てい号ごうだ。母の愛用する機体が置かれてある倉庫のひとつに侵しん入にゆうし、ここから飛び立つことを目もく論ろんで。──三つ子たちは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指し、今日この日、精霊都市を旅立とうとしているのだ。

「……。本当にやるのか？」

　天音を抱きかかえた姿すがたで、一いち応おうＧは三人に訊たずねてみた。

「もっちろんジャン!!」

「だ、だってぇ～～、れ、烈華ちゃんが言うからぁあ」

「まあ……ぼくの得た、科学の知ち識しきが活いかせるなら」

　三者三様の答が返ってきた。







「おーよちよち！　お父さんですよ～！」

　精せい霊れい神しん殿でんの赤あか絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた広い王の間で、二十九歳さいの帝てい國こく王おうアルバルドは、久ひさしぶりに自分の子こ供どもと対面した。

　まだ赤ん坊ぼうの、四人目の銀ぎん髪ぱつの男の子と五人目の金髪の女の子の、双ふた子ごの兄妹きようだいである。

　兄をグラン、妹をユイファと名付けたのは、アルバルドの妻つまである帝國の女王だった。

「グランは瞳ひとみが黒いから。ユイファは赤い目をしてるもんね。他ほかに思いつかないよー」

　そう言った彼女の真意は、アルバルドにはさっぱりわからなかったが。しかし、そんなことはどうでもいいのである。

　──十年越しに完成した精霊神殿の式典で、ここしばらく王としての仕事に忙いそがしかったアルバルドも、この二人の顔を見れば疲つかれが吹ふき飛ぶようだった。

「あー、もうっ。かわいいなあ～、かわいいよなあぁ、ほんとに！」

　生なま意い気き盛ざかりの上の三つ子たちとは違ちがい、グランとユイファはやっと笑顔を憶おぼえたばかりだ。乳う母ば役の下級神官たちから二人の赤ん坊を受け取り、アルバルドは鼻の下を伸のばす。豪ごう華かな王の衣服が、赤ん坊たちの涎よだれで汚よごれてもかまわない。数日ぶりに自分の時間が持てたアルバルドは、「ほぅら、高い高ーい！」と二人を交こう互ごにあやすのだった。

「お疲れ様です、アルバルド様」

　と、そこにやってくるのは、書類の束を抱えた王補ほ佐さ官かんの青年だ。栗くり毛げに映はえる濃のう紺こんの装しよう束ぞくを着た、二十三歳のシエンである。

「おっ、シエン、おまえもご苦労様！　早かったな。残ざん骸がい都市から今日戻もどったのか？」

「ええ。神殿の完成式典でお忙しいアルバルド様のかわりに、ちゃんと獣じゆう機き族ぞくとの交こう渉しようは済すませてきましたよ」

　その件けんの書類がこれです。と、いつしか長身のアルバルドと並ならぶほどに背せの高い青年となったシエンが、分ぶ厚あつい紙の束を見せる。

「また目を通しておいてくださいね。机つくえに置いておきますから」

「う、うわぁあ……い、いまだけはそれ、考えたくないなぁあ」

「まあ、内ない容よう的にややこしい箇か所しよはないですよ。今回の会談はつつがなく終しゆう了りようしましたし」

　子供のやわらかい頰ほおに顔をすり寄よせて現げん実じつ逃とう避ひするアルバルドに、十年前からかわらず補佐してくれる優秀な青年が言う。

「僕ぼくとしても、毎回楽な任にん務むですよ。獣機族たちは僕の『電脳デジタル』の能のう力りよくを高く評ひよう価かしてくれていますから。付き合いやすいです」

「そういやあ、アロ＝カ女王とユピテル船長の結けつ婚こん式しきにも呼よばれたよな、シエンは」

　オレは呼ばれなかったんだよなああ……。とアルバルドは数年前の出来事を思い出し、子供たちを抱だいたままがっくりと肩かたを落とした。

「天てん華かも白はつ華かちゃんも呼ばれてたのに……。オレ、一いち応おう王様なのに……うう、ううう」

「ま、まあ、ほら。当時はまだまだ、わだかまりがありましたから。でもアルバルド様の提てい唱しようした親和政せい策さくで、飛ひ躍やく的に帝國との仲はよくなったじゃないですか。今回の任務も、アルバルド様のかわりを僕が務めただけですし」

「そうか……そうだよな」

　いろいろかわってきたんだよな。とアルバルドは、双子の兄妹に笑いかけた。

　そのとき──。

「アルバルドさまぁああんっ！　お疲れさまでスよう！」

　王の間の扉とびらを開けて、一人の女じよ性せいが駆かけ込んでくる。神官服に身を包む、二十四歳の赤毛の美しい乙女おとめであった。今年、上級神官から最上級の十二神官候こう補ほとなった、アルバルドの元部下のココロである。

　ぱたぱたと彼女はアルバルドの側そばまで走ってきて、飛びつこうとして寸すん前ぜんで「やぁんっ？」と固まる。アルバルドの両りよう腕うでが二人の子供で塞ふさがっていたから。

　しかし、そんなことで彼女は諦あきらめたりしない。

「ねえねえ、アルバルドさまぁあん～～」

　ココロはぴたりと身を寄せた。豊ほう満まんな胸むねをアルバルドの腕に押おしつけ、ぐりぐりと人差し指でつっついて、色っぽく流し目をする。

　磨みがきに磨いた美び貌ぼうをもって、彼女は子持ちのアルバルドを陥かん落らくしようとしているのだ。

　が、ココロとて忙いそがしい身だ。「ココロさまっ」と彼女を追ってきた女性神官たちが、慌あわてて王の間に入ってくる。未来の十二神官の一人として学ばなければならないことが、ココロにはたくさんあるのだ。

「ううっ、せっかくアルバルドさまの側にいられるからと思って、アカネお姉ちゃんの誘さそいで軍を辞やめてこっちにもどってきたでスのにいい。忙しくてあんまり会えないでス。……でも、いつでも声をかけてくださいね、アルバルドさまん。ココロは……ココロは、二号さんでいいでスから。きゃっ」

　やぁん、言っちゃったでスう～♪　と真っ赤になって、赤毛の乙女は来たときと同じように、あっという間に去っていった。

　王の間に残されたアルバルドとシエンは、呆ぼう然ぜんと顔を見合わせる。

「……。あ、あいつは、ある意味ぜんっぜんかわらないなあ……」

「そ、そうですね」

　二人は同じ感想に、しみじみと頷うなずき合った。

「ココロ操そう縦じゆう士し……あ、いや。ココロ上級神官は、ずっとあの調子ですね。──いっそのこと愛人で取りますか？」

「じょ、冗じよう談だんだろ？　オレは……て、天華一ひと筋すじだから」

「そうですよねえ……その辺り、アルバルド様はうまくやれない人ですから」

「お、オレのことはいいよっ。それより、シエンはどうなんだ？　結婚とか。……獣機族の、なんて言ったっけ？　ダイガの妹さんの──」

「!?　なっ、ど、ど、どこからロッケの話が!?」

「……ふっふっふ。こう見えても、オレは王様だぜ？　いろいろ情じよう報ほうは回ってくるの！」

　突とつ然ぜんのことに真っ赤になったシエンを前に、アルバルドは勝ち誇ほこって胸を張はった。いや、その、と伊だ達ての眼鏡めがねを落としかけるほど、栗毛の青年補佐官が普ふ段だんの落ち着きぶりを失う。

「ち、違ちがいますよ。懇こん意いにはしてますが……」

「あのさあ、シエン」

「は、はい？」

「惚ほれたら、負けだぞ？　なんか、いろいろと」

「……アルバルド様を見てると、それはすごくよくわかりますよ……」

　早くこっちにおいで～、と子こ供どもを抱だいてにやにやするアルバルドに、シエンが渋しぶい顔を向けた。

「でも、子供はいいんだよな。かわいいぜー。ははっ」

　アルバルドは小さな手をこっちに向けて伸のばしてくる双ふた子ごたちに、はいはい、と顔を近づける。伸ばした淡あわい金きん髪ぱつが引っ張られて痛いたかったけど、それも幸せの形だった。

　だが一方で、子供はトラブルの種でもあった。

　──神しん殿でん内ないに突とつ然ぜん、耳をつんざく警けい報ほうが鳴り響ひびいた。「なに!?」とアルバルドもシエンも驚おどろく。

「待てよ、おい！　こ、この警報って……まさかっ!?」







　警報がけたたましく神殿内に反はん響きようする。中央塔の地下にある大だい聖せい堂どうに向かっていた二十七歳さいの精せい霊れい巫み女こは、長い白髪を搔かき上げて、「あっ」と長い大階かい段だんで立ち止まった。

　警報は軍ぐん施し設せつと空港と、神殿内に鳴り響いたものだった。

「あれぇ？　これは……」

「ま、また天華様でしょうか？」

　お付きの若わかい女神官がそう訊きいてくる。この警報は、ことあるごとに神殿を飛び出す銀髪の帝國女王のためにつくられたもの。すなわち、「女王様が無む断だんでまた飛び出そうとしています」警報機なのだ。

　しかし、白華は知っている。当の本人である天華は、今日は朝から街にでかけていることを。精霊都市一の舞翼ライド乗りとして、希望者に舞翼ライドの操そう縦じゆう技ぎ術じゆつを教えに行っているのだ。

「んーと、そんなことないと思うんだけど」

　そもそも旅に出るのなら、双子の妹である白華に一言あるはずなのだ。

　白華は裾すその長い巫女装しよう束ぞくを持ち上げると、大階段を駆かけ上がった。地下にある大聖堂から離れ、中央塔の外に出る。無数の塔で構成される精霊神殿で、最も大きいこの中央塔は、広々とした中庭の中心に据すえられている。ここから街を見ることができた。んっ、と集中して、白華は金色の『龍りゆう眼がん』を街に向ける。

　石いし畳だたみと水路が放ほう射しや状じように広がった街まち並なみから、風の精霊たちが双子の姉の香かおりを届とどけてくれた。

「……やっぱり。姉様じゃないみたいですよ？」

　じゃあ、誰だれが──。そう思ったとき。再び風の精霊が、そっと白華に耳打ちした。

「えっ」

　まさか。と白華は言葉を失う。

　と──そこに、真上から真まっ逆さかさまに落ちてきた、ひとつの人ひと影かげがあった。

「うおおっ、て、て、天華あぁあ!!」

　中ちゆう央おう塔とうにある王の間より、大急ぎで事じ態たいを把は握あくしようと飛び出してきた、アルバルドである。乳う母ばに預あずける間も惜おしんだのだろう。その手には二人の子供を抱かかえたままだ。

　王となってからも鍛きたえることをやめなかった、現げん役えきの剣せん聖せいでもある彼は、十メートルほどの高さから玉砂利じやりの敷しかれた中庭に着地した。衝しよう撃げきを見事に足だけで吸きゆう収しゆうし、白華を見つけて駆かけ寄よってくる。

「はっ、白華ちゃん！　この警報は……やっぱり天華なのかっ!?」

　開口一番彼が訊たずねたのは、やはり神官たちと同じ質しつ問もんだった。

　けれど、「いいえ」と白華は首を横に振ふる。

「それが、あの。……違ちがうみたいなんです」

　視し線せんを向けた、空港施設。そこから飛び立つ、見覚えのある機き影えいがあった。十年間酷こく使ししてついに壊こわれた無重力エンジンにかわって、帝國の開発した新型推すい進しん結けつ晶しよう体たいを搭とう載さいした雷らい帝てい号ごうだ。

　強力な推力を生む結晶体を操あやつるのは、機関部の専用シートに座すわる褐かつ色しよくの少年である。

　しかし機体の背せに乗るのは、白華の姉の天華ではなく。彼女の子供たちである、八歳さいの三つ子だった。

　──飛び上がった雷帝号の動きは、かなり危あやうい。一番やんちゃな烈華が操そう縦じゆう桿かんを握にぎっており、機体はふらふら飛ひ翔しようする。まだうまく飛ばせられないのだ。

「って、烈華に……あああ、その後ろには白斗じゃないか！　ってことは──後ろの機関部には、Ｇと一いつ緒しよに天音もいるのか!?　な、な、な、なんでえ───っ!?」

　白華が『龍眼』で見み抜ぬいたことを教えなくとも、アルバルドが全すべてを的てき確かくに悟さとり、絶ぜつ叫きようした。







　Ｇの手で起動した推進結晶体の力で、雷帝号は浮ふ遊ゆうする。が、それだけだ。

「ちょ、ちょっともうっ、Ｇくぅん！　しっかり機体、飛ばしてようっ」

「無理だ」

　Ｇは操縦桿を握る烈華へと、伝声管越し言ってやる。

「推力を上げることは簡かん単たんだが、機体がふらつくこの状じよう況きようで飛ばせば墜つい落らくするぞ」

「えええ。や、や、やだよぅ、そんなの。天音、落ちたくないよぅう～～」

　痛いたいのやだよう。と真っ先に泣き言を吐はくのは、Ｇと一緒に機体後部の機関部に座った天音だ。

「そ、そんなこと言ったって……う、うまくいかないんだもんっ！」

　伝声管から、踏ふん張ばる烈華の声が聞こえる。が、Ｇは彼女の操縦技ぎ術じゆつが、雷帝号を操るレベルに達していないことは知っていた。練習用に母親が与あたえた通つう常じようの舞翼ライドとは、この機体は違う。大型の翼を持つぶん、操縦桿が重いのだ。子供の筋力では操り切れない。

「『獣化ビースト』すればいいんじゃないの？」

　この状況下で落ち着いた口調でそう提てい案あんするのは、烈華の後ろに跨またがった白斗である。しかし。

「『獣化ビースト』ってのは、けっこー体力使うんだってば！　お、お父さんみたく鍛えてないアタシには、今日はさっき変身したので精せい一いつ杯ぱいなのおおおーっ！」

　烈華の苦しげな叫さけびと共に、機体が突然大きく傾かしいだ。彼女が力ちから尽つきたのである。

　……まずい！　Ｇは天音の体とシートの隙すき間まからするりと抜け出し、素す早ばやく機体の背に上がった。機体を軟なん着ちやく陸りくさせるために。

　だが──それより速く、雷帝号の真上をよぎった機影があった。

　それは舞翼ライドを簡かん略りやく化かした、短たん距きよ離り飛行用の、一枚まいの翼つばさだけの「舞板ボード」というもの。浮遊都市の舞翼ライド技ぎ師しがつくりあげた、風に乗る板きれである。

　真っ白な羽根のように空を舞まったそれは、空中で反転する。同時に、乗っていた一人の女性を振ふり落として。

　いや、彼女は舞板ボードを捨てて、自ら飛び降おりたのだ。──雷帝号の上へと。

「よっ、とおっ！」

　舞翼ライドで最も頑がん丈じような翼の付け根に降り立ったのは、三つ子の母親。

　銀ぎん髪ぱつの帝てい國こく女王、天華だった。







「──あーもう、まったくっ、なーにやってんのっ！」

　半はん袖そでのジャケットを風にはためかせ、颯さつ爽そうと愛機の上に降り立った天華は、子こ供どもたちを睨にらみ付ける。両足で左右の二枚翼を踏みつけて、機体のバランスをとりながら。

　天音が機関部に慌あわてて頭をひっこめた。「いや、これは」と白斗が言い訳わけに困こまる。

　前を向いて操縦桿を握りしめる烈華は振り返らず、天華と目を合わせなかった。

「……あがいてもダメだよ、烈華。あんたの腕うでじゃあ、あたしの雷帝号を操縦しきれないんだから。そのことは今操縦桿に触ふれてるあんたが一番よくわかってることでしょ？」

「……」

　烈華は何も応こたえなかった。彼女は天華に似にて、頑がん固こなのだ。

　もうー。と天華は頰をふくらませる。かわりに、Ｇに視し線せんを向けた。と、天華の人ひと並なみ外れた精命力を受け継ついだ天音によって、天華だけの相あい棒ぼうでなくなった彼はそっぽを向いた。「俺のせいじゃない」と言わんばかりに。

「Ｇ～？　いったい、どーゆーことなのっ？」

「知らん。お前を真ま似ねて、外の世界を見たかったんだろう」

　三つ子に連れてこられただけのような褐かつ色しよくの肌はだの少年は、舞翼ライドの上で肩かたをそびやかした。どうやら本当に聞いていないらしい。目的を聞かされなくともついてくるのは、自らを「道具だ」と言う彼らしかった。

「って……八歳さいで飛び出すだなんて。なに考えてんの!?　あたしでも十六になってからだったっての！　この子らは、ほんとにもー」

「親の教育が悪かったんじゃないか？」

「うっ！」

　痛いたいところをＧにつかれて、天華は押おし黙だまる。常つね日ひ頃ごろ、自分の冒ぼう険けん譚たんを子こ守もり歌うた代わりに聞かせてやっていたのは天華なのだ。

「……え、えーと。と、とりあえず、下に降ろすよっ」

　気を取り直して、天華は白斗を押しのける。黙ったまま振り返ろうとしない烈華の背はい後ごに覆おおい被かぶさった。彼女の小さな手に添そえるようにして、操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめる。

　と、天華の意い志しを受けたように、機体はゆっくりと降こう下かを始めた。

「天華っ！　よ、よかった……おまえがきてくれてっ」

「姉様！」

　純白の舞翼ライドが降りていく精せい霊れい神しん殿でんの玉たま砂利じやりの庭園には、大おお勢ぜいの神官や兵士たちと駆かけつけたアルバルドと白華がいた。天華は二人の前に愛機を着陸させようとする。

　──しかし。ぽたり、と天華の腕うでに落ちた雫しずくがあった。

「えっ？　……烈華？」

　泣いていたのは、頑なに操縦桿を握っていた金髪の少女だった。真後ろになった天華の位置からは、烈華の顔は見えない。けれど、小さな肩が押し殺した嗚お咽えつに震ふるえていた。

　三人の中で一番気の強い彼女が、実は最も涙なみだもろいのだ。

「だって……行きた、かった、んだもん」

　鼻声で、今まで黙っていた烈華はとつとつと話し始める。

「アタシも、お母さんみたいに、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーに、なるんだもん」

　そして、おじーちゃん見つけるんだもん。と彼女は言った。

「烈華……あんた」

「だから、三人で、行くって、決めたんだもん……」

「うん。ぼくたち、決めたんだ。一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの祖じ父いちゃんのところで、修しゆ行ぎようしようって。母ちゃんを追い抜ぬけるように、って」

　携けい帯たいコンピュータを持った白斗が、次いで言った。いつしか天音が機関部の穴あなから銀髪のおさげを出して、こっちを見ていた。

　三人は未み熟じゆくながらも、しっかりと考えた末に行動していたのだ。

「あんたたち……」

　それは天華には、痛いたいほどわかる気持ちだった。なぜならまったく同じ志こころざしを持って、天華は十一年前の十六歳になった日に、この地を飛び出していたのだから。

　まったく。と苦く笑しようが漏もれた。しかしそれは微び笑しように変わる。

「あーもう、しょーがないかあっ。あんたらは──あたしの子だもんね！」







　滑すべるように降下していた雷らい帝てい号ごうが、アルバルドの頭上で静止した。

　はい？　とアルバルドは二人の赤ん坊ぼうを抱かかえたまま固まる。──なんだか、嫌いやな予感がしていた。

「ま、まさか……いっ、いや待て、待てオレ！　まだそうと決まったわけじゃあ……」

「お──いっ、アルぅ～！」

　真上で空中停止した舞翼ライドから、妻である天華の頭がひょっこり現れた。やっほー。とアルバルドや白華に向かって軽く手を振る。

「んー、えっとねえ。あたし、ちょっとこの子たちと、出てったきり帰ってこない父さん探しに行ってくるから。しばらく留守にするけど、よろしくう～」

「……は？」

　最初、何を言ってるのかさっぱり理り解かいできなかった。いや、アルバルドの頭が現げん実じつを受け入れることを拒こばんだのだ。

　しかし、それは虚きよ構こうではなくて。──雷帝号は上じよう昇しようを始める。遅おくれて追いついてきた、空港から発進した帝てい國こくの飛ひ空くう艇ていたちに包囲されるより速く。

「って、お、おい!?　ちょっと待てええっ！　おまえ、そんな！　だってこの間遺い跡せき探たん求きゆうから帰ってきたのって、半月前だぞ？　なのにまた……てゆーか、回数多いって！　あああ、なんで、なんでこんなことにぃいっ？」

　愕がく然ぜんとするアルバルドが見上げる空で、純じゆん白ぱくの舞翼ライドは生き物のように鮮あざやかに旋せん回かいした。ばははーい、とその背せ中なかで手を振る天華と、三人の子こ供どもたちとＧを乗せて。母親の許可が下りて三つ子がはしゃぎ、機体から落ちそうになる。素早くＧが三人を支えた。

「ふふっ、いきなりだなんて、とっても姉様らしいですね。いってらっしゃーいっ」

　横にいる白はく髪はつの精霊巫み女こだけが、のんびり手を振り返した。

　しかしアルバルドは反はん応のうできない。どうするの？　どうすれば？　二人の乳ち飲のみ子を残されたまま、一歩も動くことができなかった。

　かわりに空色の瞳ひとみで呆然と、飛ひ翔しようする天華の姿すがたを追いかける。と──「ちゅっ」と天華が、空中で投げキッスをした。

「愛してるよ、アルっ」

　それだけを最後に残して。──彼女は別れの挨あい拶さつを終えると、子供たちに機体にしがみつくよう合図する。

「そうれっ、いっくよ！　振り落とされたりしないでよねッ!!」

　雷帝号が瞬またたく間に加速した。Ｇが引き出した、推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力である。

　青空に真っ白な光の軌き跡せきを描えがいて、純白の舞翼ライドは春風を突つき破やぶって駆かけ抜ぬける。帝國の飛空艇も追いつけない速度だ。精霊都市をくるりと包んだ外輪山の向こうへと消えていった。

　だあだあと、グランとユイファの双ふた子ご兄妹きようだいが、アルバルドの腕うでの中で手を叩たたく。旅立った母たちを、無む邪じや気きに祝福するように。だけど、アルバルドにそんなことはできなくて。

　──久ひさ方かたぶりに、この台詞せりふを言うのだった。

「……ばっ、バッカ天華ああああああああああああああああああ────────っ!!」

　快かい晴せいの精霊都市に、帝國王アルバルドの絶ぜつ叫きようがこだました。
















　あとがき







　とにもかくにも、「天てん華か無む敵てき！」が完かん結けつです。お久ひさしぶりのひびき遊ゆうです！

　今回は最後ということで、天華から座ざ談だん会かいのスペースを譲ゆずってもらいました（笑）。

　……や、もう、なんと言ったらいいのか。「そっか、六冊さつ書いてきたんだ」と自分で驚おどろくばかりです。この二年はあっという間でした。

　当初、ここまで続けられるとは思ってもいませんでした。そもそも第一巻は受賞作でしたし、原げん稿こうを投稿する段だん階かいでは、当然シリーズ化など考えていなかったわけで。つまり話をどこまで続けるのか、どこで終わらせるのか、まったく決まっていなかったのです。

　そんな中で、三巻から五巻にかけての「精せい書しよ編へん」が書けたのは、とてもありがたいことでした。ついてきてくれたみなさん、本当にありがとうございます！

　とりあえず、忘わすれないうちに謝しや辞じを。担たん当とうＨさん、いつもいつも厳きびしいアドバイスありがとうございます。いっぱい迷めい惑わくかけてますが、まだまだかけるとおもいます（平謝）。見放さないでいてくれると嬉うれしいです（滝汗）。

　それと、絵え師しの桐きり原はらいづみさん。私が書き上げた原稿を読んで、毎回毎回しっかりとキャラクターを把は握あくして挿さし絵えを描かいてくださいました。とりわけ今回の六巻に登場する、虎こ近こんと凰おう華かの二人のデザインは完かん璧ぺきでした！　担当さんと一いつ緒しよに「うんうん、まさにこれ！」と頷うなずき合ったものです。なんとこの六巻が出る八月に双ふた葉ば社しやさんから『ひとひら』という桐原さんの初単行本も出るそうなので、絶対買わせていただきますよ！

　その桐原さんのイラストのラフに、私が影えい響きようされて書くこともありました。実はシエンが眼鏡めがねをかけているのは、桐原さんのイラストが先だったのです！（ばばーん）

　他にも、四巻の「封ふう殺さつ」のシステムは、先に仕上がっていた精霊神殿のイラストを見て、私が「あ、この宙ちゆうに浮いた円まるい回かい廊ろうって、なんだか大きな魔ま方ほう陣じんみたい！」と思ったところから生まれました。イラストがなければ、もしかしたら四巻ラストのアイデアはなかったかもしれませんね。

　といいますか、この「天華無敵！」というお話は、きっちりと細さい部ぶを詰つめてから書いているのではなく、比ひ較かく的てきいろんなところに自由度を持たせてつくっていました。良い意味で、行き当たりばったりということですね。

　そうやって巻を重ねてきた物語も、ついにこうしてラストを迎むかえたわけですが──。

　読まれた方は、いかがだったでしょうか？

　あとがきから先に読んでいる人は、最後に付け足した「おまけの章」から読まないようにしてくださいね（笑）。五巻でもやったように、あえて目次にも載のせず、意図的に隠かくしてありますので……。

　このおまけの章のお話は、ずっとやりたかった終わらせ方でした。他のパターンも考えていて、先に担当のＨさんに提出したのですが。「こっちの方がいいんじゃない？」と最初に思いついていた終わらせ方でＯＫを出していただき、本当に嬉うれしかったものです。

　おまけの章の中身について、あれこれ細かく解説しようとは思いません。私のいろんな想いを十二分に詰め込んでみました。そこに書かれていることが全すべてです。

　二巻のあとがきで、私は「このお話は、天華という少女が成長していく過か程ていの物語なんですよ」と書きました。

　その行き着いた先を、ちゃんと書いたつもりです。天華は自分で自分の行くべき道を選せん択たくしたのです。白はつ華かや、アルバルドや、シエンやココロも同じです。Ｇは……きっと相あい変かわらずです（苦笑）。

　この物語のラストを読んで、みなさんはどう思われるでしょうか。作者としては、生み出したキャラクターにできるだけのことをしてあげたつもりです。

　そして私も天華たちから、いろんなものを受け取りました。きちんと話を終わらせられるという幸せを、このあとがきを書きながら嚙かみ締しめています。

「天華無敵！」は終わりますが、ひびき遊はまた新しいお話を書いていこうと思っています。今度は……どんな話になるやら。ファンタジー？　ＳＦ？　学園もの？　ラブコメ？　うーん。現在いろいろ考えている段階なのですが、まだ決まっておりません。

　でも、がんばります。がんばって書き続けます！

　また新作を出したときには、手にとってもらえると嬉しいです♪





２００５年７月某日　ひびき　遊　　





















天てん華か無む敵てき！６








ひびき遊ゆう
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